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序章　道化の逃亡

			


			　神楽坂優樹ユウキ・カグラザカは天才である。

			　元の世界にいた時も、ユウキは特別な力を有していた。観かん念ねん動どう力りょく──いわゆるサイコキネシスという超能力の一種を、生まれながらにして扱えたのだ。

			　かと言って、その力を使って何かをしようという気にはなれなかった。何故なら、自分の力を誰かに告げるような真ま似ねをすれば、見世物になるのがオチだとわかっていたからだ。

			　日常は退屈だが、それなりに楽しめていた。

			　両親は彼に優しかったし、友達もそれなりにいた。

			　金を稼ぐのも彼にとっては造作もない事であり、望めば何でも手に入れる事も出来た。

			　不満など、何もなかった。

			　だが、ある日。

			　突然の不幸がユウキを襲う。

			　ユウキが中学生になったばかりの頃、両親が事故に巻き込まれて亡くなったのだ。

			　両親には何の落ち度もなく、居眠り運転をしていたトラックに家族が乗っていた車が正面衝突されて即死した。

			　後部座席で眠っていたユウキだけが助かった。

			　理不尽だ、とユウキは思った。

			　事故を起こした運転手を憎悪したが、ユウキに出来る事は何もない。日本という国は法治国家であり、個人の復ふく讐しゅうは法律で認められていないからだ。

			　裁判の結果、色々な事実が判明する。

			　無理な条件で仕事を請け負い、運送会社の処理能力が追い付かなくなっていた事。

			　その結果、雇われた現場作業員に負担がのしかかり、過労を承知で働いていた事。

			　運転手もまた被害者だった。

			　では、運送会社が悪いのかというと、そうとも言い切れない事情があった。

			　大手からの仕事を断れば、次から注文してくれなくなる。付き合いの長い取引先からの注文は、そう簡単に断れるものではなかった。

			　そうなると、業務体質の改善を行うべきなのだが、熟練の運転手を雇うのは簡単な事ではない。若い人材を雇用して教育しようにも、会社の体力的にそんな余裕がないのが現状だったのだ。

			　何だよ、それ──と、ユウキは嘆く。

			　世界は余りにも理不尽で、彼は余りにも無力だった。

			　誰を恨めばいいのか？

			　ハッキリ言ってしまえば、社会構造そのものに問題があると言えた。

			　そんな社会に対し、復讐したいと考えてみる。

			　だが、ユウキに出来る事など何もなかった。彼は天才がゆえに、直すぐに自分の限界を悟ってしまう。

			　世界は、高度に発達して完成していた。

			　たとえ超能力があろうとも、多少強いだけの個人の力では何も変えられない。軍隊を相手に勝てるはずもなく、また、勝利出来たとしてもその先に未来などない。

			　自暴自棄となって社会を破壊し、ゼロからの構築も検討してみたのだが……それは不幸になる者を大量に生み出す事に繋つながる。

			　ユウキとしては、そこまで割り切る事が出来なかったのだ。

			　本気で社会を変えるつもりならば、地道に自分の考えに同調してくれる仲間を増やすしかなかった。その上で政治家になり、自分の望むように国家を改善していくというのが、ユウキの導き出した唯一の方策であった。

			　気の長い道のり。

			　本気で取り組めば実現可能だろうが、それは数十年単位での未来の話となる。

			　ユウキは悩み──

			　決断を下す前に世界を渡る事となった。

			　それは果たして、ユウキにとって幸運なのか、それとも不幸だったのか……。

			


			　ユウキをこの世界に呼び寄せたのは、魔王カザリームの怨念だった。

			　肉体を失い、精神体スピリチュアル・ボディーだけになったカザリームだったが、〝呪術王カースロード〟としての力を失った訳ではなかった。

			　カザリームは時間をかけて、自身が復活する為の準備を行った。

			　そして実行に移したのが、自分の精神に適合する肉体を召喚する──という手法である。

			　無論、召喚する対象への制約は入念に確認してあった。万が一にも失敗は許されない儀式であり、自身の支配能力にて呪印を刻み、その上で召喚を行ったのである。

			　召喚された対象は、何もわからぬままに心を砕かれる。その後、カザリームが魂の力を奪い取り、その肉体を奪って復活するという計画だったのだ。

			　カザリームの誤算は、召喚した相手がユウキだった事。ユウキに対して、カザリームが施ほどこした全ての呪術が通用しなかったのだ。

			　ユウキはその天才性で、世界の仕組みを理解した。

			　世界を渡った時点で、彼の望むままに力を得たのだ。

			　世界を改変する力を。

			　それは、純粋なエネルギーそのものであり、自由自在にその本質を変化させる〝魂の力〟である。

			　その名も──ユニークスキル『創造者ツクルモノ』──

			　リムルには特殊能力など何もないと言っていたが、そんなものは当然の如ごとく嘘うそであった。

			　その力で真っ先に生み出したのが、自身に対する悪意の無効化──『能力殺封アンチスキル』である。

			　これにより、カザリームの策は破られた。

			　しかもユウキに敗北し、軍門に降くだる事となったのである。

			　そしてユウキは、この世界での存在意義を知る。

			　この世界は弱肉強食であり、まだ完成に程遠い不完全な仕組みによって成り立っていた。ならば、自分こそがこの世界の支配者になって、正しく世界を導けばいい。

			　この理不尽な世界に真っ向から挑むと、ユウキはそう決めたのである。

			　ユウキの行動原理は、世界への挑戦だ。

			　世界征服──その目的に向けて、ユウキは動き出したのだった。

			


			＊

			


			　ユウキは、ラプラス、フットマン、ティアの三名を伴い、混こん沌とんを極める大聖堂から脱出した。

			　そしてそのまま、一行は神聖法皇国ルベリオスからの逃亡を試みる。

			　情勢を見極めたいという誘惑にかられもしたが、あの場に留とどまるのは危険だと判断したのである。

			　暴走状態にある〝勇者〟クロノアは、ユウキが制御出来るような甘い相手ではなかった。敵味方の区別などなく、その場にいる者全てを敵と見み做なす恐るべき存在だったのだ。

			　グランベルはそれをわかった上で、ユウキに共闘を持ち掛けたのであろう。

			　ユウキとしては面白くないが、今回は相手の方が一枚上手だったのだ。

			「しかし、災難やったな。せっかく魔王ルミナスを出し抜き、もうちょっとで〝勇者〟っちゅう究極の決戦兵器をワイらの手に出来たのに……」

			「ホッホッホ、あれは異次元の強さでした。我等の手に出来なかったのは残念ですが、あの者を相手にしては、あの場にいた者達は皆殺しにされているのでは？」

			　ラプラスの愚痴にフットマンが答える。

			　その言い分はもっともなのだが、果たしてそう上う手まく行くかどうかは疑問だ、とユウキは思う。

			「どうやろな？　何のかんの言って、魔王リムルも大概に出で鱈たら目めや。ましてあそこには、ルミナスやレオンまで揃そろっとった。魔王が三名に、力ある魔人達が複数名。どっちが勝っても不思議やあらへん」

			「そうだね。あのグランベルってのも、元〝勇者〟だけあってかなりの強さだったしね。アタイにも、誰が生き残ったのか想像も出来ないよ」

			　ラプラスとティアは、フットマンほど楽天家ではないようだ。ユウキと同じく、リムル側が勝利する可能性も考慮している。

			　ユウキにとっては確かに、クロノアが勝利してくれるのが一番いい結果だ。

			　そうなれば、厄介な相手であるリムルに、目の上のたんこぶだったグランベル、将来的に脅威となったであろうルミナスに、ラプラス達が憎むレオンまで、邪魔者が一斉にいなくなるのだから西側の支配は完了したも同然となる。

			　残ったクロノアは厄介ではあるものの、自我がなければそこまで恐れる事はない。適当な魔物で誘導して、砂漠の向こう側まで追いやるという手法だって取れるだろう。

			　強いだけの相手など、ユウキからすれば脅威でも何でもないのである。

			　だからこそ、誰が生き残るのかだけでも確かめたかったのだが……。

			「いや、やっぱり逃げ出して正解だったね。巻き込まれたら僕達も無事では済まなかっただろうし、それにさ──」

			　嫌な予感がする──と、ユウキの直感が告げていた。

			　今後の方針を決める為にも、あの大混戦の趨すう勢せいを見極めるべきだった。そう思うのだが、ユウキは自分の直感を信じて逃亡を選択したのだ。

			　もしもクロノアが敗北すれば、生き残った魔王達から目の仇かたきにされるのは間違いない。リムルもユウキの裏切り行為に気付いただろうし、もう言い逃れは不可能だろう。

			　今回の失態で、西側で築いた拠点も地位も、全てを失う事になる。

			　それもこれも、グランベルに嵌はめられた自分が愚かだったからだ、とユウキは思っている。なので、そうした結果は自業自得と受け入れていた。

			　だからこそ、逃げると決めた今、ユウキに迷いなどなかった。その思い切りの良さこそがユウキの優れた点であり、その判断力で難局を何度も切り抜けた実績もある。

			　今回も同じ、ユウキはそう思っていた。

			　だが、しかし。

			　直ぐにユウキは、それが甘い考えであったと理解する事になったのだ。

			


			　突如、素早く地を駆けるユウキ達の前に、一人の男が立ち塞がった。

			　その傍らには、目も覚めるような青髪の美女が控えている。

			　その美女は、場違いにも暗あん紅こう色しょくのメイド服を着ていた。

			「──ッ!?」

			「誰や？」

			　危険を察知して止まるユウキ。

			　ラプラスが誰すい何かするも、その男は答えない。ユウキに視線を向けたまま、ラプラス達など目に入らぬという態度である。

			「ホッホッホ。我等の邪魔をする気なら──」

			　前に出たフットマンが男達を排除しようとするが、次の瞬間、突然出現した何者かの手によって、フットマンは地面に押さえつけられた。

			　それは、青髪の美女と同じ暗あん紅こう色しょくのメイド服を着た女性だった。

			　髪の色は、緑。

			　その正体は勿もち論ろん、数刻前までイングラシア王国で暗躍していたミザリーである。テスタロッサの出現によって作戦を終了させ、その足でこの地まで飛んで来たのだ。

			　ここにミザリーが来た事からも、青髪の正体がレインであるとわかる。そして当然、彼女達が従うのは、この世でただ一人の人物のみ。

			　魔王──ギィ・クリムゾン。

			　暗黒皇帝ロード・オブ・ダークネスの二つ名を持つ、最強の存在。

			　血の色よりも濃く深い赤色ルージュの髪を靡なびかせ、金と銀の星をちりばめたような真紅の瞳で、ギィがユウキを睥へい睨げいした。

			「よお。初めまして、かな。喜べよ。お前は、オレの興味を引いたぜ」

			　ギィの視線は、ユウキに固定されている。

			　他の者など目に入らぬと。

			　ユウキはそれを感じ取り、喜ぶべきか悲しむべきか悩ましく思った。

			　フットマンがミザリーに一蹴された時点で、相手の力量が推し量れた。

			　というよりも、目の前の三者の髪の色。そして、特徴的なメイド服。これらは、カガリことカザリームやクレイマンから聞かされていた、とある者達の特徴に合致する。

			　つまり、目の前に立つ男こそが、目指すべきこの世の頂点なのだ。

			　世界征服という野望を掲げている以上、いつかは対たい峙じせねばならぬ相手なのである。

			「そうか、お前が最強と称される魔王、ギィ・クリムゾンか。お会い出来て光栄だよ。僕の名は神楽坂優樹ユウキ・カグラザカ。まさかそちらから出向いてくれるとは思わなかったけど、僕と手を組んでくれるつもりかな？」

			　ユウキはギィに気け圧おされる事なく、ニヤリと笑いつつ応じる。

			　当然、そんな虫のいい話などあるはずもない。フットマンへの対応を見ても、ギィ達が友好関係を築こうとしているなどあり得ない話であった。

			　ユウキはそれを理解した上で、それでも親し気にそう語りかけている。

			　これはユウキの交渉術なのだ。

			　相手の事情と目的を探るべく、突拍子もない話を振って反応を窺うかがっているのである。

			「アーーーハッハッハ。面白れぇな、お前。このオレを前に、大した度胸だ。それも悪くない話だったかも知れねーが、お前はレオンの敵みてーだからな。それによ、お前、東に行く気だろ？　オレとしちゃあよ、ルドラの側に戦力が増えるのは面白くねーんだわ」

			　交渉は決裂。

			　そもそも最初から、ユウキはこの申し出が成立するとは思っていない。残念だと思うよりも、ギィの言葉から読み取れる情報を吟味するのに集中する。

			　ルドラというのは、東の帝国──ナスカ・ナムリウム・ウルメリア東方連合統一帝国の皇帝その人の名前である。

			　という事は、ギィとルドラには何らかの関係があり、敵対していると読み取れた。

			（──だから、僕達が東に合流する前に消す、って事かな？　最強の魔王とはなるべく事を構えたくなかったけど、こうなってしまった以上、仕方ないか……）

			　であれば、ギィとの戦いは避けられない。

			　逃亡は不可能だ。

			　この状況では、下手な小細工など意味をなさない。

			　それよりも、全力でギィに挑む方が勝算が高いだろう。

			　と、ユウキは判断した。

			「ふーん、まあいいさ。敵対するなら、それはそれで好都合ってもんだよ。拠点を東側に移す前に、最強の魔王の力を試せるんだからさ」

			　ギィを挑発するように、ユウキはそう答えた。

			　それと同時に、心の奥底から沸き立つような興奮がユウキの身を包む。ずっと押し隠してきた自身の実力を、今この時、最強の魔王を前に解き放つと決めた。

			　敗北など想像もせず、ユウキはギィと向かい合った。

			


			＊

			


			　ユウキには自信があった。

			　一対一ならば、どんな相手にも勝てるという自信が。

			　暴走するクロノアを見て、かなり危険な相手だと感じた。

			　だが、それだけである。

			　本気を出して相手をすれば、苦戦はしても勝てるだろう、と。

			　しかしあの場には、明確に敵対関係となってしまった魔王達がいた。

			　レオンや、ルミナス。

			　それに、あのお人好しのリムルも、ユウキの本性に気付いたであろう。

			　実際のところは以前から、リムルはユウキを敵だと見破っていた。なので、この点はユウキにとって有利に働いている。何も知らぬフリをしてリムルを利用しようとすれば、かえって罠わなに嵌められていただろう。

			　そんな事とは知らぬユウキだったが、リムルが敵に回ったという判断に間違いはない。

			　流石さすがのユウキも、三名もの魔王に加えクロノアまで同時に相手にするほど、自信過剰ではなかった。悪い予感などなくとも、あの場からの撤退を選択していただろう。

			　だが、今は違う。

			　悪い予感の正体こそ、目の前に立つ男なのだ。

			　そう理解したユウキは、この場を全力で乗り切る決断を下したのである。

			「へえ、オレに勝つ気かよ？」

			　楽し気に笑うギィ。

			「まあね。どうせいつかは倒す予定だったし、ちょっと予定が早まった感じかな」

			　ユウキの態度に、レインとミザリーが殺気立つ。そんな彼女達だが、主あるじたるギィの許しなく口を開いたりはしない。

			　ギィは絶対的な支配者であり、ギィの身の安全を心配するなど不敬なのである。

			　ギィはとても気き紛まぐれで、自分が認めた者以外に対しては無慈悲なのだ。

			　レインやミザリーは辛うじてギィに認められているのだが、不興を買えば一瞬にして殺されるだろう。それだけの明確な力の差が、ギィと彼女達の間に存在するのだった。

			　ラプラスは動けない。

			　蛇に睨にらまれた蛙かえると言うが、まさにそんな状況だ。

			　フットマンを助けようとすれば、レインが動く。数の上では四対三だが、それが何の慰めにもならぬほどに実力が隔絶していた。

			　レインとミザリーだけならば何とかなったかも知れないが、ギィがいる時点で勝機はない。

			　ユウキがギィに挑むというが、ラプラスにはそれが無謀な挑戦に思えた。

			（無理や。コイツはアカンで。あのクロノアっちゅうのも次元が違ったけど、このギィ・クリムゾンいうんは本物の化け物や。戦いが成立する条件が足りんわい。逃げ出すのも不可能やし、ボスがどれだけ頑張ってくれるか……それだけが、生存の鍵やな──）

			　ギィの力の一端を見抜けただけでも、ラプラスは評価されていい。

			　そしてそれ以上に、この状況でも心が折れる事なく逃亡を意識する──そんな心の強さこそが、ラプラスの真骨頂であった。

			　ラプラスとて、ユウキが強いのは知っていた。

			　だが、それがどの程度のレベルのものなのか、ユウキは仲間達にも実力を隠している。それが果たして、ギィに通用するのかどうか……。

			　たとえユウキがギィに及ばずとも、ラプラスはフットマンを救出してティアを連れて逃げ出すつもりだった。

			　ユウキならラプラスの考えを見抜き、上手く状況に応じて動いてくれる。そう思える程度には、ラプラスはユウキを信頼しているのだ。

			　問題は、レインやミザリーまでも普通ではない強者である、という事だ。

			　隙を見てフットマンを助けられるような甘い相手ではなく、ラプラスとしても迂う闊かつに動けずにいるのである。

			　何とかしてフットマンの救出を──と悩むラプラスだったが、その問題はアッサリと解決する事となった。

			「よお、そいつを放してやりな」

			　ギィがミザリーに命じたのだ。

			　ミザリーが反論するはずもなし。速やかにフットマンは解放された。

			（──余裕やな。しゃーけどこれで、逃げ出す道も見えるちゅうもんやで）

			　そう楽観しかけたラプラスだったが、そうは問屋が卸さぬようだ。

			「安心しな。オレに勝てたら、全員無傷で見逃してやるぜ」

			　という、矛盾するようなギィの言葉。

			　ギィを倒せるならば、見逃してもらう必要もなくなるのだ。

			　その全く安心出来ない宣言に、ラプラスは憂鬱になった。そして、ユウキの勝利を祈りつつ、戦いを見守る事にしたのだった。

			


			＊

			


			　先に動いたのはユウキだ。

			　自分には魔法も能力スキルも通じないという絶対の自信から、臆さずにギィへと蹴りを放つ。

			　鋭く、重い。変幻自在の蹴り。

			　足に向かう軌道が途中で変化して、綺き麗れいな上段蹴りがギィの頭部に炸さく裂れつした。

			　だが、顔を歪ゆがめたのはユウキだ。

			「チッ、何て硬さだよ」

			　舌打ちしつつ、ユウキはそうぼやく。

			　ユウキの『能力殺封アンチスキル』は万能であり、敵の防御も全て貫通する。それなのに、直撃を受けたはずのギィは平然と立っていた。

			　痛みなどまるで感じていない様子。

			　そこには、種も仕掛けも何もない。ただ単純に、ギィの肉体硬度がダイヤモンドよりも高い、というだけの話であった。

			　剛柔併せ持つその肉体だけでも、脅威と称せるだけの理由となる。ギィとは、そんな存在なのだ。

			「痒かゆいな。これじゃあ、戦いにはならねーぞ。もっとオレを楽しませろよ。じゃねーと、皆殺しだぜ？」

			　そう笑いながら、ギィはその右手に炎を生み出した。

			　元素魔法：熱龍炎覇ナパームバースト──指向性を与えられた灼しゃく熱ねつの炎が、長い胴をくねらせる龍のような姿となって、対象を焼き尽くす魔法だ。

			　その温度は数千度に達し、人間など瞬時に消し炭と化す。

			　その炎の龍が、ユウキの身体からだへと巻き付いた。

			「無駄だね！　僕に魔法なんて──」

			　と叫び、慢心するギィの隙を突こうとしたユウキだったが、悪寒を感じてその場から飛びのいた。

			「へえ、なかなか勘が鋭いじゃねーか」

			　そう笑うギィ。

			　ユウキはギィに言い返す余裕もなく、必死に地面を転がり炎を消す。

			　間違いなく『能力殺封アンチスキル』が作用した結果、ギィの魔法でユウキが怪け我がを負う事はなかった。だが同時に、直ぐに消えるはずの魔法の炎が、いつまで経たっても燃え続けたのだ。しかも、魔法の炎でありながら、普通の炎のように酸素を燃焼させていた。このままではユウキは呼吸困難となり、致命的な状況に追い込まれていただろう。

			　体感時間では長く感じるが、実際には数秒の出来事である。だからダメージはなかったのだが、もしも気付かずにギィへの攻撃を続行していたら、ユウキの敗北が決定していた。ユウキはそう悟ったからこそ、無様な姿を晒してでも鎮ちん火かを優先させたのだ。

			　そして、ギィの反応から、ユウキは信じたくない可能性に思い当たった。

			　認めたくはないが、確認する必要がある。答えが返ってくる事など期待せず、ユウキは立ち上がりながらその疑問を口にした。

			「──どうして追撃しないのさ。正々堂々なんて考えていないんだろ？」

			「アッハッハ、とぼけんなよ。今ので気付いたんだろう？　このオレが、お前の力の秘密に気付いたってな！」

			「……」

			　やはりそうか──と、ユウキは苦々しく思った。

			　ユウキの『能力殺封アンチスキル』は万能であり、どんな力であろうが掻かき消せる。しかし、魔法とスキルを融合したような技術アーツに対しては、その性質を同時に打ち消す事が出来なかった。

			　それこそが唯一の欠点であり、弱点なのだ。

			　そしてユウキは、どんなに身体能力が向上していようとも人間なのである。毒は抗体で対処可能だが、酸素なしでは生きられないのだ。

			　人──生命であるがゆえの弱点、ユウキは今、自分が不利であると認識したのだった。

			


			　ギィは悠然と立つ。

			「オレの知り合いによ、魔法を完璧に打ち消せるヤツがいるんだがな、それでも戦えばオレが勝つ。何故ならば、ソイツは魔法以外は打ち消せないからだ。そして、オレの知る限り、この世界の物理法則を完璧に防ぐ術なんて存在しない。一点に特化すれば、どっかに綻びが出るモノなのさ。お前の場合は魔法だけでなく、スキルに対しても効果があるみたいだがよ──」

			　ユウキを見下ろし、追撃もせずに自分の考えを語るギィ。その余裕ある態度は、全てが計算ずくである。

			　何故ならば、ギィがユウキを殺すのは簡単なのだ。

			　それでは面白くないからと、ギィはユウキの心を折って、絶望の中で敗北を認めさせるつもりなのである。

			　ギィは既に、ユウキの体質を解析済みである。

			　最初の攻撃からユウキの特異体質を見抜き、その対策まで考えていた。

			　ユウキが魔法やスキルを打ち消せようとも、人である以上倒すのは簡単だ。

			　人間は弱い。

			　弱点ばかりの脆ぜい弱じゃくな肉体など、殺す方法を考えるまでもないのである。

			　それに、ユウキとギィでは基礎的な身体能力にも格差があった。

			　先程の蹴りの一撃、小さな『結界』を一つだけ残して防御してみたのだが、ギィに痛つう痒ようを与える事さえ出来なかったのである。

			　魔素エネルギー量に関しては、比べるのも滑稽なほどだ。〝竜種〟に匹敵するギィからすれば、ユウキが魔法を打ち消すそばから魔法を再発動させるのも容易なのである。

			「ただ単に殺すだけじゃあ、オレが出向いた意味がねえ。せっかくだ、何かオレを楽しませてみな」

			　だからギィは、上からユウキを挑発する。

			　追い詰めて、ユウキの全力を引き出して、その上で圧倒的に勝利する為に。

			


			　ユウキは痛いほどに、ギィの考えを読み取っていた。

			　しかし、言い返す事が出来ない。

			　その表情からは余裕が消えていた。真剣に戦況を分析し、この場を乗り切る方策を考えるユウキ。

			　その天才、類まれなる頭脳が、彼我の戦力差が絶望的であると告げている。しかしユウキは諦めず、あらゆる可能性を模索する。

			　唯一の光明は、ギィがユウキ達を舐なめている事だ。

			（まあね、ここまで力の差があると、舐められても仕方ないと思えるね。だけどさ、そいつはちょっと傲慢ってもんだぜ）

			　ユウキはまだ、奥の手を残している。

			　生まれながらに持つ超能力と、マリアベルから奪った『強欲者グリード』を。

			　そして、『創造者ツクルモノ』も。状況に応じて必要な能力を生み出せる『創造者ツクルモノ』があれば、この場を乗り切れると考えた。

			（僕を殺せる時に殺さなかったのは失策だぜ！）

			　ユウキは呼吸を整え、そして再びギィに向かって構えた。

			「ちょっとばかり僕の力を見抜いたからって、偉そうにするのは気が早いぜ」

			　負け惜しみではなく、それは心からの言葉だった。

			　相手が怒って冷静さを失えば、それだけミスをする確率が高まる。そう見越しての挑発である。

			　そんな小細工を弄すると同時に、ユウキは自らの力を全身に駆け巡らせる。普段は抑え込んでいるその力、気力を高め精神を集中させて、自らの意思で肉体の改造を行っているのだ。

			　人間から、〝仙人〟に。

			　そして、〝聖人〟へと。

			　ヒナタ以上の高みにまで己の肉体を進化させると、ユウキは呼吸を止めた。

			　完全な〝聖人〟は、精神生命体に等しい存在となる。ヒナタはまだ肉体に囚われていたが、ユウキは既にその上の段階へと至っていた。

			　故に、呼吸など不要なのだ。

			　人の弱点を捨て去り、大幅にその存在力を高めるユウキ。今のエネルギー量を魔素に換算するならば、レオンやルミナスにも匹敵するレベルに達している。

			　しかし、ギィは動じない。

			「興醒ざめだな、それが全力かよ？　そんなんじゃあ、百万回戦ってもオレに勝つのは不可能だぜ」

			　と、余裕の態度はこゆるぎもしない。

			「ああ。それじゃあ、せいぜい楽しむがいいさ！」

			　ユウキの言葉が合図となり、再び戦いが始まった。

			　そして──

			　ユウキは本当の意味で、ギィが最強たる所以ゆえんを知る事になる。

			


			＊

			


			　絶望だけが、その場を支配していた。

			　横たわるのはユウキだ。

			　ギィの圧倒的なまでの強さの前に、ユウキの攻撃は何一つ通じなかったのである。

			　策を弄しても無駄であった。

			　時間をかけて練り上げた最大級の攻撃であろうとも、ギィに傷一つ付ける事が叶かなわなかったのである。

			「クソッ、ちくしょう──ッ!!」

			　もはやユウキには、立ち上がる力さえ残されていない。ギィに向かって悪態を吐つくのが精々である。だが、未いまだに心が折れていないだけでも称賛されるべきであろう。

			　ラプラスはその戦いを、瞬まばたきもせずに脳裏に焼き付けた。

			（意味がわからん。ボスが弱いんやない。ギィが強過ぎるんや……）

			　ユウキはラプラスの想像以上に強かった。

			　怪しげな力──超能力で、ギィに対して様々な戦法を試していた。

			　石いし礫つぶて、発火、重圧、精神干渉波。その全てが、軽く流されてしまっている。

			　常人の三十倍以上の身体能力でもって、秒速百メートルを超える速度での攻撃さえも、ギィにとっては児戯に等しいものだった。

			　また、ユウキの防御の要となる『能力殺封アンチスキル』でさえも、ギィの魔法を無効化出来なくなっていたのである。

			「そいつはもう、オレには通用しないぜ？」

			　という、ギィの言葉通りに。

			　どうやらギィは、何らかの手法で『能力殺封アンチスキル』を突破する事に成功したらしい。それは、戦慄の事実であった。

			　十大魔王の情報は、カザリームやクレイマンからも聞かされていた。ギィやミリムが別格であるという話も聞いていたのだが、まさかここまでの差があるとは、当の本人達でさえも気付いていなかったのだろう。

			　そうでなければ、世界征服などという夢物語に賛同するはずがないからだ。

			（これが──天災級カタストロフちゅうヤツかい……）

			　今更ながらにラプラスは、世の中には決して手を出してはならぬ存在がいる、と悟ったのだ。

			　ラプラスとて、仲間にさえ秘密にしている実力がある。だがしかし、ギィという魔王を相手にしては、その力さえも意味を為なさないと思えた。

			　それだけ、ギィが圧倒的なのだ。

			　攻略の糸口さえ見えない。ラプラスよりも確実に強いであろうユウキでさえも、赤子のように為す術もなく地に伏す結果になったのだから。

			　こうなった今、この場から生還するのは至難の業であった。

			　誰かが犠牲にならなければ──そう覚悟を決めたラプラスは、いつものように飄ひょう々ひょうとした態度で、ギィの前へと一歩踏み出した。

			「流石は、魔王ギィ様ですわ。ワイらは〝中庸道化連〟いうなんでも屋をやっとりまして、その関係でボスに雇われただけですねん。ボスいうんが、そこのユウキはんなんやけどな。で、ボスが負けてもうた今、従う義理もないっちゅう話でして──」

			「──ッ!?」

			「ラプラス、何を言って──」

			　軽薄にも仲間を裏切る、という態度を演じるラプラス。ギィの性格を詳しくは知らないが、とてもわがままで傲慢であると聞いていた。

			　弱者に対しては興味がなく、ギィが認める者以外が話しかける事さえ許さない、と。

			　そんなギィにこういう態度を取れば、間違いなくラプラスは消される事になる。だが、その時には必ずラプラスへと意識が向けられるハズであり、その一瞬の隙を突けば、ユウキならば脱出が可能であろうと、ラプラスはその可能性に賭けた。

			　仲間を、ましてや依頼主を裏切る事などない──それだけが、〝中庸道化連〟の絶対のルールなのだ。

			　であるからこそ、ユウキならば必ず、ラプラスの思惑に気付いてくれるだろう。

			　フットマンは短気で思慮が足りないが、仲間に対しては思いやりがある男だ。

			　ティアはクレイマンよりも強いくせに、臆病で実力を出し切れないところがある。

			　悪ノリする悪癖もあるそんな二人だが、ユウキならば任せられる。そう考えたラプラスは、自らを犠牲にしようと決断したのだった。

			「ワイはギィ様のお役に立てると思いまっせ。せやから、ワイだけでも助けてくれませんかね？」

			　堂々と裏切りを宣言するラプラス。

			　フットマンとティアは戸惑う様子を見せ、ギィは面白そうにニヤリと嗤わらう。

			（よっしゃ、この調子でギィを怒らせるんや！）

			　ラプラスとて死ぬつもりはない。

			　ギィが相手では希望は少ないものの、ひょっとしたら生還出来る可能性もある。だから迷わず、次の言葉を口にしようとした。

			　だが、それが言葉になるよりも早く。

			「あっはっは、無理するなよラプラス。やれやれ、そんなに僕は頼りにならないのかな？」

			　そう言ったのは、よろよろと立ち上がったユウキだった。

			　………

			　……

			　…

			　ユウキは、自分の死を覚悟した。

			　しかし同時に、尽きる事のない憤ふん懣まんで心が満たされるのを感じた。

			　不ふ甲が斐いない自分に腹が立つ。

			　ラプラスの言葉が聞こえて、その怒りはより深まった。

			　ラプラスが裏切る訳がない。であれば、ラプラスの言葉は全て演技であり、こんな無様な姿を晒す自分を信じてくれているのだと、ユウキはラプラスの考えを正しく読み取っていた。

			　その事に、嬉うれしさと申し訳なさを同時に感じる。

			（僕にもっと力があれば──）

			　と、考えるでもなく心に浮かべるユウキ。

			　誰も答える者などいないはずのその思い。

			　しかし今、ユウキの心の中に反応が一つ。

			


			《──力が欲しいのかい？　ならば、ボクの手を取るんだ》

			


			　は？　と、ユウキは戸惑った。

			　それは幻聴かと思ったが、それにしてはハッキリした声だった。

			


			《ボクに代われば、君は最強の力を得るだろう。君の望みである世界征服だって、ボクの手を取れば簡単に成就出来ると思うよ。さあ、決断を──》

			


			　その声をそこまで聞いて、ユウキは不快になった。

			（黙れよ。僕は僕だ。仲間の力ならともかく、誰とも知れぬ相手の力を借りて野望を成し遂げるなんて、そんなダサイ真似が出来るかよ！）

			　と、ユウキは明確に拒絶を示した。

			　そう、野望とは自らの手で達成するからこそ意味があるのだと、ユウキの中には譲れない思いがあったのである。

			


			《……》

			


			　その声は戸惑うように沈黙した。

			　聞こえなくなった声などどうでもいいと、ユウキは思考を切り替えた。

			　状況は絶望的だが、ユウキには気になる事があった。それが何かというと、ギィに何らかの思惑があるように思えたのだ。

			　確かに、ギィが戦いそのものを楽しもうとしているのも理由だろう。だがそれとは別に、何か理由があるのは間違いない。

			　ギィは確かに『ルドラの側に戦力が増えるのは面白くない』と言っていた。逆に言えば、ルドラに味方しないのであれば、東の帝国に与くみせぬのならば、ユウキ達を殺す理由はないという事ではないのかと、ユウキはそう考えたのだ。

			　そして今、ユウキを直ぐに殺さないのは……。

			（やれやれ、力では全く敵かなわなかったけど、ここから先は知力勝負だね。だけど、ラプラスに嫌な役回りを押し付けるよりも、よっぽど勝算が高いってもんだぜ！）

			　そう自らを鼓舞し、ユウキは再び立ち上がったのである。

			　………

			　……

			　…

			　前髪を後ろにかきあげ、ユウキはこの状況でも不敵に笑った。

			「まさかここまで強いのは計算外だったけどさ、戦ってみてわかったよ。アンタは僕達を殺すつもりなんてないんだろ？」

			「ほう、どうしてそう思った？」

			「だってさ、アンタがその気なら、僕達はとっくに皆殺しにされているだろうからね。僕が死ぬかどうかというギリギリの攻撃を繰り返したのは、どういう意図があるんだい？」

			　と、ユウキは自信満々にギィへと問いかける。

			　それは、余りにも無謀な行動である。

			　これだけの力を見せつけたギィを相手に──と、誰もが思った。

			　だが、ギィ自身は面白そうな態度のままであった。

			「気付いたか。だがよ、そいつをお前が知る必要はねーな」

			　自分の考えを語る気はない、とギィは答える。

			　ユウキは肩をすくめてみせるが、その答えは想定通りでもあった。だから慌てず、次の手を打つ。

			「じゃあさ、取引を持ち掛けたい」

			「取引だと？」

			「ああ。僕達を見逃してくれれば、少しはアンタの役に立てるって話さ」

			「オレの役に立つ、だと？」

			「ああ。僕達が東の帝国に協力するのが嫌なんだろうけど、その考え方をちょっと変えて欲しいのさ」

			「続けろよ」

			「僕達の目的が世界征服である以上、いつかは帝国ともぶつかり合う事になるって話さ。僕は今、アンタの強さを骨の髄まで体験させてもらったからね。当たり前だけど、当分は敵対する気にならない。先に帝国を潰そうとするのは自然だろ？」

			　何を言い出すんだという感じの、ユウキの説明。

			　フットマンやティア達は置いてけぼりだ。

			　ラプラスもまた、この状況に戸惑うしかない。

			　決死の覚悟で挑んだ自分の策が、頼みの綱のユウキ本人によって潰された。こうなるともう、ユウキの交渉に全てを託すしかない。託すしかないのだが、その恐れ知らずの物言いに、ラプラスは背筋を流れる冷や汗が止まらなくなっていた。

			（無茶苦茶や。無茶苦茶な理屈やけど、何でギィは楽しそうなんや!?）

			　そう。

			　ギィはユウキの話を聞いて、何故かニヤリと笑ったのである。

			「お前、まだオレに挑むつもりかよ？」

			「当然だろ。僕の野望は世界征服なんだぜ？　今は勝てそうもないけど、いつかはアンタを超えてみせるさ」

			　ボロボロになって、立っているだけが精一杯という状態でありながらも、ユウキは不敵にもそう宣言した。

			　ギィの機嫌を損ねたら殺される──などと、そんな事はまるで考えていないとばかりに、ユウキは堂々とした態度を崩さない。

			　ギィが相手では、こうした態度の方が正解なのだ。

			　下手に命乞いなどしようものなら、直ぐさま興味が失われる。そうなれば、次に待っているのは身の破滅であった。

			　ユウキはそうとは知らずに、一番正しい選択を行ったのだった。

			「それで、お前達が帝国を倒すと、オレの得になるってか？」

			　交渉の核心だ、とユウキは気を引き締める。

			　そして、ギィの目を真正面から見返しながら、力強く頷うなずいた。

			「そうだとも。どんな理由があるのかは知らないけど、アンタは帝国が西側まで制覇するのを嫌っている。違うかい？」

			「……」

			　ギィが帝国皇帝ルドラと因縁があるのは間違いない。

			　ここが正念場だと、ユウキはハッタリを交えつつ力説する。

			「倒すべき敵は沢山いるからね。僕は確かに帝国に協力するつもりだけど、それは傘下に入るって意味じゃない。内側から喰くい散らして、僕達の目的の為に利用するつもりなのさ」

			「ふむん。なるほど、お前と帝国の目的が一致している間は協力しても、その先はわからねーって事か。しかもお前、帝国の力を借りて、レオンやリムルの野郎を倒そうとでも考えていやがるな？」

			　全てを見通すような鋭い視線で、ギィがユウキを睨む。

			　ユウキとしては、放った言葉は取り消せない。

			　ギィとレオンの関係も不明な上に、リムルに対してギィがどう思っているのかなどわかる訳もなく、自分の言葉がどのような反応を生み出すのか予想もつかない。

			　それでもユウキは、敢あえて自身の野望を隠さなかった。

			「その通りさ。全てを制して、最後に倒すのがアンタだよ。魔王、ギィ・クリムゾンさん」

			　あくまでもふてぶてしいままに、ユウキは言いたい事を言い終えた。

			　後は、ギィの判断に委ねられる。

			（ラプラスの策に乗っていても、どうせ皆殺しにされていただろうしね。悪いけど、君達も僕の策に付き合ってもらうぜ）

			　と、仲間達に向けて内心で謝るユウキ。

			　全か無か。

			　ユウキは欲張りなのだ。

			　生き残るなら全員で──という、余りにも危険な賭けだった。

			　だがしかし、ユウキはその賭けに勝利する。

			「中庸道化連だったか？　アッハッハ、お前って野郎はマジで道化だな。ゲームの盤上をかき乱す、ジョーカー的な意味でだがよ。悪くないな。なかなか面白い提案だ。その度胸に免じて、今回は見逃してやるぜ」

			　ギィの目的が何なのか、それは結局不明であった。

			　確かなのは、ユウキ達が生き延びたという事実である。

			　ギィの決定に、レインやミザリーが異を唱える事はない。ギィの言葉通りに、ユウキ達は無事にその場を脱する事が出来たのだった。

			


			＊

			


			　ギィ達が去った後、ユウキ一行はカガリ達との待ち合わせ場所へと向かった。

			　もう大丈夫だと思いつつも、早くその場から離れたいと、全員の意見が一致したのである。

			　そして、待ち合わせ場所にてカガリの姿を目にするなり、ラプラスがユウキに向かって口を開いた。

			「嘘やろアンタ、信じられへんわ。まっさか、あの化け物そのものの魔王ギィを相手に、あんな大見得を切るやなんて……」

			　そんなラプラスにティアが続く。

			「しかも、無事に見逃してもらえるなんてね。アタイ、今回はもう駄目だと思ったもん」

			「ホッホッホ。私は最初からボスを信じておりましたよ」

			　お前は何にも考えてなかっただけやろがい──と、フットマンに突っ込むラプラスを横目で見ながら、ユウキは疲れたようにその場に座り込む。

			「仕方ないだろ？　あれが唯一、あの場を生き延びられるかもしれない策だったんだから。それに、こうして成功したんだから、文句は聞きたくないね」

			　戦闘でのダメージよりも、精神的疲労の方が深刻だった。なのでユウキは、これ以上の口論は御免だとばかりに、地面に大の字になって寝ころび目を閉じた。

			　何も知らないカガリに、ラプラスやティアが事情を説明する。

			「ギ、ギィと戦ったですって──ッ!?　アナタ達、よ、よくぞ無事に戻ってこれたわね……」

			　カガリが驚きょう愕がくする叫びが響く。

			　それが呆あきれたような声になるまで、そう時間は掛からなかった。

			（ああ、生きてるって素晴らしい）

			　と、ユウキは頬に風を感じながら思う。

			　そして、ふと思う。

			　戦いの最中に聞こえた謎の声について、あれは一体何だったのか、と。

			（アレは、僕の別人格とか？　まさか、そんなバカバカしい。いや、まてよ？　僕の中に隠された力が眠っているとは思えないけど、考えられる可能性が一つあったな）

			　ユウキが思い至ったのは、つい最近手に入れた力についてだった。

			　ユニークスキル『強欲者グリード』──このスキルならば、自身の欲望が増大すればするほどに、その力を増すだろうと思えた。

			　ギィとの戦いでは、ユウキの力が何一つ通用しなかった。それは当然、最強の大罪スキルであるハズの『強欲者グリード』も含まれる。

			（この『強欲者グリード』も謎だし、能力スキルや魔法にも、上には上があるって事だね。ギィの魔法は僕の『能力殺封アンチスキル』を突破したし、それも一体どういう理屈なのか解明しなきゃ……）

			　絶対の自信があっただけに、ギィにアッサリと破られたのはショックだった。だが、それで諦めるようなユウキではないのだ。

			　こうして無事に生き延びた以上、次に備えて対策を考える必要がある。その切り替えの早さこそが、ユウキの強さの真骨頂なのだった。

			　魔王を凌しのぐ力を得て、最強なのは自分だと自負していた。

			　いや、最強に届かなくとも、研究して対策を練れば、どんな相手であろうが倒せるだろう、と。

			　その力を背景に、カガリやラプラス達の協力も得て、それなりの勢力を築き上げる事に成功した。

			　全ては順調だった。

			　それなのに、ここ最近は失敗ばかりが続いていた。

			　そして、今回のギィとの遭遇で、ユウキの自信は木こっ端ぱ微み塵じんにされてしまった。

			　だが、それは僥ぎょう倖こうだったとも言える。

			


			　──滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ、面白くなってきた。ゲームっていうのはさ、やっぱ難しいほど燃えるよね──

			


			　と、ユウキは全然へこたれていなかったのである。

			　そしてユウキは、更なる熟考を重ねた。

			　ギィの能力は、ユウキの『創造者ツクルモノ』をもってしても読み取れなかった。

			　スキルを生み出せるほどの特殊なユニークスキルである『創造者ツクルモノ』ならば、ユニークスキルであろうが即座に解析可能なのだ。

			　相手が使用しなければならないという条件はあるものの、この力を前にして隠し事など誰にも出来ないと、ユウキはそう信じていたのだ。

			　だが、ギィには通用しなかった。

			　この時点で、相手の能力がユニークスキル以上である事を意味するのである。

			　力が欲しい。

			　もっともっと、ギィにさえ勝てる力が。

			　ユウキの心の奥で、欲望の炎が燃え盛る。

			（という事は、僕の『強欲者グリード』だって進化出来る可能性がある。僕は誰よりも欲張りなんだ。その欲を与えれば──）

			　その考えに至り、身震いするほどの興奮がユウキを満たした。

			　ユウキは思案する。

			　ギィに敗北した事で、この世の理不尽を思い出した。

			　それに抗あらがい、勝利する。それこそが、ユウキの願望なのだ。

			　目を閉じて、自身の内なる声と向かい合うユウキ。

			　深く、もっと深く、深奥の果てへと。

			　ユウキは意識を張り巡らせていく。

			


			《ボクの手を取る気になったのかい？》

			


			　──いいや、違うね。

			


			《それじゃあ、何が目的だい？》

			


			　──ちょっと君に用事があったのさ。

			


			《用事だって？》

			


			　──そうさ。君の力を、僕がもらい受けようかと思ってね。

			


			《冗談を言うなよ》

			


			　──冗談なんかじゃなく、本気なんだよ。

			


			《何を馬鹿な──》

			


			　──悪いね、君は邪魔なんだ。

			


			《──ッ!?》

			


			　ユウキは次の瞬間、自分の心を埋め尽くさんが如く、その願望を脳裏に思い描いた。

			　真なる野望、その成就をこいねがうように。

			　何者にもまつろわぬ、意思の強さを武器にして。

			　ユウキは自分自身に戦いを挑んだのだ。

			　そして──鳴り響くのは〝世界の言葉〟──

			


			《確認しました。条件を満たしました。ユニークスキル『強欲者グリード』が究極能力アルティメットスキル『強欲之王マモン』へと進化しました》

			


			　ユウキは目を開き、ニヤリと不敵に嗤った。

			「君の力、有効に利用させてもらうとするよ」

			　そして、誰にも聞かれぬようにそう呟つぶやいたのである。

			　この日、この時、この場所で。

			　最悪の魔人が誕生したのだ。

		

	









		
		　


			

			


			

	

第一章　軍靴の足音

			


			　音楽交流会を終えたその日に、俺達は帰国した。

			　警護に携わっていたヴェノム達や、タクト一行にも怪け我がはなく、全員無事である。

			　ディアブロが守った子供達だが、一週間の休みを与えた。怪我もなかったのだが、念の為だ。

			　訓練と実戦の違いをその目に焼き付けたらしく、いつもの元気がなかったのである。心に傷を受けたかも知れないので、ゆっくりと休むように伝えたのだった。

			　ルミナスとレオンとは、日を改めて会談する事になった。

			　場所を何処にするかで揉もめたのだが、魔国連邦テンペストの首都〝リムル〟に決定した。

			　ルミナスのルベリオスでは復旧に忙しくなるし、レオンの領土だという黄金郷エルドラドでは、何か重大事が起きているらしく他国の要人を招く余裕がないとの事。

			　その点、我がテンペストでは今のところ問題もなく、断る理由もなかったのである。

			　どうせ既に、魔王も二名ほど居着いていますしね。

			　羽の生えた妖精ラミリスと、ぐーたらな貴公子ディーノを思い浮かべつつ、俺は二人に頷うなずいたのだった。

			　そして、翌日。

			　ゆっくりと落ち着く暇もなく、早速二人がやって来た。

			　レオンは一度国元に戻ってから、準備を整えてやって来た模様。気の早い事だと思ったが、ルミナスもレオンも情報のすり合わせを優先したがったのである。

			　俺としても、今回の出来事に関して二人から事情を聞きたいと思っていた。なので文句もなく、二人の意見に賛同したのだ。

			　集まったのは、一番豪華な応接部屋だ。

			　俺、ルミナス、レオン。

			　魔王同士の会談である以上、俺もそれなりに見栄を張ったのである。

			　会談に参加するのは、今回の件にかかわる者のみだ。

			　一度情報を取り纏まとめてから、クロエについてどこまで情報を公開するか検討する事になった。

			　事が事だけに、各人の配下達にも秘密にした方が良い──という暗黙の了解を得たのである。

			　俺の方では、参加者はシオンとディアブロ、そしてヴェルドラだ。

			　正直、ヴェルドラが参加するのは止めたかった。どうせ途中で飽きるだろうし、大人しく自分の部屋で遊んでいてもらいたかったのだが、「我が参加しないでどうする！」と、何故か強気で言い張られたのだ。

			　そこまで言うのならと、俺はしぶしぶ参加を認めたのだった。

			　シオンは重体だったはずなのだが、あっという間に回復した。やはり『超速再生』は、とても恐ろしいスキルだと再確認する。

			　今はディアブロと並んで、俺の背後に立っていた。

			　ルミナスの隣にはヒナタが着席し、二人の後ろにはルイとギュンターが控えている。

			　レオンの後ろにも、二名の騎士──アルロスとクロード──が直立していた。

			　そして残るは、主役であるクロエだ。幼い姿に戻っているが、大人として扱った方がいいと思う。

			　長方形の机。用意した個人用ソファーは六つ。

			　俺とヴェルドラが並んで座り、その対面にはヒナタとルミナス。お誕生日席に、レオンとクロエが向かい合う形になった。

			　そして、臨時の魔王会談が始まったのだった。

			


			＊

			


			　先まず最初に、クロエの口から説明してもらう事になった。ヒナタも横から口を挟みつつ、あの時に何が起きたのか説明が行われる。

			　それは、普通ならばとても信じられぬような内容だった。だが、あの心象風景を体験した俺は、その言葉を全てすんなりと受け入れられた。

			「──こうして、私はヒナタとリムルさんの助けを借りて、無事に〝無限の輪りん廻ね〟から抜け出せたの」

			　というクロエの言葉で、説明は終わった。

			　誰もが何かを言いたそうな顔をして、そして周囲の出方を窺うかがっている感じだ。

			　そんな中、場の空気を読まず、真っ先にヴェルドラが口火を切った。

			「という事は、我を封じた〝勇者〟とは──」

			　全然重要じゃないよね、それ。

			　そう思ったのだが、これにヒナタが反応する。

			「私よ。これで貴方とは一勝一敗ね。良かったじゃない、敗北を味わえて」

			「な、何ィ──ッ!?」

			「あら、文句でもあるのかしら？　何なら、決着をつけてあげてもいいわよ」

			「ぐぬぬぬ、良かろう！　そこまで言うのなら、我の真の力を──」

			　このままでは話が前に進まないな。普段はクールなヒナタも、何故かヴェルドラ相手には大人気ないし。

			　ここは、俺が仲裁に入るしかないか。

			「はい、そこまで」

			　その議題は、今度二人だけの時にお願いします。

			「ヒナタよ、そこの馬鹿竜を躾しつけるのはとても大事なことじゃ。やるなら妾わらわも手伝ってやる故、ちゃんと申すのじゃぞ」

			　ルミナスさんも煽あおらないの。

			　という事で、話を変える。

			「まあ、結果オーライってヤツだよな。それで気になっていたんだけどさ、俺が殺されたらしいじゃん？　それってやっぱり、帝国の人間が犯人なのかな？」

			　俺的には、この問題は重要だ。

			　今現在も帝国の動きは怪しいし、もしも本気で敵対したならば警戒する必要がある。

			「多分、そう。それに、ヒナタを殺したのも同じ人物だと思う。帝国にはかなりの実力者がいたみたいだし、複数名で挑まれたのかも知れないけど、ヒナタを貫いた閃せん光こうは私にも視みえなかったもの」

			　そうか、ヒナタを殺せるような人物なら、魔王に進化していない俺を殺せても不思議ではないな。

			「今の俺は魔王に進化しているけど、それでも油断しない方が良さそうだな」

			　別の時間軸とはいえ、一度殺された相手には苦手意識を持ってしまうね。帝国と敵対する事になったら、用心するとしよう。

			「その方がいいと思うよ。帝国は、リムルさんが思っているよりも危険なの。リムルさんが殺された後、ヴェルドラさんが暴れ出したんだけど、それを撃退したのも帝国なんだから」

			　ヴェルドラと戦っている最中にヒナタが殺され、クロエは過去に跳んだ。その後の記憶は、クロノアが覚えている断片的なものしか残っていないらしい。

			　だがそれでも、暴走するヴェルドラとクロノアが激突し、その隙を突いたのが帝国だったのは間違いないそうだ。

			　クロノアの力を目にした俺達からすれば、そんな戦いに介入出来るだけでも十分に凄すごいと思える。となると、帝国の戦力は俺達が想定している以上に巨大である可能性が高くなるな。

			　それは俺だけではなく、ルミナスやレオンも同意見であるようだ。

			　誰もが、帝国に対する危機感を募らせていた。

			　そんな重苦しくなった空気の中、ヴェルドラから見当違いな意見が飛び出した。

			「我が暴走するなど信じられんな」

			　と、ドヤ顔のヴェルドラさん。

			　それに対する皆の反応は、『何を言っているんだ、コイツ』というものだった。

			


			

			


			　この真面目な雰囲気の中でボケられるのだから、ヴェルドラもなかなか──

			「待て！　何故我をそんな目で見るのだ!?　我のようなジェントルマンが、そうそう暴走などするハズがあるまい！」

			　いや、あのね？

			　大昔は好き放題に暴れ回っていたらしいし、その時も感情のままに暴れたのだろうと、誰でも容易に想像がつくんだよ。

			　まあ、復活したら俺が殺されていたから怒った、というパターンかも知れないけどさ。

			　そう考えると、少しだけ嬉うれしくもあるな。

			「まあまあ、そういう事にしておくから」

			　そう思い至った俺は、ちょっとだけホッコリとしつつ、ヴェルドラを宥なだめる事にしたのである。

			　帝国は危険、という事でその件は終わり。

			　続いて、クロエが思い出せた限りのクロノアの記憶についてだ。

			　ヴェルドラが帝国に倒された後、世界は大戦の時を迎える。

			　西と東の戦争は、帝国有利に進められる事となった。

			　そんな中、ミリムが動く。

			　俺の死が引き金となり、帝国へと敵意を剥むき出しにしたのだ。これにギィが介入し、ミリムvsギィという最悪の戦いが再現される事となった。

			　ダグリュールとルミナスも軍事衝突し、世界中へと戦火が広がったらしい。

			　そしてクロノアは、何者かと戦い命を落とす事になる。

			　戦いあるところに駆け付け、命の限り戦い続けたクロノア。彼女に残っていたのは〝破壊の意思〟だけであり、誰彼構わずに強者を倒しまくっていたそうだ。

			　だから、誰に殺されたのかは覚えていないとの事だったが……。

			「あのクロノアを倒せるとなると、限られるよな？」

			「ギィであろうよ」

			「ギィしかいないだろう」

			　俺の呟つぶやきに、ルミナスとレオンが即答した。

			　俺もそう思う。ギィとミリムの戦いがどうなったのかは不明だが、クロノアを殺せるとしたらギィだけだろう。

			　まあ、ギィがクロノアを殺す理由は不明だから、もしかしたら違うのかも知れないけど。

			「それで、クロノアが俺に好意を寄せていた理由は？」

			　クロエの話を聞いても、俺とクロノアに接点はないと思う。

			　クロノアが復活したのが俺の死亡後だし、面識もなかったのではなかろうか。

			　それなのに、クロノアはどう見ても俺に好意を寄せていた。俺だって鈍感じゃないので、それくらい気付くのだ。

			　今思えば、最初の時からそうだった。クロエの為に召喚した際も、俺を見るなり抱きついてキスしてきたし。初対面なのにと思ったものだが、クロノアからすれば何か理由があったのだろうと推測される。

			「それはね──」

			『私がリムルに助けられたからよ。未来の世界で、暴れるだけだった私を救ってくれたのは、間違いなく貴方だったの』

			　クロエの言葉を、クロノアが引き継いだ。

			「ちょっと、私が説明しようと思ったのに！」

			『いいじゃない、それくらい。どうせ、私も貴女なんだから、一緒でしょ？』

			　傍はたから見ると、クロエが一人二役を演じているようにしか見えない。クロエが油断している時に限り、クロノアも会話に割り込めるようだ。

			　それもまあ、慣れの問題だろうけど。

			　それから、クロエとクロノアが交互に語ってくれた。

			　クロエ──というかクロノアの記憶によると、未来で俺は死んでいなかったっぽいね。帝国によって倒されたのは間違いないけど、その後、復活を果たしたようだ。

			　まあね。

			　俺はともかく、智慧之王ラファエルさんに至る『大賢者』に抜かりはないのだ。時間はかかったようだが、ちゃんと生き延びる事に成功した、と。

			　だが、世界は大きく変貌していた。

			　ヴェルドラは消失し、魔国連邦テンペストは崩壊。

			　西側と東側では大戦が勃発し、魔王同士でも壮絶な勢力争いが生じていた。

			　うーむ、その時の俺の気持ちは想像に難くない。

			　なんせ、本人だからな。

			　俺なら間違いなく、生き残った者を必死に探そうとするだろう。全員を助けられないとしても、せめて縁のあった者達だけでも、と。

			　そうして見つけたのが、クロエ＝クロノアだったのだ。

			　クロノアの断片化された記憶からは、肝心な部分が抜け落ちていた。だがそれでも、漠然とした流れだけは読み取れた。

			　俺はクロノアと出会い、何度も戦う事になった。そして最終的に、クロノアの心を取り戻させる事には成功したのだろう。

			　しかし、その時には既に世界情勢は決していた。

			『皆が予想したように、私はギィと戦った。どうしてそうなったのかは覚えていないけど、その時にリムルがいなかったのだけは確かなの。そして、私が死ぬ間際にリムルに抱きしめられて、気がついたら昔のリムルと自分クロエの姿が見えたって感じね』

			　ギィについては、やっぱりかと思っただけで驚きはしなかった。

			　それよりも、クロノアの死の間際に何が起きたのかだが……それは多分、クロノアの『時間旅行』が発動したのだろう。

			　しかしそれだけでは、クロエの時間軸に辿たどり着けた理由が足りない。ひょっとすると、俺が何かした可能性もある訳だ。

			「その時の俺って、魔王には進化してたのか？」

			『してたわ。私と出会った時には、今のリムルよりも強かったわよ』

			　いや、それって見ただけでわかるものなの？

			　今の俺もかなり強いと思うんだけど、クロノアが相手の力量を見誤るとも考え難い。となると、仲間達を失った事で、俺はかなり無茶をしたんだろうな。

			　ま、今の俺には関係のない話ではあるが、帝国の件もある。ここは前向きに、もっと強くなれるのだと受け取っておこう。

			　まあ、それはいいとして。

			　今の俺よりも強いというのなら、『大賢者』は間違いなく『智慧之王ラファエル』へと進化していた事だろう。

			　だとすれば、幼いクロエに向けてクロノアの精神と記憶を飛ばすような、とんでもない真ま似ねをしたとしても不思議ではないな。

			《……》

			　フフフ、否定出来まい。

			　これでなんとなくだが、未来で何が起きたのかも判明した訳だ。

			「ま、結果オーライだな」

			「軽いわね」

			「そう言うなって。クロエはこうして無事だし、ヴェルドラも既に復活済み。ちゃんと見張っていれば、二人が暴走する心配もないしな。こうなると、残る問題は帝国だけだろ？」

			　俺を横目で睨にらむヒナタに、爽やかな笑顔で応じる。

			「そうじゃな。ダグリュールが攻めてくるなら、そちらは妾が受け持とう。クロエを助けてくれたのじゃ、そのくらいの礼は返させてもらうぞ」

			　ルミナスとクロエは本当に仲が良いらしく、クロエを助けた俺の株がストップ高となっていた。そのお陰で、今までよりも良好な関係が維持出来そうである。

			　懸念の一つ、ダグリュールの野心について。これに関しては、ルミナスが請け合ってくれるとの事。俺が頼むまでもなく、ルミナスが西方の守護を約束してくれたのだ。

			　もともと、西側諸国はルミナスの支配領域となっていた。一部地域ではギィとの紛争が生じているものの、それはギィにとっての戯たわむれのようなものだ。気にしても仕方ないと、ルミナスは割り切っているみたい。

			　それよりも問題なのがダグリュールで、いつか戦端が開かれるのではと警戒していたのだそうだ。

			「未来でも戦いになったというし、帝国が動けば便乗する可能性が高いであろうな」

			　とルミナスが言うが、俺としてはそれも疑問だった。

			「だけどさ、ダグリュールの息子達だって、この国に身を寄せているんだぜ？　そうそう簡単に武力行使するとは思えないんだよな」

			　俺としては、ダグリュールが動いたのにも、何か理由があったのではと思うのだ。

			「は？　ダグリュールの息子達じゃと？　それは本当なのか？」

			「本当だよ。今はシオンの部下になって、訓練を頑張っているよ」

			「はい。あの者共もまだまだですが、それでも最近はマシになってきました。褒美として私の手料理を振る舞う事もあるのですが、泣いて喜んでおりますよ。可愛かわいいヤツ等です」

			　俺の言葉を受けて、シオンがキリッとそう発言した。

			　泣いて喜んでいるのか、それは疑問である。

			　惚ほれた女の手料理は嬉しいだろうけど……それはあくまでも、ちゃんと食べられるもの、という前提での話だ。

			　いや、見た目と食感を我慢さえすれば、シオンの料理も食べられるようになっている。

			　じゃあ、大丈夫か。本人達から文句が出ないのならば、俺が口を出す問題でもない、という事にしておこう。

			　ダグリュールの息子達がこの国にいると聞いて、ルミナスは呆あきれたような顔を見せた。しかし、それは一瞬の事であり、直すぐに気を取り直したようである。

			「本当のようじゃな。それでは、ダグリュールのヤツも何者かに踊らされた──いや、未来の話じゃから、この言い方はおかしいな。踊らされる可能性がある、という事じゃな」

			　思案しつつそう述べるルミナス。

			　未来では戦争が起きたが、今はまだ平和そのものだ。

			　ダグリュールの領土的野心にも、何か理由があるものと思われる。魔王達の宴ワルプルギスで会った際も、そんなに悪人とも思えなかったし、今度ダグラ達から事情を聞いてみるとしよう。

			　もしも何か問題があるようなら、相談に乗ってもいいし。話し合いで解決出来るなら、戦争になるより余程いいのだ。

			「その件については、俺の方でも調べてみるよ」

			「では、頼むとしよう。妾わらわとしても、無理に戦をする気などないのでな」

			　ダグリュールについては、今後の調査結果を待つ事になった。帝国と連動されると厄介なので、念の為にルミナスにも警戒してもらう。

			　ルイとギュンターが頷いているので、安心して任せられるというものだった。

			「後は、ギィに関してだが……」

			「それについては、俺から話しておこう」

			　未来での話でギィに文句を言っても仕方ないが、それでも懸念が残る。一応、ギィにも事情を説明しておく方が無難であろう。

			　どこまで話すか、それもまた悩ましいのだけど……。

			「ギィは〝調停者〟だからな。今の我には眼中にないが、大昔、ヤツに滅ぼされた事があったようななかったような、そんな気がするわ。ま、記憶にないからノーカンだがな！」

			　突然のヴェルドラの告白。

			　どこから、何を、どう突っ込んでいいのかわからない。

			　ギィの〝調停者〟とはどういう意味なのか。

			　昔、ギィとヴェルドラが戦った事があり、そしてヴェルドラが滅ぼされたとか。

			　そんな事は初耳だ。

			　ちなみに、記憶にないから負けてないとか、そんなのは子供の言い訳としてもレベルが低いと思うのだが、それを言っては可哀かわい相そうだし黙っておこう。

			「ほう、ギィもなかなか良い事をするものじゃ」

			「〝調停者〟か。ギィは確かに、人類の味方ではないが、敵でもないからな。未来でクロノアを殺したのは、〝破壊の意思〟そのものであるクロノアを放置する事が世界の崩壊に繋つながると警戒した、という推測が成り立つ訳だ」

			　レオンがそう締めくくる。

			「その〝調停者〟って、一体何なの？」

			　皆が納得する中、俺だけ理解が追い付いていない。迷わず質問すると、ルミナスが説明してくれた。

			「〝調停者〟というのは、〝勇者〟や〝魔王〟とは別枠で存在する仕組みシステムじゃ。この世界の崩壊を阻止するのがその目的であり、創造主たる〝星王竜〟ヴェルダナーヴァの代弁者である、と言われておる」

			「その通り。我が兄たる〝星王竜〟ヴェルダナーヴァが、せっかく創った世界が壊れぬようにと定めたのだよ」

			　なるほど。

			　そんな世界を壊そうとして、滅ぼされたのがヴェルドラなんだな。

			　凄く納得してしまった。そして、〝竜種〟が復活するというのも真実であると確認出来た訳だ。本当に記憶を失なくしたのかは疑わしいが、そこを指摘するのは止めておこう。

			「そうだったのね。それじゃあ、ギィが今のクロエを狙う可能性は低そうね」

			「うん。私としても、クロノアが暴れてた記憶があるし、その、魔王ギィ、さんには恨みはないよ」

			　ヒナタやクロエも納得したようで、笑顔でそんな会話をしている。暴走の心配がない限り、ギィとの戦いは避けられそうだ。

			「そういう事なら、ギィへの説明はレオンに任せていいかな？」

			「ああ。俺とクロエの未来がかかっているからな」

			「レオンお兄ちゃんは関係ないよ？」

			　キリッと述べたレオンに、クロエが鋭い指摘を。

			　その無邪気さが怖いと思いつつ、レオンに少しだけ同情する。

			　レオンって、凄い美形でクールな感じなんだけど、世間では凄く悪人っぽく評価される事があるみたい。

			　シズさんとの一件でもそうだったのだが、どうもレオンは口下手で、偽悪的な面があるように感じる。そのせいか、とても誤解を受けやすいみたい。

			　例えるならば、マサユキとは正反対の属性、と言えばわかりやすいかな。

			　クロエからは、近所の親切なお兄ちゃん扱いをされている。

			　そこには、恋愛感情など欠かけ片らも存在しない。

			　レオンは昔からモテていたようだが、そのせいか、クロエはレオンから向けられている愛情に全く気付いていない様子なのだ。

			　思えば、レオンも哀れな男だ。

			　もうちょっとだけ親身になってやろうと、俺はそう思ったのだった。

			


			＊

			


			　魔王二人からの協力が約束されたので、この会談は成功だ。

			　これで、警戒すべきは帝国だけとなった。

			　後は俺達で対策を考える段階なので、会談の終わりを宣言しようとしたのだが……。

			「お、お待ち下さいませ！　今はお客様がお見えで、重要な会議の最中なのです」

			「へえ、オレの侵入に気付くとは大したもんだ。だがよ、せっかく出向いてやったんだ、ちょっとばかし挨拶させてもらうぜ」

			　と、廊下の方が騒がしくなった。

			　というか、この声と、その会話内容から伝わる尊大な態度……。

			　やって来たのは間違いなく、最強の魔王たるギィだと思う。ここに接近するまで俺に感知させないなんて、そんな真似が出来る相手など限られているのだ。

			《告。敵意はありませんでした》

			　……もしかして、気付いてました？

			　って、今はそれを議論している場合ではないな。

			　俺は慌てて席を立った。

			　だが、俺が動くその前に。

			　俺の後ろに立つディアブロが、不愉快そうな表情で扉へと向かう。

			「よお！」

			「帰れ」

			　その短いやり取りの後、パタンと扉を閉めるディアブロ。

			「「「……」」」

			　その余りにもな出来事に、俺達はその場でフリーズする。

			「おいおい、そりゃないだろディアブロ」

			　再び扉が開き、ギィが怒鳴り込んできた。

			「チッ、重要な会議の邪魔です。昨日の今日で、まだ準備も終わっていません。貴方とはゆっくり語りたいですし、招待するまで来ないで下さい」

			　言葉は丁寧なのだが、ディアブロはギィ相手に強気な態度だ。

			　──っていうか、もしかして知り合いなのか？

			　と思ったのは俺だけではなく、ルミナスやレオンも驚いた様子だ。

			「信じられん。ギィを相手に一歩も退ひかぬとは、流石さすがは原初の黒ノワールという事か」

			「原初の黒ノワールだと!?　そんな大物が、どうしてリムルの配下に？」

			　んんんっ!?

			　チラホラと聞こえる単語に、何だか不穏な気配がしますよ？

			　ディアブロが大物？　いや、確かに態度はでかいけど……。

			　というか、原初の黒ノワールって何？

			　そう混乱していると、更に騒がしくなってきた。

			「リムル様、無事ですか!?　たった今、妹から──」

			「我が主君、〝赤〟の気配を感じたが!?」

			「戦争なの？　やるって言うなら、ボクも頑張っちゃうよ！」

			　まずベニマルが駆け付けて、それにソウエイが続く。

			　続いてカレラがやって来て、ほぼ同時にウルティマまで部屋に乱入して来た。

			　大騒ぎである。

			　こうなると、ギィを追い返すよりも受け入れた方がいい。

			　そもそも、俺にはギィを招待するつもりなどなかった。何でそんな話になっているのか、後でゆっくりとディアブロから聞き出す必要がありそうだ。

			　だが今は、この場を収拾させるのが先決である。

			「皆、落ち着け。ディアブロも控えるように」

			　俺の言葉で、やって来た者達も大人しくなった。

			　周囲が落ち着いたのを見計らい、俺は話を続ける。

			「予定にはなかったけど、ギィにも話があったんだ。せっかく来てくれたんだから、このまま会談に参加してもらう事にするよ。それでいいかな？」

			　と、先ずはギィに確認する。

			「ああ。オレもお前に話があるし、丁度いいぜ」

			　レオンから説明してもらうつもりだったが、どうやら予定変更である。これでギィの了承も得たので、集まった者達には解散してもらう事にした。

			「って事だから、心配ない。何かあったら呼ぶから、業務に戻ってくれ」

			　俺がそう宣言すると、皆が安あん堵どした表情となった。

			　中には、「フッ、流石は〝赤〟だな。今の私でも及ばぬか」とか「ちぇっ、せっかく暴れられると思ったのに」などという、かなり物騒な事をのたまう者共もいたけれど、その場は何とか収まったのだった。

			


			＊

			


			　集まった者達はそれぞれの仕事に戻った。

			　そしてシュナが、部屋に残った者達にお茶を用意するべく退出する。

			　その途端、口火を切ったのはレオンだった。

			「おい、どういう事だ？　なんで原初の黄ジョーヌがここにいる!?」

			　ん？

			「妾わらわからも質問じゃ。もう一人は原初の紫ヴィオレだったように思うのじゃが、気のせいか？　もっと陰気で陰湿な性格だと聞いておった故、少し自信がないのじゃがな……」

			　うーん？

			　原初の黄ジョーヌとか原初の紫ヴィオレとか、コイツ等は一体何の話をしているんだ？

			　あっ、もしかして！

			「それって、カレラやウルティマの事か？　彼女達なら、そこのディアブロが勧誘してきたんだけど、これが思ったよりも優秀で──」

			　という俺の説明だが、それを最後まで口にする事は出来なかった。

			「カレラ？　それに、ウルティマだと!?　貴様、まさかあの者達に、〝名前〟を付けたのか!!」

			「信じられん。お主はそこのディアブロだけではなく、他にも原初を従えたと申すのか……」

			　いきなり立ち上がって叫ぶレオンに、心底から驚きょう愕がくした様子のルミナス。そんな二人の視線が俺に突き刺さる。

			「な、呆れるだろ？　オレが来たのも、コイツの真意を問い質ただす目的もあったのさ」

			　と、ギィまで意味不明な事を言い出す始末。

			　そんなふうに言われましても、ねえ？

			　俺が答えに戸惑っていると、シュナがティーカートに乗せて紅茶を運んで来た。

			　シュナの邪魔にならぬよう、沈黙する俺達。

			　良い香りがその場に漂い、皆の心に落ち着きを取り戻してくれる。

			　俺も冷静になり、皆が何を言っているのか考えてみた。

			　キーワードは、ルミナスが漏らした〝原初〟だ。

			　原初と言えば──

			《解。悪魔族デーモンを定義する基準の一つです》

			　そうそう、そんな説明を受けた記憶があるよ。

			　確か、始まりの悪魔と定義されるのが原初だったハズだ。

			　って、始まりの悪魔っ──ッ!?

			「ディアブロ、お前ってもしかして、始まりの悪魔の一柱ひとりだったりする？」

			　俺がそう問うと、ディアブロは事もなげに答える。

			「まあ、そうですね。確かに私は、この世界で最初に誕生した、七系統の悪魔族の一柱です」

			　おいおい、マジかよ。

			　俺が魔王へと進化する際に召喚した悪魔が、まさかそんな凄い大物だったなんて……。

			　強い強いとは思っていたけど、思っていた以上にヤバイじゃないか。

			「……まさか、知らなかったのか？」

			「信じられん。抜けておるとは思っておったが、まさかここまでとは……」

			　レオンとルミナスからの視線が痛い。

			　だって、仕方ないだろ？

			　あんな適当な召喚に応じるくらいだから、そんな大物と思えるハズがないのである。

			《……》

			　智慧之王ラファエルさんまで絶句した気がする。

			　だがその反応は、ディアブロの正体についてではなく、俺がその事実を知らなかった事に対してみたいだ。

			　どうやら智慧之王ラファエルさんは、俺が原初の悪魔について理解していると思っていたみたい。

			　──いや、待てよ？

			　そう言えば、サリオンの天帝エルメシアも、原初がどうとか言っていた気がする。彼女もディアブロの正体に気付いていたからこそ、あれだけ警戒していたのか！

			　俺がもっと注意深ければ、もっと早くにディアブロの正体にも気付けていたのだ。

			　これはまあ、アレだよ。

			　思い込みってヤツ。

			　知っている事をイチイチ調べないし、話題に出したりもしない。智慧之王ラファエルさんからすれば、俺にわざわざ言う必要もないと判断していただけなのだ。

			　これは大きな落とし穴だった。

			　辞書が手元にあっても、使わなければ意味がない。最近では助言をくれたりする智慧之王ラファエルさんでも、俺が何を知っていて何を知らないのかまでは把握出来る訳もないのである。

			　どれだけ優秀な相棒であっても、使いこなせなければ意味がない。俺はその事を、今一度再確認したのだった。

			　驚く俺を他よ所そに、ディアブロが俺との出会いを語っている。

			　それはどうやら、俺とシズさんの出会いにまで遡るらしい。ディアブロとシズさんの間に縁があったらしく、シズさんの最期の気配を感じ取ったディアブロが、たまたまこの地を訪れたとの話だった。

			　そんな頃からディアブロに目を付けられていたのかと驚きだが、その目的が何なのかサッパリわからないな。

			「我が系統の下位悪魔が、私に抜け駆けしてリムル様に召喚されてしまいましたが、あれは痛恨の極みでした。ですが！　私は焦らずに機会を見極め、見事、リムル様からの召喚に応じる事に成功したのです！」

			　そう言ってディアブロは、とても嬉しそうな笑顔を見せた。

			　って、あの召喚でディアブロが来たのはマグレではなく、狙った上での必然だったのか。

			　驚き過ぎて、頭が痛くなってきた。

			　それにしても初耳だったのだが、ディアブロはベレッタに嫉妬して、俺に隠れてベレッタを粛清しようとしたらしい。だがしかし、ベレッタの身体からだが俺が作ったものだったので、もったいなくて傷つけられなかったのだとかほざいている。

			『この身体はリムル様の御手製ですので、手出しをすれば不興を買いますよ』

			　と、ベレッタから諭されたのだと。

			　呆れるというか、何と言うか。

			　それにしても、めったやたらと話が長い。

			　誰か止めろよ──と思ったが、ディアブロの勢いが凄すぎて、誰にも口出し出来ないみたいだ。

			　仕方ないので、俺が言う。

			「ディアブロ、ディアブロ君！　そこらへんで。そろそろ会議を再開するから」

			　俺に続き、ギィも口を開く。

			「それくらいで満足だろう？　それよりもよ、ここにディーノの野郎も来てるんだろ？　ちょっと呼んでくれねーか？」

			　というギィの一言で、ようやくディアブロも話すのを止める。

			「それでは、私がディーノ様を呼んで参りますね」

			　退出のタイミングを失していたシュナが、丁寧な御辞儀を残して去って行った。

			　逃げた──と思えるのは、俺の心が荒すさんでいるからだろう。

			「ここからがいいところなのですが？」

			　まだまだ語りたい事があるという表情のディアブロだったが、皆が心を一つにしてスルーした。

			　これ以上聞いていると、何を言い出すかわかったものではない。俺の心の平穏を守る為にも、ディアブロには黙っていてもらった方がいいのである。

			　そんな騒ぎの中、いつの間にかギィの為の座席も用意された。隣の待合部屋に設置されていた来客用ソファーを、レオンの部下が運んできてくれたのである。

			「おう、気が利くじゃねーか」

			　ギィのその言葉に、レオン配下の騎士アルロスとクロードが軽く頭を下げて応える。どうやらこの二人は、ギィとも面識があるようだ。そうでなければ、ギィを相手に迂闊な真似は出来ぬと、誰も動こうとしなかっただろう。

			　本来は俺が手配すべきだったのだが、そこまで気が回らなかった。下手をすればギィを怒らせる事になったかも知れないし、この二人がいてくれたおかげで助かったと思う。

			　俺の補助をするべき秘書もまあ、お話に夢中だったし？

			　もう一方のシオンは、我関せずと俺の側から離れなかったのである。

			「すみませんね、気を遣わせちゃって」

			「いえ、お気になさらず！」

			「リムル陛下の事情も存じております。我等に警戒させぬよう、この部屋から人を遠ざけておられるのでしょう？　であれば、この程度の事は我等が」

			　アルロスとクロードは、とても気持ちのいい人物だった。

			　ディアブロやシオンにも見習って欲しいものである。

			「いいか、お前等もああいうふうに気を配れるようになれよ」

			「クフフフフ、ちょっと熱く語り過ぎました」

			　予定もなくやって来たギィが悪い──と言いたげなディアブロだが、普段ならばこんなミスはしていないだろうし、今回は間が悪かったのも確かだな。

			「はい、勉強になります！」

			　シオンは素直だ。

			　返事だけはいいんだよね、この娘。

			　これが身になってくれるよう、心の中で祈っておこう。

			　尊大な態度でギィが着席した。

			　それと同時に、ディーノを連れてシュナが戻る。

			　何故かラミリスも同行しており、そんなこんなで会議が再開したのだった。

			


			＊

			


			　最初の議題は、原初の悪魔について、だ。

			「で、ディーノよ。言い訳を聞こうか？」

			「え、言い訳って何の？」

			　ギィの問いに、ディーノはナチュラルに問い返した。その態度が、ギィの怒りに火をつける。

			「ふざっけんなよ、お前！　何でコイツが、あの三柱さんにんに名付けるのを止めなかったんだ!?」

			　そうだよね、そこ重要よ？

			　コイツってのは俺の事らしいが、俺もさ、あの三名がヤバイと知っていたら、名前を与えようなんて考えなかったのだ。

			　今更だけど、せめて一言、忠告が欲しかった。

			「いいか、お前を何の為にここに送り込んだと思ってやがる？」

			「えっと、観光？」

			「ちげーよ！　偵察だよ、偵察！」

			　そんなやり取りを見て、ギィも大変だなーと思った。

			　そんな事だろうとは思っていたけど、やっぱりディーノはスパイだったか。

			　まあ、本人の前で堂々とスパイ宣言するのは止めて欲しかったけど。

			「って、お前もだよ！　他ひ人と事ごとみたいな顔をしてんじゃねーよ！」

			　おおっと、とばっちりですよ。

			　スパイしてた側から怒られるなんて理不尽な話だが、確かに原因は俺なんだよね。文句を言ってやりたいが、条件反射でモノを言うのは不ま味ずい。

			　相手はギィだし、怒らせるのは得策ではないのだ。

			「クアハハハ！　ギィよ、小さな事で怒るでないぞ。コヤツがホイホイと名前を付けるのは、今に始まった事ではないわ！」

			　珍しく、俺のフォローをしてくれるヴェルドラさん。

			　頑張れ！　と心の中で応援したのに──

			「黙るのじゃ！　大人の会話に口出すでないわ！」

			「う、うむ」

			　ルミナスに一喝され、ヴェルドラは沈黙してしまった。そこで言い返せない辺りに、ヴェルドラの打たれ弱さが露ろ呈ていしているというものであろう。

			　まあ、ヴェルドラが庇かばってくれたお陰で、矛先が俺からそれた。その機会を逃さず、ここでチクリとギィに苦情を入れる。

			「まあまあ。ディーノがここに来た目的は、俺を監視する為だった訳だろ？　それに関する苦情は今は措おいておくとして、俺を止めなかったディーノも悪いし、そのディーノを信頼して派遣した人物にも、監督責任というものがあるんじゃないかな？　そうは思わないかね、ギィさん？」

			　ズバリ、責任の共有化である。

			　俺だけのせいにされてはたまったもんじゃないので、ディーノやギィにも責任を分担してもらおうという作戦だ。

			　ディーノの責任は明白なので、後はギィを巻き込むだけ。

			「そうだぜ、ギィ。だいたいな、俺に監視なんて出来ねーって。まさかお前が、俺を働かせようと考えていたなんて驚きだよ」

			　こういう時は察しが良くなるのか、ディーノは俺の策を見抜いた様子。綺き麗れいに乗っかってくれた。

			「テメーら……」

			　悔しそうなギィ。

			　これ以上怒らせないように注意しつつ、話の落としどころを見つけねばなるまい。

			「大体よ、俺に止める間なんてなかったんだよ。俺はな、リムルが原初を連れているのを見て、言葉も出ないほど驚いていたんだよ。だって、三柱さんにんだぜ？　原初の黒ディアブロはまあ、変人だからで納得出来たけどよ、まさか原初の白テスタロッサ達までが他者に従うなんて、誰にも想像出来ないだろうがよ！」

			「まあな」

			　あ、ディーノが責任逃れの発言を。ギィもそれに頷きかけているし、これは不味い展開だ。

			「俺もさ、ディアブロが役立つと言って連れて来たから、それを素直に信じて受け入れたんだよ。まさかそんな大物だったなんて思わなかったし、彼女達も行儀よく俺の部下になる事を納得してくれていたしね。彼女達はディアブロの直轄だし、責任はディアブロにある。何かあったら俺も責任を負う事になるけど、部下を信じるのは当然だろ？」

			　ちょっと良い話ふうにして、俺は責任をディアブロに押し付けた。

			　元はと言えば、ディアブロが原因なのだ。これくらいは許されるだろう。

			　頑張ってギィの怒りを引き受けてくれ──という思いを込めて、俺はディアブロへと視線を向けた。すると、俺の発言を耳にしたディアブロが、何故か嬉しそうに頷いている。

			「クフフフフ、リムル様からの信頼、その言葉だけで私は満たされます。その期待に応える為にも、より一層精進せねばなりませんね」

			「……」

			　ディアブロの輝くような笑顔を見て、ギィは疲れたように無言になった。そして、その身を椅子にもたれかけさせる。

			「つまり、ディアブロが悪いんだな？」

			　尊大に口を開き、ギィがそう問うた。

			「悪いっていうか……」

			「俺達も被害者っていうか、なあ？」

			　口ごもる俺に、ディーノも気まずそうに続く言葉を飲み込んでいる。

			　当のディアブロだけが、誇らしそうに堂々としていた。

			「こいつが変なのは昔からだから、今更文句を言っても仕方ないとして──」

			　と、ディアブロを指さすギィ。

			「ディーノよ、お前がリムルを止められなかった、これはまあ、状況的に理解出来なくもない」

			　おいおい？　これはおかしな流れになってきたぞ。

			「で、だ。リムル、お前だよ！」

			　やっぱりきた！

			　どうして俺に矛先が向くんだよ!?

			「俺が何だっていうんだ？」

			　ここはうろたえては駄目だ。

			　堂々と、何も悪い事なんてしていないという態度で、ギィの相手をしなければならない。

			　そう考えた俺は、動揺しているのを悟られないように、身体の主導権を智慧之王ラファエルさんへと委譲する。

			　これで安心。心の内面がどれだけ荒れようとも、表面的には落ち着いて見えるのだ。

			「何もクソもねーんだよ！」

			　それから俺は、しこたまギィから怒られた。

			　俺のせいで世界の勢力バランスが完全に崩壊した云々、そのせいで世界情勢がどう転ぶか不明になった等々、かなり真面目な内容で、これでは智慧之王ラファエルさんへの主導権委譲も無駄である。

			　ギィってば、思ってた以上に計算高く活動していたみたいだ。

			「しかも、お前のせいでミザリーの作戦も失敗したみてーだしな。その責任はお前に取ってもらうぜ？」

			　と、ギィの説教は締めくくられた。

			　俺の知らぬ話で責任を取れとは解せぬ話であるが、それでギィが納得するなら安いものだ。そう判断した俺は、取り敢あえず「わかったよ」と頷いて、その場をやり過ごしたのである。

			


			＊

			


			　説教は終わったが、ギィの話は続いた。

			　ギィは定期的に災禍を起こし、人類共通の敵と認識させていたらしい。強大な存在への恐れを抱かせる事で、身内同士での権力闘争に明け暮れさせぬのが目的なのだそうだ。

			　グランベルが仕切っている間は様子見に徹して、そこまで大胆な行動は慎んでいたらしい。しかし今回、グランベルがルミナスへと総力戦を仕掛けた事で、その均衡が崩れる事になった。

			　そこでギィは、人類を恐怖で一つに纏めるようミザリーに命じた、と。

			　各国から選出された議員達の死によって、評議会加盟国の首脳陣は魔王の脅威を再認識する。そうなるよう仕向ける事で、西側諸国の首脳陣を一致団結させる──というのが、ミザリーが立案した作戦だったのだと。

			「で、ミザリーが襲撃した会場に、何故か〝白〟──テスタロッサがいた訳だ」

			　チッ、呼び慣れてるから、ついつい昔の呼び名で言っちまうな──と小さくぼやいてから、ギィは話を続ける。

			「ミザリーはテスタロッサとの衝突を避け、作戦を中断した。それはいい。問題は、その後だな。小こ賢ざかしい人間共を恐怖で支配出来なかった以上、ヤツ等は小競り合いを始めるだろう。ロッゾによる支配体制が崩壊した今、権力闘争が激化するってのが、いつもの流れだからな。東の帝国が動き出そうって時にそんな馬鹿な真似をしてりゃあよ、西側諸国の敗北は必至じゃねーか。お前のせいだぜ、リムル。どうするつもりなのか、聞かせろよ」

			　意外だ。

			　西側諸国が分裂する危機を未然に防ぐ──というのが、ギィの目的だったとは。

			　ギィは人間に興味がなさそうだったが、それでも一応は、滅亡しないように気にかけているのかも。というか、それが〝調停者〟としての役割っぽいね。

			　決して人間の味方って訳ではないだろうし、その手法は過激なものだが、やりようによっては理解し合えそうな気がしてきた。

			　となると問題は、俺が行う予定の西側諸国への対応である。

			　テスタロッサとミザリーが接触していた事さえ知らなかったけど、そんな事は正直に話せない。俺としては、自分達の存在を認めてもらい、人類との友好関係を築きたいだけなんだが……。

			　ギィにどう答えたものか悩んでいると、俺の代わりにディアブロが前に出た。ちょっと嫌そうな顔をするギィを無視して、ディアブロが語り始める。

			「フッ、どうするもこうするも、リムル様の理想の実現を目指すだけですよ」

			　何を言い出すのか不安だったが、俺には具体的な案がなかった。ギィに対して理想論など通用しないだろうし、ディアブロの自信に満ち溢あふれた態度に賭けてみたのだが、やはり失敗だったかな？

			　ディアブロは何と、通用しないと俺が切り捨てた理想論を語り始めたのだ。

			「どういう意味だ？」

			「何、簡単な話です。ギィ、恐怖で人を縛るなど、そんな面白みのない事をしても仕方ないのですよ。確かに、人は恐怖によって従順になるでしょう。ですがそれでは、人の能力を十全に活かせません。それだけではなく、恐怖とは薄れるもの。貴方がどれだけの悲劇を人類に与えようとも、彼等はそれを忘却してしまう。そして、恨みだけが残されるのです」

			「ふむ。続けろよ」

			「恨みはやがて憎しみへと変わり、自分達を虐げる者への復ふく讐しゅうへと走らせます。それこそ、小賢しいだけで知恵の足りぬ人類では、我等との絶対的な力の差に気付けない。魔族などに扇動されれば、直ぐに愚かな行為へと手を染めるでしょう」

			「まあな。それを許さぬ為に、血の粛清を行う訳だが」

			「クフフフフ、それが無駄だと言うのです。人が愚かである以上、記憶は薄れる。世代交代を重ねるのだから、これはもうどうしようもないでしょう。ですが──」

			　ここで一旦言葉を止めて、ディアブロは真面目な表情をギィへと向けた。

			「ロッゾによる一極集中とは異なり、富の再分配を行う事で、ある程度は公平性を保ちつつ国家間の関係が再構築されます。そうして、新たな経済原理が誕生する」

			「それで？」

			「新たなる経済原理──選択肢を残し、自分達で未来を選んだと錯覚させる事で、愚かなる人類は自分達の手で創り上げたのだと信じ込むでしょう。こうした仕組みシステムは、人の記憶と違って失われはしない。半永久的に、人の世を支配するようになる。それを管理するのがリムル様であり、我々の仕事なのです」

			　おお、ディアブロがまともな事を言っているぞ。

			　自分達で創り上げたものだから、大事にするだろうってか？

			　というか俺、そんな事を考えていたっけ？

			　それらしい事を言ったような気はするが、そこまで大おお袈げ裟さなものではなかったと思うのだが……。

			　そもそも、成功する前提で話しているのがちょっと怖いね。

			「なるほどな。経済を掌握し、安全保障を無料タダで与えてやれば、弱者はお前達に依存するようになるって訳か。血の流れぬ戦争によって、全てが決される社会。ロッゾの支配よりも、そっちの方が優れているかもな」

			　ディアブロを見直したように頷くギィ。

			「当然です。一部の者だけが富むよりも、大勢の者が幸せになる世界。そこで生み出される需要と供給は、新たな可能性を創出するでしょう。それこそがリムル様の願いなのですよ、ギィ」

			　まあ、それは間違っていない。

			　俺が楽しみにしているのは、文化的生活の向上なのだ。

			　映画や音楽、漫画や小説。そういった、大衆が楽しめる娯楽が増えて欲しい。

			　そういう芸術を生み出すには、ゆとりある生活基盤が必須である。まだ見ぬ才能を発掘する為にも、人々が豊かな生活を送れるようにしたいと思っていた。

			　だけど、その先の事までは何も考えていなかったんだけどな。

			「幸福な平和を知り、享受すれば、それを失うのが怖くなるってか？」

			「その通りです。それを一言で言い表すならば、〝感謝〟という概念でしょうか。人々は平和を守るリムル様に感謝し、世界の安寧に協力的になる。貴方の考える恐怖による支配よりも、より効率的だと思われますよ」

			　気が付けば、ディアブロとギィは理解し合えたというふうに頷きあっている。

			　ディアブロの語る未来予想を聞いたルミナスやレオン、その配下達までもが、感銘を受けた様子で俺を見ていた。

			　この雰囲気の中、そんな事は考えていなかった──なんて言い出せないぞ。

			「だがよ、それを実行に移すには、長期的視野と緻密な計算が必要になるぜ？　ちゃんと管理しねーと、今度は増えすぎて図に乗る人間共の様子が目に浮かぶがな。そこまで面倒を見てやれるのかよ」

			　おいおい、ペットの面倒じゃないんだし、水槽の中で飼ってるメダカが増え過ぎる、みたいに言われましてもね……。

			「フッ、その程度の未来を見通せぬリムル様だとでも？　貴方にとっては大変な管理でも、リムル様からすれば片手間で済む問題なのです。なので、要らぬ心配は無用、と言っておきましょうか」

			　おい。

			　何で俺が管理する前提になってる訳？

			　いや、まあ、裏から世界を牛耳るとか魔王らしいねって、ディアブロにも話した事があった気はするけどさ。それを、ギィや他の魔王達の前で言っちゃったら、邪魔されるんじゃないかと思うんだけど。

			　そんなふうに心配した俺だったが、それは杞き憂ゆうというものだったらしい。というより、寧むしろ──

			「そうかよ。それじゃあ、お前に任せてみるぜ。そこまで上う手まく事が運ぶとは思えねーが、失敗したとしてもオレに害が及ぶ事はないしな。その時はオレの手で、愚かな馬鹿共を間引くだけのこった。お前の責任の取り方、見せてもらうとするぜ」

			　意外な事に、ギィはニヤリと嗤わらったのだ。

			　そこまで言われては、俺も腹をくくるしかあるまい。

			　さっき「わかったよ」と頷いた手前、今更「嫌だ」とは言えないしね。

			「ディアブロの言った内容は少し大袈裟だったけど、概おおむね間違ってはいない。ちょっと理想的だけど、そうなったらいいなとは思っているんだ。お前に言われるまでもなく、俺は俺のやり方で世界平和を目指してみるよ」

			　と、俺はギィに約束した。

			　こうして、俺にも何がなんだかよくわからない内に、西側諸国の管理を〝八星魔王オクタグラム〟公認の上で任される事になったのである。

			　さて、それで終わればまだ良かったのだが、まだまだ問題は残っていたらしい。

			「リムルよ、一応忠告しておいてやろう。原初の黄ジョーヌことカレラだが、ヤツは気が向くままに核撃魔法をぶっ放すような、そんな気性の荒い面を持ち合わせている。ちゃんと手た綱づなを握っておかねば、せっかくの都が灰かい燼じんに帰す羽目になるぞ」

			　と、レオンから忠告を受けた。

			　それに続いて、ルミナスからも。

			「そうよな。妾わらわからも一つ教えてやろう。先程も述べたが、妾わらわが知る原初の紫ヴィオレというのは、陰気で陰湿。そして、残虐非道の代名詞のような存在じゃった。魔族と違って人類を根絶やしにしようなどとは考えておらなんだようじゃが、とても気き紛まぐれで移ろいやすい性格をしておったのじゃ。貴様の前では明るい少女を演じておるようだが、決して油断はせぬ方が良いと思うぞ」

			　とまあ、不安になるような話を聞かされたのだ。しかも、言葉が濁されているものの、そんな二人よりも厄介なのがテスタロッサみたいなのである。

			　これは困った事になった。

			　いや、なったという言い方は適切ではないな。困った事になっていた事にようやく気付いた、というのが正確だ。

			　テスタロッサ達が原初の悪魔だったと知った今、彼女達の管理は俺に任された訳だ。もし何かあった場合、その責任は俺に帰結する事になる……。

			　一応はディアブロの部下という事になっているが、そんな言い逃れは通用しないだろうな。

			　エルメシアさんには俺が責任を持つと言っちゃったし、今更出来ませんとも言えないよね。

			　あの時の、何も知らなかった俺を殴ってやりたい気持ちだが、これも能天気だった俺の自業自得というものなのだろうか。

			　人類社会の管理より、こっちの方が大変そうだ。そう思うなり憂鬱になり、俺はこそっと溜息を吐いたのだった。

			


			＊

			


			　ギィの話が終わるのを見計らったように、ラミリス、ディーノ、ヴェルドラが立ち上がった。

			「なんかさ、アタシ達はお邪魔みたいだし、後はヨロシクお願いするね！」

			「そうだな。俺にも大切な仕事がある。ベスターさんが待ってるし、そういう事だから、またな、ギィ！」

			「であれば、我も迷宮の守護に戻らねばなるまいて。ああ、忙しい忙しい、クアーーーッハッハッハ！」

			　示し合わせたように息ピッタリで、明らかに逃亡を企てているのが丸わかりだ。

			　特にディーノは、これ以上文句を言われたくないとばかりに、心にもない事を口にしていた。

			「あ？　お前が仕事だとか、何を面白くもねー冗談を言ってやがる」

			　ギィも聞き捨てならなかったのか、的確な突っ込みを入れている。しかし、それに答えたのはラミリスだ。

			「いやいや、本当なのよさ！　ディーノもね、今はアタシの助手として手伝ってくれているんだってば！」

			　ギィはそれを聞いて驚いている。

			　ディーノの言葉は信じられなくても、ラミリスまでが認めた時点で、ギィとしては信じる他なくなったのだろう。

			「ディーノが働いている、だと？　リムルよ、お前、どんな魔法を使いやがった!?」

			　そんなギィの驚愕が俺に向けられた訳だが、俺としても返答に困る質問だった。

			「知らねーよ！　俺の国じゃあ、〝働かざる者食うべからず〟ってルールがあるんだよ。それを守ってもらってるだけで、魔法なんざ使ってないって」

			　そんな便利な魔法があるなら、俺もこんなに苦労しないのだ。俺のそんな気持ちが声に出ていたのか、ギィもそれ以上の言及をしてこなかった。

			　そしてラミリス達三人は、部屋からバタバタと逃げ去ってしまった。シュナが用意してくれたお茶とお菓子をキッチリと食べ終えているあたり、狙いすましたタイミングなのだろう。

			　流石だな、と俺は思った。

			「まあいい。ディーノへの苦情は伝えたし、野郎ももう少し真面目に情報を集めてくれるだろ」

			　と、小さく呟くギィ。

			　だからさ、そういうのは本人のいないところで言って欲しいんだって。こんなに堂々としたスパイ宣言をされると、俺としても対処に困るのである。

			　まあ、ギィに言っても聞き入れてもらえそうもないな。それよりも、下手に腹の探り合いをしなくていいのだと、前向きに考える方がいいだろう。

			　そう割り切って、俺は話を変える事にした。

			「で、ここに来たのはテスタロッサ達の事を聞く為だけか？」

			　用事がそれだけなら、ギィも帰ろうとするだろう。そうしないところを見るに、他にも用事があると思われる。これ以上の問題を抱え込みたくないという気持ちはあるものの、聞かなければ話は始まらないのだ。

			「それも気になっちゃあいたが、用件は別にある」

			　そう言って、ギィは椅子にふんぞり返った。

			　俺達を見回し、視線をレオンで止めるギィ。

			「〝中庸道化連〟と名乗る連中に会ってきたぜ」

			「ほう？」

			「お前が取引してた相手は、そいつらだろう？」

			「そうだ」

			　ギィの問いに頷くレオン。

			　って、待て待て。軽く流してるけど、それってかなり重要な話題だぞ！

			「おい、それじゃあユウキにも会ったのか？」

			「ああ」

			　俺の質問に、ギィはアッサリと頷いた。

			　俺は今、ソウエイに命じて自由組合の本部や支部の捜索を命じていた。昨日の遭遇はユウキの意図していないものだと思えたので、ユウキが拠点としている組合本部に姿を見せると考えた。そのまま堂々と現れはすまいと考えており、変装や代役を見逃さぬように注意した上で、ソウエイ達に張り込みまでさせていたのである。

			　今のところ、動きがあったという報告は受けていなかった。だけどまさか、ギィとユウキ達が出会っているとは思わなかった。

			「それじゃあ、お前はユウキと繋がっていたのか？」

			「はん？　馬鹿を言うなよ。あの野郎共が東へ逃げようとしていたから、少々お仕置きしてやっただけさ」

			　ギィとユウキがグルなのかと思ったが、どうやらそれは違ったらしい。ひとまず安心だが、それではギィの目的がわからない。

			「殺していないのか？」

			　とレオン。

			　それも気になるが、それよりも。

			　ユウキは西側での立場を捨てて、東に逃げようとしていたってのか？

			　思い切りがいいとは思っていたが、恐ろしく大胆な決断力だった。

			　だが、ギィに狙われるとは運がない。お仕置きというからには殺していないのだろうけど、散々な目にあったのは間違いなさそうだ。

			　ま、同情はしないし、寧ろ、ザマーミロという気分だけどね。

			「殺しちゃいないさ。最初は捕まえて、お前への貸しにしようかと思っていたんだがな。事情が変わったのさ」

			　そう言ってギィは、ユウキとの間に何があったのかを話してくれたのである。

			　その結果、ユウキが裏で何をしていたのか、その大雑把な概要が明らかとなった。

			　ユウキこそが、〝中庸道化連〟の雇い主であり、ボスだった。これはまあ、俺の──智慧之王ラファエルさんの予想が正しかったと証明された訳だ。

			　そして、ユウキが行っていた数々の偉業や悪事。

			　一つ、冒険者互助組合を自由組合へと発展させた。

			　一つ、評議会を支配するロッゾ一族と繋がり、裏の仕事を請け負っていた。魔王レオンとの取引仲介もその一つ。

			　一つ、クレイマンを魔王として擁立し、陰から操っていた。

			　一つ、東の帝国の裏社会を支配していた闇の母エキドナを潰し、秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟を組織した。

			　表では自由組合、裏では秘密結社の総帥を務め上げていたのだ。

			　闇の母エキドナという組織の話は今初めて聞いたが、かなり巨大な闇の勢力だったみたい。レオンからの情報なので、そこは疑いようがないだろう。

			　ちなみに、マサユキが潰したという〝奴隷商会オルトロス〟も〝三巨頭ケルベロス〟の下部組織だったらしいので、何らかの関与があったと思われる。

			　ユウキが得意とするやり方としては、既存の組織を潰し、それを乗っ取るというものだ。

			　そう言うと簡単に聞こえるが、実際に行うのは至難の業である。これら全てを十年以内に達成しているのだから、有能ってレベルを超えている。天才と呼んでも過言ではあるまい。

			　そんなユウキだが、自信過剰な性格は頂けないな。どれだけ優秀であろうが、相手の実力を見抜けないのは失点であろう。

			　ギィを一目見れば、それだけでヤバイと理解出来るだろうに。

			　今回は運良く見逃されたようだが、その強運だけは褒めてもいいかも知れないな。

			　ユウキが生き延びた点に関しては、俺としては複雑である。

			　同郷者として、死んで欲しいとまでは思えない。だが同時に、ユウキのやった事を許す気にもなれなかった。

			　ユウキは人の好さそうな態度を演じながら、裏ではグランベル率いるロッゾ一族やレオンをも手玉に取っていたのである。しかも、〝中庸道化連〟を利用して、俺やヒナタをも争いに巻き込んで……。

			　その目的が、子供みたいな夢──世界征服だというのだから笑えない。

			　ところで、どうしてギィはユウキを見逃したのだろう？

			「それで、ユウキを逃がして何を企んでいるんだ？」

			　疑問に思った俺は、直球でギィを問い質した。

			　答えてくれれば儲もうけもの──そう思っての質問である。

			「ああ、ゲームの為さ」

			　と、ギィは事もなげに答えた。

			　ゲームという言葉は意味不明だったが、ギィはそんな俺の疑念を無視するように、そのまま話を続ける。

			　曰いわく、東の帝国が間もなく動くだろう、と。

			　ユウキを逃がしたのは、ユウキが東の帝国をかく乱すると、ギィに取引を持ちかけたからなのだという。

			「えっと、ギィって西側諸国を滅ぼされたくないみたいだけど、それはどうしてなんだ？」

			　意外に思ってそう聞いてみると、これまた思わぬ答えが返ってきた。

			「滅ぼされないように管理するのが、俺の役目だからな。ま、増え過ぎるのも困ると思っちゃいるがな。人類全体を、魔王達で支配する。それこそが、オレの最終目標なのさ」

			　それが、ギィの言うゲームとやららしい。

			　ギィの支配が完了すれば、勝利条件を満たすのだそうだ。

			「いやいや、それならどうして、ミザリーさんに評議会を潰させようとしたんだよ？」

			　東が攻めて来るって時に、評議会の議員が全滅していた。そんな事になった場合、西側諸国は非常に不利な状況に陥るだろう。

			　各国の連携が取れず、戦う前から敗北が確定してしまう可能性まである話である。

			　ギィは俺の問いにフッと嗤い、「ミザリーの事は呼び捨てでいいぜ」と言った。それから、「ミザリーの作戦を許可したのは、西側を一致団結させる為さ」と、軽い調子で答えたのである。

			　それは一体、どういう意味──

			《解。主様マスターが西側を支配しやすいように、恐怖を刷り込む計画だったのでしょう》

			　えっと、つまりはこういう事かな？

			　評議会の議員が魔王によって虐殺され、恐慌に陥る人々。

			　そこに俺が手を差し伸べるとすれば、人々は迷いなく俺の庇ひ護ご下かに入る。その為には、多少の犠牲など問題ない、と。

			《解。その通りかと》

			　なるほど。

			　過激だし、マッチポンプもいいとこだし、ギィの狙いとミザリーの思惑がズレているような気もするけど、その行動は俺の為だった、と。

			　いや、違うか。

			　俺をも利用して、西側諸国の管理を任せようと考えたのだろう。

			　しかしギィの予想を上回り、西側には既に俺の手が伸びていた。俺だってそこまで考えちゃいなかったが、テスタロッサによって評議会は完全に掌握されていたのである。

			　ギィの目的は人類を滅ぼす事ではなく、その正反対。自分達の愚かな行為で滅亡しないように、適切に管理する事なのだ。

			　それを俺が行うのならば、ギィとしては万々歳なのだろう。結果的には、ギィにとっても望ましい展開になった訳だ。

			　俺は一つ、理解した。

			　ギィは、大雑把過ぎるのだ。

			　これならば確かに、俺が手を下す方がまだマシだと思えた。

			「それじゃあ、俺が西側を掌握した事については、お前には文句がないんだな？」

			「ねーな。馬鹿が調子に乗って暴れない限り、オレから口を出す気はねーぜ」

			　それなら安心だ。

			　思っていた手順をすっ飛ばした感じだが、そういう事なら西側諸国の管理は俺が引き受ける事にする。

			「そういう事なら遠慮なく。ところで、イングラシア王国の北方にチョッカイを出すのも止めさせて欲しいんだけど？」

			　色々聞き取りをした結果、北方の地でギィの配下が定期的に暴れていたらしい。そこを守護していたというラズルは、シオンが見事に討ち取ってしまった。

			　今回は緊急事態という事で、サリオン天帝エルメシアが魔法士団メイガスを派遣して鎮圧してくれている。俺が礼を言うのも筋違いなのだが、次回からも頼めるかというと、それは虫の良過ぎる話であった。

			　西側諸国を俺が支配する以上、今後はそこの防衛も俺が担う事になる。そうなると、無駄な防衛費が必要になる訳だ。

			　そういうのは本当、勘弁願いたい。そもそもラズル級の人材など、そうほいほいと転がっていないのである。

			「ご安心を。そういう雑事を含めて、テスタロッサに任せておけば良いのです」

			　俺の心配を吹き飛ばすように、ディアブロがニッコリとそう告げた。

			　それでいいのかと問い質すよりも早く。

			「そうだぜ。アイツ等にも息抜きが必要だろうし、好きにさせとけばいいのさ」

			　ギィまでもがディアブロに賛同する。

			　悪魔達の考えって、常識人の俺には理解出来ないとその時思った。

			　ディアブロの提言通り、悪魔達についてもテスタロッサに一任する事にした。ギィの言質も取ったので、それを理由に揉める事もないと判断したのである。

			　こうして俺が西側を支配する流れになったのだが、それで一件落着ではなかった。

			「それでリムルよ、東の帝国については任せても良いのじゃな？」

			　ルミナスからそう聞かれて、俺もその問題について思い出した。

			「帝国が動くっていうのは、軍事行動を起こすという意味か？」

			　念の為にそう聞くと、当たり前だろとギィが頷いた。

			「ここ最近、帝国では軍事演習が盛んに行われているそうね。評議会でも話題になっていたわよ」

			　とは、ヒナタの言葉である。状況を把握していた事からも、事前に対策を練っていたのだろう。

			　俺としては、帝国からの軍事侵攻はない、と思っていた。

			　三ルートのどれも攻略困難であり、現実味が薄いと考えていたからだ。

			　損害を度外視すれば別なのだろうが、帝国にとって西側を落とす利点が少なすぎるように思えるのである。

			　侵略戦争とは、つまるところ利益を得る為に行うものなのだ。

			　食べるものがないから、資源がないから、住める場所がないから、豊かな他国を狙う。そうした問題を解決してやれば、無理をして血を流す理由はなくなる。

			　ただし、それが簡単に解決出来ないのは当たり前だ。豊かな国が、貧しい国の為に汗を流す理由は存在せず、それを当たり前のように要求されると、国家間での諍いさかいが生じてしまう。

			　だからこそ、豊かな国も自衛の為の軍隊を保有する訳で。

			　侵略する側に、そう簡単には勝てないぞ、と思わせる事こそが重要となってくる。

			　流した血に見合うだけの利益が得られぬとなれば、誰も戦争という手段に手を染めないだろう。

			　それでも戦争をしたがる理由としては──

			《解。絶対に勝利出来るという確信があるのでしょう》

			　それ以外には考えられないか。

			　評議会は俺が掌握したので、内通者がいるというのは考えられない。そうなると、新技術を開発したか、突拍子もない戦術を編み出したか……あるいは、もっと別の奥の手があるのか。

			「ヒナタ」

			「わかっているわ。以前に貴方から依頼されていた、ドワーフ王国の構造ね。結論から言うと、大軍の運用は不可能ではないわね」

			　ヒナタは素早く俺の意図を読み取り、知りたい情報を答えてくれた。

			　ドワーフ王国は中立という立場だし、ガゼルがそれを許可するとも思えないが、一番安全に軍を西側に侵攻させるルートが存在する訳だ。

			　いや、下手をすると──

			「ないと思って切り捨てていたけど、ドワーフ王国を先に攻める可能性があるのか」

			「フフッ、白々しい。それを疑っていたからこそ、私に調査を依頼したくせに」

			　あれ、ヒナタが俺を褒めてる？

			　今思いついたんだけど、まあいいや。そういう事にしておこう。

			「バレたか。まあ、その可能性がある以上、先に対処するとしよう」

			　ガゼルには俺から連絡して、対策を練る事にする。

			　面倒というよりも厄介な事態だが、これは逃げる事が出来ない問題だ。評議会の軍権を魔国連邦テンペストに委譲させた今、矢面に立つのは俺達の義務なのだ。

			「お前がいなけりゃあ、グランベルとルミナスが帝国を迎え撃つ形になってただろうぜ」

			　と、ギィが他人事のように言った。

			　帝国の戦力は不明。

			　それを迎え撃つのが、ロッゾ一族の総力と、ヒナタ率いる聖騎士団クルセイダーズやルベリオスの戦力だった訳だ。

			　どっちが勝利しようが、ギィにとってはどうでもいいみたいだ。それなのにユウキからの取引に応じるなんて、ギィにはギィなりの思惑があるのだろう。

			　それを知る鍵は〝ゲーム〟という言葉なのだろうけど、それを聞いても答えてくれそうもないな。

			「私も協力はするけど、貴方の指揮下には入らないわよ？」

			　ヒナタとしては、前線に出る理由がない。なので、その言い分はもっともである。

			「戦争になるってのがピンとこないけど、先ずは俺達で何とかするよ。ヒナタはさ、俺達の意表を突くような形で帝国が侵攻した場合に備えて欲しい」

			「了解。商人に化けた工作員の始末も、こちらで引き受けるわね」

			　ちょっと引くような笑顔で、ヒナタが請け合ってくれた。これなら安心、俺が何か言う必要もなさそうだ。

			「リムルよ。貴様が敗北したその時は、妾わらわが戦う事になる。そうならぬよう、しっかりと励むが良い」

			　ルミナスが億劫おっくうそうに言う。

			　人的被害の把握や、崩壊した大聖堂の修繕。ルミナスとしても、戦争にかまけている余裕などないのだろう。ヒナタの協力が得られるだけでも良しとしておく。

			「気になるのは、ユウキと協力出来るのかどうかだけど……」

			　これに関しては、心情的な確執もある。

			　アイツのせいでファルムス王国は踊らされ、シオン達が被害を受けたのだ。

			　クレイマンを操っていたのもユウキだったし、遡さかのぼれば、豚頭帝オークロードだった前代ゲルドが起こした騒乱さえも、ユウキが関与していたという事になる。

			　それを全て水に流せと言われても、はいそうですかと頷けないのが人の情というものだ。

			「リムル様、もしかして、私達に気を遣っておられますか？」

			　シオンはたまに鋭い。俺が何かを言った訳でもないのに、俺の葛藤を見抜いたような事を言う。

			「まあな。今までが今までだから、いきなり信用するのはチョットね」

			　というか、信用するのは無理だな。

			　そして、いざ戦争しようって時に、信用出来ない味方ほど当てにならぬものはないのだ。

			「逃げたユウキがどう動くのか、オレも知らねーぜ。興味はないし、後はそっちで上手くやってくれりゃあいいさ」

			　と、ギィが投げやりにそう言った。

			　それを聞き、俺は思った。

			　やはり、ユウキを戦力として数えるのは無理がある、と。

			「クフフフフ。ソウエイ殿に頼み、動向だけは探らせておきましょう」

			「そうしてくれ」

			　ユウキの件は保留にする。

			　共闘するかどうかも、今後の状況次第だ。

			　少なくとも、謝罪もなしに仲良しこよし、というのはあり得ない。

			　俺達も国家を運営している以上、ユウキの出方次第によっては和解も考慮する。だがしかし、何もなしで許せるほど、俺の心は寛容ではないのである。

			「シオンもそれでいいか？」

			「勿論です！　敵対するなら潰しますし、和解するというのなら一発殴って許しますよ！」

			　その一発で仕留めないでね──と、口には出さずにお願いしておいた。

			　もしもそうなってしまったら、それは事故という事で。俺やシオンには殺意はなかったので、故意ではないと言い張ろう。

			　そういう事で、ユウキの事は先送りにしたのである。

			


			＊

			


			　ギィの用件はそれだけではなく、もう一つあった。

			　それこそが本命、〝勇者〟──クロエについてである。

			「グランベルの目的が、あの地でルミナスが必死に隠しているモノを解放するつもりだってのはわかってた。だからよ、そいつが暴走しないか監視してた訳だが、ディアブロの野郎がリムルに任せろって言うからよ」

			　その後どうなったのか、それを確かめに来たのだそうだ。

			　というか、いつの間にそんな話が──と思ったが、戦いの最中にディアブロが抜け出していたタイミングがあったな。恐らくあの時に、ディアブロがいらぬ交渉を行ったのだろう。

			　やれやれと思ったが、結果的にはファインプレーだ。あの時点でギィまで参戦していたら、何がどう転んでいたかわからない。

			「さっきまでそれを話し合っていたんだが、この際だ。もう一度おさらいがてら、俺の口から説明するよ」

			　この場を仕切る形で、俺が説明する事にする。

			　レオンやルミナスが余計な事を言うとも思えないが、念の為だ。

			　クロエが時間を跳躍していたとか、何度もループを繰り返していたとか、そんな重要な話は隠しておくに限る。そもそも、黙っていたらわからないだろうと、そう考えての行動だった。

			「──ってな訳で、暴走するクロノアを倒して、事件は一件落着となったのさ」

			　全部クロノアに押し付ける形になったが、これもクロエを守る為だ。クロエがクロノアだとか、説明すればややこしくなるしね。ギィには秘密にしておきたいのである。

			「なるほど、そいつは大儀だったな。それじゃあ、一つだけ聞くぜ？」

			「ああ、何でも聞いてくれ」

			「そこのソイツ、どう見ても〝勇者〟だが、それに関してはどう説明してくれるんだ？」

			　ぐぬぬ。

			　誤ご魔ま化かそうとしたが、ギィ相手では無理があったか。

			「あの戦いで、この子の隠された力が目覚めて──」

			　ありそうで無茶筋な説明を試みる俺。

			「嘘うそつけ」

			　ですよね。

			　戦いの最中に力が覚醒するってのは王道だけど、流石にそんな言い訳は通用しなかった。

			「実はですね……」

			「私が〝特定召喚〟でずっと探し求めていた人物、それこそがこのクロエなのだよ。何の因果かあの場にいたのだが、そのお陰で我々は助かったのだ」

			　どう言い繕うか迷う俺に代わり、レオンが口を開いた。

			　レオンがどういう話に持っていきたいのかまるでわからないが、この勢いに乗っかるしか、誤魔化す道はないだろう。

			「その通りじゃ。妾わらわも驚いたが、そのクロエという少女は、封印の器として最適だったのじゃ」

			　俺が続くよりも先に、ルミナスがレオンに続いた。更に話が盛られてしまったが、これに繋げるのって俺なのか？

			「封印の器、だと？」

			　ギィが怪け訝げんな表情でそう呟き、俺を見た。

			　俺も知りたいよ、それ──と思いつつ、ここまで来ると、もう正直には話せない。乗っかるしかないのだ。

			「ああ。レオンが言うには、どんな相手だろうが、その力を奪って封印する特殊体質の持ち主らしい。俺も半信半疑だったんだけど、その効果を目の前で見せられては、信じない訳にはいかなくてね」

			　これでどうだ!?

			　レオンにパスする事で、後は任せるという意思表示をする。

			「まったくじゃ。妾わらわの切り札まで奪われてしまったが、制御出来ぬままに暴れられるよりはマシじゃろうな」

			　苦々しい──という演技に見えない表情で、ルミナスが素早く乗っかった。流石だな、と俺は感心する。

			　後は、レオンが締めくくるだけだ。

			「……まあな。ギィ、お前を含めて、この世界には強者が多い。脅威に備えてクロエを保護しておきたかったのだが、出会ってそうそう、その力を使う事になるとはな。私も運がない」

			　憂鬱そうに──本当に演技かと疑うような表情で、レオンが溜息を吐いた。

			　ルミナスが主演女優賞なら、レオンは主演男優賞だ。

			　だがこれで、話の辻褄だけは合った。クロエはクロノアを封じた事で、〝勇者〟の力を獲得したという設定が出来上がった訳だ。

			「ふむん。お前達、オレを騙そうとしてねーか？」

			「いや、全然」

			「気にし過ぎなのはお前の悪いクセだぞ」

			「そうじゃぞ。小さな事を気にするでないわ」

			　ギィの疑念を、息ピッタリに否定する俺達。即席でこれだけの連携が取れたのは、クロエが大事だという三人の気持ちが一致した結果だろう。

			「だがよ、ソイツが〝勇者〟の力を得たのは確かなんだろ？　さて、これを放置してもいいものか」

			　ギィの言葉にレオンが反応して席を立ったが、ギィは「安心しろ、手は出さねーよ」と嗤って、レオンを落ち着かせた。

			「それならいい。貴様がクロエに刃を向ける気ならば、先に俺が相手になると覚えておけ」

			　レオンもそう告げて、再び席に座る。

			　一触即発の空気となったが、ギィには最初から殺意がなかった。

			　俺もギィが何か仕出かすのではないかと警戒したのだが、意外にも和やかな感じだ。それが理由で安心していたのだが、一瞬にして肝が冷える事になった。

			　剣閃が煌きらめく。

			　何処から取り出したのか、ギィの手には長剣が握られており、それがクロエの首筋に向かって振り下ろされたのだ。

			　ギィの剣技は、神速というに相応ふさわしい。百万倍に引き延ばされた知覚速度が、今から動いても間に合わないと告げていた。

			　それは俺だけではなく、レオンやルミナスも同様。誰もが絶望の表情を浮かべ、次に生じる惨劇から目を背けようとした。

			　しかし──

			　次の瞬間、澄み渡るような音色が響いた。

			《────ッ!?》

			　小さかったクロエは大きく成長し、いつの間に抜いたのかさえ不明な剣で、ギィの剣撃を受け止めていたのである。そしてその衣装も、〝勇者〟のものへと変わっていた。クロエはごく自然に、〝聖霊武装〟を使いこなしているみたいだった。

			


			

			


			「初めまして、魔王ギィさん。実物は初めて見るけど、やっぱり強いわね」

			「あっははは、お前もやるじゃねーか。クロエっつったか、その力を使いこなせるのは、オレを含めて数えるほどしかいねーぜ」

			　そんな挨拶を交わす、ギィとクロエ。和気あいあいに見える二人を他所に、俺は平静ではいられなかった。

			　今、何が起きたのか、俺にはまるで理解出来なかったからだ。百万倍に引き延ばされた知覚速度でも、その動きは視えなかったのである。

			　これが、超高速とかいうチンケな現象でないのは明白だ。何故ならば、周囲の空気に乱れはなく、物理法則にも異常が見られないからである。

			　魔法か、あるいはもっと別の何か、か。

			　こんな時こそ、頼もしい相棒の出番であった。

			　さあ、解説をお願いしますよ、智慧之王ラファエルさん！

			《告。不明です。個体名：クロエ・オベールが何をしたのか、その現象の『解析鑑定』に失敗しました》

			　え、マジで？

			　智慧之王ラファエルさんが「わからない」と口にするのは珍しい。予測であったり、計算過程であったり、何らかの情報は教えてくれるのに。

			　それすらないという事は、今回は本当に、理解外の超常の出来事だったという事になる。

			　それってつまり、対処不能という事だ。

			　俺は驚きつつ、皆の反応を窺うように視線を巡らせてみた。

			　レオンとルミナスも、俺と同じく青あお褪ざめた表情をしていた。ギィの行動に憤るよりも、目の前の出来事を理解しようと必死になっている、という感じだ。

			　他の者達は論外。剣の動きさえ目に出来なかったらしく、事態を理解出来ないでいる様子。

			　強いて言えば、ディアブロだけが驚きの表情を見せている。今の事象に、何か心当たりがあるのかも知れないな。

			　それは後で問い詰めるとして、今はギィとクロエを止めるのが先決だった。

			　次は私の番だと言いたげに、クロエからギィに仕掛け始めたのである。挨拶は和やかに見えたのに、何でそうなるのやら……。

			　打ち合う事、数度。

			　コマ送りのように、連続性のない剣と剣での攻防が続いている──らしい。

			　ヤバイ。まるで視えないので、『らしい』としか言いようがないのだ。

			「ストップ、スト────ップっ!!」

			　俺は無理やりに、クロエとギィの間に身体を割り込ませた。次の出現ポイントを予測しての賭けだったが、どうやらこれに成功したらしい。

			「おい、無茶するなよ。ちょっと間違えたら、斬り捨ててるトコだったぜ」

			「そうよ、リムル。ギィは本気じゃなく、私を試していただけだから。でも、心配してくれてとても嬉しい」

			　そう言うなり、クロエが俺に抱き着いて頬にキスをした。

			　これもまた、コマ送り。回避とか不能であり、不可抗力であったと申告しておく。

			　そのクロエだが、俺にキスした瞬間に小さくなった。というか、元のクロエに戻ったみたいだ。

			　そして、「もう！　勝手にリムルさんに抱き着いて、しかも、キ、キスするだなんて！」と、真っ赤になってプリプリ怒っている。

			「もしかして、今のはクロノアか？」

			「うん。途中から交代してたの」

			　最初の攻撃を受け止めたのはクロエだが、その後の戦いはクロノアが受け持っていた、と。見た目が全く同じだから、その違いを見抜くのは難しそうだ。

			「リムルよ、クロエを助けようとしてくれたのは評価するが、それ以上馴れ馴れしくするのは許可出来ないな」

			　クロエが落ち着いたのを見計らい、レオンがそう言ってクロエを抱き上げた。

			「もう、レオンお兄ちゃんは心配し過ぎだよ」

			　そう言うクロエを椅子に座らせてから、レオンは凍えるような表情でギィを睨んだ。

			「ギィよ、クロエに手を出さないのではなかったのか？」

			「悪いな。ちょっと試したかったのさ。勿論、殺すつもりはなかったぜ」

			「だとしてもだ。お前の場合は殺意のあるなしにかかわらず、その力が洒落になっていないからな」

			　レオンはかなり腹を立てているようで、ギィを相手に退く気はないようだ。ギィに対して、長々と文句を言っている。

			　それを取り成したのはクロエ本人で、ギィにはクロエを傷付ける意図がなかったし、クロエとしてもギィの力を試したかったのだと、必死になって説明していた。

			　そのせいでクロノアが少々暴走したみたいだし、ギィだけが悪い訳ではないという事だろう。

			　多分だが、クロエ──というかクロノアは、未来で自分の死の原因となったであろう、ギィの強さを探ろうとしたのだ。

			　今の状況は、クロノアが経験した未来とは違う。以前にはなかった新たな力──確か、究極能力アルティメットスキル『時空之王ヨグ・ソトース』とかいう権能──に目覚めている。

			　その力がギィに通用するのか、クロノアは興味があったのだろう。

			《──ッ!!　一つの可能性が浮上しました。究極能力アルティメットスキル『時空之王ヨグ・ソトース』に統合したユニークスキル『時間旅行トキノタビビト』の権能から、個体名：クロエ・オベールが『時間』を操れるようになったのだとすれば──同一時間軸から外れた現象は観測出来ない為、事象の『解析鑑定』も必ず失敗します》

			　あっ、それか……。

			　クロエが目覚めた力の正体──それこそが、時を止める、とかそういう感じの力なのか。

			　智慧之王ラファエルとしても、ユニークスキル『時間旅行トキノタビビト』の仕組みを『解析鑑定』しているらしいのだが、結果が出るにはまだまだ時間がかかりそうだとの事。クロエの『時空之王ヨグ・ソトース』には、『時間旅行トキノタビビト』をそのまま組み込んだだけみたい。

			　そりゃあ、観測出来ない情報を理解するのは難しいよね。

			　つまり、それを自分の力としたのは、クロエ自身という事になる。とんでもないなと思うのと同時に、時間を止めるとか反則だろうと叫びたくなった。

			　そりゃあ、百万倍に引き延ばされた知覚速度でも認識出来ない訳だ。止まった世界の事柄など、時の流れに身を任せている俺達に認識出来る訳がない。

			　いやいや、待てよ？

			　それが正しいと仮定するならば、止まった世界に到達出来ない者は、どれだけ強かろうと到達者には及ばないという事になるのでは……？

			《解。その認識で正解かと》

			　嘘だろ、おい。

			　そう思いたい気持ちもあるが、こればかりは認める他なさそうだ。

			　だって、あのクロノアでさえ、ギィに殺されたというのだから。時間を止められたら手も足も出ない、考えてみれば当然の結果であった。

			　逆に考えると、今のクロエならばギィに対抗出来るのか。

			　可愛らしい女の子にしか見えないのに、クロエの強さは俺をも凌しのぐって事である。

			　そう気付いた俺は、誰にも知られぬように冷や汗を流し続けたのだった。

			　結局、レオンが折れる形で和解が成立した。

			「お前がラミリスを大切にしているように、私もクロエを大事にしている。それを心に留め置くがいい」

			　次はないぞと匂わせて、レオンが着席する。

			「妾わらわも同様じゃ。ギィよ、確かに貴様が最強なのは認めるが、それでも妾わらわ達の協力を失うのは痛手じゃろう？　本気で敵対したいというなら話は別じゃが、クロエに手を出すのは妾わらわ達を敵に回す行為だと知るがいい」

			　ルミナスも密かにご立腹だったらしく、レオンと一緒になってギィをなじっていた。

			　本来なら大切な者を公言するのは愚策なのだが、ギィが相手だと逆になる。

			　本気で敵対した時点で、何をやっても無駄。そう二人が考えているからこその、クロエに手を出すな宣言なのだろう。

			「わかったわかった。オレだって面倒事は御免だ。オレの邪魔をしない限り、お前達の大切なモノに手を出したりはしねーさ」

			　意外とギィはものわかりがいいらしく、こうしてクロエの無事が約束されたのだった。

			　──その大切なクロエの方が、俺達よりも遥かに強いのだけど、それは言わぬが花であろう。

			


			＊

			


			　会談が終わったのは夕暮れだった。

			　シュナが夕食を用意してくれていたので、場所を移して晩ばん餐さん会かいが始まった。

			　というか、食べるまで誰も帰る気配がなかったのだ。

			　今日のメニューは、豚──に似た魔物──の角煮をメインとして、焼きナスと餡あんかけ豆腐。味み噌そ汁しると、炊き立て御飯は真っ黒御飯──〝魔ま黒こく米まい〟だ。

			　コース料理ではないが、今日は予定になかった会談なのだから、文句を言われる筋合いはないのである。

			「なんじゃ、天てん麩ぷ羅らではないのだな」

			　ルミナスがポロッと不満を口にしていたが、それだけ天麩羅を気に入ってくれていたとは思わなかった。

			「大丈夫よ、ルミナス。これもとっても美味しいはず。リムルの食へのこだわりを舐なめては駄目ね」

			　ヒナタが謎の擁護をしてくれた。

			　嬉しいような、嬉しくないような？

			　そんなトコだけ認められても微妙だなと思うので、褒められたと素直に喜べない。

			　まあいいけど。

			　そして始まった晩餐会だったが、どうやら皆様に御満足頂けた模様。

			「なるほどな。お前のトコの料理もまあまあだったぜ」

			　と、感心したようにギィが言う。

			「不思議な味だが、このレベルならまあ、及第点だな」

			　文句を言わずに残さず食べてくれたので、これはレオンなりの称賛と受け取っておく。

			「うむ、ヒナタの言う通りであったわ。これはまた珍しい料理じゃが、美味であるな」

			「流石ね、本当に懐かしい。この料理をもう一度口に出来るなんて、生きてて良かったと思えるもの」

			　ルミナスも満足した様子だし、ヒナタに至っては大袈裟に喜んでいる。

			　いや、考えてみれば二千年ぶりくらいの、豚の角煮に御飯なのか。

			「白米の方が良かったかな？」

			「お気遣いありがとう。そこらへんは、慣れたわね」

			　そうか、それならいいけど。

			　二千年もあれば色々な料理を目にしただろうし、色の違い程度では動じなくなったっぽいね。

			　それ以前に、クロエと違ってヒナタは、味わう事も出来なかったみたいだ。視覚情報しか得られなかったからか、食事が出来るというだけでも感無量になっていた。

			　ヒナタの境遇を想像したら、ヒナタが感激するのも当然だと納得したのだった。

			　概ね好評の内に晩餐会は終わった。

			　食べ終えるなり、バタバタと帰り支度を始める魔王達。どうせなら泊まって行けばいいのに、用事は済んだから長居する気はないのだそうだ。

			「クロエ、ここが嫌になったら、遠慮せずに連絡するがいい。直ぐに迎えに来てやろう」

			　まだ諦められないのか、レオンがそう負け惜しみを言った。

			　クロエをどちらが引き取るか、あれからひと悶着があったのだ。

			「ここには友達もいるし、リムルさんのトコがいい」

			　というクロエの意思を尊重する事になったのだが、それでレオンが納得するとは思わない方がいいだろう。何しろレオンは、クロエへの執着を隠そうともしていなかったのだから。

			　レオンが取った手段については、少し思うところもある。しかし、クロエを守りたかったという気持ちだけは、紛まぎれもなく本物であった。

			　そんなレオンの想いは、クロエにもちゃんと伝わっていた。

			「お兄ちゃん。私を心配してくれてたのを知って、とても嬉しかったよ。でも、そんなに心配しないでも大丈夫。私はもう、子供じゃないから！」

			　そう言って、クロエはレオンに抱きついた。

			　レオンは優し気な笑みを浮かべ、そんなクロエの頭を撫でている。

			　兄妹同然に育った幼馴染みだったとの事だが、レオンは本当にクロエを大事に思っているようだ。

			　クロエはレオンから身を離し、そして大人の姿へと変化した。

			「ほら、ね？　クロノアの力を借りれば、成長した姿にも戻れるから。だからもう、お兄ちゃんも気にしないでね」

			　クロエはレオンを安心させるつもりなのか、そう言ってから微ほほ笑えんだ。

			　その笑顔にはとんでもない破壊力があった。

			　可憐というか、何というか。儚はかなげでありながら、心の強さを感じさせる。そんな魅力を秘めた笑みだったのだ。

			「そうだな。君はとても素敵な女性になった。だが、私が君を大切に思う気持ちに変わりはない。いつでも頼ってくれて構わないよ」

			　フッと笑みを見せて、レオンはクロエにそう語りかけていた。色男のレオンらしく、大人の余裕というか、とても様になる行動であった。

			　こういうのは、俺には真似出来そうもない。そんなふうに思って傍観していたのだが、レオンが振り向き、俺に冷たい視線を向けてきた。

			　その落差の激しいこと激しいこと。

			「クロエが大人になったと言ったが、まさか貴様……」

			「違うっての！　俺は無性だし、そんな訳がねーだろうが!!」

			　とんだ誤解もあったものだ。

			　大人の余裕など、俺に対しては微み塵じんも持ち合わせていなかったみたいである。

			　俺も必死に弁明したし、俺達のやり取りに気付いたクロエからも怒られていたので、レオンは納得したと思っていたのだが……どうやらそれは表面的なものだったようだ。

			　その証拠に。

			「わかっているとは思うが、クロエを危険な目に遭わせるような真似はするなよ？」

			　と、帰り際に囁ささやかれた。

			　過保護だなと思わなくもなかったが、レオンはあらゆる手段を用いて、異世界転移に一緒に巻き込まれたクロエを探し求めていたのだ。レオンが心配する気持ちもわからなくはない。そのまま大人しく帰ってくれたのだから、それで良しとしておこう。

			　今度クロエを連れて遊びに行くと約束してあるし、クロエのお陰で魔王レオンの支配する黄金郷エルドラドとも国交を結べそうだ。

			　ちょっと小こ舅じゅうとっぽくてうっとうしくも思うが、まあ我慢するとしよう。

			「まあ、落ち着くところに落ち着いたものよな。クロエよ、お前は妾わらわにとって大切な友人じゃ。困った事があったら何でも相談に乗るゆえ、気兼ねなく妾わらわを頼るが良かろう。元気でな」

			　レオンに続き、ルミナスもクロエを甘やかしている。

			　こっちは小こ姑じゅうとかなと思ったが、勿論、そんな事は口に出さない。

			　敢えて怒らせる必要などないからだ。

			　それではサラバじゃ──と言い残して、ルミナス達も去って行った。

			　ヒナタも帰ったので、後に残るのはギィ一人だ。まだ帰らないのかと目を向けると、そこにはギィに絡むディアブロの姿があった。

			「それでは、先ほどの語らいの続きでも──」

			「いや、その話は十分に堪能したから」

			「クフフフフ、遠慮なさらずに」

			「オレにまで、変な勧誘をするんじゃねーよ！」

			　何をやっているんだ、ディアブロは！

			「チッ、そういう事なら仕方ありません。それでは話を変えて、貴方が聞きたがっていたテスタロッサ達の仕事振りや、リムル様の逸話について──」

			　どれだけ語りたいんだと呆れて見ていると、ギィも同じ気持ちだったようだ。

			「いやいや、お前達は今、とても忙しそうだしよ、また落ち着いた頃にでも遊びに来るぜ」

			　ギィは慌ててそう断り、そそくさと逃げ出したのである。

			　ギィでも焦る事があるんだなと、俺は妙な感心をした。

			　そんな意外な姿を目にすると、そこまで話が通じない相手ではないように思える。油断出来ないが、思ったほど心配しなくても良さそうだ。

			　クロエが〝勇者〟であるというのも受け入れられた訳で、大きな問題は片付いたと言えよう。

			　残るはユウキの動向と、その逃亡先である東の帝国の思惑か。

			　ユウキを信じるかどうかはともかくとして。

			　戦争か──と、俺は溜息を吐く。

			　一難去ってまた一難。

			　早く平和になって欲しいものだと、俺は憂鬱な気持ちになったのだった。

			


			＊

			


			　口約束とはいえ、魔王二人との協力関係を取り付けられたのは大きい。もしも本当に戦争が起きるなら、信用出来る協力国が存在するのは、それだけで頼もしく感じるものなのだ。

			　支援も期待出来るし、最悪の場合は避難民の受け入れも検討してもらえる。

			　一番良いのは、戦争が起きない事なのだが。

			　こればかりは相手次第なので、なるようにしかならないのだけど……。

			　愚痴っていても仕方ないので、俺は対策を講じる事にした。

			　先ずは足場を整え、帝国と事を構えても問題ないようにしなければならない。

			　万全の態勢を構築しよう──と、俺は密かに決意したのである。

		

	
		
		　


			

			


			

	

第二章　成果と準備

			


			　ギィ達との会談から、数ヶ月が経過した。

			　早いもので、俺が魔王になってから一年が経過している。

			　魔王達の宴ワルプルギス。

			　ヒナタとの対決。

			　開国祭。

			　そして、マリアベル及びロッゾ一族との戦い。

			　色々あったせいか、この一年は本当にあっという間だった。

			〝テンペスト復活祭〟を身内だけでひそやかに終えても、帝国はまだ動かない。しかし、ソウエイやモスからの情報では、軍事境界線付近の主要都市に、続々と物資が運び込まれているらしい。

			　ここまでくると、俺でもわかる。

			　もう間もなく、戦争が始まろうとしているのだ、と。

			　戦争が確実視される以上、魔国連邦テンペストへの入国審査も厳重に行われるようになっていた。

			　以前と違い、誰でもウエルカムという訳にはいかない。身元の確かな冒険者や商人、紹介等の資格のある者しか入国出来ないようにしていた。

			　スパイを警戒しての措置だが、他にも理由がある。

			　それは、格付けだ。

			　我が国を訪れるのは人間だけではないので、個人の能力にも格差があった。素性の知れない者には野蛮な者が多いので、大量に招き入れると対応が追いつかなくなるのである。

			　何しろ、町中での戦闘行為は厳禁と明示していても、馬鹿が暴走するのを止める術がない。一応は『結界』を張っているのだが、魔法を完全に防ぐのは難しいのである。

			　ここが、人間だけの町と、魔物の町の違いであった。

			　そこで俺達は、ガゼルに相談して、ドワーフ王国を見習う事にしたのである。

			　入国時にちょっとした教育を行い、我が国のルールを学んでもらう事にした。それが、入国審査という訳だ。

			　移民が目的なら、もっときちんとした学習が先だ。そっち専用に設けた別の場所に案内させて、そこで教育を施す事になる。働く手段を学んだ上で、それからようやく入国許可が下りる形となる訳だ。

			　こういうのは、シオンの部下が適任であった。乱暴者が相手でも、ちゃんと身の程を教えてくれている。帝国からのスパイの発見にも繋つながるので、この制度は今後も継続していく事になるだろう。

			　入国審査時に線引きを行って、入国目的も聞き取りを行わせている。金を持たない者が流入するのを防ぐのも、無用なトラブルを防止する一つの手段なのだ。

			　闘技場周辺には普通の宿屋も多いが、それを利用するのは金を持たない者達だ。

			　金のある商人や貴族達は、高級宿のある区画へと案内する。首都〝リムル〟の上流階級用の宿泊施設は、超高級志向になっていたのである。

			　保養目的の旅行者も、この高級区画へご案内。

			　思い出はプライスレスというが、我が国ではそんな詭き弁べんは許さない。ちゃんと、払うものは払ってもらうの精神で、休暇を楽しんでもらいたいと考えていた。

			　価格はピンキリで、一般の利用者は一泊で銀貨三十枚から。豪商や下級貴族で、金貨一枚以上となる。

			　ここからは上限がなく、一泊で金貨十枚以上する部屋もご用意しております──って、何で俺が宣伝文句を……。

			　とまあ、こんな感じで棲すみ分けが出来ていた。

			　観光地として大勢の人達に利用して欲しいので、大口取引してくれた商人や、十階層踏破者にも高級宿への宿泊券をプレゼントしてみたりして、宣伝の方も頑張っている。

			　これは、迷宮挑戦者達からは大好評だった。

			　食事の質が高い事が知れ渡っており、やる気の向上に繋がっていたのである。

			　食事だけでも、銀貨十枚以上する。

			　安い宿なら銀貨三枚程度で宿泊出来る事を考えれば、これは滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ高いと感じるだろう。

			　だかしかし。

			　たまには贅ぜい沢たくしたい気分の時もあるだろうし、迷宮攻略などであぶく銭を得た者もいる。

			　そんな者達がお金を使う場所を提供するのも、俺達主催者側の役目なのだ。

			　十階層到達と言えば、難易度Ｂランクの大きな蜘蛛ブラックスパイダーを集団で倒せるレベル──つまり、C+ランク以上の冒険者チームに相当する。個人で倒せたならばＢランク以上となるので、それ相応の権利を認めても問題ないとの判断だ。

			　小国なら、騎士に取り立てられるくらいの立場と考えていい。自由組合でＢランクならば、どこの国でも騎士として採用してもらえる程なのだった。

			　そういうふうに相手の立場を認めてやれば、自ずから自分の行いを注意するようになってくれた。

			　というか、Ｂランク冒険者ならそこそこお金を持っているだろう。それは、迷宮挑戦者も同様である。

			　エレン達は貧乏だったようだが、あれが例外なだけなのだ。

			　そもそも、問題を起こせば次はない。

			　高級区画は堀で囲まれ、防備も厳重。一度追い出されたら、二度と入れないと説明してあった。

			　それを理解した上で暴れる者などおらず、イメージ戦略は成功していると言えそうだ。

			　商人達は商人達で、魔国連邦テンペスト印の武器や工芸品を目当てに、大勢押しかけている。

			　大商いをする者もおり、結構お金持ちが多かった。

			　宿泊券をプレゼントしなくても、自然と利用客が増えていったのである。

			　商人に流すのは、クロベエの弟子が造った武具や、ドルドの弟子が作った細工物。当然高品質であり、評判は良い。

			　迷宮の宝箱から出た特殊装備なども、商人はこぞって買い漁あさっていた。これに関しては少し複雑な気分だが、危ない品は流出しないように気を付けているので、今は様子見という感じである。

			　そうした品々を各地で売りさばく際に、我が国の評判を広めてもらう。

			　そのお陰か、最近では一般利用客も増え始めていた。口コミの威力は凄すごいと、俺も感心した次第である。

			　戦争の危機を前に何をやっているんだと思うだろうが、それはそれ、これはこれ、である。

			　好き放題やってるなと、自分でも自覚している。

			　いつか来る危機を警戒はしても、恐れはしない。日々の暮らしを諦めず、出来る事をコツコツと積み重ねているのだった。

			


			＊

			


			　首都が順調に発展しているように、他の国々との交通網も整備が進んでいた。

			　ベニマルの説得で、モミジや長鼻族テング達の協力も得られた。今ではトンネルも開通し、一部を残して舗装も終わっている。

			　エラルド公爵が連れて来た仕事師への引継ぎも終了しているので、間もなく魔国連邦テンペストと魔導王朝サリオン間で、直通する街道が開通するだろう。

			　ファルメナス王国までの線路敷設工事も着手済み。

			　急ピッチで完成を目指している。

			　イングラシア王国に向けては、予定通り線路が開通していた。

			　ドワーフ王国も同様であり、こちらは停車駅のある宿場町まで整備されている。

			　ジュラの大森林を抜け、アメルド大河と交わる地点は、休憩場所にも丁度良く、街道工事の際にも基地として大活躍した場所だった。川に沿って線路を敷設しているので、この場所を中間基地とするのが丁度良かったのである。

			　そこに、近隣に住む魔物達まで寄り集まって、小さな町が出来ていた。これを利用しない手はないので、その町を整備して、宿場町として発展させたのである。

			　この宿場町だが、今後は中継駅ターミナルのある主要都市として重宝するので、更に重要度を増す事になりそうだ。

			　ユーラザニア方面も、街道拡幅は完了。一部区間での舗装がまだだが、往来は問題なく行える。

			　高速馬車だと乗り心地が最悪なので、商人達からは『早く完成して欲しい』との嘆願が寄せられていた。

			　それでも以前に比べると、安全面や利便性では比較にならぬほどの発展ぶりである。

			　夜間に移動する旅人の為の常夜灯や、全自動魔法発動機も定点ごとに設置しており、魔物避けの『結界』もバッチリ稼働中であった。

			　こうして一年も経たたずに、交通網の整備が概おおむね完了したのだった。

			　ドワーフ王国とイングラシア王国方面では、実用化された〝魔導列車〟の試験運用が始まっていた。

			　ここで生のデータを取り、問題を煮詰める。各種テストは終了しているので、事実上、これは実践形式での試験であった。

			　平均時速五十キロメートルを維持し、圧倒的な物量の運搬を可能とする。これにより、物流の歴史が塗り替えられるだろう。

			　遠方の食材であっても、鮮度を保って運搬が可能となる訳だ。これでますます食生活が豊かになるし、飢き饉きんなどで飢える者も減ると思う。

			　やはり、国力を高めるには物流の合理化ロジスティクスが欠かせない。俺はそう再認識したのだった。

			　こうしたデータの収集と並行して、細々とした運用サイクルを考えている。時刻表の作成に向けて、試行錯誤を行っていた。

			　ドワーフ王国と魔国連邦テンペストを結ぶ区間だが、延長距離はおよそ千キロだ。時速五十キロで移動すれば、二十時間──一日足らずで到達可能である。

			　イングラシア王国とは三百キロほどの距離なので、こちらは六時間で移動可能となる訳だ。

			　これはあくまでも、安全率をかなり計上した上での数字である。

			　理論上では四倍の速度まで出せるし、積載量だって千トンを超える計算であった。だがしかし、運用実績もなくいきなりフル稼働させては、何かあった時に対応出来ないと考えたのだ。

			　まずは、様子見である。

			　運用にはトラブルが付き物だし、休憩時間も考慮しなければならない。〝魔導列車〟の連続運用にも限度がある為、夜間走行は現在は見合わせている。それに、部品交換等の整備を夜間に行うようにしないと、昼夜問わず技術者や運転職員を働かせる訳にはいかないからだ。

			　これまでに、動力車を二十両用意出来ていた。

			　動力車一両につき、貨物車が二両と客室車を三両連結する、六両編成。

			　客室車は八十座席だが、最大で百五十名までは収容可能だ。立ったままで何時間も過ごす事になるので、これはまあ、許可しない方がいいと思った。

			　一回の運用で乗客二百名以上を目指せば、八十パーセントを超える乗車率が達成出来る。一人当たりの運賃を考えると、果たして御値段は如何ほどに設定すれば──って、何で俺がそこまで考えねばならぬのだ！

			　こういうのはミョルマイル君にお任せすれば、良い仕事をしてくれるだろう。

			　本格的に運用開始となるのも時間の問題だし、運用実績が増えるともう少し稼働率を高められると思うので、もっと便利になるはずだ。

			　時速百キロ以上を目指して、車両編成は十両くらいまで増やせるだろう。

			　それは夢ではなく、もう間もなく実現される現実なのである。

			　──とまあ、この一年の成果は凄すさまじいものであった。

			　この成果を発表すれば、世界各国は驚きと興奮に包まれる事になると思う。

			　明るい未来が開けるし、俺達の頑張りも、我が国の有用性も広く知られる事になるハズだ。

			　満たされる生活。

			　美味しい食事に、世界各国から集まる様々な娯楽的文化。

			　スライムに転生したての時には考えられないような、面白可笑しい暮らしぶりが約束されている。

			　これで東の帝国の問題が無ければ、何の不安も感じず趣味に没頭出来るのだが……。

			　ふと考えるのが、俺とヴェルドラに有志を加えて、宣戦布告と同時に帝国を攻め落としてしまおうか、という案だ。

			　文明を発達させると、天使軍の襲来とかもあるらしいけど、こっちは相手が何処にいるのかもわからない。だからこちらから攻めるのも難しいのだが、帝国ならば話は別だ。

			　これだけ堂々とこちらを攻める準備をしているのだから、やっちゃっても文句を言われないのでは──なんて、考えてしまったりしていた。

			　待つのが性に合わないのもあるが、どう考えても、守るより攻める方が簡単なのである。

			　帝国側の狙いが西側諸国の併へい呑どんなら、ジュラの大森林を攻めなければならない理由はない。俺達を無視するという戦略も取れるのだ。

			　ヴェルドラが復活した事は知れ渡っているし、俺と敵対する＝ヴェルドラを敵に回すという図式なのは、ちょっと調べればわかる話だからだ。

			　選択権は帝国が握っている。

			　こうした状況が、こちらにかなりのストレスを与えてくるのである。

			　では、直接西側への侵攻が可能なのかというと──

			　海路はない。

			　大海獣の襲撃を考慮すれば、弩ど級きゅう戦艦を多数用意出来たとしても心許ない。

			　大海獣の土俵での戦闘は、リスクが高すぎて選択肢に入らない。海を無事に通れるかどうかも不明となるからだ。

			　足場が悪い海上での戦闘だと、騎士達には条件が悪過ぎるのである。

			　それに、大量の兵士を輸送するには、どれだけの船舶を用意せねばならぬのか。

			　万単位の兵士をファルメナス王国まで送り込めたとしても、ヨウム達だって遊んでいる訳ではない。ちゃんと防衛態勢を整えて、迎え撃つ準備は万端であった。

			　最初の侵攻で橋頭堡を築けぬ限り、帝国側の増援はない。後ろには大海獣、前にはファルメナス王国軍。そうなれば帝国兵の士気も下がるだろうし、戦術的に勝利したも同然となるだろう。

			　では、ファルメナス王国を無視してイングラシア北部まで攻め込めるかというと、それもまた難しいとの結論が出ていた。

			　イングラシア北部は、悪魔達の遊び場なのだ。

			　ギィも配下達を止める気がなさそうだったし、現在はテスタロッサの配下が、あの場所の防衛も受け持っている。

			　好戦的な者共が定期的に争う場になっているので、もしも帝国がそこに攻め込んだ場合、恰かっ好こうの標的になるだけだろうと予想出来た。

			　なので、海路を通っての侵攻はない、と思われるのである。

			　それでは、陸路はというと。

			　ドワーフ王国内部を通るルートか、カナート大山脈にある〝竜の巣〟を越えなければならない。

			　後者はリスクが高過ぎて、選択肢から外れる。

			　何しろ、エベレストよりも標高が高い地点を行軍するなど、どれだけ準備万端であろうと自殺行為でしかないからだ。

			　一般兵にまで登山のエキスパートとなるように訓練するなど不可能だし、それが可能だったとしても、その先にはＡランクモンスターであるドラゴンの群れが待っている。

			　常識的に考えても、このルートを選択する馬鹿はいないと思われた。

			　では、ドワーフ王国内部を通るルートならばどうなのか？

			　智慧之王ラファエルさんの指摘でヒナタが調査してくれたが、大軍が通るのも不可能ではないらしい。

			　ただし、これを許すガゼルではないし、もしもこれを実行しようとするならば、帝国は西側諸国よりも先に、ドワーフ王国を攻める必要が生じるだろう。

			　ドワーフ王国への侵攻は、流石さすがに無茶というものだ。

			　中立を宣言している武装国家ドワルゴンは、自国の安全を保障すべく、練度の高い常備軍を保有しているのだ。技術力にモノを言わせた兵装は半端ではなく、ドワーフに弱兵なしと謳うたわれるほどである。

			　そもそもドワーフ王国は、地形的に見ても要塞のような造りとなっている。出入口を守備するだけで、大軍から攻められても防衛可能なのだ。

			　イースト、ウエスト、そしてセントラル。

			　三つある出入口の内、帝国が攻めるとすればイーストかセントラルであろう。ウエストはファルメナス王国との連絡口になっているので、こちらを警戒する必要はないからだ。

			　一番危険なのは、帝国と国境線を接するイーストなのだが、流石にガゼルは抜かりない。ここに兵力を集中させて、帝国の動向を探らせているとの事。

			　もしもの場合は俺も駆け付けるつもりだし、ドワーフ王国はガゼルに任せておけば安全であろう。

			　──というのが、我が国を取り巻く現状なのであった。

			


			＊

			


			　結局の所、ジュラの大森林を通過するルートしか選択の余地がないと思うのだ。

			　日課となったベニマルとの打ち合わせを前に、俺は同じ思考を繰り返す。

			　俺達が守るジュラの大森林を通るルートを選択する場合、帝国側の最大のネックがヴェルドラの存在なのは明白だ。正面からの撃破を狙うハズもなく、囮おとり部隊を用意してヴェルドラを翻弄しようと考えると推測される。

			　それを念頭に置いて、俺は我が国内の防衛態勢を考えなければならない。

			　ジュラの大森林内で、軍事行動が可能となるルートは三つ。

			　ただし、その内の一つはドワーフ王国の隣接領域である。もしも帝国がこちらの警告を無視して侵攻して来たら、ドワーフ王国軍と我が軍で挟撃する事になっていた。このルートを通る危険性は帝国側も承知だろうし、警戒度を低く設定しても大丈夫だと思う。

			　残る二つの侵攻ルートのどちらかに、帝国が攻めて来る可能性が高いと思われる。

			　だが、本当にそんなに単純だろうか？

			　戦力を分散するのは大軍相手では悪手なので、片方にヴェルドラを配置し、残る片方に全軍を配備する。そういう戦法をこちらが取れば、帝国が囮部隊を用意しても対処可能なハズだ。

			　軍事に関して専門ではない俺でさえ、この程度の事は思いつくのである。戦争のプロである軍人が、こんな単純な作戦に出るとは思えなかった。

			　帝国が我々を舐なめている可能性もある。

			　圧倒的な大軍を擁して、ヴェルドラだろうが魔物の軍勢だろうが、関係ないとばかりに蹂じゅう躙りん可能だと。

			　もしくは、正攻法ではなく邪道な作戦に出る可能性。

			　正規軍を囮にして、精鋭部隊を小分けにしたゲリラ作戦に打って出る。小隊単位で森を踏破させて、どこかで合流するというのはどうだろう？

			　この場合、森の小道を全て監視するのは不可能だ。

			　下手に偵察部隊を配置したら、相手の規模によってはこちらに被害が生じてしまう場合も考えられた。

			　ヒナタ達がそうしたように、聖騎士級の小隊を派遣されてしまったら……。

			　そうした可能性まで考慮するならば、考えられる侵攻ルートを全て網羅する為の兵数が足りないのである。

			　帝国の狙いを見定めてから迎撃に向かうのはリスクが大きいので、なるべくは避けたい。後手に回ると、取り返しが付かない事態に陥る可能性がある。

			　そうならないように警戒しているのだが、肝心の、帝国の動きが読めない訳だ。

			　戦争とは、意外性で相手を上回れば有利となる。相手の想像外の手を打てば、それだけで勝利が転がり込んでくる場合が多いのだ。

			　そうなると、ありとあらゆる可能性を考慮しなければならず……。

			　堂々巡りである。

			　駄目だ。

			　考えているとイライラして来た。

			　やはり、こちらから攻める方がいいんじゃね？

			　というか、帝国が宣戦布告した瞬間、特攻をかけるのが正解なんじゃ？

			　こちらの予想通りに帝国が動くとは限らないし、これ以上考えても仕方ない、か。

			　どう考えても、相手の出方を待たずにこちらから攻める、これが合理的だと思うんだよ。

			　何も悩まず、こちらが主導権を握れるし。

			　……まあ、やらないけどね。

			　真面目に考えても正解は出ない。

			　こういうのは、臨機応変に対応するのがいいのだ。

			　臨機応変。

			　何やら素晴らしい響きの言葉だし、出来る男というイメージもある。

			　よし、それでいこう。

			　そんなふうに、いつも通りの結論に達したところで、俺はシュナが用意してくれたシュークリームに手を伸ばした。

			　頭を使うと甘いものが欲しくなる。

			　食べ過ぎたら飽きるとか、俺に限ってあり得ない。

			　もしも飽きたなら、その時に考えればいい話なのだ。

			「あ、自分だけズルイですよ」

			　シオンが淹いれてくれた紅茶で喉を潤しつつ、俺がシュークリームを楽しんでいると、ベニマルがようやくやって来た。

			　場所は俺の執務室。今では日課となった、ベニマルとの打ち合わせの時間から少し遅れている。

			　ベニマルには対帝国戦を想定した準備を任せているので、とても忙しそうである。少しくらい遅れたからと言って文句を言うのは、かなり狭きょう量りょうというものだろう。

			　え？　手伝えって？　何の話か僕にはわからないです。

			　素人は手出し出来ない。

			　便利な言葉だな、と思う次第だ。

			「シオン、ベニマルにも紅茶を」

			「了解です！」

			　ベニマルはシオンの料理へのトラウマがあるようで、いつも警戒した表情を見せる。紅茶だけは大丈夫なのだが、それでも油断しないあたりがベニマルらしい。

			「ありがとう御座います。疲れると甘いものが欲しくなりますよね」

			「まあな。こうして砂糖も贅沢に使えるようになったし、この平和が続いてくれればいいんだけどな」

			「そうですね。まあ、決戦になったらなったで、蹴散らせば済む話ですがね」

			　相変わらずの、ベニマルの自信だ。

			　頼もしいけど、戦争を回避する努力は忘れないで欲しいものだ。

			「どうぞ！」

			　と、シオンがベニマルに紅茶を差し出す。

			　俺にも御代わりを注いでくれたので、俺はその香りに癒される。

			「それで、ディアブロは？」

			「ああ、今日も仲裁だよ」

			「またですか」

			「うん。またなんだ」

			　そう、ディアブロは仲裁に向かっていた。

			　毎日毎日、ウルティマとカレラが問題を起こすのだ。

			　仲が悪いとかそんな感じではないのだが、何かと張り合おうとするのである。

			


			

			


			　昨日は犯人の引き渡しがどうこうだったし、その前は拘留中の容疑者に対する扱いについてだったか。

			　食事のメニューで言い合う事もあれば、新作衣装をどちらが先に購入するかで揉もめる事もある。

			　口くち喧げん嘩かだけで済めばいいのだが、あの二人が争うと、ヤクザもビックリの抗争が始まってしまうのだ。

			　それを止められるのはディアブロしかいない。

			　ディアブロ配下のヴェノムでは、両勢力からボコボコにされて言い負かされてしまうのである。

			　町の住人に被害は出ていないし、実は賭けの対象になるくらい名物にもなっているのだが、それでも放置していい問題ではない。

			　そういう訳でディアブロを派遣しているのだが、そろそろ根本的な対策を考えた方がいいかも知れない。そうしないと、ディアブロがマジ切れしそうな気配があるからだ。

			　この前もディアブロは、ウルティマとカレラを迷宮内に連れ込んでいた。デートとかそんな甘いものではなく、徹底的に教育を施すと息巻いていたのだ。

			　迷宮内では死なないのをいい事に、二人を完膚なきまでに叩たたきのめしていたけれど、それでも反省していなかったのだろう。

			　寧むしろ、嬉き々きとしてディアブロとの戦いを望んでいる節まである。

			　ああ、悪魔族デーモンというのは、何故にああも好戦的なのか……。

			　俺としては、付き合いきれない気持ちでいっぱいなのだった。

			「お待たせしました」

			　ベニマルと二人で雑談する事暫しばし。

			　ディアブロが疲れた顔をして帰って来た。

			「おう、御苦労様」

			「いえいえ、苦労というほどの事はないのですが、リムル様との時間が──」

			「疲れてないみたいだし、本題に入るか」

			「そうですね」

			　ま、寝言を言える内は大丈夫か。

			　ディアブロが何か言いかけたが、どうせいつもの御託だ。気にする事もないと、俺とベニマルは今日の打ち合わせを始める事にしたのだった。

			


			＊

			


			　我が国への移民が増えたのは、先に述べた通りである。

			　そうなると問題になるのが、やって来た者達への仕事の割り振りだ。

			　どこの国家でもそうだが、就職率というのはとても大事なものなのだ。

			　国家の生産性を高めるには、国民の一人一人が真面目に働いてくれる事が大切だからである。

			　雇用統計が良ければ、個人消費も増えて景気も向上する。逆に悪ければ、景気が悪化し犯罪率の上昇にも繋がるのだ。

			　これを適切に管理する事、それが国家指導層の役割なのだが、これが実に難しい。

			　受け入れた移民の能力には個人差があり、誰にでも割り振れるような単純労働には限りがある。

			　我が国は発展途上だったし、各地での工事ラッシュがあったからこそ、今までは何とか回してこられた。しかしそれも終わりに近づいた今、今後どうするかが課題となっていたのだ。

			　能力が高い者は問題ない。

			　手に職を持つ技術者や、自分の才覚だけで食うに困らない者ならば、受け入れも簡単なのである。

			　問題となるのは、何の知識もなく金を稼ぐ手段を持たない者達だ。

			　農民ならば、農地を与えればいい。

			　職人ならば、工房を紹介すればいい。

			　冒険者ならば迷宮があるし、芸人ならば劇場で雇う事が出来る。

			　そうした才能がない者達をどう扱うのか。

			　それに対して俺が出した答えこそ、教育施設の設立であった。

			　入国審査時に何が出来るのか問い質し、それに沿う形で学習してもらう。そうした専用の場所こそが教育施設であり、それを運用しているのが、ベニマル管轄の軍隊だった。

			「移民の数は増え続けており、軍への志願者も多いですね。使えるかどうかと問われると困りますが、国内警備くらいには対応可能でしょう」

			　との事で試行していたのだが、現状では更に人が増えているらしい。

			　軍に所属すれば食っていける。しかも、技術を無料で学べる上に、職の斡あっ旋せんまでしてもらえる──と、そうした噂うわさが広まったからだ。

			　その結果、移民だけではなく冒険者や傭よう兵へいからも、どんどんと人が集まってきているのだと。

			　まあ、西側諸国の防衛も我が国が引き受けている以上、軍備増強も課題であった。

			　そうした理由からも、現状では問題は発生していない。小さなトラブルは続出しているが、これは軍内部で調整可能なレベルであった。

			　問題なのは、帝国との戦争が現実味を帯びてきた事である。

			　流石に、昨日今日兵隊になった者達を実戦投入出来る訳もなく、部隊の再編成の必要に迫られていた。

			　そこで、新しい組織表の提出をベニマルに命じていたのである。

			　ベニマルは一枚の用紙を取り出し、机の上に広げた。

			「これが、新しく考えた組織表ですよ。ちょっと大胆な人事もあるが、俺はいけると思ってます」

			　指揮権自体はベニマルにあり、任命を含む統帥権は俺にある。

			　ややこしいのだが、本来は指揮権も統帥権に含まれていた。これを分離させて、ベニマルに与えたのだ。

			　軍の指揮に関しては、素人の俺が口出しすべきではない──という考えによるもので、軍事に関する全ての優先順位をベニマルに預けていた。

			　これにより、軍隊内部では俺よりもベニマルの命令が優先される訳である。

			　だが、戦略的な命令は話が別。

			　軍上層部への任命権しかり、戦時中の戦争終結の判断しかり。

			　将軍職未満の任命は、ベニマルの権限で勝手に行っても問題ないが、軍団の設立及び将軍への任命は、俺の裁量に委ねられるという訳。

			　ベニマルが作成した組織表を許諾するかどうか、その確認をしなければならないのである。

			「ふーん。お前が大丈夫と思ったなら、俺も文句は言わないつもりだが──」

			　文句を言わないつもりでも、言いたくなる事もあるだろう。

			　任命権が俺にある以上、何かあった時に責任を取るのは俺なのだから。

			　と言っても、今回の編成に関しては、既に何度も意見を戦わせていた。

			　文句を言うつもりがないも何も、既に今更な話なのだ。

			　そして、俺がごり押しした人事こそ、〝第一軍団長ゴブタ〟の一文であった。

			「この、ゴブタを将軍に据えるって案、最初に聞いた時はどうかと思いましたがね、意外とはまり役になりそうです」

			　ベニマルの反応を見てもわかる通り、ゴブタを大将に据えるのは賛否両論があったのだ。

			　確かに、あのバカ──ゴブタを責任者に任命するなど、不安になるのも頷うなずける話だ。ゴブタの判断に部下達の命を預ける事になるのだから、ベニマルやその配下の参謀達が悩むのも当然だろう。

			　会議の時もよく寝てるし、俺だって問題がないと思っている訳ではないのだ。

			　だがしかし、ゴブタが隠れて特訓をしているのも、この国を守りたいと頑張っているのも、俺はよく知っていた。

			「だろ！　アイツはやる時はやる男なんだよ」

			　やらない時は全くやらないけどね。

			　だがまあ、ゴブタは部下からの信頼が厚い上に、あれで結構面倒見もいいのだ。

			　俺はゴブタを信頼しているのである。

			「ヤツも四天王の一角ですし、リムル様の見立てに間違いはありません！」

			「その通りです。それに、万が一の場合に備えて、テスタロッサを監察官として派遣しますので、至らない部分があっても補えるでしょう」

			　シオンやディアブロも、同じ〝四天王〟としてゴブタ推しである。

			「それを言われちゃあ、〝四天王〟筆頭として断れねーな」

			　と、ベニマルも苦笑している。

			　ベニマルとしても、ゴブタを認めているのだろう。

			「確かに、ディアブロの言う通りだな。何かあったら、俺達でサポートしてやればいい。やらせてみましょう」

			「大丈夫だろ。ああ見えて人徳はあるようだしな」

			　こうして、ゴブタの将軍就任が決まったのである。

			


			＊

			


			　ゴブタ以外の軍団長も確認すべく、俺は組織表をじっくりと眺める。

			　ベニマルの麾き下かとして設立した軍団は全部で三つ。

			　今話題になっていた、第一軍団。

			　ゴブタを軍団長として、ハクロウを軍事顧問に据えている。

			　傘下の兵は、以下の通り。

			　※狼鬼兵部隊ゴブリンライダーが百名。

			　個々人がA-ランクまで成長しており、百人長並みの実力を有している。

			　※緑色軍団グリーンナンバーズが一万二千名。

			　最初期からの四千名が上級兵となり、新規雇用した八千名の下級兵を従える。三人一組で行動するらしい。

			　この一年で大きく兵数を増やしているが、ジュラの大森林出身の魔物が大半であった。その為、特に大きな問題もなく運用出来ているとの事。

			　下級兵はＣ～Ｄランクでしかないが、上級兵はＢランク相当まで育っている。かなりの戦力として期待出来そうだ。

			　続く、第二軍団。

			　軍団長は、ゲルドになっていた。

			　この第二軍団だが、現在は工作部隊として各地で活躍中である。戦時下では呼び戻して、魔国連邦テンペストの主力軍となる予定なのだ。

			　傘下の兵は、以下の通り。

			　※黄色軍団イエローナンバーズが二千名。

			　当初からゲルド配下だった、猪人族ハイオークの戦士団。

			　個々人の能力がB+ランク相当とかなり高く、ゲルドと一体化したような鉄壁の守りを可能にする。

			　新人部隊を纏まとめ上げる、小隊長の役割も担う。

			　※橙色軍団オレンジナンバーズが三万五千名。

			　新参の猪人族ハイオーク達が、志願兵として加入している。Ｃランク相当の強さの部隊なのだが、戦闘に携わるのは一万五千名のベテランのみ。残り二万名は、後方支援や工作兵として活躍してもらう予定だ。

			　そして最後の、第三軍団。

			　遂に実戦投入される、虎の子の遊撃飛空兵団。

			　軍団長は、設立者であるガビルだ。

			　傘下の兵は、以下の通り。

			　※〝飛竜衆ヒリュウ〟が百名。

			　言わずと知れた、テンペスト最強部隊である。

			　個々人がA-ランク相当の戦闘能力を保有し、飛行能力と、高い指揮能力も併せ持つ。

			　個体によっては、Ａランクに達した者もいるようだ。奥の手に『竜戦士化』がある。

			　※青色兵団ブルーナンバーズが三千名。

			　蜥蜴人族リザードマンの戦士団からの志願者が、ガビルを慕ってやって来た。彼等を構成員として設立した部隊だが、その能力はC+ランクに相当する。

			　だが、青色兵団ブルーナンバーズの本質はそこにはない。この兵団の特徴は、飛空龍ワイバーンに騎乗して戦う事にあるのだ。制空権を支配する、戦争において最も高い打撃力を持つ部隊であった。

			　とは言え、現在飼育している飛空龍ワイバーンの数は三百匹程度であり、全員に行き渡らないのが現状だった。彼等の役割は飛空龍ワイバーンの飼育と支援が主であり、その活躍の場は当分先になりそうだ。

			　それでも、馬鹿にしてはいけない。飛空龍ワイバーンは下位龍族レッサードラゴンの亜種で、B+ランク相当の魔物なのだ。ガビルが捕獲と育成に成功したのだが、今後はその数を増やす事を目標としているとの事。これが全員に行き渡ったならば、その時こそ青色兵団ブルーナンバーズが真価を発揮してくれるだろう。

			　以上が、ベニマル直轄の三つの軍団となる。

			「第二軍団がゲルド、第三軍団がガビルか。問題ないな」

			「まあ、俺としても色々検討しましたが、これがやはり無難ですね」

			　ゲルドは言うまでもなく、頼もしい将軍である。

			　ガビルについても、特に問題は感じない。

			　ガビルは確かにお調子者だが、あれでも戦上手なのだ。模擬戦の成績は優秀で、ベニマルもライバルと認めているほどである。

			　戦略的な思考が苦手な面が見受けられるが、戦術局面での判断は的確。部下の面倒見も良いし、引き際も心得ている。

			　文句なく、軍団長を任せられる人材なのだった。

			「こっちは、今まで通りです」

			　ベニマルが別の用紙を差し出してきた。

			　そこには、三つの部隊が記載されている。

			　ベニマルの親衛隊〝紅炎衆クレナイ〟──三百名。

			　Ａランクのゴブアを筆頭として、A-ランク以上の猛者ばかりという精鋭部隊であった。現在は、参謀本部も兼ねている。

			　戦闘訓練の様子を見ていて思ったのだが、ゴブアなどは上位魔人ゲルミュッド辺りと互角以上に渡り合えるだろう。

			　その他の隊員達も、技量レベルも考慮すればＡランクに匹敵する者もいた。聖騎士ホーリーナイトと一対一でも負けない者もいたので、この部隊の総合戦力は計り知れないものがあった。

			　魔物の強さの基準は、ほとんどが魔素エネルギー量で決まる。

			　生まれながらに強い魔物には、レベルの概念がないのだ。しかし、我が国の魔物は生まれながらの肉体性能に加えて、軍事訓練も行っていた。これにより、より実戦的な強さを身に付けているみたいなのだ。

			　通常の判断基準よりも上だと考えても、過大評価ではないと思う。

			　そもそもの話、ハクロウという例外の存在を見ても、俺の考えが正しいのは明らかなのだった。

			　この部隊の者達は、ハクロウの地獄の特訓に耐える猛者ばかり。かなり鍛えられているのである。

			　ソウエイ率いる情報部隊〝藍闇衆クラヤミ〟──百名以上。

			　この部隊には謎が多く、ソウエイの完全なる手駒として、その存在を知る者は少ない。

			　だが──俺が知る限り、かなりの強者がいる。

			　ソーカや、その部下の四人の隊長達はＡランクだ。

			　それ以上にヤバイのが数名。グレンダもそうだが、特Ａ級の戦力が何名かいるのだ。

			　実は、テスタロッサが司法取引で引き抜いてきた人材も、ソウエイが引き取っていた。

			　傭兵団〝緑の使徒ヴェルト〟の団長だったジラードと、その部下だったらしい精霊使役者エレメンタラーのアインだ。この二人もＡランクオーバーの実力者であり、今は立派に諜ちょう報ほう員いんとして活躍中であった。

			　以前、問題児を集めた特務機関かと揶揄やゆした事があったが、今、正にそんな感じになっていたのだった。

			　戦闘では期待出来ないとソウエイは言っていたが、信用していない。暗殺系は得意そうだったからである。

			　というか、Ａランクオーバーを多数抱えておいて、何を世迷言をと言ってやりたい。

			　ソウエイは一体何を目指しているのやら。

			　──ちょっと怖い感じの部隊として噂が流れるのも、ある意味、仕方のない話なのだった。

			　シオン配下の〝紫克衆ヨミガエリ〟──百名。

			　この部隊の特徴は、なかなか死なない事だ。

			　恐ろしいまでの再生能力を生かし、過酷極まりない特訓を行ったようで、全員がB+ランク相当まで強くなっていた。元がＣランクだった事を考えると、一番の成長率である。

			　聖騎士団クルセイダーズとの戦闘でも活躍していたし、中には限界突破してＡランクに到達する者も出るかも知れない。

			　現在最強なのは〝飛竜衆ヒリュウ〟だろうけど、その内逆転出来る部隊があるとしたら、それはシオンの〝紫克衆ヨミガエリ〟だと思う。

			　そしてこの部隊、ベニマルの組織表では俺の親衛隊という事になっていた。

			　俺としては不本意なのだが、そのしぶとさを生かした作戦──囮としての時間を稼ぎ──を実行に移せる事が、評価の対象となったのである。

			　万が一の場合は、俺に〝紫克衆ヨミガエリ〟を囮にして逃げろって訳だな。

			　そんな感じの説明を、シオンが得意気に説明してくれた。

			　一応言っておくと、親衛隊とは言え俺の命令に従う事はない。俺を守る為に存在する部隊なので、俺の命令に従い勝手な行動をするのは厳禁なのだそうだ。

			　なので、俺が駄目だと叫んでも、俺の為に自分を犠牲にする事を厭いとわないだろう。

			　厄介極まりない話である。

			　──だけど、雑用とかを頼んでも、気軽に応じてくれるんだけど……。

			　これはシオンには言わない方がいいだろう。

			　建前と本音は、使い分けてなんぼなのだ。

			　ちなみに。

			　シオンにはもう一つ、組織表にも記載されていない秘密の部隊がある。

			　秘密というか、誰でも知ってるから公然の秘密というか。

			　それは、自称シオンの直属部隊。

			　シオンの親衛隊という事になっているが、その実態は単なるファンクラブである。

			　人数は不明。

			　多くても千名は超えていないと思う。

			　正式な部隊ではないので、我が国の管轄外という扱いであった。

			　その数も能力も未知数だし、大丈夫だろうか？

			　死人が出ていなければいいのだが。

			　シオンが隠れて育てているので、その実力も不明なのだ。

			　ダグリュールの息子達が隊長格で頑張っているようだし、元から戦闘経験のある冒険者達も加入しているらしい。

			　将来的には役に立つ場面があるかも知れないが、期待以上に不安が大きい。

			　とてもではないが、前線に出せる部隊ではない。ベニマルが組織表に載せていないのも、至極当然の話なのだった。

			　ベニマルに用紙を返す。

			「問題ないな。戦力が増えたみたいだけど、これらの部隊に関しては変更なし。俺やお前も口出し不要って事にしとこうか」

			「そうですね。俺としても、〝紅炎衆クレナイ〟は自分の手塩にかけて育てた部隊だという自負がある。ソウエイやシオンも同じでしょうし、これらの部隊に関しては、組織表には組み込まずにおきます」

			　ベニマルの言葉に、シオンもうんうんと頷いている。

			　俺としても異論はないので、「そうしてくれ」と許可を出した。

			　誰だって、自分が育てた部隊は手元に置いておきたいものなのだ。

			　本当なら、ガビルの〝飛竜衆ヒリュウ〟だって、組織表に載せる必要はなかったのだ。これに関しては、ガビルの意見を採用したまでの事だった。

			　ちなみに、狼鬼兵部隊ゴブリンライダーはゴブタが育てた訳ではないが、同僚であり戦友でもあり、誰もがゴブタの実力を認めた仲間だった。なので、指揮官の変更を行う場合でも、彼等の心情に配慮した形にしようと思っているのである。

			　ベニマルが三枚目の用紙を取り出した。

			「こっちが本番ですかね。俺以外に属する軍団ですが、ここに纏めてみましたよ」

			　ようやくか。

			　今まで出した表には、既存の部隊とその増減が記されているのみだった。

			　目を引いたのは、第一軍団にゴブタを軍団長として据えた事くらい。これは俺が提案していたので、目新しさという点では驚きはなかった。

			　さてさて、今度はどんな内容なのやら。

			　ドキドキしつつ、俺は用紙に目を落とす。

			


			＊

			


			　そこに記されていたのは、右翼と左翼の図式であった。

			　右翼には、今までの兵数が記載されている。

			　第一軍団──ゴブタ麾下、約一万二千名。

			　第二軍団──ゲルド麾下、約三万七千名。

			　第三軍団──ガビル麾下、約三千名。

			　総数、およそ五万二千名。

			　これが魔国連邦テンペストの常備軍なのだから恐ろしい。

			　これでもまだ、兵を養うのに余裕がある。我が国の人口は百万人を突破し、破竹の勢いで増加中であった。冷静に考えてみれば、かなりの国力上昇っぷりである。

			　この国力に支えられてこそ、これだけの軍を維持出来る。それに、第二軍団が工作兵という扱いだからこそ、この兵力を維持出来ていた。

			　何の生産性もない者達ばかりだったならば、流石に厳しかったと思う。ゲルド達には感謝であった。

			　ゲルド達を除いた場合、残る戦力は一万五千ほどだ。

			　これでは、東の帝国に備える戦力としてはとても足りない。

			　そこでどうするのかというのが、俺とベニマルが頭を悩ませている問題なのだった。

			「いざ戦争が始まれば、ゲルド達を呼び戻す。これは予定通りです。ですが、それでも足りません。西側諸国は、各々の軍を保有しているみたいですが、それを動員させるのも問題があります」

			「まあな。せっかく評議会の軍権を掌握しているんだから、使わなきゃ損なんだけどさ、それをしちゃうと反発が大きそうだしな」

			「それに、西側諸国内部で問題が発生した場合に、抑止力がなくなる。そうなりゃあ、厄介な事になるでしょうからね」

			「我が国内では問題ないけど、西側諸国の民衆から俺達の統治能力に疑問を持たれたら、今後の仕事がやりにくくなるもんな」

			「ですね」

			　とまあ、こんな感じのやり取りを、何度も繰り返していた。

			　それに対するベニマルの答えが、この組織表に記載された左翼、という事なのだろう。

			　それでは、左翼の内訳を見てみよう。

			　西方配備軍──十五万。

			　魔人混成軍──三万。

			　義勇兵団──二万。

			　となっていた。

			「凄い数だが、この左翼とはどういう戦力なんだ？」

			「一応、俺達の指揮下にある軍団ですよ。さっき言ってた評議会所属が、西方配備軍です。これは各国の国軍とは別の扱いでして、評議会が──というよりも、ほとんど我が国から金を出して、直接雇っている軍隊って感じです」

			　確かに、評議会から軍権を認められている以上、評議会所属の軍に対しては、我が国が命令権を握っている。それは知っていたけど、しかし──

			「こんなにいたっけ？」

			　評議会に属する軍は、形式上は存在していた。しかしそれは、元々は各議員が国元から連れて来た、騎士や兵士が主体だったのだ。

			　数も千人かそこらで、イングラシア王都にある会場警備等が主な業務である。

			　原則的に西側諸国は、それぞれが国軍を保有し、自国の安全は自分達で守っている。評議会が軍事的出動する場面などほとんどない為、本格的な軍を維持する必要性が皆無なのだ。

			　そんな状態だったからこそ、アッサリと俺達に軍権を譲ってくれたのだが……。

			　そもそも、俺が軍権を欲したのは、有事の際にどうこうしようというのが目的ではない。

			　ただ単純に、〝魔導列車〟を各国でも走らせられるように、軌道レールの敷設工事を行う為だ。魔国連邦テンペストの工作部隊を派遣するのに、イチイチ承認を取るのが面倒だからだったのである。

			　もしも本当に有事になったら、その時は我が国から軍を派遣させる。そういう判断の下、評議会で抱えていた兵士は一旦国元に帰らせていた。

			　その上で、我が国から出資するという条件で、治安維持部隊を設立する事にしたのである。

			　それには、魔物よりも人間や亜人の方が安心するだろうと、現地採用しろと命じてあった。

			「一度解体した後で、増えたんですよ。テスタロッサからの報告によると、軍に所属すれば食っていけるという噂が広まって、募集したら人が集まったそうです」

			「でもそれって、治安維持が目的だろ？　十五万も必要ないじゃん」

			　各国が警察権を有している以上、俺達が犯罪者を取り締まるのは越権行為となる。治安維持を目的としていても、その活動内容は防災活動が主であり、ぶっちゃけてしまえば、工作部隊の手伝い及び後方支援をさせるのが目的だった。

			　十五万どころか、一万も必要ないと思うのだ。

			「それがですね、テスタロッサが言うには、各国からの要望の結果だ、と」

			　ベニマルから詳しい説明を聞く。

			　テスタロッサは評議会を牛耳るなり、大胆な構造改革を推し進めていた。

			　それは俺も承知していたが、俺が思っていた以上に大反響を巻き起こしていたのだと。

			　あくまでも、こちらは相談に乗る、という形での改革である。主導権は各国にあり、我が国は技術を提供する。

			　ＯＤＡ──政府開発援助──みたいなものだ。

			　評議会から公的資金を投入し、国家事業として我が国の労働力を派遣して、困った国に手を差し伸べる。地元で現地人を雇用して、技術的指導を行いつつ、要望に応えるという流れ。

			　俺達は仕事と賃金を得られるし、協力先は援助が得られる。ＷＩＮ─ＷＩＮの関係というワケ。

			　しかし、美味い話には裏がある。

			　当然この支援制度にも裏があり、何らかの見返りを要求する事になる。

			　例えば、ダムを設置した場合。工事にかかった費用分だけ、水利権から俺達の取り分を回収する形になる。

			　鉄道を通した場合は、列車の利用料金に税率をかけ、永続的に利益を徴収する予定だった。街道を通した時と同様、維持管理は俺達が行う代わりに、関税撤廃や様々な利権を頂こうという算段なのだ。

			　まさに、魔王の所業。

			　親切っぽく見せかけて、かなり悪辣な真ま似ねをしている訳だ。

			　ただ、それで便利になるのも間違いないし、取引先が損をする訳でもない。得られる予定のまだ見ぬ利益から、俺達に支払う事になるというだけの話なのである。

			　当然、大国ならば自分達で何とかしようとするだろう。

			　今はまだ無理でも、実物を見れば真似出来る。技術を盗み、自分達で運用しようと考える──それが普通だと俺は思っていた。

			　ところが。

			「──という感じで、大国からも早く列車を通してくれという要望が押し寄せたらしいのです」

			「それで、我が国の工作部隊だけでは人手が足りないから、後方支援として雇った者達まで動員したのか？」

			「はい。それでも足りず、現地調達で人を雇い協力させる事にしたのだと……」

			　それが原因で、アホみたいな数の兵数になったって事か……。

			　テスタロッサには、外交武官として俺の全権代理を認めている。

			　些さ事じならば、報告の必要なく決済して良し──と言い含めてあったので、最近になるまでベニマルも知らなかったらしい。

			　その結果が、大量雇用という訳か。

			「だけど、それが大国の思惑なんじゃないのか？　俺達に技術者を育てさせれば、今後の運用がやりやすくなるとか」

			　技術を盗むより、そっちの方が効率的だ。かなり強かな考え方だが、そういうのは俺としても嫌いではない。指導者なら、考えて当然の策であろう。

			　そうして育った技術者達が、今後の各国を支える柱となるだろう。利権がなくなるのは惜しいけど、技術発展による競合相手が生まれるならば、それはそれで楽しみというものだからだ。

			「どうやら、違うみたいなんですよ。それなら、大国が技術者達を手放すハズがないでしょう？」

			　言われてみれば、それもそうだな。

			「──って、それじゃあお前、テスタロッサが集めて育てた支援兵達を、そのまま西方配備軍として編入したのか!?」

			「正解です」

			　驚く俺に、ベニマルがニヤリと笑って答えた。

			　せっかく育った技術者達を、そのまま埋もれさせるのは惜しい。それならば、災害救助訓練や要人警護、都市防衛の訓練なども行わせて、本格的な治安維持軍を設立してしまえばいい──と、ベニマルは割り切った判断をしたようだ。

			「テスタロッサは用済みだからと、彼等を解雇しようとしてましたが、流石にもったいないですからね」

			「そりゃそうだな」

			「働き口は用意出来ると思いましたので、俺の独断で西方配備軍と命名して編成した次第です」

			　なるほど、納得だ。

			　まあ、一年という短い期間では、そこまでの練度は期待出来ないと思う。だが、今後も訓練を続けていけば、災害対策のエキスパート部隊としての活躍が期待出来そうだ。

			　事故対策にもうってつけだし、ベニマルの言う通り、様々な場面で活用出来るだろう。

			「わかった。実にいい判断だったな、ベニマル」

			「そう褒められる事ではないと思いますがね」

			　そう言いつつも、ベニマルは照れた様子を見せた。

			　それにしても、西方配備軍か。

			　十五万とは凄い数だが、西側各国に同時に派遣するとなると、これだけいても足りないくらいだ。

			　利権を確保出来るなら、自分達で自分達の食い扶ぶ持ちくらいは稼いでくれるだろう。

			　予想外だったが、これは朗報と俺は喜んだのだった。

			　で、次。

			「西方配備軍についてはわかったが、魔人混成軍ってのは何だ？」

			　三万もいるけど、ジュラの大森林から魔物達を徴兵したのかな？

			「それは、クレイマン配下だった魔人達が、主だった構成員を占めている軍団ですよ。ゲルドが捕虜として働かせていましたが、戦闘を得意としていた者を選りすぐり借り受けました。その代わり、自分達の工事が終わって手の空いた猪人族ハイオーク達が、彼等の空いた穴を埋めております」

			　ベニマルの口ぶりでは、ゲルドの工事進捗率には影響が出ないように、ちゃんと配慮しているらしい。

			　それならば、まあ。

			　素人を集めるよりも、戦闘経験者で固める方が、軍としては強いだろう。だけど──

			「アイツ等って、協調性とかなかったんじゃなかったっけ？」

			　クレイマンの配下といえば、Ｂランクの者が大半だった。けれど中には、Ａランクオーバーの者も何名かいたのだ。

			　かなり強い集団だったのだが、軍団として見れば弱かった。恐怖で命令に従えているだけの魔物達など、訓練された職業軍人の敵ではないだろう。

			　今更そんな者達を集めたところで、軍事訓練を施す時間もないと思う。

			「今はゲルドのお陰で、自分勝手な乱暴者はおりません。ま、そんな馬鹿がいても、俺が黙らせましたけど」

			　まあね。

			　ベニマルなら、力で従える事など簡単だよね。

			「だけどさ、せっかく仕事に慣れた頃なのに、無理やり戦いに駆り出すってのは……」

			　そう渋る俺に、ベニマルは大丈夫だと応じる。

			「これは、アイツ等から言い出した事なんです。自分達も役に立つのだと、リムル様に見て欲しいそうですよ」

			「はあ？」

			　ベニマルが意外な事を言い出した。

			　あの自分勝手だった魔人達が、自ら進んで志願してきたと言うのだ。

			「美味い飯と、気の合う仲間。自分達が必要だと言ってくれる上司に、やりがいのある仕事。それを守る為にこそ自分達の力があるんだって、アイツ等は息巻いてましたよ」

			「本当かよ……」

			　嬉うれしい誤算とはこの事で、この申し出は非常に助かる。

			　徴兵した兵力など、実戦では何の役にも立たないからだ。国土防衛の為にはやむを得ない場合もあるだろうが、損得勘定で考えるならば、無条件降伏をする方が賢い場合もある。

			　他国の奴隷にされるのは我慢ならないけれど、重課税を課せられて相手の属国になる程度ならば、臥が薪しん嘗しょう胆たんの心持ちで面めん従じゅう腹ふく背はいするのも手であった。

			　ちょっと恰好をつけて難しく言ったが、要は、今は我慢していつか復ふく讐しゅうしてやるぜ、って事だ。

			　侵略者が余程に非道で残虐な行為をしない限り、多少の不利益を甘受するというのも選択肢の一つであろう。

			　だがそれは、その国に住む国民の気持ちを無視してはならない。

			　自分達の未来は、自分達の責任において選択すべきであろう。支配者としては、その気持ちに応えるのみなのだ。

			　だからこそ、徴兵制度など最悪の手段だと思うし、愛国心の強制などすべきではないのである。

			　魔国連邦テンペストは、俺の庇ひ護ご下かにある国だ。

			　他よ所そからやって来て傲慢な要求を押し付ける者に、俺は従うつもりなどない。

			　俺達の権利を簡単に手放すつもりがない以上、どうあっても意見の対立が生じる。相手が折れなければ戦争になるのは必然で、それに反対されても困るのだ。

			　自分達で自分達の国を守るという気持ちがないのならば、とっとと何処かへ逃げ去ってくれても構わないと、俺はそう考えていた。

			　勘違いしては駄目なのが、俺が守るべきなのは誰なのかという事。

			　建国時から苦楽を共にした仲間達が優先なのは当然であり、後からやって来て権利を主張するだけの者達など、そこまで面倒を見てやるつもりなどないのである。

			　守るべき国民がいなくなれば、俺だってとっとと逃げ出すだろう。

			　そしてまた、どこかで気の合う仲間達と、新しい国を創るまでの事。俺の場合、この土地に固執する必要はないのだから。

			　ただし──

			　皆が俺達の帰るべき場所である魔国連邦テンペストを愛してくれるのならば、俺は全力でその想いに応えるつもりだ。

			　どのような外敵であろうが、全力で叩き潰す。

			　たとえ、相手が魔王ギィであったとしても。

			　どのような手段を用いようが必ず殺す、という覚悟であった。

			　まあ、ギィはヤバイし、そうならない事を祈るけどね。

			「やる気は十分に感じられましたし、アイツ等の気持ちは本物でしょう。それに、ジュラの大森林の各地から、戦争の噂を聞きつけた者達が協力を申し出てくれました。それらを纏めた軍団こそ、この魔人混成軍なんですよ」

			　これでも弱そうな者を排除したんですけどね──と、ベニマルが苦笑した。

			　うん、素晴らしい。

			　これならば頑張れると、俺は嬉しく思ったのだった。

			　最後の、義勇兵団についてだが。

			　これは、魔国連邦テンペストに在住している者や、近隣諸国から集まって来た、人間達からなる軍団なのだという。

			　どの道、我々が敗北した場合、ジュラの大森林周辺国家も破滅する。ならば最初から協力する方がマシであり、全面的に協力を申し出る者達が集まったのだそうだ。

			　その内訳は、冒険者や傭兵がほとんどだ。俺達が受け入れていた移民の中からも、志願者が多数参加しているらしい。

			　地下迷宮ダンジョン探索に命を懸ける馬鹿ども──毎回、仮想体アバターの餌になってもらってます──も、大勢集まっていた。

			　その総数が二万との事で、そこまで期待は出来ないものの、それなりの戦力として計上されていたのである。

			「とまあ、左翼はこういう感じになってます。右翼と左翼の違いは、魔国連邦テンペスト──つまりは、リムル様への忠誠心の高さですね」

			「俺？」

			「右翼の軍団は、リムル様やこの国の為に、命を賭す覚悟の者達しかいません。しかし左翼には、各々の思惑によって集まった者達の寄り集まりです。崇高な志の者もいるでしょうが、流石に個々人の面接まで行う時間的余裕がなかったもので、今回はこのような形に組織しました」

			「なるほど……」

			　俺の後ろでは、シオンとディアブロがうんうんと頷いている。

			　左翼は捨て駒ですねとか、試練を与えて精鋭のみを選りすぐりましょうだとか、物騒な会話が聞こえる気がするが、それは俺の気のせいに違いない。

			「それで問題なのが、各軍の軍団長として誰を任命させるべきなのか、ですね」

			　と、ここでようやく本題に入ったのだった。

			


			＊

			


			　それでは、西方配備軍から考える。

			　最大規模の軍団だが、その所属は評議会で、構成員は各地に散らばったままであった。

			「数だけ見れば二十万もの大軍となった訳ですが、西方配備軍の十五万に関しては、これは動かさずに現地にて運用させようと考えております」

			「まあな。名目上は評議会傘下の軍団な訳だし、俺達が勝手に動かせるとはいえ、わざわざこちらまで呼び寄せる事もないだろうさ」

			　どこか一ヶ所に集まってくれていたら、俺の魔法で全員を移動させる事が出来るんだけどね。

			　十五万も一斉に動かせば、それを管理するだけでも重労働となる。指揮系統も決まらぬ内は、まともな軍事行動を取れるとも思えない。帝国側の工作員が各国で陽動作戦に出ないよう、厳重な警備態勢を取らせておくのが無難だろう。

			「俺もそう思います。俺の力なら運用出来なくもないのですが、西方配備軍に関しては現状維持で。軍団長も不在ですが、これは外交武官であるテスタロッサに兼任してもらう方向で考えてますよ」

			「それでいいと思うが……戦争が始まったら、テスタロッサも帰国してもらう事になるかも知れない。そうなった時に、ちゃんと連絡を取り合えるのかどうか、それが心配だな」

			　西側諸国の各地に散った部隊と、どう連絡を取り合うのか。

			〝魔法通話〟、連絡用の通信水晶、〝魔鋼糸〟による連絡網。こうした様々な通信手段を用いて、各国及び各々の主要都市間ではネットワークの構築に成功している。

			　しかし、末端の市町村レベルとなると、配備が追い付いていないのが現状だった。というか、それを設置するのも工作部隊の任務なのである。

			　各部隊に魔法使いがいるので、〝魔法通話〟は通じるだろうけど……。

			「大丈夫ですよ。モスならば、数百の部隊であろうが管理可能でしょう」

			「ええ、俺もソウエイからそう聞きました。モスはソウエイと協力して、情報収集に励んでいるとの事ですが、片手間で部隊間の連絡も受け持てるそうですよ」

			　本当かよ！

			　モス、なんて便利なヤツなんだ。

			「それじゃあ、モスが軍団長でいいんじゃないの？」

			「いや、それはモスが可哀かわい相そうといいますか……」

			「そうですね、テスタの気性から考えるに、モスが悲惨な事になるでしょう。私の知った事ではありませんが、少しだけモスに同情しますよ」

			「……わかった。それじゃあ、テスタロッサを仮の軍団長という事にしておこう」

			　ベニマルどころか、ディアブロまでモスを哀れむくらいだ。ここは空気を読んで、モスを軍団長に任命するのを止めておいた。

			　西方配備軍は、今回は本業である治安維持に専念してもらう。

			　万が一の場合はその限りではないが、これを動かすのは最終手段という事にしておいた。

			　軍団長は、テスタロッサが兼任。これは仮初めのものなので、適任者がいれば交代させると明言しておいた。

			　西方配備軍に関してはこれで良し。

			　続いて、魔人混成軍である。

			　これに関しては、ベニマルにお任せでどうだろう？

			「俺としては、リグル殿を推しますね」

			　リグルか。

			　確かにリグルならば、警備部隊を率いた経験もあるし、実力もＡランクオーバーと申し分ない。しかし、リグルはリグルドの補佐役という立場であり、軍団長を務めるような余裕があるかどうか疑わしかった。

			　なるべくならば、常備兵のみで勝負を付けたいと考えてはいる。しかし、帝国側がどれだけの兵力を用意してくるのか、今のところ不明であった。

			　偵察に向かわせてはいるが、帝国内の情報までは入手出来ていないのである。

			　それでも、断片的に入って来る軍事演習の情報などから推測して、最低でも三十万以上の兵力が動員されるという予想が立っていた。下手をすれば、百万をも超える大軍勢が動く可能性まであったのだ。

			　そんな状況では、この魔人混成軍を温存しておく余裕はない。

			　リグルの指揮に不満はないが、不安がある。ぶっつけ本番で纏まりのない部隊を運用するなど、どう考えても危険であると思えた。

			「──うーん、ここはやっぱり、ベニマルに任せたい。この魔人混成軍は、今後は赤色軍団レッドナンバーズと呼称しよう。〝紅炎衆クレナイ〟から千人長を選任して部隊を纏め上げさせろ。第四軍団として、ベニマル、お前が軍団長となって直接指揮してくれ」

			　危険だからレッド──なんちゃって。

			　久々の、会心のオヤジギャグだね。

			《……》

			　うん。

			　場を凍り付かせたくないから、口にはしないさ。

			　顔はキリッとしたまま、内心でそんな馬鹿な事を考える俺。その事に誰も気付かないまま、打ち合わせは順調に進んでいく。

			「わかりましたよ。そういう事なら、お任せ下さい」

			　ベニマルも、俺がそう言い出す可能性を予想していたみたいだ。動揺する事なく、素直に了承してくれた。

			　ベニマルには、ユニークスキル『大元帥スベルモノ』がある。軍団の練度不足も簡単に補えるから、寄せ集めを運用するならばベニマルが適任なのだった。

			　こうして、ベニマルは全軍の指揮に加えて、赤色軍団レッドナンバーズという直属部隊も指揮下に置いたのである。

			　最後に、義勇兵団か。

			「義勇兵団はどうするつもりなんだ？」

			「それなんですよ、問題は」

			　俺の問いかけに、ベニマルが難しい顔をして答えた。

			　この義勇兵団は、人間の割合が大きな軍団だ。そんな軍団の軍団長に魔物を就任させると、要らぬ不満を煽あおる結果となりかねない──と、ベニマルは心配していたらしい。

			「確かにね。魔物の国では人間は出世出来ない、なんて噂が流れたら、それだけでイメージダウンだよな」

			「そんな愚かな心配をする者など、所詮は小物、負け犬です。どうせ大成は望めないでしょうし、気にする必要などありません！」

			「いや、シオン。それもまあそうなんだけどさ、俺達をよく知らない者達には、それが真実っぽく聞こえちゃうものなんだよ」

			「そうなのですね。人間とはままならぬものです」

			　シオンは納得がいかないようだけど、イメージ戦略は大事なのだ。

			　こんな事で差別と言われてもバカバカしいので、ここは真面目に検討する必要があると思う。

			「ですが、適当な人材がいないのでは？」

			　と、ディアブロが言う。

			　その通りだったからこそ、ベニマルも悩んでいたのだ。

			「だよな。そもそも、義勇兵なんだし、俺からすれば予定外だもん」

			「かと言って、これを利用しない手はありません」

			　そうなのだ。

			　志願してくれた者達の心意気には感謝しているし、これを無駄にしたくないという気持ちもある。

			　しかし、上う手まく活用しようとすれば、有能な指揮官は必須であった。

			　魔人混成軍──改めて赤色軍団レッドナンバーズよりもバラバラだろうし、これを纏め上げられる人材となると、ベニマル以外に心当たりがない。

			　さて、どうしたものやら。

			「ソウエイのとこにいるジラードはどうでしょう？」

			「無理だろ。イングラシア王国との裏取引で引き取った訳だし、アイツだって公に顔を出すのは嫌がるだろう」

			　テスタロッサがどういう取引をしたのかは聞いていないが、表立ってジラードを活躍させるのは不ま味ずいと思う。人類の裏切り者というレッテルまで貼られているらしいし、公には死んだ事にしておかないと示しがつかないのだ。

			　俺が庇かばってやる義理もないけど、無理に活躍させる事もあるまい。

			「実力だけなら申し分ないのですが、確かに現実的じゃありませんね……」

			　ベニマルも言ってみただけという感じで、本気で推してはいなかった。アッサリと諦めて、次の候補を口にする。けれど、人間縛りというのがネックだな。次々と名前が挙がるのだが、パッとする者はいなかった。

			「聖騎士団クルセイダーズに協力を求めるというのはどうでしょう？」

			　突然、シオンがそう提案してきた。

			　俺とベニマルは顔を見合わせ、それからシオンを凝視した。

			「だ、駄目ですよね」

			「いや、そんな事は──」

			「それでは、マサユキ殿などどうですか？」

			　そんな事はない──と言おうとした俺を遮り、シオンが口にした名前。

			　それは、マサユキである。

			　その名前を聞いて、俺は雷に打たれたような気分になった。

			


			

			


			「それだ！」

			「凄いぞ、シオン!!」

			　俺とベニマルが同時に叫ぶ。

			　それが、マサユキが義勇兵団の軍団長に決定した、正にその瞬間なのであった。

			


			＊

			


			　本人の了承も得ずに決定した人事であったが、これは誰もが納得する素晴らしい決定であったと言える。

			　納得しなかったのは、マサユキ本人のみだった。

			「何で僕が……」

			　と、俺が伝えた時には頭を抱えていたマサユキ。

			　だけど、しょうがないよね。

			　これって、悲しいけど戦争なの。本人の意思なんて関係ないの。

			　さっきまでと思っている事が違っているが、マサユキに関しては気にしては駄目だ。

			　だってさ、マサユキに任せていれば、俺達が何もせずとも結果が上手く運びそうだし。

			　こういう時は頼もしい味方なのだ。

			「僕としても、ユニークスキル『英雄覇道エラバレシモノ』をかなり使いこなせるようになりましたし。昔みたいに、何をしても褒め称えられるって感じでもなくなりました。しかし、今度は使おうとしても使えなくなっちゃったので、そこまでは期待しないで下さいよ？」

			　などと、諦め悪く逃げようとするマサユキだったが、そんな事実はないと俺は知っていた。何しろ、マサユキの人気は衰える事なく、今でも絶大な影響力を持っていたからだ。

			「ケンヤ達にも恰好良いトコを見せたいだろう？」

			「うっ、それは……」

			　引き受けてくれたら、子供達に変な知識を教えて敬われているのを見逃す所存だ。

			「大丈夫、君ならやれるさ！」

			「でも……」

			「でも、じゃねーよ。ゴズールとの勝負の時は、俺が協力してやっただろ？」

			　マサユキ達は既に、五十階層を突破していた。あの時は、階層守護者ガーディアンだったゴズールを弱体させるべく、仮魔体アバターでコッソリと協力してやったのだ。

			「その節はお世話になりました──」

			「だったら、わかるよね？」

			「はい」

			　脅し賺すかし、何とか宥なだめて、交渉成立。

			「わかりましたよ。リムルさんにはお世話になってますし、こんな時くらい、御恩返ししたいですし……」

			　と、嫌々ながらだったが、マサユキが軍団長を引き受けてくれたのだった。

			　志願兵達からは文句は出なかった。それどころか、「やったぜ！」とか、「これで勝利は頂きだ!!」とか、既に先勝気分まで蔓延まんえんし出す始末である。

			　マサユキがどれだけどんよりとした顔をしていようが、これではもう取り消せないね。

			「やっぱ、こうなるのか……」

			　ユニークスキル『英雄覇道エラバレシモノ』を使いこなせるとか言っていたが、あれは一体……。

			　やっぱり俺が睨にらんだ通り、マサユキがスキルを使いこなせるなど嘘うそだったのだ。

			　それとももしかすると、スキルとは関係なく、マサユキのリアルラックが作用しているとか？

			　それならばそれで、もっと驚きなんだけど。

			　レオンなど、マサユキの正反対で、何をしても悪く取られている感じだった。勇者時代からそんな感じだったというし、持って生まれた本人の気質というのは、そう簡単には変えられないのかも知れないな。

			「まあまあ。勝手に決めて悪いとは思うけど、旗印としてみんなを鼓舞してくれよ！」

			　ともかく、俺はそう言ってマサユキを慰めた。

			　こうして義勇兵団二万名は、〝勇者〟の名の下に、マサユキが指揮を執る事になったのである。

			


			＊

			


			　修正された組織表には、右翼が五万二千、左翼が五万と記載されていた。

			　頂点にベニマル。

			　その下に、各軍団の軍団長が並ぶ。

			　総数が十万を超えた軍勢だが、それでも帝国軍に対抗出来るかどうかは疑わしい。だがしかし、慌てる事はない。全ての準備は着実に進んでいるのだから。

			　予備兵力として、西方配備軍が十五万。

			　各国としても一応は、自分達が保有する騎士団から応援部隊の準備を進めてくれているらしい。最後の最後の防衛線として、西方連合軍が組織される事になる。

			　その数は恐らく二十万を下らないとの事で、万が一の場合はこれに頼る事になるだろう。

			　傭兵、そして各国からの応援。

			　全部掻かき集めてその数字なのだが、多いのやら少ないのやら……。

			　評議会でテスタロッサが脅したそうだが、それが理由で協力的になってくれているみたい。どちらにせよ、俺達が負けたら次は自分達の番なので、協力せざるを得ないのだけどね。

			　ま、これを動かすのは、俺達の敗戦が濃厚となってからの話である。

			　有利なのは、こちらが地の利を得ているという点。

			　後は、ヴェルドラの存在と、ルミナスやレオンといった、魔王達からの協力が期待出来る点だろう。

			　ミリムだって、協力を約束してくれている。カリオンの獣王戦士団ならば、いつでも派兵してくれるとの事だった。

			　そして、俺個人の切り札として、ディアブロ麾下の黒色軍団ブラックナンバーズが控えている。

			　ベニマルに全軍の指揮権を与えているので、ぶっちゃけ俺が直接動かせる軍はない──という事になっているが、実はそれは間違いだ。

			　この黒色軍団ブラックナンバーズだけは、ディアブロと、その部下である悪魔三人娘からの命令しか受け付けない。

			　ベニマルの指揮下にない、完全独立した軍団なのである。

			　これが、当方の戦力の全て。

			　ユウキがどう動くのか、その要素は計算に入れていなかった。

			「戦争、か」

			　俺は自室にて、小さく呟つぶやいた。

			　帝国は本当に、西側諸国の併呑が目的なのだろうか？

			　ギィは、『ゲーム』という言葉を口にしていた。

			　どうも何やら因縁がありそうだし、もしかすると帝国にも、何やら不穏な思惑がありそうでならない。

			　だが、たとえそうであったとしても。

			「誰が来ようが、俺達の楽園に手を出そうってつもりなら、潰す」

			　それが俺の本音であった。

			　同じ過ちを繰り返すつもりはない。

			　俺は魔王なのである。何を優先すべきなのか、それを見誤る訳にはいかないのだ。

			


			●

			


			　同時刻。

			　東の帝国にて。

			　リムル達が戦争の準備を進めるのと同じく──いや、その比ではないほどに長き年月をかけて。

			　念入りに、そして着実に。

			　大攻勢の準備が整えられていた。

			　間もなく、帝国は長き眠りから目覚める。

			　その暴威が解き放たれるまで、残り時間はあとわずかであった──

		

	
		
			幕間　帝国の内情

			


			　東の帝国。

			　それは、最も古き国家の一つ。

			　正式名称は、ナスカ・ナムリウム・ウルメリア東方連合統一帝国。

			　その歴史は古く、二千年前には既に帝国の基礎となる国家を運営していた、と言われている。

			　小国であったナスカ王国が長き年月をかけて、大国であるナムリウス魔法王国とウルメリア東方連合を吸収し合併した結果、現在の帝国が生まれた。

			　その、圧倒的な迄の軍事力を背景として。

			　そして、この二千年。

			　統一皇帝、ルドラ・ナム・ウル・ナスカの名の下に。

			　帝国は、併へい呑どんした国々からの一切の反乱を許さずに、強固なまでの権勢を誇っていた。

			　絶対支配者による、完全なる統治国家群。

			　それが、ナスカ・ナムリウム・ウルメリア東方連合統一帝国であり、一般的に〝東の帝国〟と呼称される国家の実態なのだ。

			　帝国皇帝は覇権主義である──と言われている。

			　現皇帝も〝ルドラ〟の名を冠する、純血の覇王の末裔だからだ。

			　その実態がどうであれ、皇帝が好むのは絶対的な実力主義である──とされていたのである。

			　故に軍部では、『力こそ全て』という理念の下、実力があれば出世出来るという特殊な形態が採用されていた。

			　帝国臣民は噂うわさする。

			　帝国軍がジュラの大森林を越えて侵攻しない理由はたった一つ。

			　準備が整っていないから──だと。

			　三百五十年程前、〝暴風竜〟ヴェルドラを従えようとして失敗し、都市が一つ滅ぼされた。気き紛まぐれな竜の逆鱗に触れてしまった者は、後悔する暇もなく都市と運命を共にする羽目になったのだ。

			　被害にあった都市は、当時では最大規模である十万もの人口を擁しており、ジュラの大森林の東側に隣接する要塞都市であった。

			　ジュラの大森林を攻略する為に、橋頭堡として百年かけて築かれていた。

			　その都市を軍事拠点とし、森林を突破した先に帝国の更なる版図を広げる。その野望に燃えて、当時の軍部が作戦立案を行っていた。

			　ジュラの大森林のその先へ。

			　それが、帝国百年の悲願となっていたのだ。

			　豊かな国家である帝国が、版図を広げる目的は唯一つ。

			　皇帝がそれを望むから、である。

			　他に理由はなく、その事に不満を陳べる臣民も皆無であった。

			　計画は順調に進み、帝国の鍛え上げられた軍団が、その武威を示そうと力を蓄える。

			　そして、皇帝の名において侵攻作戦が発令された。

			　ところが、とある部隊の隊長が愚かな案を思いついたせいで、全ての作戦計画が潰える事となった。

			　どうせなら、ジュラの大森林の主を従えよう。所詮は巨大なトカゲ、我等の敵ではない──という、余りにも愚かな考えが、彼等を破滅に導いたのだった。

			　彼等が何を行ったのかは、正確に伝わってはいない。何しろ、文献を残す者や保管する場所すらも、纏めて灰になってしまったのだから。

			　帝国の悲願、皇帝の野望は、かくして灰かい燼じんに帰したのだった。

			　そして時は流れて、現在。

			　帝国は、雌伏の時を過ごしていた。

			　ヴェルドラによって与えられた傷は癒えている。

			　しかし、皇帝が侵攻作戦に許可を出す事はなかった。

			　ジュラの大森林への侵攻が一切禁じられており、三百五十年もの時を経て再び蓄えられた力は、咆ほう哮こうを上げる機会をひたすらに待ち続けていたのである。

			　さて、ここで帝国の政治体制に目を向けてみよう。

			　帝国では皇帝の両翼として、政治部と軍事部が存在する。その両方、政治の主権も軍事統帥権も、皇帝個人が有していた。

			　それは、絶大な権力である。

			　政治部は、帝国貴族によって構成される貴族院が権勢を誇っている。ただし、それは表向きの話であり、実際には、貴族達は何の決定権も与えられていなかった。名誉と権益のみを握らされ、皇帝の意思に従うだけの、官僚的な役割しか担っていないのだ。

			　貴族達は世襲制であり、投票などなくとも議員になれる。そんな彼等が崇高な野望を胸に抱いたとしても、それを実現出来るだけの力を得るなど不可能であった。

			　帝国の領土は、全て皇帝の所有物である。それを貴族に貸し与え、その地の管理を任せているに過ぎない。

			　そんな貴族達を支えるのが、高度な学問を修めた役人達である。

			　様々な企画立案を行うのも役人であり、そんな彼等の後ろ盾となっているのが皇帝である。

			　故に、役人達は皇帝へと忠誠を誓っているのだった。

			　そしてまた、軍部も。

			　軍事統帥権という最高決定権も、国ではなく皇帝が所有する。帝国の軍事力の全てが、皇帝に所属するのだ。

			　帝国に併呑され、今では帝国の一部となった地方都市でさえも、その扱いは同じであった。全ての領地を取り上げられ、皇帝より貸し与えられたという形式になっている。そして、そこを守護する防衛部隊もまた、皇帝の恩情によって貸与された部隊なのである。

			　地方からの反乱も、この政策によって完全に封じられていた。

			　これを可能とするのは、圧倒的なまでの国力差であった。

			　帝国は降伏を認めるが、それは全ての権利を召し上げるのと同意である。それを不服として逆らった場合、血の粛清が待っていた。

			　二度と逆らう気が起きないように、徹底的に根絶やしにされたのである。

			　そうする事で、帝国の秩序は維持されていたのだ。

			　圧倒的な武力による恐怖と、臣民となった者への生活保障──この、飴と鞭。これを徹底的に管理する事で、長きに亘る帝国の安寧が保たれていた。

			　これだけ大規模な国家を、たった一人で支配するなど、通常ならば不可能である。しかも、二千年という長い歴史を紐解いてみても、皇帝の支配が揺らいだ事など一度もないのだ。

			　代替わりしても、色褪せる事のない権力。

			　どう考えても異常であった。

			　それを為なしたのが皇帝の御業なのだとしたら、皇帝もまた人外の領域に住まう者なのだ。

			　続いて、帝国の軍事力に目を向けてみる。

			　帝国の軍組織には、大きく分けて三つの主力軍団が存在した。

			　機甲軍団──機甲技師により調整された、機械化兵が主力となる軍団。

			　戦車等を擁する、近代的武装軍であり、帝国の技術の象徴である。

			　魔獣軍団──世界各地、帝国の版図やそれ以外の地域において、捕獲された様々な魔獣。

			　そうした魔獣を支配し、その力を操り使役する軍団であり、帝国の力の象徴。

			　混成軍団──規格外の機械化兵や、組織行動を取れない狂暴な魔獣の掃き溜め。

			　個人に特化し過ぎており、組織行動には向かないとされる。

			　しかし、その力は未知数であり、一つに纏まれば大いなる脅威となるだろう。

			　帝国の心の象徴。だが、その心は未いまだ幼い。

			　剣と魔法を主力とする西側諸国と異なり、帝国では魔法と科学が、新たな時代を切り開こうとしていた。

			　帝国の軍事力が発展した裏には、〝異世界人〟の存在が大きく関与している。

			　この世界にはない異界の知識、これに目を付けた者がいたのである。

			　古くから王宮に住まう大魔法使い──その名を、ガドラという。

			　ガドラは老齢な見た目に反して、精力的な人物だった。ありとあらゆる知識を欲し、魔法だけに留とどまらず、異世界からやって来る者達の話も好んで聞いた。

			　故にガドラは、異世界にも幾つもの国家があり、自分達の世界と違って言語も異なる者同士が主義主張の違いを乗り越えて、共存しているという事も知っている。

			　その世界には魔法がなく、この世界とは異なる文明が発達しているという事も。

			　ガドラは長き時を生きている。その寿命が尽きようとすれば、自らが編み出した秘儀、神秘奥義：輪廻転生リインカーネーションによって、何度も転生を繰り返しているからだ。

			　そんなガドラだからこそ、長年に亘って〝異世界人〟を観察する事が出来たのである。

			　ガドラの知識は膨大で、異世界言語も複数網羅していた。そして、この世界にやって来る〝異世界人〟がいれば、必ず自分の下まで連れてこさせて保護していた。世界各地から集められたのは、魔獣だけではなかったのである。

			　ガドラは皇帝にも〝異世界人〟の有用性を説き、自分の好きにしていいと承認してもらっていた。

			　異能を持つ者、知識を有する者。

			〝異世界人〟は帝国内で厚遇され、その数は他の国家に比べて圧倒的に多かった。だからこそ、帝国内には彼等の文化や特性が色濃く現れている。

			　当然、ユニークスキルを持つ者も多く集まり、その研究も進められていた。帝国の軍事技術は、こうした側面でも他の追随を許さぬレベルまで発展していたのである。

			　帝国では、騎士という職業は廃れていた。

			　騎馬による戦闘という概念はなくなり、近代化された兵器による戦術が確立されている。自身の肉体を機械化した兵士は〝機き士し〟と呼ばれ、帝国における戦の花形となっていた。

			　そうした特色を色濃く表すのが、帝国の主力である機甲軍団なのだ。

			　また、魔獣軍団にも異界の知識が役立っている。

			　ＤＮＡ──デオキシリボ核酸という、生物の遺伝情報を司る高分子生体物質。こうした知識が〝異世界人〟よりもたらされた事で、魔獣の力を分析する事が可能となった。そして、その先の研究もまた……。

			　そして混成軍団には、力ある〝異世界人〟が多く在籍している。ユニークスキルを発現させた個々人であり、その戦力は馬鹿に出来ないものだった。

			　このように、異界の技術や、特殊能力。そういった要素を上う手まく取り込む事で、帝国は強力無比な軍団を構成している。

			　ガドラの情熱によって帝国軍が強化された、と言っても過言ではないのだった。

			　ガドラが育てた三つの主力軍団とは別に、皇帝を守護する集団が存在する。

			　たった百名からなる中隊規模の集団は、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンと呼称されていた。

			　廃れたはずの〝騎士〟を名乗る者達。

			　それは骨董品のように形式だけのものである──と、何も知らぬ者は感じるだろう。

			　しかし、本当は違う。

			　何しろ、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンに所属する近衛騎士ロイヤルナイト達は、各軍団より選出された上位者のみで構成されているのだから。

			　中には〝異世界人〟も存在している。

			　それは、帝国がその者の出自や生まれで差別しないという証明であり、『力こそ全て』という帝国理念に忠実な証拠でもあった。

			　古き帝国の血と力ではなく、純粋な実力のみでその座を勝ち取った者達。この、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンには、最強である証として伝説級レジェンドの武具が与えられる。

			　最高の実力者達が最高の武具を身に纏まとうのだから、その相乗効果は凄すさまじい。その総合戦闘能力は、各軍団に勝るほどであった。

			　最高の待遇も保障されている。

			　一人一人が上級将校であり、特殊任務下での権限は、最低でも大佐クラスに相当していた。

			　帝国軍人の憧れであり、帝国最高戦力──それこそが、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンなのだった。

			　このように、帝国には四つの戦闘集団が存在する。

			　こうした軍団を統べる者は、力で他者を納得させる必要があった。帝国内において最強であると、誰からも認められる必要があったのだ。

			　では、どうやってそれを証明するのか？

			　それは、軍団内部での序列強奪戦によって決まる。

			　第三者の立会いの下、下位の者から上位者への挑戦が認められているという、下克上が認められたこのシステムによって、順位は常に変動しているのだった。

			　当然、序列強奪戦が承認されるには、幾つかの条件を満たす必要があった。

			　軍事行動中には許されないし、目撃者がいなければ無効である。しかも、挑戦して敗北した時点で、次回の挑戦権は一年待たねば得られない。これは、対戦相手を殺してしまった時も同様であった。

			　上位者には挑戦者を殺す権利も認められている為、軽々しく行使出来ない権利なのだ。

			　圧倒的な実力で、相手を屈服させる事。

			　これこそ、『力こそ全て』という、いかにも帝国らしいシステムなのである。

			　それでも近衛を目指す者が後を絶たないのは、誰もが帝国の理念を胸に刻んでいるからであろう。

			　こうして、帝国内の序列は明確に定められている訳だが、これにガドラは含まれていない。彼は特殊な立場であり、帝国にとっては異邦人のような存在なのだ。

			　ガドラを除いた者達によって帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンが選出され、その中から各軍団の軍団長が選任される。

			　代替わりの際にも、上位者百名の中から選ばれるとされていた。

			　上を目指す者には、機会は平等に与えられていた。故に、本当に実力のある者が埋もれる事はなく、誰もが己の力を磨き、虎視眈々と自分の出番を窺うかがっているのである。

			　そして選ばれたのが、最高位である〝元帥〟が一名、〝大将〟が三名であった。

			　ちなみに、元帥に関しては最上位者が自動で選任されるとされていた。それに対して〝大将〟は、皇帝と元帥とガドラが協議した上で、適切と思われる者を指名する形である。

			　この理由は単純で、強いだけでは軍を運用する事など出来ないからだ。

			　どの道、各軍団に残るのは近衛騎士ロイヤルナイトよりも弱いので、軍団長となる〝大将〟が、その軍団の中でトップの実力者であるのは間違いない。各々の軍団を率いる軍団長は、こうして決定されるのだった。

			　この四名が、対外的な帝国の頂点。

			　元帥と三大将には、その地位に見合う武具が与えられる。

			　帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンに伝説級レジェンドの武具が与えられるならば、この四名に与えられる武具はそれを上回らなければならない。

			　その武具こそ、帝国の秘宝。

			　古き時代、その武威をもって他国を制圧した最強の宝具──神話級ゴッズである。

			　その、存在すら疑われる神話級ゴッズを複数所有している事こそが、帝国の威信を支えているのであった。

			　生身の人間では、触れる事さえ叶かなわぬ究極の武具。それを扱うには、資格が必要だとされていた。武具に認められて初めて、その真価を発揮出来るのだと。

			　最高の実力に、究極の武装。

			　正に敵なし、帝国が磐ばん石じゃくたる所以ゆえんである。

			　──そして。

			　そんな帝国軍に異変が生じた。

			　数十年ぶりに、軍団長の代替わりが起きたのだ。

			　纏まりのなかった混成軍団を、強固な一つの意思に纏め上げるという偉業とともに。

			　軍に所属してから一年足らずという、歴史上にも例のない異常なまでの速度で。

			　一度の敗北もなく、歴戦の勇士を降くだしながら。

			　その少年は、頂点の一角に上り詰めた。

			　名は、神楽坂優樹ユウキ・カグラザカ。

			　物語は、ユウキの台頭とともに加速する。

		

	









		
		　


			

			


			

	

第三章　帝国からの客

			


			　豪華な部屋の中、三人の人物が緊張した面持ちで立っていた。

			　直立不動で、この部屋の主を待っているのだ。

			　この部屋の主、それは、帝国に来るなりあっという間に軍団長の座に着いた男──ユウキである。

			　彼等からすれば、それは驚くに値しない出来事であった。

			　何しろユウキは、彼等の上に君臨する男。

			　秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟の総帥なのだから。

			「やあ、待たせたね！　座って待ってても良かったのに」

			　そう言いながら、ユウキが部屋に入って来た。

			　その後ろには秘書のように、カガリが付き従っている。

			


			

			


			「いえいえ、ユウキ様。我等は貴方様の忠実な部下、お気遣いなど不要に御座います」

			　代表して、一人の男が答えた。

			　秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟の頭ボスの一人、〝金〟のダムラダだ。どこか胡う散さん臭く、掴つかみどころのない人物である。

			　残る二名の片方が、〝女〟のミーシャ。少女のようでもあり、熟女のようでもある。怪しい魅力を放つ美貌の女性であった。

			　最後の一人が、〝力〟を象徴する男。名をヴェガという。しなやかで均整の取れた肉食獣のような肉体を持ち、見る者を射殺すような威圧を放っていた。

			　この三人の人物こそが、〝三巨頭ケルベロス〟を統べる者達なのである。

			　三人はユウキに一礼し、席に着いた。

			「この度は軍団長への就任、おめでとう御座います」

			「魔王ギィからも生き延びたユウキ様でしたら、当然の話ですわね」

			「フンッ、俺に任せてくれれば、軍団の掌握など簡単だったのだ」

			　ダムラダとミーシャは祝辞を述べたが、最後のヴェガだけは不満がある様子だった。

			　しかし、ユウキは意に介さない。

			（確かにさ、君なら百人の一人にはなれると思うよ？　でも、その後が駄目だ。君には指揮能力なんて望めないから、軍団長になるなんて不可能だぜ）

			　と、内心で苦笑するのみである。

			「でもまあ、ダムラダがガドラ老師に取り次いでくれて助かったよ」

			　話題を変えるようにユウキがそう言うと、ダムラダは笑って応じた。

			「何を仰おっしゃいますか。これも全て、この時を見越した上での仕込みがあったればこそ。ユウキ様が手配した〝異世界人〟をガドラ殿に紹介しただけですので、そこまで褒められるような仕事ではありませんよ」

			「ははは、相変わらずダムラダは堅いね。素直に喜んでおけばいいのにさ」

			「そうは参りません。過剰に期待されても困りますので」

			「はは、面白い冗談だよ」

			　ユウキとダムラダは顔を見合わせ、ニヤリと笑い合った。それで気持ちが通じるのは、互いに相手の力量を信頼しているからであろう。

			　ひとしきり笑い合った後、ユウキは本題に入った。

			「ではカガリ、魔王リムルの動向について説明を頼む」

			「はい、ユウキ様。魔王リムルは現在──」

			　ユウキに命じられて、カガリが報告を開始した。

			　カガリの情報源は、西側に残してきた自由組合の構成員達である。ユウキの手駒だった者達の大半は逃亡したが、それを隠れ蓑みのとして何名かのスパイを残していたのだ。

			　カガリは明瞭な声で、簡潔に説明する。

			　西側諸国をリムルが完全に支配した事。

			　恐るべき規模の軍団を組織し、帝国からの侵略に備えている事。

			　そして、首都〝リムル〟にて、時たま信じられない現象が確認されている事、などを。

			「そうか、アメルド大河沿いの宿場町を、軍事拠点と定めたか。まあ、本国まで防衛線を敷くなら、そうするしかないよね」

			「はい。その地点には既に、二万近い兵力が滞在しています。どうやら、物資の運搬も〝魔導列車〟とやらで賄っているらしく、持久戦にも耐えられるだけの食糧が溜めこまれているようですわね」

			「流石さすがだね。という事は、帝国側も簡単には勝利出来ないだろうね」

			「そうですわね。彼の国はファルメナス王国から食糧を輸入しており、数百万を超える人口を養う事が可能となっていますわ。一年前とは比較にならぬ国力であり、たった一国で帝国とも戦えるかと。しかも、西方諸国評議会カウンシル・オブ・ウェストまでが魔王リムルの掌中にあります。西側の戦力をかき集めれば、それなりのものになるでしょうね」

			「それはどうかな？　リムルさんは非情に徹しようとするだろうが、あれでかなり甘い性格をしている。数に数をぶつければ被害が増すだけだから、自国の精鋭だけで帝国を追い払おうと考えるんじゃないかな？」

			「まさか……」

			「仮にも魔王を名乗る者が、そこまで愚かな行為を取るとは思えませんが……」

			　カガリとダムラダは否定的な意見を述べるが、ユウキの考えは変わらなかった。

			（あの人、本気で甘いからな。しかも、下手に強いだけに、何とかしてしまいそうな気もするんだよね……）

			　ユウキはそう思ったものの、それを口にはせずに話の先を促した。

			「失礼しました。報告を続けます」

			　そう謝罪してから、カガリは報告を再開した。

			「首都〝リムル〟には五万を超える兵士が待機しており、旧ユーラザニア方面からも続々と援軍が到着しております。総兵力は十万を超える見通しですわね」

			「それは凄すごいけど、それでも帝国側が優位なのは変わらないな」

			「はい、数が違いますもの。帝国軍は百万を超えますし、末端の兵士までも怪しげな改造が施されております。雑兵の強さでさえ、最低でもＣランク以上ですわね。そして、奇怪な武装の数々。正直、勝負にはならないと思いますわ」

			　それがカガリの正直な気持ちであった。

			　十万もの戦力は確かに凄い。

			　練度も高く、士気も上々。

			　本来であれば、十分に賞賛出来る内容であった。

			　だがしかし、帝国軍の全容の前には霞かすむ。

			　カガリが魔王カザリームだった頃に構築した自信作──魔王城の拠点防衛機構でさえも、帝国軍の数の暴力の前には敗北する。そう思えるだけに、たった十万程度の戦力など無意味に思えた。

			　だがしかし、ユウキには別の考えがあった。

			「君の意見は参考にするから、報告を続けてくれ」

			「それでは、続いて彼の国の技術力について──」

			　カガリは淡々と報告する。

			　魔国連邦テンペスト内では突如、もの珍しい新製品が発売されたりする。暮らしを便利にする為の道具であったり、高級で高性能な武具であったり。

			　用途は様々だが、そのどれもが有用なものばかり。

			　当然、そうした商品の開発者と独占契約をしたがる者は多い。だが、商人達がどれだけ必死に出所を探しても、それらの一切が謎に包まれたままであった。

			「──先程も話題に出した〝魔導列車〟もそうですが、彼の国でも帝国と同様、技術革新の波が生じているようです。しかし残念ながら、情報漏ろう洩えいは徹底的に防止されているようです。組合員達の力では、その出所を探る事は叶かないませんでしたわ」

			　恐らく、国内のどこかで開発されている。それは確かなのだが、それがどこなのかはわからなかった。

			　カガリとしても悔しいが、魔王リムル相手に自分が出向く訳にはいかない。また、疑われたらそれまでなので、手の者に無理をさせる訳にもいかなかったのだ。

			　そこでふと、カガリは一つ思い出す。

			「考えてみれば、新型兵器も開発されているでしょうね。その点を考えれば、兵の数以上に警戒する必要があるかも知れませんわね」

			　それを聞き、ユウキがニヤリと笑った。

			「流石に気付いたか。そうなんだよ。帝国で戦車が開発されていたのには驚いたけど、リムルさんだって列車の開発に成功している。科学兵器は帝国だけの専売特許ではないから、その点での優位性なんて、期待するだけ無駄なんだ」

			　異世界の技術を持つのは、帝国の専売特許ではない。リムルだって〝異世界人〟だった記憶を持っているので、どんな兵器を開発しているやらわかったものではないのだ。

			　もしも相手が通常の国家だけだったなら、相手は未知の戦力に驚き動揺するだろう。仮に相手側に〝異世界人〟がいたとしても、今度は逆に、その知識ゆえに絶望する。彼我の戦力差が明白となり、絶対に勝てないと理解してしまうだろうから。

			　ところが、相手側にも同じものを開発するだけの技術力があったとしたら？

			　直すぐに対策を立てられ、優位性など吹っ飛んでしまう事になる。寧むしろ、その力を過信している者達がいれば、目まぐるしく動く状況に対応出来ず、遅れを取る原因になりかねない。

			　ユウキはそこまで見越した上で、リムル達が勝つ可能性が低くないと考えたのだった。

			　そこで口を挟んだのはヴェガだ。

			「下らん！　潰せばいい。心配ならば、ことごとく！　それで全ては解決する」

			　兵器だろうが軍隊だろうが、邪魔ならば潰せばいい──と、ヴェガは自信満々に言い放ったのである。

			　その、前後の話の内容をまるで理解していない発言に、ユウキは頭を抱え込む。

			（コイツ、力は強いんだけど、頭が悪い──というより、悪すぎるんだよ……）

			　これでもう少し賢ければ、もっと有用な役割を任せられるのにとユウキは心の中で溜息を吐つく。

			「その時は君に頼むけど、敵を見誤っては駄目だぜ？」

			　と言葉を濁して、ユウキはヴェガを黙らせた。

			　だが、ヴェガの言葉に理がない訳ではない。

			　そもそも、とユウキは思案する。

			　この世界では、量より質が重要である。

			　どれだけの軍勢を集めようとも、魔王ギィには敵かなわない。こうした例を見てもわかる通り、個の戦力は決して馬鹿に出来ないのだ。

			　戦略的目標を達成する為には、相手の力量を見抜く情報戦が肝要となる。その為には、ある程度の強さを持つ者をぶつけるのが手っ取り早いのだ。

			　その上で、勝てぬ戦場は放棄するというのも、取るべき手段としては常道なのだった。

			　複数の戦力にて同時多発攻撃を仕掛ければ、どれだけ強い個人がいようが、戦略目標の達成は可能であった。

			　つまり、総戦力だけを見ても意味がなく、どれだけの部隊を、どのように効果的に運用出来るのか、そうした戦術的手腕が重要となるのである。

			　そうした観点から見てみれば、魔国連邦テンペストは厄介な相手だった。

			　脅威なのは、魔王リムルだけではない。

			　あの国には、異常なまでに強い魔人が複数存在するのである。

			　四天王と呼ばれる者達──ベニマル、ディアブロ、シオン、ゴブタ。

			　これだけでも四つの戦術単位を動かせるようなものであり、これを撃破するだけでも難易度の高いミッションとなるはずだ。

			（技術力だけの問題じゃないんだよね。あそこには厄介な人材が多く控えているし、どれだけ数を集めても意味がないだろうし。これって考えようによっては、魔王ギィに降くだって正解だったって気がするよ）

			　ユウキが知る限り、ゴブタよりも強い者に何名か心当たりがあった。という事は少なくとも、四天王に匹敵する者が他にもいるという事だ。

			「厄介なのは、聖人や魔王に匹敵しそうな魔人達でしょうな」

			　ダムラダもユウキと同意見であるようで、そんな事を呟つぶやいている。

			「その通りさ。あの国には四天王だけじゃなく、ゲルドやガビルといった魔人達もいるからね。なんで魔王級の者があんなに集まっているのか、ちょっと理解に苦しむよね」

			　考えれば考えるほど、胡散臭い話だとユウキは思う。

			　クレイマンに匹敵するような強さの者達が、リムルという一人の魔王の下に何人もいるのだ。冗談ではないと、事情を知る者からすれば文句も言いたくなるというものであった。

			「幸いなのは、今の僕達が魔王リムルと敵対していないって事かな」

			　ヴェガを除く三人は、ユウキの呟きに静かに頷うなずいた。

			　今のユウキ達は魔王ギィとの約定がある為、その傘下に降ったような扱いとなっている。それはつまり、ユウキ達に手を出す事が魔王ギィとの敵対を意味するのだ。

			　ユウキ達からリムルに手出しする気がない以上、今はいわゆる停戦状態にあると言える。虫のいい事に、ユウキはこの状況を最大限利用するつもりなのだ。

			　いつかは敵対するにしても、それは西側での損失を取り戻してからだ。そう気持ちを切り替えたユウキは、本題へと話を戻した。

			「それで報告は終わりかな？」

			　カガリへと向けて、そう問うユウキ。

			　それに対してカガリは、思い出したように付け加えた。

			「詳細な軍事情報までは調査出来なかったみたいですし、精度の高い情報は以上となります。ですが、興味深い話題が一つ」

			「それは？」

			「首都〝リムル〟では防災訓練と称した行事が行われているのですが、そこに避難訓練というものが追加されました」

			　今までの防災訓練では、頑丈な建物に逃げ込むとか、火災した建物の消火訓練だとか、そんな具体的なものばかりだった。ところが、今回の避難訓練では、四方の門から速やかに町の中へと逃げ込む事──という、ちょっと意味不明な内容となっていた。

			「町に逃げ込むだけ？」

			「はい。疑問に思った調査員は、二手に分かれて行動する事にしたそうです」

			「内と外、ですかな？」

			「その通りですわ。その結果、夢を見ているような不思議な光景を目にしたのだと──」

			「不思議な光景ですって？」

			「ええ、ミーシャ。信じられない事に、アナウンスが終わったキッカリ十分後、広大な町が忽こつ然ぜんと姿を消したそうよ。そして、そこには大きな門が一つ残されていたのですって」

			　外に残った調査員からの報告によると、門の他にも警備隊員が複数名残っており、逃げ遅れた者達を洞窟まで案内したそうだ。

			　誰もいなくなった事を確認した調査員は、意を決して門の中に入ってみる事にした。すると、そこは石造りの迷路のようになっていたのだという。

			　慌てた調査員が外に逃げ出せた事からも、出入りは自由に行える感じだったのだと。

			「それって、もしかしたら地下迷宮ダンジョンなのかも……」

			「ユウキ様には心当たりがあるのですか？」

			「ああ。カガリも知っていると思うけど、あの町には地下迷宮ダンジョンと呼ばれる観光施設があっただろ？」

			「ええ、魔物が徘はい徊かいしていて、冒険者達も挑んでいるのでしたわね」

			「多分、それだよ。あの地下迷宮ダンジョンの地下には都市があるって噂うわさもあったし……」

			「地下迷宮ダンジョンの中に都市、ですか？」

			　信じられないとばかりにダムラダが問い返すが、ユウキやカガリは真面目に答える。知らない者には説明しづらいが、現実だと答えるしかないのだ。

			「ああ。普通に考えたら非常識だけどさ、リムルさんならあり得るって言うかね。何しろ、あの迷宮は地下百階層まであって、しかもヴェルドラが、そこを守っているらしいしね」

			「……それは、本当なのですか？」

			「勿論さ。何せ、ヴェルドラ本人の口から聞いた話だし」

			　そのユウキの発言を聞き、ダムラダは絶句した。

			　そんなダムラダを哀れむように見つつ、カガリが口を開く。

			「いえ、そう考えれば辻褄が合いますわよ。その都市の中に、重要施設──技術開発の拠点などもあるのではないでしょうか？」

			「ああ、なるほどね。あり得る、いや、そう考えるのが妥当だろうね」

			　とんでもない事をするものだと、ユウキは唖あ然ぜんとなるのを通り越して楽しくなっていた。

			　自分の考えは予測でしかないが、もはや間違っているとは思えなかった。リムルならばあり得ると、そう確信していたのである。

			「ですがそうなると、戦況はどうなるのでしょう？」

			「いや、僕にもわからないよ。正攻法なんて通じる相手じゃないと思っていたけど、都市防衛をそういう手でカバーするなんてさ。帝国軍もこれにはビックリだろうね」

			　リムルが本土決戦を行うはずがない──と、ユウキは思い込んでいた。町の住民に被害が出るなど、リムルが許容するはずがないからだ。

			　ところが、町の守りが万全なのだとすると……。

			　予想される戦術を、全て見直す必要があるだろう。

			「宿場町での戦いは様子見ってとこで、本命は首都にて行う感じかな？　帝国軍が門を無視して通過した場合、その背後を狙い撃つ事も可能って寸法さ」

			「そうなると、西方連合軍との挟撃も可能になりますわね」

			「先行部隊で帝国軍の戦力を探り、分析する。その上で、西方連合軍と帝国軍が消耗戦を繰り広げている間に、ゆっくりと対処すればいいという事ですな」

			「恐ろしい事を考えるもの。流石は魔王ね」

			　ユウキの考えを理解して、カガリやダムラダ、そしてミーシャも驚きょう愕がくの表情を浮かべた。

			　魔王リムルが通常戦力だけでどうにかなる相手ではないと知ってはいたが、まさかここまでとは考えていなかった。

			　今後、敵対する場合を想像するだけで、その困難さに頭が悩まされそうであった。であるからこそ余計に、帝国軍と魔王リムルの戦いがどうなるのか、ユウキ達はそれが楽しみに思えたのだった。

			


			＊

			


			「それで、ユウキ様。今後はどう動く予定なのでしょうか？」

			　タイミングを見計らい、ミーシャが問う。

			　ミーシャ達も、ユウキが魔王ギィに敗北した事実を知っている。知った上でユウキに従っているのだが、ユウキが何を考えているのかまでは読めなかった。

			　帝国がリムル達に辛苦を舐なめさせられるのはいい。しかし間違っても、自分達がその役目を担うのだけは遠慮したい。そういう気持ちも抱いている。

			　ギィとの約定により、ユウキが本気で帝国に肩入れするとは思えない。それなのに軍団長になってしまっては、自縄自縛に陥ってしまうのではという危惧があった。

			〝三巨頭ケルベロス〟としては、軍の最高幹部が味方であるという事実が非常に魅力的なのだが、それは逆に言えば、軍に取り込まれる危険性を孕はらんでいるという事なのである。

			　喰くうか、喰われるか。

			　方向性を間違えば、その時点で破滅してしまうだろう。

			　ミーシャの問いはそれを心配してのものであり、ユウキも当然、そんな事は百も承知であった。

			「心配ないさ。リムルさんが粘ってくれるなら、それは僕達にとっても好都合ってものだからね。僕達の理想を叶える為には、帝国だって邪魔だろう？　魔王ギィに言われたからってだけじゃなくてさ、どっちにしろ、いつかは食い潰すつもりだったんだ。僕が軍団長になった事で、その時期をコントロール出来るようになった。そう思えばいい」

			　ユウキが帝国三大将の一人に就任した今、帝国軍の内情は全て手の内にあると言っていい。帝国の軍事戦略を知れば、その落としどころまで読み取れる。それは必然、軍事行動に出る時期も、軍隊の規模までも予測可能となり、帝国本土の防衛が薄くなる日時すらも、手に取るようにわかるという事なのだ。

			　西側諸国の抵抗が激しければ、帝国はそれだけ戦力を投入する必要が生じる。そうなれば、どれだけ防衛が厳重であろうが、いつかは隙を見せるとユウキは考えていた。

			「その隙を叩たたく！」

			　バンッと机を叩きながら、ユウキが宣言した。

			　カガリは直立したまま微ほほ笑えみ、席に座るダムラダ達は、その言葉の意味に興奮する。

			「クーデター、ですか……」

			「ああ、たまりませんわね。それでこそ、ユウキ様ですわ」

			「ヘヘッ、面白れぇじゃねーか。帝国だろうが、魔王だろうが、この俺が叩き潰してやんよ！」

			　ヴェガが盛り上がり過ぎている気がしたが、ユウキは気にしない事にした。

			　軽く聞き流して、本題に入る。

			「ま、それが最終目的って事だね。ギィとの約束も、帝国をかき回すってものだったからね。約束は守らなきゃ。ついでに西側もかき回すけど、これは別に文句を言われる筋合いじゃないと思うぜ」

			　と言って、ユウキはニンマリと笑う。

			　ギィからも特に、西側に手を出すなとは言われなかった。であれば、ユウキが何をしようが自由、という事である。

			「帝国と西側諸国を争わせ、その隙に帝国の頭を潰すという事ですか……」

			「相変わらず、あくどい事を考えつきますわね」

			「そうでもないさ。これくらい、誰だって思いつくと思うよ」

			　思いついても、それを実行に移そうとする者はいないだろう。いや、移そうと思う者はいるかも知れないが、それを実現出来るだけの実力者はいない。ユウキが異例なのである。

			「ガドラ老師にも、色々と情報を流しておいた。あの爺さんは新しもの好きで、柔軟な思考の持ち主なんだけどさ、何故か西側諸国を激しく恨んでいるんだ。その憎悪の念は凄すさまじく、様々な兵器を開発して帝国に寄与しているのも、その執念の産物と言えるほどのものなんだよ」

			「それは確かに、私でも知っているほど有名な話ですな」

			「だろう？　帝国の野望を挫くじく存在として、魔王リムルを脅威と認めるはずさ。必ずチョッカイを出して、その危険性を見抜くだろう」

			「……それで、どうなると？」

			「帝国軍に多大な影響力を持つガドラ老師だけど、実際には何の権限も持っていないのと同じ。それはね、あの爺さんの興味が復ふく讐しゅうに向けられているからなんだ。だからさ、上う手まく誘導すれば、ガドラ老師を魔王リムルにぶつけられると思うんだよね」

			　そのついでに、是非とも地下迷宮ダンジョンの情報も探って欲しい。ユウキはそんなふうに考えていた。

			「そうなれば、魔王リムルへの嫌がらせと、帝国軍の弱体化が可能だという事ですな？」

			「その通りさ！」

			　ダムラダに向けて、ユウキは満足そうに頷いてみせる。

			　ユウキ自身はリムルに手を出すつもりはないが、別の者が勝手に挑んでくれるのは大歓迎であった。だからこそ、色々と卑怯な策を巡らせていた。

			　ユウキはもう少し詳しく、自分の考えを披露する。

			「僕が思うに、帝国内で警戒しなければならない人物が三人いる。その一人こそ、ガドラ老師なのさ」

			　ガドラは大魔法使いであり、長き時を生きる魔人である。帝都の裏を知り尽くした怪人と恐れられるほどで、前回の大侵攻──〝暴風竜〟ヴェルドラとの戦いでも生き残ったという英雄だった。

			「それで、残る二人は誰ですの？」

			　ユウキの後ろに立つカガリが、興味深そうにそう聞くと、ユウキはちょっと悔しそうな表情を浮かべた。

			「実はさ、その正体が掴めていないんだよ。だからさ、間違いなく厄介だと思うんだよね」

			　ユウキの持つ情報網を駆使しても、その正体に辿たどり着けない人物。そう聞くだけで、相手が如い何かに厄介な存在かわかろうというものだった。

			「もしかしてそれは、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの序列上位者でしょうか？」

			　ミーシャも思い当たる事があったのか、そう口にした。

			　その質問に、ユウキは曖昧に首肯する。

			　軍団長よりも、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟の近衛騎士ロイヤルナイトの方が強い──というのは、軍内部で囁ささやかれる噂である。

			　ユウキは、それが噂ではないのだと、その身を以って実感している。軍団長という地位まで上り詰めてはみたものの、ユウキの序列は〝ふたけた〟台でしかなかった。

			　序列強奪戦を挑もうにも、相手が誰かわからなければ意味がない。〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟になる為には、皇帝に申請して御前試合に勝利する必要があったのである。

			　これは実際に、その権利を身近なものとした者しか知り得ぬ事実なのだった。

			「多分だけど、僕なら〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟にだって勝てると思う。けどさ、敵の前では奥の手を見せたくないし、皇帝への申請は行わなかったんだよね」

			　それでもユウキが軍団長へと選ばれた訳だが、それは幸運にも、ガドラ老師との伝つ手てがあったからである。

			「だがよ、それなら戦ってみなけりゃあ、ボスが本当にそいつ等より強いのかどうか、ハッキリとしねーだろうがよ。だったら、厄介なのはその、なんだ？　九人以上いるって話になるんじゃねーのか？」

			　実にもっともな指摘がヴェガから出た。

			　その事に軽く驚きつつ、ユウキはそれも首肯した。

			「ま、その通りだね。もしかすると、その九人の中にも、厄介なヤツが隠れてる可能性はあるよ。でもさ、見た事もないヤツは警戒出来ないだろ？　僕が言ってるのは、表に出ている人物の事なんだ」

			「それは？」

			　ダムラダが問う。

			「帝国情報局局長──近藤達也タツヤ・コンドウさ」

			「なるほど。確かに、あの男の素性は掴めませんな」

			「名前と姿は知られているのに、その実情が不明というのが不気味ですわね」

			　近藤達也タツヤ・コンドウとは、その名前からもわかる通り〝異世界人〟である。しかし、それ以上の詳しい個人情報に関しては、何一つとして情報が伝わってこないのだ。

			　近藤達也タツヤ・コンドウとは〝情報に巣食う怪人〟である──と、噂されるほどであった。

			　階級は中尉となっていたが、各軍団の軍団長であってさえ、彼に対する命令権がない。それが意味するのは、軍という組織の更に上に帝国情報局が存在する、という事なのだ。

			「ね、怪しいでしょう？　僕の推測だけど、コイツも〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟の一人なんだと思うよ」

			「……なるほど」

			「言われてみれば、そう思えますわね」

			　ダムラダとカガリが深く頷いた。

			　ミーシャも思案顔だったが、異論はない様子である。

			「で、最後の一人は誰なんだ？」

			　ヴェガだけは興味がないとばかりに、ユウキを急せかすようにそう問うた。

			「ははは、せっかちだね君は。近藤達也タツヤ・コンドウに関しては、まずは会ってみるのが先決だ。機会を見て面会を申し込んでみるさ。で、最後の一人なんだけど、こっちも不明なんだよ」

			「何だと、それはどういう意味だ？」

			「落ち着けよ、ヴェガ」

			「あ、ああ。すまない」

			　興奮して口調が荒くなっていたヴェガに、ユウキが軽く注意した。その口調は優し気ですらあったが、言われた方のヴェガは、緊張で冷や汗を流している。

			　ユウキとの〝格〟の差が、如実に表れた瞬間だった。

			「最後の一人は、皇帝の隣に座す人物さ。御み簾すの向こう側にいても感じるほどの、凄まじい存在感なんだよ」

			「「「──？」」」

			　その正体には──いや、そんな存在がいるという事実にさえ、ユウキ以外には誰も気付いていなかった。その事からも、その人物がどれだけ危険か理解出来るというものだった。

			「──そのような人物が？　そんな話は聞いた事も御座いませんが……」

			　と、代表するようにダムラダが口にした。

			「やっぱりね。あれだけの存在感なのに、誰もがその存在に気付かない。これってかなりヤバイと思うぜ」

			　ユウキのその言葉に、皆が沈黙する。

			「本当にいますの？　私の方にも、そんな人物の噂は流れておりませんけど」

			「逆に言えば、ユウキ様以外の者から聞かされても、誰も信じなかったところですわね」

			「……」

			　まだ疑わし気な部下達に対し、ユウキは笑みを向ける。

			「ま、気にする事はないさ。帝国内でクーデターを起こそうとした場合、この三者が障害になるって事だけ覚えておいてよ。先ずはガドラ老師を排除するから、ダムラダ、君は近藤達也タツヤ・コンドウについて調べてくれるかい？」

			「心得ました」

			「ミーシャ、君は今の任務を継続してくれ」

			「承知しました。引き続き、機甲軍団の軍団長の篭絡に専念しますわね」

			「俺はどうする？」

			「君には、魔獣軍団に潜入してもらう。君の力なら直ぐに帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンになれるだろう。ただし、決して軍団長を殺しちゃ駄目だぜ？」

			「わかった。努力するさ」

			　ヴェガは待機命令が解除された事が嬉うれしいのか、獰猛に嗤わらう。

			　本当に大丈夫かよ──とユウキは心配になったが、ここはヴェガを信用する事にした。

			　万が一にも軍団長が殺害されてしまったら、帝国の軍事行動に遅れが出てしまう。そうした不安があったのだが、その時はその時だと割り切る事にしたのだった。

			　三巨頭ケルベロス達が退席し、後に残ったのはユウキとカガリのみ。

			「ねえ、ユウキ様。彼等は上手く踊ってくれるでしょうか？」

			「さあ、どうだろう。僕だって、あれだけ慎重に行動していたつもりでも、ギィという虎の尾を踏んじゃったしね。そんな僕が言えた義理じゃないけど、せいぜい上手く事を運んで欲しいものさ」

			　近藤達也タツヤ・コンドウの調査に向かった、ダムラダ。

			　機甲軍団の軍団長の篭絡を企てる、ミーシャ。

			　魔獣軍団で頭角を現すように命じた、ヴェガ。

			　誰もが危険な任務を帯びて、ユウキの為に働いてくれている。総帥としては、部下の成功を信じてやるのみであった。

			「でも、遂にここまで来ましたね。もう間もなく、開戦ですよ」

			「ああ、そうだな。さてさて、どっちが勝つか見ものだね」

			「呑のん気きな事を。クーデターが成功したとしても、その先の方が大事なんですよ？」

			「ああ。その為に、ラプラス達にも動いてもらっているんだ。抜かりないさ」

			　そして二人は、笑い合う。

			　彼等の目的は帝国の勝利ではない。

			　戦争が泥沼化すればするほど、帝国の国力が低下する。それこそが狙いであり、その先のクーデターの成否こそが、ユウキとカガリの立てた計画の要なのだ。

			「皇帝を傀かい儡らいにして、新生帝国を打ち立てる。その上で──」

			「西側諸国とは平和的に和解しようじゃないか」

			「そして」

			「皇帝暗殺事件を起こす！」

			　リムルという魔王を倒すのが困難であれば、無理をする必要はない。

			　ユウキはギィに敗北した事で、中短期的な世界征服を諦めていた。絶対的な力を手に入れるまでは、暴力による勝負など愚の骨頂と悟ったのである。

			　それよりも今は、自身の切り札を増やす事に専念する方が賢い、と。

			　戦禍を拡大させ、多くの血が流れれば……。

			「ワタクシが真なる魔王に覚醒するでしょう」

			「期待してるぜ、カガリ。それまでには僕も、新しく得た力を使いこなせるようになっているさ」

			　ユウキも今や、究極能力アルティメットスキルに覚醒している。だからこそ、自分の寿命が大幅に延びた事を実感していた。

			　それだけではなく、この世には更なる上の存在、魔王ギィのような絶対者が君臨しているのだという事実を知ったのだ。

			　そんな存在を無視して、世界征服など夢物語である。

			　ギィの目を掻かい潜り、今は力を蓄える。

			　帝国を煽あおり、戦争を長引かせて、西も東も疲弊させる。厭えん世せい気分が蔓まん延えんし、誰もが戦争を厭いとうようになったタイミングで、皇帝暗殺事件が発生すれば──世界は、より凄惨な混こん沌とんの時を迎えるだろう。

			　その混乱に乗じて、自分達の更なる覚醒を狙う──それこそが、ユウキとカガリが立てた計画の全貌であったのだ。

			「ま、くれぐれも慎重にね」

			「ええ。くれぐれも慎重に、ですわね」

			　そして二人はもう一度、顔を見合わせて嗤い合ったのだった。

			　──そんな頭脳派の二人でも、地下迷宮ダンジョンに関する重要度をそんなに高く考えていなかった。

			　重要施設や町までも隠せる凄い仕組み──としか考えておらず、リムルへの嫌がらせとして、ガドラ老師の興味を向けただけの事。

			　自分達が出向く場合もあるだろうし、攻略の糸口を見出す為にも、調査くらいはしておいた方がいいという軽い思いつきでしかなかったのだ。

			　その結果、地下迷宮ダンジョン攻略班が思わぬ報告を持ち帰る事になるのだが、それはユウキの知るところではなかったのである。

			


			●

			


			　ガドラ老師はユウキからの情報を得て、酷く難しい顔をして考え込んでいた。

			（ふーむ。再び帝国を動かし、神ルミナスを討ち滅ぼす好機が到来したというのにのう……）

			〝暴風竜〟ヴェルドラが復活した事で、大幅な計画の見直しが行われる事となった。

			　それは仕方ない。

			　前回の大遠征の際には、その〝暴風竜〟のせいで計画そのものが潰えたからだ。

			　そして、今回。

			　計画の完全を期す為に、〝暴風竜〟の消失を待つという意見。

			　開発に成功した新兵器の力で、〝暴風竜〟をも従えるという意見。

			〝暴風竜〟と事を構えぬよう、ジュラの大森林を迂回するという意見。

			　この三つの派閥に意見が割れて、帝国の動きが遅れた。その結果、〝暴風竜〟の復活を許してしまった訳だ。

			　これに怒ったのは『〝暴風竜〟を従える』と意見した好戦派だが、残る二つの派閥の方が主流派であった為、その意見は黙殺される形になっていた。

			　何しろ、その新兵器とやらが通用しなかった場合、またも計画が破綻する破目になるからだ。

			　ガドラとしては、〝暴風竜〟などどうでも良かった。西側からルミナス教を駆逐する事が目的であり、親友を殺した〝七曜の老師〟に復讐する事が、彼の生きる目標となっていたからだ。

			　西側から取り寄せた新聞には、『英雄の失墜』という見出しで〝七曜の老師〟達の悪事が記載されていた。それと同時に、〝七曜〟が滅びたと報道されたのも知っている。

			　しかしガドラとしては、その情報を鵜呑みにする気になれなかったのだ。

			　少なくとも日曜師グランだけは、必ず生き延びて闇に潜んでいると確信していた。

			　ここ数ヶ月、西側からの情報は錯さく綜そうしており、裏付け調査が困難であった。それ故に真偽不明のままなのだが、ロッゾ一族が滅びたとの噂もある。

			（ま、真偽不明よな。日曜師グランとは恐らく、あの〝勇者〟の成れの果てじゃろう。老いたりとはいえ、決して甘く考えていい相手ではないわ）

			　と、ガドラは考えていた。

			　それに、表立っては評議会の支配が磐ばん石じゃくに見えるが、その裏では色々と、活発な動きが確認されている。

			　そうした情報の中に、西方聖教会が弱体したという知らせはない。それこそが、ガドラには日曜師グランが生き延びている証拠に思えたのだ。

			（〝暴風竜〟など無視して、さっさと西側まで攻め込めばいいものを……）

			　と思うガドラだが、それが困難なのは百も承知であった。

			（〝暴風竜〟と魔王が手を組むか。あのような、魔法の理の外に生きるような化け物を相手に、軍をぶつけるなど愚の骨頂じゃ。新兵器の理論構築にはワシも協力してやったが、あれならば動きを止める程度は可能じゃろう。じゃが、滅ぼすとなると話は別。まして、支配するなど……）

			　ガドラは前回の大遠征の生き残りでもあるので、ヴェルドラの脅威をその身で確かめていた。

			　その経験からも、好戦派が無謀だと考えている。

			（そもそも、精神生命体に対して精神支配するなど、それがどれだけ困難な事か、あの馬鹿共は理解しておらんのじゃ！）

			　精神生命体に対する精神支配、これは決して不可能ではない。悪魔族デーモンを対象とした実験も行われており、ある程度の成果も上がっている。

			　ガドラとて、それは十分に知っていた。その理論を考えたのも彼なので、知らない方がおかしいのだ。

			　ガドラは様々な検証結果を踏まえた上で、〝暴風竜〟ヴェルドラには手出し厳禁、という結論を導き出していたのである。

			　その報告書は皇帝に提出済みであったが、悲しいかな、同意は得られなかった。

			『やりたい者がいるのだから、やらせてやればよかろう』

			　と、ガドラの意見は黙殺されてしまったのである。

			　それはそれとして。

			　今回新たに発生した問題が、魔王リムルに関するものだ。

			　恐ろしい速さで国を興し、ジュラの大森林を統一支配した魔王。その魔王が〝暴風竜〟と手を組んだとなれば、ジュラの大森林を攻めるのは愚かな行為でしかない。

			　帝国の全軍を動員すれば話は別だが、そうなると全軍を展開させて有効に活用させる為に、こちらに都合の良い地形へと敵を誘い込む必要がある。

			　普通に考えて、それは不可能であった。

			　では、相手の土俵で戦う場合は？

			「地下迷宮ダンジョンじゃと？　しかも、異界の兵器を開発している可能性もアリ、か。調べる他あるまいて。三割以下の被害でヴェルドラとリムルを倒せるならば、まだマシじゃな。そうでなければ、その先の西側諸国との決戦に勝利するなど不可能じゃろうて」

			　ガドラは自らを鼓舞するように、独り言を口にする。

			　この時のガドラは勘違いしていた。

			　警戒すべきは魔国連邦テンペストではなく、西側諸国を支配するルミナス教が本番なのだ、と。

			　ガドラがその勘違いに気付くかどうか、それがこの先、彼の明暗を分ける鍵となるのである。

			


			●

			


			　ユウキの命を受けて、三名の人物が選出された。

			　ガドラ老師とも面識のある者で、混成軍団に所属する者という条件で選ばれている。

			　本日は顔合わせであり、ユウキが自室へとガドラを招待していた。

			　谷村真治シンジ・タニムラ。

			　元は日本の大学生で、研究室に入り浸る毎日を過ごしていた。こっちの世界でも白衣を愛用しており、今ではトレードマークになっている。

			　マーク・ローレン。

			　茶髪で筋肉質。二十代半ばで、三人の中では年長だ。冬でもタンクトップにジーンズという、健康的な肉体の持ち主である。

			　シン・リュウセイ。

			　この男は年若く、無口である。何を考えているのかわかりにくいが、言われた事は確実にこなす。黒髪を三つ編みにして背中に流し、ゆったりとした中華風の服を着用していた。その服の下には、様々な暗器が仕込まれているらしい。

			


			

			


			　マークもシンも、シンジの言葉には素直に従っている。それ故、いつの間にかシンジがリーダーという立ち位置を確立していた。

			　三名は、ユウキとガドラを前にして直立する。

			「師匠、お久しぶりです！」

			　黒髪の青年──シンジが、三人を代表してガドラに挨拶した。

			「久しいの、シンジよ。それに、マークとシンも息災であったか？」

			「はい、元気です。爺さんも元気そうで何よりだ」

			「……老師、僕は元気じゃないです」

			　そう答えるマークとシンに、ガドラは快活に笑って応じる。

			「相変わらずじゃな。軍団の方でも頑張っておるようで、ワシも安心したわい」

			　シンジ達は、ユウキに保護された〝異世界人〟だった。ユウキは世界各地で〝異世界人〟を保護しており、戦闘に特化した者もそうでない者も、纏めて帝国に送り込んでいたのだ。

			　帝国での受け皿が秘密結社〝三巨頭ケルベロス〟であり、その行き着く先が帝国の大魔法使いであるガドラ老師だったのである。

			　異界の知識を聞き出すのが目的だったが、本人に戦闘の才があり、それを望むのならば、ガドラが鍛え上げていたのである。

			　そうして鍛え上げられた者が所属しているのが、個性豊かで特殊な人材が集まる場所──混成軍団だったのだ。

			　異世界から来たと言うだけで軍団の上位に入れるほど、帝国は甘くない。自らの力を正しく使いこなせるからこそ、彼等は優秀な戦士なのである。

			　その力とは、個々人に顕現したユニークスキルだ。

			　シンジ達はユニークスキルを使いこなす事で、軍団内でも確固たる地位を築いていたのである。

			「ああ、シンジ達三人は、僕の混成軍団の中でも一線級の上位者さ。今回の調査任務には打って付けだと思うよ」

			「ユウキ殿がそう言うのであれば、ワシとしても不満なぞないとも。お前達も座るがいい」

			　三人は恐縮しつつ、この厳格な魔法使いに勧められるままに椅子に腰掛けた。

			　ガドラはそんな三人を見やり、少し笑う。

			　一端の兵士になったというのに、未だ自分に対して緊張している弟子の様子が面白かったのだ。

			「それでユウキ殿、例の調査じゃが、この三名を貸してくれるのじゃな？」

			　面白がってばかりもいられないと、ガドラが話を切り出した。

			「ああ。僕が自分で調査したかったんだけど、流石にあの国までは出向けないからね。シンジ達だけを送り込むのは不安だし、監督役として、老師にお願い出来ないかと思ってさ」

			「ふむ。報告書は読ませてもらった。確かに興味深い内容じゃったよ。アレに書かれておる事が事実ならば、大遠征を前に調査しておく必要もあるじゃろう」

			　ガドラは探るようにユウキを見つつ、その反応を待つ。ユウキはそれを見越していたように頷いた。

			「全て本当さ。三人にも説明するけど、今回の任務はちょっと特殊でね、とある迷宮の調査に向かってもらいたいんだよ」

			「おいおい、待ってくださいよ！　俺達を呼びつけて、迷宮攻略アスレチックですって？　そんなに俺達が信用出来ませんか？　ガドラ老師の頼みだとしても、軍事的大侵攻を前にして必要な行動だとは思えませんね！」

			　三人の中で一番短気なマークが、ユウキに対して食って掛かった。

			　こうした行為はよくある事だった。納得がいかなければ好きなだけ質問するようにと、ユウキ本人から許されているのだ。

			「マーク、落ち着けよ。これは大事な事なんだぜ？」

			「ですが！」

			「まあ待てよ、マーク。ユウキさんには何か考えがあるんだろ？　先ずは説明を聞こうじゃないか」

			　マークを宥なだめつつ、シンジがユウキに向き直った。

			「それでは、説明をお願いします」

			「勿論さ。これを聞けば、君達だって文句はないはずだぜ」

			　そう言って、ユウキは丁寧に任務内容を語り始める。

			　………

			　……

			　…

			　ガドラは事前に承知していた内容だったので、齟そ齬ごがないかを確認しつつユウキの話に耳を傾けている。

			　驚いたのは、シンジ達三人だ。

			　ユウキの子飼いの戦士──戦闘能力に長たけたユニークスキル所持者──達が、各軍団に潜入して牙を隠して生活している。その目的は、時が来れば一斉に蜂起し、各々の軍団を掌握する為であった。

			　具体的な話は聞かされていなかったが、その日は近いと皆が思っていた。

			　シンジ達も同じであり、混成軍団をユウキが掌握した今、その命令が下されるのは時間の問題だと思っていたのだ。

			　──世界征服──

			　その子供のような夢をユウキから聞かされて、最初は出来る訳がないと誰もが思った。

			　しかし、自分達の力を磨き、世界の情勢を知るにつけて、それは可能なのではないかと皆が考えるようになったのだ。

			　シンジ達はユウキに心酔するようになり、その時を待ちわびていた。

			　そんな中、突然の地下迷宮ダンジョン攻略指令である。

			　三人が戸惑うのも無理のない話であった。

			　ところが、説明を聞く内に三人の考えも変わっていく。

			　今回の戦争に関する準備と調査の中で、迷宮内部だけが未調査である。そして、その迷宮内部には、何らかの秘密が隠されている可能性が高いという事。

			　町まで迷宮内に隠れたと聞けば、とても捨て置ける問題ではなかった。

			　………

			　……

			　…

			「そうか……帝国軍は地下迷宮ダンジョンを無視して行動出来ないって事か」

			「しかも、町まであるだと？　そんなの、見てみるまでは信じられないぞ」

			「……だから、僕達が出向くんだね」

			　シンジ達は納得するほかなかった。

			「説明は以上さ。だが、これでわかっただろ？　今回の大遠征で帝国がジュラの大森林に侵攻した場合、ある程度の戦線が延びきった時点で、僕達が軍事的反乱クーデターを起こす予定だ。その時に、出来るだけ帝国軍を引き付けておくのが望ましい。魔王リムルの軍勢と、〝暴風竜〟ヴェルドラ、これだけでは帝国軍の総数を動かすには弱い。もっと強烈な、彼等を動かす理由が欲しいのさ」

			　そんな理由が迷宮にあるかどうか、なければないで、何かでっち上げればいいとユウキは語る。

			　そうして時間を稼いでいる間に、ユウキ達が一気に帝都を制圧するのだ、と。

			　それに驚いたのはシンジ達だ。

			　クーデターは予想していたが、具体的な話を聞くのはこれが初めてとなる。それ以前に、ここにはガドラもいるのだ。迂闊な話をすれば計画が漏れるので、こんな場で話題になるとは思っていなかったのである。

			「ちょ、ユウキさん!?」

			　シンジがユウキを止めようとしたが、ユウキはこれに笑って答えた。

			「ああ、心配するなって。ガドラ老師は僕の計画を知っているよ」

			「へっ？」

			「クックック、当然じゃろうが。陛下に義理はあるが、帝国がどうなろうと、ワシの知った事ではないわ。ワシの目的はルミナス教の壊滅じゃ。神ルミナスの正体が魔王ルミナスであったとは、ワシとした事が盲点であったわ。信徒共がどうなろうが、ワシには興味がない。じゃがのう、我が友を殺あやめたアヤツ等は、ワシの手で葬ってやらねば気が済まぬのよ。先ずは手始めに、魔王ルミナスと仲が良いという、魔王リムルを始末しようと思ってのう。迷宮攻略には、ワシも参戦する予定なのじゃ」

			　その後の事などどうでもいいと、ガドラは狂気の笑みを浮かべて言う。

			　勿論、ガドラとて魔王リムルの噂は聞いている。

			　一年前、ファルムス王国が〝暴風竜〟ヴェルドラの逆鱗に触れて滅んだ。

			　その後、力を使い果たした〝暴風竜〟を従えたのが、魔王リムルであると言われている。

			　本当に従えたのか、単なる協力者に過ぎないのか、その真相は不明だ。しかし、その時以来〝暴風竜〟が暴れる気配はなく、膨大な妖気オーラも観測されていない。ある程度は噂に信憑性があると、ガドラはそう考えていた。

			　また、魔王間でも動きがあった。

			　十大魔王から数名の魔王が脱落し、〝八星魔王オクタグラム〟となったという。

			　人類社会に通達が為なされた訳だが、その裏には魔王リムルの暗躍があったのは間違いない。

			　十大魔王の一柱ヒトリであったクレイマンが消えて、新参であるリムルが名を残した。その事実が指し示す意味は、リムルがクレイマンを上回る存在だ、という事である。

			　クレイマンは狡こう猾かつで侮れぬ魔王であったが、魔王リムルはそれ以上の脅威なのだ。

			　その上、魔王リムルは人類との国交を開き、評議会での影響力も強めている。

			　西側諸国がどう考えているのかは知らぬが、ガドラとしてはリムルという魔王を怒らせるのは危険だと考えていた。

			　それに、ガドラには気になる点があった。

			　それは、二万を超えると言われるファルムスの軍事行動に従軍した者で、生き残ったのがたった三名しかいない、という点だ。その内の一人は殺害されているので、残るは元国王とガドラの弟子だったラーゼンのみ。

			（これについては、ラーゼンを問い質ただす必要がありそうじゃな）

			　と、ガドラは記憶に留め置く。

			（それに、魔王リムルには不明な点が多すぎる）

			　と、ガドラは油断しない。

			〝暴風竜〟が滅ぼしたとされるファルムスの軍勢だが、それが事実であるという証拠が何もなかった。それだけでも不気味なのだ。

			　普通の戦争ならば、三割の死傷者が出た時点で作戦行動の失敗を意味する。その時点で降伏すべきなのだが、ファルムス軍がそうした行動を取ったという記録もない。

			〝暴風竜〟相手に降伏など通じない──そうした見方も勿論ある。

			　しかし、これに関してはガドラは否定的であった。何しろ、ガドラは前回の大遠征時の生き残りなので、ヴェルドラの性格も熟知しているからだ。

			　言ってみれば大雑把。逃げた人間を追い回すような性格ではなく、大被害は出るが、それは最初の攻撃に巻き込まれた者だけに留とどまるのである。

			　そう考えれば、二万が全滅したなど常識では考えにくいのだ。

			　では、魔王リムルが何かしたのかというと……伝え聞くリムルの人柄から考えれば、とてもそうは思えない。

			　降伏したならば命までは取らないだろうと思えた。しかし、結果は皆殺しなのである。

			（やはり、ヴェルドラが降伏する間もなく全滅させた──と考えるべきであろうな）

			　恐ろしいと、ガドラは素直にそう感じた。

			　だからこそ正面決戦は避けるべきであり、その為の策も準備済み。

			　不気味なのは魔王リムルだが、それも今から調査して、対策を考えれば何とでもなる。

			　ガドラはそう考え、気持ちを切り替えた。

			　魔王リムル自身に恨みはないが、魔王ルミナスに協力するというなら、それ即すなわち敵である。

			　敵ならば倒さねばならぬが、だからと言って、ガドラは無茶な行動を取るつもりはなかった。

			　長き年月をかけて計画を練り、帝国を動かして、西側諸国へと攻め込む。

			　それが実現する一歩手前まで来ている今、ここで先走るような愚行は犯せない。

			　だからこそガドラは、慎重に慎重を重ねて行動する。

			　ユウキとガドラの利害は一致しており、話し合いの結果、共同戦線を張る事になっていた。互いに持つ情報のすり合わせも行い、戦友と言って良い間柄なのであった。

			　サラッと重大な秘密を暴露され、青あお褪ざめるシンジ達。

			　突然そんな話を振られたシンジ達からすれば、ちょっと待ってくれよと言いたい気分になるのも当然であった。

			（こ、これって……下手したら消される流れじゃないか……）

			　シンジとて馬鹿ではないので、自分達がそこまで信用されているとは思っていない。かと言って、そこまで捨て駒のように思われているとも思えなかった。

			　試されている──と、シンジは感じた。

			　それは、マークやシンも同感だったらしい。

			「わかりました！　全力で調査に取り掛かります」

			「ま、爺さんの足手纏いにはならねーから、期待してくれよ！」

			「……僕、頑張る」

			　これが重要な任務なのは間違いない。ここで成果を出せば──いや、ここで成果を出す事だけが、自分達が生き延びる道であるとシンジ達は悟った。

			「それでは問おう。貴様達は、魔王が何名おるのか知っておろうな？」

			「はい、八名ですよね？」

			「──っえ？　十名じゃなかったか？　いや、十一名に増えたんだっけか？」

			「……マーク。去年、入れ替わったばかり……」

			　ガドラは溜息をつき、怒鳴る。

			「シンジよ、その馬鹿に正しい情報を叩き込んでおけ。軍属の癖に情報収集も出来ぬでは、真っ先に死ぬのが目に見えておるわ！」

			　そして落ち着いてから、説明を始めた。

			「魔王は、八柱だ。自らを〝八星魔王オクタグラム〟と称しておる。星に匹敵するという意味であろうが、中にはあながち間違っておらぬ者もおるのだ。ワシがこの話を切り出したのは、今回の相手が〝新星ニュービー〟のリムルだからじゃよ。決して油断出来ぬ相手じゃが、今回はそれは措おいておいて、だ。もう一つ理由があるのだ。魔王の一柱ヒトリに、〝迷宮妖精ラビリンス〟と呼ばれる者がおる。さて、これをどう思う？」

			　その言葉に息を呑む三人。

			　ユウキまでも驚いた顔をして、ガドラを見詰めた。

			「ラビリンス──迷宮、ですか？」

			　と、シンジが恐る恐る考えを述べた。

			　ガドラは重々しく頷き、一冊の書物を取り出し三人に示した。

			　西側のウルグレイシア共和国にあるという、『精霊の棲すみ家か』という名の迷宮。地下、あるいは空中に広がる迷宮だと世間では言われていたらしいが、真実は異なる。

			　ある意味正しく、ある意味で、間違っている。

			　その書物に記されているのは、『精霊の棲家』に住まうのは精霊だけではなく、精霊からその身を妖精へと変質させてしまった女王の住処だと言うのだ。

			「その女王こそ〝迷宮妖精ラビリンス〟ラミリス──古き魔王の一柱ヒトリなのじゃ」

			　ガドラの言葉が三人に重くのしかかる。

			　更に、ガドラが真実を告げる。

			「ウルグ自然公園に存在していた迷宮への扉じゃが、今は消え失せておる。ワシ自らが調べたので、間違いはないぞ。消失した時期じゃが、聞き取った話から推測すると、リムルが魔王を名乗ったのと同時期であったわ。そして、彼の国で地下迷宮ダンジョンが公開されたとなるとのう──」

			　ガドラの言葉にユウキが続いた。

			「これってもう、確定だよね。あんな迷宮をどうやって用意したのかと思っていたけど、あれは魔王ラミリスが生み出したもので間違いないと思う。つまり、魔王リムルと魔王ラミリスも共闘関係にあるって事だよ」

			　ユウキは間違いないと確信しているのか、清すが々すがしい笑顔だ。

			　シンジ達としても、否定する言葉は持ち合わせてはいない。それどころか、これで調査の難易度が高まったような気がして、かなり憂鬱になっていた。

			「期待しておるぞ」

			「くれぐれも、警戒を怠らないようにね」

			　そしてシンジ達は、ユウキから魔王リムルの恐ろしさと狡猾さを念入りに聞かされ、その場を後にしたのである。

			


			●

			


			　ユウキに呼び出された翌日、ユウキの秘書──カガリに案内されて、シンジ達は魔国連邦テンペスト近郊まで送り届けられた。

			　シンジ達を送り出した十日後、ガドラは一人、別の目的地へと向かった。

			　ユウキがシンジ達を脅したのを見て、最初の内は調査を任せておこうと考えたのだ。

			　恐らくはユウキも、本気で捨て駒にしようなどとは考えていない。シンジ達を本気にさせる為に、少し脅しを加えたのだろう。

			（ま、ユウキ殿も素直ではないわな。なまじ本人が有能過ぎるだけに、他者にもそれを求めてしまうのか）

			　ガドラはそう見抜いていた。

			　もっとも、それはガドラにも言える事である。

			　ガドラとしては弟子を見殺しにするつもりなどなく、困っていたら手を差し伸べるつもりであった。そうした考えを口に出さずに無言で威圧するだけなので、他者からは怖いと思われていたのである。

			　そんな事とは知らぬガドラの向かった先は、旧ファルムス王国。

			　ガドラは古き弟子の存在を思い出し、魔王リムルに関する情報収集を行おうと思い立ったのである。

			　そしてガドラは旧ファルムス王都〝マリス〟へと飛び、真っ直ぐに王宮を目指して歩く。

			　執務室で仕事中だったラーゼンは、椅子を蹴って立ち上がった。

			　死んだとばかり思っていた、偉大なる師──ガドラの気配を感じ取ったからである。

			「まさか……生きておられたとは……」

			　そう呟くと同時、これは不ま味ずい事になったと考えた。

			　ガドラの思惑は不明だが、やって来た目的はラーゼンであろう。

			　旧交を温めようとか、そんな呑気な話ではないのは確かだ。

			　そして問題なのは、ガドラという男をファルメナスの兵達が知らぬという事であった。このままでは城門で押し問答が始まり、ガドラの勘かん気きに触れた者に被害が出る恐れがある。

			　万が一、ガドラと敵対する事になってしまえば……。

			（不味いぞ。そうなってしまえば、儂ではガドラ様を抑えきれぬ）

			　ラーゼンは速やかにそう判断し、行動を開始した。

			〝魔法通話〟で、新たに弟子となった者を呼びつける。

			『聞こえておるな？』

			『チッ、いきなり呼び出すなよ』

			『貴様とて、状況は把握しておろうが』

			『ああ。グレゴリーは気付いちゃいないみたいだが、さっき異常な気配が出現した。そいつは間もなく、城門に着くぜ？』

			『そこまでわかっておるのなら話は早い。貴様も城門まで来い』

			『……アンタには恩がある。わかったよ』

			　そこで〝魔法通話〟を切る。

			　新たに弟子となったのは二名。

			　サーレと、グレゴリー。

			　元〝三武仙〟──神聖法皇国ルベリオスの法皇庁に所属する、法皇直属近衛師団ルークジーニアスだった男達である。

			　ラーゼンが国内の視察で各地を巡っている時に知り合ったのだが、大きな失敗をして法皇庁に戻れないとの事だったので、そのまま弟子として拾ったのだった。

			　それは恩情からのものではなく、サーレ達に共感したからだ。

			　特にサーレなど、各国の記者達の前で盛大に敗北した姿を晒さらしてしまったらしい。その相手がディアブロだと聞けば、ラーゼンとしては他ひ人と事ごとに思えなかったのである。

			　サーレは生意気だったが、ラーゼンの事を師匠と認めてくれていた。

			　グレゴリーも時折何かに怯おびえたりしていたが、今では以前の不敵さを取り戻しつつある。

			　強さだけ見れば申し分ない二人だったので、ラーゼンとしてはこのまま二人を鍛え上げて、いずれはファルメナス王国の裏方仕事を任せる予定だった。それには、今回のような危機対応も含まれるのである。

			（儂とサーレ、それにグレゴリーか。後は、グルーシス殿が加われば、ガドラ様に対抗は出来よう）

			　隔絶した強さの個人を前にしては、兵士達など役には立たない。今のファルメナス王国は、英雄級の人材が乏しいのが弱点なのだ。

			　旧ファルムス時代の同僚だった騎士団長フォルゲンや、それに準ずる勇士達は、今では過去の人物となっている。それに代わる人材を発掘する──それこそが、ファルメナス王国の課題なのだ。

			　ラーゼンはその事を再認識し、自らの対応の遅れを歯がみしたのだった。

			　城門に駆け付けた時、そこには既にサーレ達がいた。

			　そして、ガドラと対たい峙じしている最中であった。

			「おいおい、アンタがこの城に何用かは知らないけどさ、僕達はここで世話になってる。身元不明な人物を通せないってのは、アンタだって理解してるんだろう？」

			「そうだぜ、爺さん。悪い事は言わんから、今日のところは帰りな。誰かに面会ならよ、受付に申請すりゃあ、二、三日で返事が来るだろうさ」

			　サーレ達にしては穏便に、ガドラを通さぬように道を塞いでいた。しかし、ラーゼンからすれば寿命が縮む思いである。

			「止めよ！　その御方をお通しせよ」

			「え、止めるんじゃないのかよ？」

			「それじゃあ、何の為に俺達を呼んだんだ？」

			　命令に不満そうな二人だが、そんな事を気にするラーゼンではなかった。

			「お久しぶりです、ガドラ様。まさか御存命であったとはつゆ知らず、挨拶が遅れました事、儂の不徳の致すところで御座います」

			　ガドラの前で片膝をつき、そう口上する。

			


			

			


			　ラーゼンとしては、ガドラとの敵対を避けたいという思いがあった。万が一の時は、総力を挙げてもガドラを止める覚悟ではあったが、どうやらそれは警戒し過ぎであったようだ。

			「久しいな、ラーゼン。見た目は違えど、本人で間違いないようじゃ」

			「ハッ、儂は師と違い、肉体を乗り換える事で生を繋つないでおりますれば──」

			「責めておるのではない故、そう畏かしこまるな。ワシが今日やって来たのは、貴様に尋ねたい事があったからよ。そこに隠れておる獣人も、そう警戒せずとも良いぞ。貴様達と敵対するつもりであれば、ワシ一人で出向くような真ま似ねはせぬからのう」

			　ガドラのその言葉で、ようやく緊張状態が緩和された。

			　それでもラーゼン達は油断する事なく、ガドラとの会談の場を用意する事で、その場は解散となったのである。

			


			＊

			


			　翌日、城の一室にて会談の場が設けられた。

			　参加者は、ヨウム、グルーシス、ラーゼンの三名。ヨウムの警護としてサーレとグレゴリーが、室内に待機している。

			　ミュウランも参加したがったのだが、それは却下されていた。まだ赤子が生まれたばかりであり、絶対に安静にしてくれと、ヨウムが必死に止めたのだ。

			　ちなみに、生まれたのは女の子で名前はミームである。ミュウランに似て愛らしく、今はエドガーがデレデレになってお世話していた。

			「それで師よ、尋ねたい事とは何でしょう？」

			「ふむ、本題に入る前に、幾つか指摘してやろう。小僧、サーレじゃったか。貴様はまあまあ強いようじゃな。しかし、魔法が苦手じゃろう？　あれはのう、覚えれば使えるというものではない。自分の魔力を正しく管理する事が大事なのじゃ。そこの獣人、グルーシスと言ったな。貴様は──」

			　と、ガドラは一人一人の欠点を指摘し始めた。

			　グルーシスには、相手の力量を見極める目を養えと。

			「敵の前で変身するなど、先制攻撃の機会を相手にゆずってやるようなものじゃ」

			　という、厳しい小言付きであった。

			　ヨウムに関しては、「貴様は一般人よりは強いようじゃが……」との前置きの後、武具の力に頼っているようでは話にならないので、自分の身を守る事だけを考えるようにと。

			　グレゴリーに関しては辛らつで、もっと技を磨けと一言で済ましている。

			　最後にラーゼンに目を向けて、ガドラは告げる。

			「ラーゼンよ、貴様はなかなか精進しておったようじゃのう。貴様の魔法は憑依系か──？」

			「ハッ、師の神秘奥義：輪廻転生リインカーネーションの理論を元にして編み出した、大秘術：憑依転生ポゼッションに御座います」

			「ふむ。それも面白い試みじゃ。ワシの魔法と違って、一時的な弱体化赤子になる事もないからのう」

			「お褒め頂き──」

			「じゃが、使いこなせぬのなら意味はないぞ。せっかく奪った肉体の性能を、貴様は引き出せておらぬではないか」

			「ハハッ！」

			　ガドラに指摘され、ラーゼンは脂汗を浮かべて畏まる。自覚していた事であり、その指摘が全て正しいと思わざるを得なかった。

			（恐ろしい御方だ。昨日今日で、我等の実力を完璧に見抜かれるとは……）

			　言葉に出さず、ラーゼンは押し黙る。

			　しかし、サーレやグレゴリーは面白く思わなかった。

			「おいおい、黙って聞いていれば偉そうに。この僕の何を見て、そんな御託を並べるんだい？」

			「そうだぜ。ラーゼン殿には恩があるがよ、その師匠にまで畏まってやる理由なんざねーんだ。そこまで自信があるならよ、一手ご教授願えませんかねえ！」

			　と、とうとうガドラに絡み始めたのである。

			　黙れ──とラーゼンは叫びたかったが、師であるガドラの目を見て、それを口にするのを止めた。

			　ガドラにとっては、この事態は想定内なのだ。サーレやグレゴリーを相手に、自分の実力を見せつけるつもりなのだと悟ったのである。

			（ならばまだ、事は穏便に済ませられる。師の思惑に乗るとしよう）

			　ラーゼンはそう考えた。

			　そして、会談の前の軽い運動とばかりに、ガドラ対サーレ＆グレゴリーの戦いが行われたのである。

			　訓練場にて行われた戦いだが、結果はガドラの圧勝であった。

			「ば、馬鹿な……」

			「なんて爺さんだ……。俺達コンビを相手に、疲れた素振りすら見せないとはよ。完敗だぜ……」

			　元〝三武仙〟としての誇りをぺキリとへし折るような、圧倒的なまでのガドラの強さであった。

			　ここで自分の力を誇示し、交渉をスムーズに進める──それがガドラの狙いだったので、サーレやグレゴリーの反応は予想通り。しかし、その先はガドラの想定と異なるものだった。

			「だが、あの悪魔ほどじゃないね」

			「それほどかよ？　だがまあ、俺が戦った犬だって、爺さんと同じくらい強く思えたぜ」

			「──む？」

			　ガドラに負けたというのに、やけにアッサリとその現実を受け入れるサーレとグレゴリー。その上、ガドラの強さを目にしたくせに、それに対する驚きが小さかった。

			（──ワシに匹敵する？　それどころか、ワシよりも強い悪魔じゃと……？）

			　思わぬ反応に戸惑うガドラだったが、サーレ達の言葉に負け惜しみめいた感情はない。であれば、それは本音であると思われた。

			　それを問い質そうとしたガドラだったが──

			「ガドラ様、その話も後ほど。先ずはガドラ様の質問にお答え致しましょう」

			　ラーゼンの言葉で、その場は締めくくられたのだった。

			


			＊

			


			　場所を応接間へと戻して、会談が再開された。

			「流石はラーゼンの師匠だな、正真正銘の化け物だ。俺なんかが勝てる相手じゃなかったぜ」

			　と、ヨウムが気軽に語る。

			　それに頷くのはグルーシスだ。

			「魔人ラーゼンの勇名は轟とどろいていたが、その師匠に関する逸話は少ない。ミュウランが言うには、魔法理論の新体系を築き上げた偉人って話だったが、あの戦いぶりを見れば納得だな」

			　と、興奮したように話している。

			　それもそのはずで、ガドラの魔法は素晴らしいものだったのだ。

			　相手の魔力に干渉し、魔法発動の妨害を行ったり、二種類以上の魔法を同時に発動させて、とんでもない効果や威力を発揮させたり。

			　それがデモンストレーションだとハッキリわかるように、派手な戦いぶりを見せつけられた。

			　サーレやグレゴリーの実力は、本気を出したグルーシスよりも遥かに上である。そんな二人が手玉に取られたのだから、ガドラの実力は疑いようもない。

			　そんな楽しそうな二人と対照的に、やられた二人は憮ぶ然ぜんとしている。しかしこの場では大人しく、警護任務に専念していた。

			「それで、どの様な要件だったのでしょう？」

			　ラーゼンが問う。

			「ワシが力を見せた理由じゃが、無駄な抵抗をさせぬ為であった。ラーゼンは知っておると思うが、ワシの怒りはルミナス教に対するものじゃ。それ以外には興味がない故、この国が帝国の侵攻に晒されて、無駄に被害を出すのも忍びないと思ってのう」

			　ガドラは何でもない感じで、恐るべき事を口にした。

			「帝国──」

			「マジかよ。俺が王様やってる時に来るんじゃねーよ」

			「全くだな。勝てるとは思えんし、ミュウランや俺の娘を危険に晒したくないな」

			「お前の娘じゃねーっての。あの子は俺の宝物なんだぞ！」

			「うるせー!!　血の繋がりはないが、あの子は俺の娘だぜ。俺はよ、これからは父親として生きるって決めたのさ」

			「勝手に決めるんじゃねーよ!!」

			　醜い争いをするヨウムとグルーシス。

			　ラーゼンが咳せき払ばらいして、馬鹿二人を黙らせた。

			「なるほど、ガドラ様の来られた目的は理解しました。我等を戦禍から救う見返りは、このファルメナス王国が帝国に寝返る事ですかな？」

			「左様。貴様とて、帝国の強大さは理解しておろう？　それに加えてワシもおるし、貴様が率いるファルメナスが我が陣営に加われば、ドワルゴンとて簡単に落とせよう。あの国は兵糧攻めに弱い。取引を停止してやれば、直ぐさま音を上げるだろうて」

			　それには当然、魔国連邦テンペストをどうにかする必要がある。ラーゼンはそれを指摘した。

			「それは不可能ですぞ、ガドラ様。今ではドワーフ王国と魔国連邦テンペストの間にも鉄道が敷かれており、高速輸送が可能となっております。我が国から食料輸出を絶ったとしても、彼の国経由で補給が賄えましょう」

			「じゃから、裏切れと言うておる。魔国連邦テンペストとて、食料自給率はそこまで高くあるまい。この国からの──」

			「ガドラ様」

			　無礼であるのは百も承知で、ラーゼンはガドラの話を遮った。ガドラの情報が古く、今の時代に追い付いていないと気付いた為だ。

			　現在の世界情勢は、以前とは比べ物にならぬほどに流れが速い。今の情勢で西側諸国を裏切るとなると、経済圏から弾はじき出される事に繋がる。それは即ち、国家滅亡を意味するのだ。

			　帝国の庇ひ護ご下かに入り、潤沢な支援が約束されるのだとしても、今ほどの栄華は望めない。

			　それほどまでにファルメナス王国は、西側──いや、魔国連邦テンペストの影響を受けているのであった。

			　ラーゼンはそれを説明した。

			「……なるほどのう。実は知っておったが、貴様の口から正味の話が聞きたかったのじゃ。しかし、魔王リムルは、天の軍勢を恐れておらぬのか？　無論、力があれば天使にも勝てるであろうが、それでも、せっかく作り上げたものへの被害は甚大となろう。帝国でも列車の導入は検討されたが、それが理由で見送られたのじゃが……」

			　大都市間を鉄道で繋ぐという構想を聞き、ガドラが漏らした言葉がコレだった。

			「リムル陛下は、被害を恐れてはいないのですよ」

			「そうだな。旦那は人的被害は嫌うが、それ以外は問題ないと考えてると思うぜ」

			「寧ろ、新たな仕事が増えて喜ぶかもな」

			　ラーゼン、グルーシス、ヨウムと、好き勝手な意見を述べた。

			　特に、ヨウムの言葉に重みがある。

			　人は、頼られる事に喜びを見出す生き物なので、自分が身に付けた技術を役立てたいと思うものなのだ。仕事がなくなり無駄飯ぐらいと思われれば、誰だってやる気をなくすだろう。

			　犯罪に走る者も出るかも知れない。そうならぬように新たな仕事を用意するのが、指導者──雇用する側の役目なのである。

			「各国への整備が終了してしまえば、残る仕事は維持や補修だけになる。そうなった時にどうしようって、リムルの旦那は悩んでいたからな。アレもしたい、コレもしたい。しかしその為には技術が追い付かないとか、飲んでる時に愚痴ってたぜ」

			「そんな時に天使の襲撃があれば、災害復興で特需間違いなしだな。そうなりゃあ、旦那は怒ったフリをしつつも、内心では喜ぶかも知れねーぞ」

			　などと、グルーシスまでヨウムに同調する始末。

			　サーレやグレゴリーは呆あきれたような表情を浮かべているが、否定する気はなさそうだ。

			「だが、いくら魔王とはいえ、人の領域である西側でそのように好き勝手な振る舞いをすれば、ロッゾ一族が黙ってはおるまい？」

			　ラーゼンの話は、ガドラが集めていた情報と一致した。しかし、まだまだ足りない部分がある。ガドラはこの際だと、ラーゼンから搾れるだけの情報を奪い取る事にした。

			　天の軍勢を待つまでもなく、ロッゾ一族が自分達の権益を守ろうと動く。事が経済にかかわる事であれば、軍事に頼らぬ妨害行為が行われるだろうと、ガドラはラーゼンへと問うたのだ。

			　勿論その意図は、ロッゾ一族の現状を探る為であった。

			　ラーゼンはその意図を正しく読み取り、ガドラの望む答えを返す。

			「ロッゾ一族はもうお終いですよ。ドラン将王国は健在で、そこに生き残りが集まっておりますが、今更評議会で影響力を持つなど不可能でしょう。周辺諸国が現在も取引を続けているのは、リムル陛下がそれを許したからです。ドラン王もまた、リムル陛下の軍門に降ったのです」

			　ラーゼンは事情を説明する。ついでとばかり、ファルメナス王国軍がどのように敗北したのか、その真相までも語って聞かせた。

			　そこでようやく、ガドラは自分が知らぬ情勢に驚く事になる。

			「……魔王リムルが一人で、ファルムス軍を滅ぼしたじゃと？　しかも、ロッゾ一族までも滅びたと申すか……。いや、待て！　あれが噂ではなかったとすると、日曜師グランは、グランベルはどうなったのだ!?」

			〝勇者〟グランベルは、ガドラが認める最強の男だった。その男が〝七曜〟の長だと睨にらんでいたからこそ、西側への大遠征計画を慎重に練っていたのである。

			　それなのに、ラーゼンはロッゾ一族が滅びたと言う。

			「それでは、〝七曜〟が滅びたという噂は……」

			「師よ、それも本当の話です。〝七曜〟はリムル陛下と敵対し、聖騎士団長ヒナタと争わせようと画策したのですが、その策が破られ破滅しました」

			　その言葉を聞き、今度こそガドラは絶句した。

			　ラーゼンは、〝七曜〟は全員が滅びたと明言したのだ。

			　あの日曜師グランまでも、枢機卿ニコラウスの手によって滅ぼされていた。それを知ったガドラは、自分の情報網の不ふ甲が斐いなさを嘆く。

			　グランベルが死んだのならば、ロッゾ一族が滅びたという話にも納得出来る。もっと早くその情報を掴んでいれば、大遠征の計画も大幅に見直せたのにとガドラは思った。

			　それと同時に。

			「あの小僧……知っておったくせに、ワシには黙っておったのだな……」

			　ガドラはユウキの顔を思い出し、忌々しそうにそう呟いた。それを伝えればガドラの復讐心が翳かげるとでも考えたのだろうが、ガドラからすれば面白くない話であった。

			「その小僧というのは、神楽坂優樹ユウキ・カグラザカですか？　我々もあの男には利用されましたのでガドラ様の心情は御察しします」

			　そう弟子から慰められて、ガドラとしては悔しいやら恥ずかしいやら、何とも言いにくい気分になった。

			　ラーゼンの話では、魔王リムルもユウキには苦しめられていたらしい。それでも現状は様子見との事で、完全な敵対関係という状態には至っていないと教えられる。

			（ユウキめ、まだまだワシに対して隠し事をしておるようだわい。それに……ワシの目的がルミナス教の壊滅である事は知っておろうに、西方聖教会に関する情報は曖昧なものばかりであったな。聞かれたら都合の悪い事でもあったのかのう……？）

			　自分が利用されていたと気付いたガドラは、この先どうしたものかと、ラーゼン達を前にして頭を悩ませる事になったのだ。

			


			＊

			


			「しかし困った。こんな話を聞いたからには、魔王リムルへの対応を考え直さねばなるまいよ」

			　魔王リムルは、ガドラの想定以上の脅威であった。

			　その脅威を、果たしてどうするのが正解なのか。

			　親友を騙して殺された恨みもあり、ガドラとしてはルミナス教への復讐を止めるつもりはない。

			　しかし、その最大の復讐相手であった〝七曜の老師〟は、既に全員が死亡してしまっていた。

			　こうなると、そこまで熱心に西側を滅ぼす理由がなくなる。

			　帝国とガドラの利害が一致していたからこその協力関係であり、それがなくなってしまえば、ガドラとしては帝国に義理立てする理由など何もないのだ。

			（──いや、まだあった。大元である、神──魔王ルミナスが残っておったな）

			　神を信じて死んだ友を思えば、神の名を騙る魔王を生かしておく訳にはいかない。そう考えたガドラは、決意を新たに作戦の続行を決める。

			　──いや、決めようとした。

			「ガドラ様、これは余計なお世話かも知れませんが、御止めになるのが宜よろしいかと」

			「ほう？」

			　ガドラの様子を窺うかがっていたラーゼンによって、ガドラの決意は水を差されたのである。

			「今でも儂は、貴方様の忠実な弟子だと自負しております。ですが、それ以上の忠誠を、とある御方に捧ささげているのです。彼の国と事を構えるならば、儂は貴方様の敵に回らねばならぬのです」

			「まさか、魔王リムルか？」

			「いいえ。その配下の御一人であるディアブロ様こそが、今の儂の主なのですよ」

			　その言葉に、ガドラは少なからず驚いた。

			　ラーゼンは自慢の弟子である。そんなラーゼンを従えるほどの人物が魔王の配下に甘んじている事が、にわかには信じられなかったのだ。

			「僕が口を挟むのもアレだけど、この場だからついでに言っておくよ。そのディアブロってヤツ──御方が、僕を負かした悪魔なのさ」

			　と、聞いてもないのにサーレが口にした。

			（ワシより強いという悪魔か。信じ難いが、ラーゼンをも従えたとあれば、嘘うそだとも言い切れぬのう）

			　それでも自分が負けるとは思わないが、ガドラはディアブロの名を胸に刻んだ。

			「ガドラ様、これもお教えしておきましょう。ディアブロ様は古き悪魔です」

			「そうじゃろうな。貴様を負かすのじゃから、古代種か。下手をすれば、滅多にお目にかかれぬ先史種やも知れぬのう」

			　しかも名持ちネームドとあれば、その実力は魔王を超えても不思議ではなかった。

			「いいえ、そんなレベルではありません。あの御方はもっと遥か上──」

			「〝悪魔公デーモンロード〟だって言ってたよ」

			「ばっ──ッ!?」

			　馬鹿なッ──と、ガドラは思わず絶叫しかけた。

			　悪魔には進化限界がある。

			　それが絶対のルールであり、その法則を外れた者となると、ガドラの知る限りたった一人しかいない。

			　上位魔将アークデーモンを超えた先、悪魔公デーモンロードへと至った者。

			　それこそが、最強にして最悪の魔王──〝暗黒皇帝ロード・オブ・ダークネス〟ギィ・クリムゾンその人なのだ。

			「ガドラ様、儂の主たるディアブロ様は、どれだけ生きているかを論じる必要などない御方です。その意味、貴方様ならば御わかりでしょう？」

			　ガドラの耳には、ラーゼンの言葉が遠く聞こえた。

			　信じられないし、信じたくない。

			　そんな気持ちのままに、ガドラがポツリと呟く。

			「──原初、なのか？」

			「はい」

			　ラーゼンの断ずる声が、非情にも届いた。

			　そうか──と、ガドラは迷える心を宥めすかしつつ、その話の真しん贋がんを見極めようと努力する。

			　そうであれば、ラーゼンが従う理由も当然だ。

			　また、原初が受肉したのならば、新たな〝悪魔公デーモンロード〟が生まれたとしても不思議ではなかった。というよりも、ラーゼン達の話が事実ならば、帝国の大遠征の計画を大幅に見直す必要が生じるだろう。

			　帝国を悩ませる原初の白ブランを見ても、その厄介さは語るまでもないのだ。

			（──いや、待てよ？　そもそも原初が受肉したのならば、どうして惨劇が起きなかったのじゃ？）

			　と、冷静になりかけたガドラだが、そんな事は重要ではないと、自らの考えを翻す。

			（待て待て。ディアブロとやらが原初かどうかなど、今は関係ないではないか。少なくとも、ラーゼンを従えたのは事実であるし、最低でも〝悪魔公デーモンロード〟なのは本当に──）

			　そして、ヨウム達の何気ない会話を聞いて凍り付く。

			「ディアブロ殿って、リムルの旦那の執事をやってるだろ。この前、列車の開通記念で祝賀に駆け付けたんだけどよ、その時にちょっと聞いたんだがな、自分で雑事をしたくないから、知り合いをスカウトしてきて部下にしたらしいんだわ」

			「ああ、その悪魔ヒトならチラッと見たぜ。旦那から外交武官を任されたらしくて、評議会で会ったからな。真っ白な髪で深紅の瞳が綺き麗れいでな、メチャクチャ美人だったぜ」

			　ガドラはへなへなと、力なく椅子にもたれかかった。

			（う、嘘じゃろう!?　それってまさに、原初の白ブランの特徴と一致しよるんじゃが……）

			　急に話が真実味を帯びてきて、ガドラからすれば悪夢にしか思えなかった。

			　ラーゼンを見ると、悟ったような顔で頷いている。

			「本当なんじゃな？」

			「師に対し、嘘など申し上げません」

			　ガドラは悟った。

			　ラーゼン達は真実を話しており、本気でガドラの為を思って戦争を止めるように説得しているのだ、と。

			「そんなにヤバイのか？」

			　それに対する返事は、その場にいる全員からの、無言の首肯であった。

			　それを見てガドラは──

			（あっ、シンジ達が既に仕出かしておるやも知れん！）

			　と思い出し、顔を青褪めさせたのだった。

			


			●

			


			　魔国連邦テンペストの首都〝リムル〟は、大勢の人々で賑わっていた。

			　大都会と呼ぶに相応ふさわしい盛況ぶりで、異世界出身のシンジ達から見ても、田舎臭さを感じさせない発展した都市であった。

			　ナスカの帝都はともかく、その周辺都市でさえも動物臭さが漂っていたというのに、この地ではそういう不快さを一切感じない。これはとても驚くべき事であった。

			「門を残して更地になっていると聞いたが、それはどうやら見間違いだったのかな？」

			「そんなわけねーだろうよ。自由自在なのか、諜ちょう報ほう員いんが幻覚でも見たのか」

			「……だとしたら、油断出来ない」

			　シンジ達三名は顔を見合わせ、もう一度気を引き締めた。

			　元素魔法：拠点移動ワープポータルでシンジ達を送り届けてくれたのは、魔国連邦テンペストを訪れた事のある人物、カガリである。

			　カガリは直ぐに戻ってしまったが、帰りに関しては心配ない。ガドラと合流し、彼の魔法で帰還する手筈になっていた。

			　それまでは無茶をせず、可能な限りの調査をするように命じられている。シンジ達とて馬鹿ではないので、その命令は言われなくとも順守するつもりであった。

			「カガリ女史、やっぱり美人だったな」

			「おいおいシンジ、そんな事を言ってると、彼女に捨てられるぞ」

			「彼女？　そんなのいないよ。いたらもっと、俺の人生だって華やかになるのに……」

			「え？」

			「……無駄だって。シンジは鈍感だから」

			　嘆くシンジを見て、マークとシンは肩をすくめる。

			　そんな呑気な会話を楽しみつつ、町の入り口で入国審査を受ける。

			　ユウキが用意してくれていた自由組合の身分証があったので、簡単な説明を受けただけで、思ったよりもすんなりと入国が許された。

			　それから宿を取り、情報収集という名目で町の観光も済ませて。

			　三人は驚愕していた。

			　シンジ達は〝異世界人〟として、この世界ではそれなりに優遇された能力チカラを保有している。だからと言って、魔王リムルほどやりたい放題していないし、出来ないだろう。

			　ユウキはかなり頑張って食事事情の改善を行ったり生活環境の改善をしており、それが帝国でも流通していたのだが、この国ではそれを軽く上回っていた。シンジはそうした事情に詳しかったので、驚くというより呆れたものだ。

			　たこ焼きやお好み焼き、焼きソバ。果ては、クレープやケーキと言った、様々なスイーツも。

			　その原材料をどこで入手したのだと言いたくなるような、高価極まりない品々までが店頭に並んでいた。

			　屋台や、喫茶店。食事処から、高級レストランまである。

			　食事に関する情熱さえ感じられるラインナップで、元の世界の味が再現されていた。最初は戸惑っていたであろうこちらの世界の住人達も、今では多彩な料理に慣れ親しんでいるようだった。

			　シンジなど、カレーライスを食堂で見た時は、涙を流して喜んだものだった。

			　トイレ事情も完璧。そして、宿屋の居心地も素晴らしい。

			　銭湯もあり、大衆の娯楽として根付いていた。

			「俺、この国に住もうかな？　なあ、帝国に戻るの止めない？」

			「おい！」

			「いや、スマン……冗談、冗談だって。怒るなよ、シンジ」

			「怒ってるんじゃなくてさ、真面目に検討してもいいかな──って」

			「……僕もここに住みたい」

			　三人は顔を見合わせ、溜息を吐いた。

			　三人は、帝国こそがこの世界で、文明の最先端を走っていると考えていた。

			　しかしこの国を知った今、それは間違いであったと悟ったのだ。

			　活気ある町の様子や、食べ物の美味しさ。

			　住み心地の良さに加えて、娯楽と文化の中心であるかのように、新しい遊びが次々に生まれている。

			　その遊びは元の世界では馴染み深いものばかりであり、過酷な環境で生きていた彼等にとっては、とても懐かしいものばかりであった。

			　帝国にも文化や娯楽はあったのだが、それは貴族の為のものであった。この町ほど自由ではなく、庶民が利用するには高額だったのだ。

			　それに比べると、この町は……。

			「いやいやいや、やっぱ駄目だろ」

			「だよな。ユウキさんから文句言われるだろうし、ガドラ老師は怖いし。戦争も始まるし……」

			「……敵前逃亡は銃殺」

			　そう。

			　間もなく、戦争が始まる。

			　この都市は明確な目標地点であり、戦禍を免れない。

			　帝国側の軍事力を熟知している三人にとって、この国が帝国に勝利する可能性など、考えるだけ無駄であると思えたのだった。

			　故に仕方なく、シンジ達は未練を断ち切る。

			　そして任務に忠実に、迷宮へと挑み始めたのだ。

			　………

			　……

			　…

			「〝勇者〟マサユキがようやく五十階層を突破したらしいけど、思った以上に楽勝だな」

			「ハハ、そりゃあそうだろう。ユウキさんが言うには、マサユキってのは実力は大した事がないそうだからな」

			「……でも、その能力スキルは馬鹿に出来ない」

			「だからだろ。半年以上もかけて、慎重になってたんだろうさ」

			　シンジ達は四十階層を進みつつ、軽口を叩き合う。

			　最初は警戒していた地下迷宮ダンジョンだったが、今では余裕だと緊張感も薄れていた。

			　危険を冒さぬように事前に情報を集めたのだが、どうもゲームの要素がテンコ盛りという感じに、シンジ達は感じていた。

			　シンはゲームと縁のない生活だったようだが、シンジとマークはゲーム大好き人間である。特にシンジはＲＰＧ愛好家であり、大学での研究の合間を見計らって、シリーズものの冒険ものに嵌はまるほどであった。

			　その知識を照らし合わせれば、この地下迷宮ダンジョンはふざけている、と言わざるを得ない。

			　何者かの悪意が、確実に挑戦者を狙い撃つのだ。

			　だがしかし、それもこれも知識ある者からすれば馴染み深いものであり……。

			　罠の察知はシン・リュウセイの得意とするところ。シンジからのアドバイスもあり、的確に罠を見破る事に成功する。

			　罠さえ何とかなれば、魔物の強さは大した事がなかった。

			「これ、挑戦者達は知識不足もあって、攻略に手間取っていたのかもね」

			「そうだな。俺もアスレチックって揶や揄ゆったが、まさにそれだよな。こんなの、製作者の悪意を読み解けば、意外と何とかなるもんだぜ」

			「……しかも、死なないしね」

			　情報収集の際、〝復活の腕輪〟の話は聞いていた。

			　受付でも、無料で一個配られている。これをしていれば、迷宮内で死んだとしても、入り口で復活出来るのだそうだ。

			　それを聞いた時、シンジ達は微妙な顔をしたものである。

			　何と言うか、シリアスな世界の中で、ここだけがギャグの世界であるかのような、何とも言い難い気分になったのだ。

			　問題は、ダンジョンの深さが不明な点だ。

			　一気に攻略を進めようにも、持ち運べる食料には限りがあった。

			　どれだけ準備すればいいのか戸惑うシンジ達だったが、受付で思わぬ説明が聞けたのだ。

			「ああ、そんな心配は不要だ。階段を見つけたら、そこに宿屋への出入口がある。有料だが、そこで泊まれるようになっているんだよ。なので、食料はそれ程気にしなくても問題ない。リムル様が仰るには、『オヤツは三百円まで』との事だ。意味はわからんが、大事な事なんだろう。そうそう、宿屋には商人も待機しているから、邪魔な物は買い取ってもらえるぜ？」

			　と、至れり尽くせりであった。

			　シンジとしては、『オヤツよりも、買取情報の方が大事だよ！』と叫びたい気分であったが、変な事を叫んで不敬罪だと言われたくなかったので、その場ではグッと我慢したのだった。

			　………

			　……

			　…

			　そして現在。

			　迷宮攻略を開始して、既に一週間が過ぎ去っている。

			　シンジ達三人は迷宮内の宿屋で寛くつろぎ、戦利品を眺めていた。

			「──っていうかさ、この数日でめっちゃ稼いだんじゃないか？　ここの宿屋、最低限の設備だけだとか言ってたけど、かなり快適だしな。その割に宿代は安いし、要らない装備を売った金が結構貯まっただろう？」

			　マークがご機嫌で質問する。

			　少し興味があるのか、シンも顔を上げた。

			　シンジは二人に応えるように、袋から金貨を取り出した。

			　その黄金の輝きに、三人の目が釘付けになった。

			　魔物や宝箱から出た様々なアイテム、それを売った金だけではない。

			　褒賞金として、金貨が数十枚に星金貨まで手に入っている。破格の報酬であった。

			「まあね。かなりの額が貯まったよ。あれから聞いた話では、最前線の攻略組でさえ五十階層を突破していないそうなんだ。攻略したのはマサユキの一行パーティだけらしくて、俺達が二番目だったそうだよ」

			　そのマサユキ達でさえ、現在は六十階層に留まっているらしい。他の者達は御察しで、四十階の階層守護者ボスモンスターに行く手を阻まれているそうだ。

			　そのお陰で、シンジ達が月間ＭＶＰに輝いたのである。

			「ああ、あの嵐蛇テンペストサーペントだろ。確かに強かったけど、俺達の敵じゃなかったな」

			　嵐蛇テンペストサーペントはA-ランクであり、高位の冒険者でも苦戦する魔物である。

			　危険な吐息ブレスでの範囲攻撃は、狭い部屋の中では凶悪だった。逃げ場がないので向かうしかないのだが、蛇の肉体は強靭で、巻き付かれたら一巻の終わり。

			　本来は油断ならぬ魔物なのだが、シンジ達からすれば、そこまで苦労せずとも倒せる相手だったのだ。

			　興味深いのは魔物の強さではなく、倒した後に手に入れたお宝の方であった。

			「この孔あなの空いた武器、これって何なんだろうね。これ、驚くような高値が付いたんだけど……」

			　その高額故に、怖くなって売るのを止めている。

			　これらの孔の開いた武器だが、四十階層付近からポツポツと出始めた。こんなものは帝国では目にした事もなく、シンジ達にはその価値がわからずにいた。

			　高値で売れるのだが、本当に売ってしまっていいものかどうか、判断に迷っていたのである。

			「何なんだろうな、この孔。俺の鑑定魔法でも結果は不明だったし、師匠が来るまで取っておいた方がいいかもね」

			「四十階層までは、あんな武器出なかったもんな」

			「……うん。ボス部屋か、五十階層付近の強力な魔物が落としたね」

			「うん、そうなんだけどね。でも実際には、町では珍しいけど流通してるみたい。三十階層以下の宝箱から、極ごく希まれに出るんだって」

			「まあな、確かに質はいいよな。だけどよ、それが理由でも、そこまで高くはなさそうだぜ？」

			「……何か秘密がある？」

			「多分ね。商人に聞いても、ニコニコするだけで教えてはくれなかったからね」

			「おいおい、怪しいな。やっぱ、爺さんが来るまで保留にしようや。それよりもよ、コレだぜコレ。見ろよ、コレ！」

			　そう言いながら、マークは牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュを取り出して、皆に見せびらかす。

			　美しい白銀の輝き。

			　ミスリルで造られた、至高の逸品。

			　特質級ユニークの武器で、五十階層の階層守護者ガーディアンが守っていた宝箱からの入手品であった。

			「ユニーク武器だぜ？　帝国でも、中々手に入れる事が出来ないぞ？」

			　マークはよっぽど気に入ったのか、バルディッシュに頬ずりせんばかりの勢いだ。

			　だが、凄いのは事実である。

			　帝国の帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンになれば、伝説級レジェンドの武具が貸与される。しかし、それ以下の将兵に対しては、上質で頑丈ではあるものの、魔法付与もされていない装備しか与えられていなかった。

			　特質級ユニークともなると、上級将校でさえも入手困難な代物だったのだ。マークが興奮するのも無理はない。

			「まあね。ユウキさんが言うには、帝国の武具って量産品らしいんだ。俺達じゃあ目にする機会も少ないけどさ、伝説級レジェンドだって全部同じ形をしてるそうだよ」

			「……それ、可能なの？」

			　シンがシンジに問うたのは、伝説級レジェンド武具の量産が可能なのかどうか、という話だ。

			　そんな事は不可能である──と、理論上は言われていた。

			「シンジよ、流石にそれは言いがかりだろう？　同じ形状ってだけで、量産品って事はないんじゃねえか？」

			　マークも不満だったのか、シンジの発言を笑い飛ばす。そんな事が可能なら、自分が手に入れた特質級ユニークの価値も下がると思ったのだ。

			「勿論、普通にやったって無理だよ。ガドラ師匠だって、〝魔鋼〟の量産すら難しいって言ってたからね。だけど、特殊な環境を維持出来れば、不可能じゃないらしいんだ」

			「……特殊な環境？」

			「ああ。常人なら即死、Ｂランクの者でも長時間で致死、Ａランク以上でようやく体調を崩すだけで済む、それほど魔素濃度が高い場所に武具を長期間──数百年から数千年──安置しておくと、武具進化の条件が整うらしい。後は、優秀な所有者が武具から認められれば、そこから独自進化が始まるんだってさ」

			「ないだろ、そんな状況」

			「……うん。僕もないと思う」

			「だよな？　だけど、ユウキさんやガドラ師匠は、あるって言うんだよね」

			「──で、それが可能だったら何だって言うんだ？」

			「いや、さ。このバルディッシュだって、もしかしたら量産されているんじゃないかって思ってさ」

			「まさか」

			「まさかと思うだろう？　でもさ、このバルディッシュにも孔が空いているんだよ。こんなの、天然では見た事なくない？」

			「ないな。何なんだろうな？」

			「……でも、綺麗な武器。形状は不気味だけど」

			　シンジとしては、別に文句を言いたい訳ではない。

			　マークが喜んでいるのを見て、羨ましくなった訳でもない。そもそも、バルディッシュのような大型の武器など、シンジやシンには扱えないのだ。

			　シンジはただ──

			「たださ、こんな武器を気軽に提供してる時点で、俺達の想像している以上に、この国がヤバイんじゃないかなって思えてね……」

			　シンジの言葉に、マークとシンも黙り込んだ。

			　実は二人も、同じ気持ちを抱いていたのだ。

			　バルディッシュを手に入れた直後など、受付で取り上げられるのではないかと、マークは心配していた。

			　迷宮内で手に入れたアイテムは、全て挑戦者の財産となる──という、ルールは聞かされていた。しかし、これほどの武器ならば国家が取り上げるのが普通ではないかと、そう考えてしまったのである。

			　そうなったらそうなったで、従うしかないのがマーク達の立場だった。

			　国家に依存して生きている以上、国家の決定に従う他ない。それこそが、どこの国にも共通するルールだからである。

			　そもそも、彼等の立場はスパイなので、事を荒立てるのはそれ以前の問題であった。

			　だが、結果は予想外。

			　おめでとう御座いますという拍手とともに、その場にいた係員達から祝福された。その上でなんと、賞金までくれたのである。

			　それこそが三人には、魔国連邦テンペストが異常である証明に思えてならなかった。

			「武器もそうだけど、異常だよねこの国」

			「驚きだよな。真面目にココを攻略する方が、お金も稼げるし、楽しめそうだし。というかよ、俺達に損がないよな。弱いヤツなら食っていくのがやっとだろうけど、俺達くらい強ければ──」

			「駄目だぜ、マーク。思い出せ、敵前逃亡は？」

			「……死刑」

			「──そうだったな。それがあったんだ。だけどよ、どう考えたってこっちの暮らしの方が楽しそうでな」

			　マークの言葉に頷くシンジとシン。

			　しかし、現実は厳しいのだ。

			　マークの言葉は魅力的だが、いつまでも夢みたいな事を言っている場合ではなかった。

			「戦争になったら、この国も被害を受けるだろうね」

			「──そうだな。この国が勝つなら、喜んで寝返るんだが。敵前逃亡に寝返りじゃあ、どこの国も受け入れてくれないわな」

			「……居場所がなくなると困るし、仕方ないね」

			　三人は溜息を吐き、甘い考えを捨てたのだった。

			　気持ちを切り替え、明日の攻略に思考を向ける。

			「明日から五十一階層に向かう訳だが、こっから先は〝死者の楽園〟と呼ばれているらしい。マークの牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュは聖属性の魔銀ミスリル製だし、不死系や死霊系への特効が期待出来るね」

			「それだよ。これも不思議なんだが、本当、ゲームみたいだよな。次のステージの攻略の鍵を、ボスが守っていてくれたんだからよ」

			「……しかも、段階的に強くなってる」

			　そんな二人の反応だが、シンジだって気付いていた。

			　ＲＰＧを一番得意としているのがシンジなのだから、そんな事は言われるまでもなく考えていたのである。だが、余りにも不気味過ぎて、敢あえて考えないようにしていたのだ。

			　思い当たる事は多々あった。

			　そもそも十の倍数階にいるという階層守護者ボスモンスターは、急激に強くなっていた。

			　最初は難易度Ｂランクの大きな蜘蛛ブラックスパイダーで、次はB+ランクの大きなムカデエビルムカデだ。

			　そして三十階層では、B+ランクの大鬼の狂王オーガロードが複数の配下を率いて現れた。魔物が連携を取るのだから、単純な強さだけでは対処出来ない難所となっている。

			　四十階層では前述の通りA-ランクの嵐蛇テンペストサーペントで、五十階層に出現したのは、人語を操る魔人──ゴズールと名乗る牛鬼族ギュウキであった。

			　このクラスとなると、百年に一度も発生しない。

			　災害級ハザード──ユウキが定めたランク別で言えば、Ａランクの魔物となる。

			　魔王配下の魔人に相当するような、危険な相手であった。

			　まあ、シンジ達が三人でかかれば、苦労はしたが倒せた。その気になれば、一人で相手をしても勝てるだろう。

			　しかし、忘れてはいけない。迷宮内では死なないから、強気な作戦が取れるのだという事を。

			「確かにな。あのクラスの魔物が五十階層を守護していたとなると、次は一気に強くなりそうだな」

			「……多分、決戦だね」

			　マークがシンジに同意し、シンも思いつめた表情で頷く。

			　ここまでは順調だったが、この先は厳しい戦いが待っている──と、三人の意見は一致した。

			「マークを中心とした戦術はこれまで通りかな。特効武器もあるし、いけるトコまで行ってみようか」

			「……だね」

			「こんなに強力な魔物だって、そうそう集められるものじゃないだろうしな。次の六十階層が最下層だと思うが、もしも違ったらゾッとするな」

			「いやいや、それはないっしょ」

			　と否定して見せるシンジだったが、実は嫌な噂を耳にしていた。

			　それをマーク達に教えるつもりはない。言えば必ず、彼等の士気が下がるとわかっていたからだ。

			　何しろその噂とは、迷宮が地下百階層まである、というものだったからである。

			（馬鹿げてる）

			　というのが、シンジの下した結論なのだった。

			　次なるボスに対する不安はあるが、それを気にしていても始まらない。

			　死ぬ事がないので、最終的には勝てるとシンジ達は考えている。しかし、この先は長期戦になりそうであった。

			「まあ、最悪でも死なないんだし、油断しないように頑張ってみるか」

			　シンジの言葉にマークとシンも頷いた。

			　目的は、最下層。

			　そこにあるという、研究施設の有無を確かめる事である。

			　それからシンジ達は方針を再度確認し、その日は就寝したのだった。

			　そして、三日経たった。

			　毒沼や、腐食地帯を攻略し、シンジ達は遂に五十九階層にある階段を発見した。

			　この階段を下りれば、地下六十階層。遂に、ボス部屋の手前まで到達したのだ。

			　五十階層まで七日で到達したのに、六十階層までで三日もかかっている。面積は小さくなっているが、難易度は桁違いに上がっていた。

			「覚悟はいいな？」

			「ああ」

			「……うん」

			　昨夜は十分に休息を取り、準備は万端である。

			　気力は十分。

			「この先にいるのは五十階層と同様、階層守護者ガーディアンと呼ばれているそうだ。知恵ある魔物だと考えて間違いない」

			「わかってる。昨日の死霊騎士長デス・ロードよりも厄介だろうさ」

			「……最初から全力でいこう」

			　この先のボスに対しても、冷静に対応すれば問題ない。三人はそう考え、静かに頷き合う。

			　そして──

			　慎重に扉に手をかけて、一気に押し開いた。

			


			●

			


			　時は少し遡る──

			　俺は自室にて、監視態勢の構築について検討していた。

			　現在、ソウエイとモスが放った諜報員が、ジュラの大森林の要所に待機している。それだけではなく、ファルメナス王国からイングラシア北部に至る海岸沿いを網羅し、果ては山頂各所にまで配置されていた。

			　それでも俺は、情報収集に不安が残ると思ったのだ。

			

	

　一番怖いのはタイムラグだ。

			　諜報員は二人一組で放っているものの、二人同時に殺害される可能性も考慮される。そうなった場合、その地点からの情報が途切れてしまうのだ。

			　人的被害も痛いが、情報の遅れは国家存続の危機を招きかねない。そうした事態が起きないように、ソウエイにはきつく言い聞かせて注意させていた。

			　監視員が発見された場合、殺されなくとも戦闘状態に陥る場合も考えられる。そうなってしまえば情報伝達は遅延するので、もっと安全に上手く機能する方法がないか模索していたのだ。

			　そこで俺は、魔法で監視出来ないかと考えた。

			　遠見系の魔法だが、呪術系統の中に存在する。しかしこれは、思ったよりも使い勝手が悪かった。対象の姿を確認する程度のものであり、伝達される情報量がそれほど多くなかったのだ。

			　その地点のみしか監視出来ないから、違う場所を見るには再度魔法を発動させる必要がある。

			　切り替えに時間がかかるし、その地点を相手が通り過ぎてしまえば意味がなくなると、融通が利かない魔法だった。

			　しかも、相手が魔法障壁を張っていた場合、それに弾かれて魔法は消失する。これでは、上位者を監視するなど不可能であり、実戦では使い物にならないと結論が出ていた。

			　だが、俺には当てがあった。

			　それは、〈物理魔法〉の〝神之怒メギド〟だ。

			〝神之怒メギド〟は、集めた水滴をレンズ状にして太陽光を収束させる魔法。この理論を流用すれば、監視魔法も作れるのではと考えた。

			　例えば、水玉を各所に浮かべて現地の様子を映すとか。これを転写させる事が出来れば、遠く離れた場所の様子も確認出来ると思う。

			　それが駄目なら、高高度に作ったレンズに映像を映し拡大させて、モニターへと映像を映し出せるようにする。

			　望遠レンズと、写真、そして情報を転写する仕組み。これを組み合わせて、監視衛星を魔法で作り出す──と考えれば、理解しやすいと思う。

			　一つ一つの原理を魔法で構築するのが大変そうだったが、〈物理魔法〉と〈精霊魔法〉、そして『空間支配』を利用すれば実現可能だと、智慧之王ラファエルさんが解答してくれた。

			　後は、細かい要望を智慧之王ラファエルさんに伝えるだけ。

			　それだけで、俺の望む通りの魔法が完成する。

			　この監視態勢が出来上がると、情報を集めるのが簡単になるだろう。

			　安全、そして確実。手に入る情報量自体も莫大になり、敵がどのように動こうとも、その動向を探るのが造作もなくなるハズだ。

			　この忙しい時に何をやっているのかと思うかも知れないが、これは非常に重要な事なのである。

			　情報を制する者は世界を制す──というくらいだから、戦だって制するのだ。

			　日露戦争中に行われた日本海海戦の際、連合艦隊司令長官東郷平八郎の指揮下で、日本海軍がロシアのバルチック艦隊を撃滅した。

			　この海戦における最も重要な課題は、敵艦隊と遭遇出来るかどうか、だったと言われている。

			　相手を捕捉し、迎撃する地点の予想。これが外れれば、この戦いが行われる事はなかった。その結果として、日本は負けていただろう。

			　つまりこれは、現在の俺達の状況にも当てはまる。

			　各所に戦力を分散させていたのでは、戦力数で劣勢な俺達が敗北する可能性が高い。帝国の動向を読み、最適地点に戦力を集中させられるかどうかが、勝利の決め手となるのだ。

			　逆に帝国が戦力を分散させた場合は、より詳細に作戦を練った上で各個撃破も可能となる。このように戦いを有利に進める為にも、そして何より俺達が確実な勝利を手にする為にも、この魔法の完成は必須であった。

			　──と、格好を付けて言ってみたが、実はコレ、試作段階まで完成していた。

			　智慧之王ラファエルさんに要望を出しているのは、もっと使いやすくして欲しいという、俺の細かい指摘なのである。

			　え？　自分でやらないのか？

			　馬鹿を言ってはいけない。

			　智慧之王ラファエルさんは俺の能力なのだから、これはつまり、俺自身が頑張っているのと同義なのである。

			　そう考えると、最近は働き過ぎかも知れない。疲れを癒す為にも、ちょっと一息入れようと思う。

			　そして俺は、久々にシュナが淹いれてくれた紅茶を楽しんだのだった。

			　そうして寛ぎつつ、完成した監視魔法を使ってみようかな、とか考えていると──

			『リムル様、至急報告したい事が御座います!!』

			　──という、ベレッタからの緊迫した『思念伝達』が届いたのだ。

			　………

			　……

			　…

			　その報告は、驚愕すべきものだった。

			　地下迷宮ダンジョンにて、二人目となる五十階層攻略者が出た、というのである。

			　ちなみに最初の攻略者は、言うまでもなくマサユキ達だ。今は戦争前で攻略を休んでいるが、彼等の到達記録は五十九階層となっていた。

			　マサユキ達のお陰で、迷宮は大盛況。

			　毎日毎日大勢の挑戦者が利用してくれており、俺達に富をもたらしてくれている。

			　勿論、挑戦者達にだってメリットはあった。

			　この一年で、彼等もかなり熟練度を高めていたのだ。

			　既に三十階層攻略組もボチボチと出始めたし、死戻り作戦ゾンビアタックや栄光の名の下に作戦イケニエおきざりプラン等と、死なないで済むという現象を利用した攻略方法も編み出されていた。

			　だがしかし、三十階を越えると初見殺しの罠だけではなく、魔物達も集団戦を取るようになる。邪道な攻略の仕方では、対処するのが難しくなってくるのだ。

			　ところが、挑戦者には実力派も存在した。

			　正攻法で攻める者達は出遅れていたのだが、技術は熟練するし装備も充実していく。それに伴って、その実力も高まっていた。慣れというのは恐ろしいもので、凶悪な罠であっても直感で回避する者が出始めたのである。

			　という感じで、ここ最近の最前線攻略組は、四十階層の階層守護者ボスモンスターまで迫っていた──のだが、ここで行き詰まっているのが現状だった。

			　四十階層の階層守護者ボスモンスターが、A-ランクの嵐蛇テンペストサーペントだったからだ。

			　俺が最初に出会った黒蛇で、対集団に効果的な吐息ブレス攻撃を得意とする。コイツにやられて装備を壊される者多数、涙目になって我が商店のお得意様になってくれていた。

			　そこで優しく、テンペスト印の装備品を貸し出してあげたりもしている。

			　壊したら弁償なので、これがまた良い儲けに。

			　いやー、黒蛇君ありがとう！

			　挑戦者達から、今までの稼ぎを根こそぎ奪う。そんな頼もしい、俺達に富をもたらす素晴らしい守護者だと思っていたのに……やられてしまうとは情けない。

			　しかも、五十階層の階層守護者ガーディアンまでやられたという。

			　マサユキ達の時はちょっとズルしているので、今回はかなりの実力者がやって来たという事になる。報奨金も取られちゃったが、それは宣伝費で十分に賄えた。

			　迷宮は新たな英雄の誕生で沸き返っており、いつにも増して大盛況という様相になっているようだった。

			　この五十階層だが、知恵ある魔人に防衛を任せていた。

			　牛鬼族ギュウキのゴズールと馬鬼族バキのメズールに、交代で守護するように命じていたのだ。

			　この二人は決して弱くないので、突破されるとは驚きである。

			　何しろ、暇さえあれば二人で競い合っており、創意工夫によって戦闘を工夫するようになっていた。力任せの馬鹿ではなくなったからか、戦い方にも工夫が見られるのである。

			　今ではいがみ合う事もなく、親友のような二人なのだ。

			　そんな二人が交互に守護する五十階層だが、突破した時にかなり凄い御褒美を用意してあったのを思い出した。

			　初回限定だが百パーセントの確率で、宝箱から武具がドロップする。

			　特質級ユニークの装備、ミノスシリーズだ。

			　迷宮の王、ミノタウロスから名前を取っている。これがなかなか出で鱈たら目めで、かなりの強さを誇るのだ。

			　武器ならば、牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュか馬頭魔人の戦槍ミノストライデントのどちらか。

			　盾はなくて、残りは各部位の防具である。

			　ここまで来る者は当分先になると思っていたので、まだ十組くらいしか用意出来ていなかったハズ。しかし、その品質は間違いなく一流品。クロベエの高弟達が、その技術の粋を集めて造り上げた逸品であった。

			　それが取られたのも問題だが、それよりも大事なのは、攻略者達の戦闘能力の方だ。

			　そもそも、ゴズールやメズールは名前を与えた事で強くなっていた。そんな彼等を倒せるくらいなら、我が国でスカウトしたいと思っていたのだ。

			　スカウトに応じてくれなかった場合、敵対する可能性もある。そうなると厄介なので、そんな危険な者達は監視対象にする予定であった。

			　そういう理由で、ゴズール達が倒されたら緊急連絡が入る手筈になっていた。

			　それが、今のベレッタからの連絡だったのだ。

			　………

			　……

			　…

			『それで、状況は？』

			『はい。突破者は三名。全員がユニークスキル保持者でした』

			　もしかしたら知り合いかな──と考えた俺の予想だが、アッサリと覆された。

			　たった三人でゴズールを倒した上に、ユニークスキル持ち。しかも、今まで活躍していた者達ではなく、つい最近やって来たばかりの新参者だった。

			　平時ならばともかく、戦争前夜という現状から考えれば、エサに釣られてやって来たスパイであるという可能性が濃厚だ。

			　きっちりと情報を集める必要がある。

			　そんな訳で俺は、監視魔法の練習予定を中止して、迷宮の中に用意された司令室に向かったのだった。

			


			＊

			


			　中に入ると、ラミリスとヴェルドラがいた。

			　ディーノとベスターは、今日はお休みらしい。

			　ディーノはともかく、ベスターはここ最近お疲れのようだったし、ゆっくり休んでもらいたい。

			　ラミリスとヴェルドラは元気一杯だ。

			　この二人には、疲れるという概念がない可能性がある。

			　いわゆる、子供体力というヤツだな。

			　興味がある事をやっている間は、全く疲れないのだろう。

			「お、来たね司令！　状況は今のところ、変化なしであります！」

			　何がどう変化ないのかわからない。

			　多分、適当にそれらしい事を言っているだけだろう。

			　大画面に映し出された映像を見た。

			　そこには確かに、三人の若者が映っている。

			　破竹の勢いで階層を踏破しているようだ。そして、その戦い方は特殊を極めていた。

			　明らかに異常な投擲力で、空気を掴んで投げている者がいる。

			　空気圧縮弾とか、そんな感じなのかな？　人の力では絶対に不可能だろう。

			　ガッシリとした体格の大柄な男で、茶色の髪をしていた。彫りの深い顔立ちであり、タンクトップにジーンズという出で立ちだ。

			　そう、タンクトップにジーンズ。これだけ見ても、〝異世界人〟だと思える。

			　残る二人を見てみよう。

			　黒ずくめのローブで全身を隠した小柄で痩せぎすの男が一人と、もう一人は鎖帷子くさりかたびらの上から白衣を着た青年だ。

			　白衣。そう、白衣なんだ。

			　研究室とか病院でよく見かける、ありふれた白衣。しかし、こちらの世界ではそんなに流通していない。

			　白衣の青年は、黄色人種ふうの顔立ちである。

			　どう見ても、日本人っぽい。

			　黒ローブはともかく、タンクトップと白衣は〝異世界人〟だと思えた。

			　それはともかく。

			　大画面の中では、戦いが続いている。

			　今度は大物──新たに六体の死霊狼デスウルフが参戦し、三人を襲撃していた。

			　普通の人間には反応出来ない速度で、死霊狼デスウルフが一気に距離を詰めたのだ。

			　遠距離では一方的に攻撃を受けるだけだと、死霊狼デスウルフは判断したようである。ここ、五十階層以下では、出現する雑魚でさえ高い知能を有している。

			　ちなみに、死霊狼デスウルフは一体でさえB+ランクであり、六体も群れれば厄介極まりない存在であった。しかも死霊系のモンスターなので、聖属武器ホーリーウェポンや魔法武器マジックウェポンでない限り、物理的なダメージを受けないという特徴があった。

			　肉体は魔素で構築されているので、吹き飛んだとしても直ぐに再生してしまうのだ。対策手段を持たないと勝てないという、とんでもない魔物なのである。

			　油断していると一気に食い殺されるのだが……。

			「舐めるなよ、犬ッコロが！　うぉりゃああッ!!」

			　と叫んだのは、先程まで空気を掴んで投げつけていた茶髪だ。今度は背負っていた禍々しい戦せん斧ぷを構えて、大きく振りぬいている。

			　その一振りで、三匹の死霊狼デスウルフが光の粒子になって消え去ってしまう。

			　ああ、それ！　その禍々しい戦斧、見覚えがあると思ったら、牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュだ。

			　特質級ユニークの武器ともなれば、当たり前のように魔力を帯びている。つまりは魔法武器マジックウェポンの一種であり、余裕で死霊系にもダメージが通る。その武器の持つ魔力だけでも、魔物にダメージを与える事が可能なのだ。

			　しかも牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュは、素材にもこだわりがあったハズ。確か、魔鋼に銀を混ぜた特注品である、魔銀ミスリル製にしていた。これは聖属性であり、不死系や死霊系に大ダメージを与える特化武器となっていた。

			「ああ、牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュなら、死霊狼デスウルフなんて一撃だわ」

			「うむ。あの武器は、ゴズールが落としたものだな。拾った武器を馴染みの武器のように扱っておる、あの者の戦闘センスも良さそうだぞ」

			　俺の呟きに、ヴェルドラも頷いた。

			　彼等の戦いぶりを眺めながら、今までの経過についても話を聞く。

			　ツマミとしてポテトが欲しい今日この頃だった。

			　どうやら今までの戦闘でも、ほとんどあの茶髪が敵を倒して終了だったらしい。

			　実際に自分の目で見ていて、納得した。

			　茶髪は確かに強いのだ。

			　それでは、各種罠はどうなっていたのか？

			　これについては、黒ローブが速やかに発見し、その位置を仲間に教えていたようである。

			　巧妙な罠や、初見殺しの陰険な罠も、五十一階層からが本番だ。

			　見ていると、黒ローブが罠の位置を的確に指し示す。

			　これが彼のユニークスキルなのだろう。まさに、迷宮を攻略するのに欠かせない人物と言えそうだ。

			　最後の白衣は、今までで出番は一度だけ。ゴズール戦の時だけなのだそうだ。

			　ヴェルドラ達の説明では意味不明だったので、智慧之王ラファエルさんに頼んで迷宮から過去の記録を読み取ってもらった。すると、確かに不思議な行為をしていたようだ。

			　懐から注射器を取り出し、仲間二人に打つ。

			　その直後、ゴズールの動きが急速に鈍った。

			　何らかの状態変化を与えたのだろうか？

			《解。毒です。解析結果によると、個体名：ゴズールの受けた攻撃は、神経毒によるものでした。部屋に毒ガスが充満し、耐性を持たぬ者の動きを阻害した模様。現在は影響ありません》

			　ああ、毒ガスね。

			　それも、その場で自由自在に、相手に合わせて調合可能なようだ。

			　動きの鈍ったゴズールは、茶髪の良い的だった。

			　しかし、トドメを刺したのは白衣だ。懐から銀色に輝くメスを取り出して、的確にゴズールの首筋の血管を切り裂いたのである。

			　この白衣が、三人のリーダー格だった。

			　ほとんど出番がなかったのではなく、司令塔の役割を果たしていたのだろう。

			　そして、その腕も悪くない。いざという時には戦力になるので、前衛の茶髪も自由に動けるという様子だった。

			　実にバランスの取れた、良いパーティだと言えそうだ。

			　その時、部屋の扉をノックする音が聞こえた。

			　静かに扉が開き、シュナが部屋に入って来る。

			　話題の三人の、登録情報が記入された用紙を持って来てくれたのだ。

			「こちらが三名の、入国時の登録情報になります」

			　そう一礼して、シュナが俺に用紙を手渡してくれた。

			　シンジー：二十三才、魔術師マジシャン

			　マーク：二十六才、戦闘士ウォーリア

			　シン：十七才、狩猟家ハンター

			　その用紙には、彼等の名前と職業が簡潔に記入されていた。

			　出身地は、帝国側の小国となっている。

			　地下迷宮ダンジョンの噂を商人から聞いて、腕試しにやって来た──と、入国目的には記されていた。

			　いやいや、どう見ても嘘だろう。

			　智慧之王ラファエルさんからは、三人の解析結果が提出されている。ベレッタも言っていた通り、三人はそれぞれがユニークスキルを所持しているようだ。

			　そんな三人がパーティを組んで、同時期にやって来る。こんなの、信じろという方が無茶だった。

			　彼等が申告している職業にも、少し気になる点があった。

			　魔術師マジシャンとは、二系統以上の魔法をマスターした上位職だ。シンジーの場合、〈精霊魔法〉と〈元素魔法〉を習得しているらしい。かなりの素質があると言える。

			　戦闘士ウォーリアも同様で、武器術と格闘術の両方を極めねばならない。この場合、基礎としての格闘術、扱う武器は最低一種類という事になる。

			　剣なら剣術、弓なら射術、中には投げナイフや投石などの投擲術というのもある。こうした数々の武器の中から、自分に相性の良いものを選ぶ。それを扱えるようになるのが、武器術の極意だ。

			　マークの場合は、格闘術に投擲術と矛術に長けている様子。かなり多才だと思われた。

			　最後の狩猟家ハンターに至っては、魔物を狩る者の最高峰と言われていた。

			　射術の中でも弓に特化した弓術まで極め、技術アーツの中でも難易度の高い〝隠形法〟を扱えねばならない。更には、『危険察知』の能力スキルを習得している必要があり、才能だけでは狩猟家ハンターの職に就く事は出来ないのだ。

			　討伐ギルドに属する者達からは、最も頼りにされる職業なのだった。

			　この世界は、探索系で必須とされる罠や魔物を発見する技能を持つ者は少ない。そんな状況なので、狩猟家ハンターを名乗れる者とは狩猟民族出身者くらいしかいないのだ。とても難易度の高い職業なのだった。

			　なかなか珍しい職業の者が三名、パーティとしてやって来た。これはどう考えても、疑って下さいと言っているようなものである。

			「やはりこの三人が、エサに食い付いたスパイっぽいんだけどな」

			「はい。ですが、このように堂々と自分の身分をひけらかすものでしょうか？」

			　俺の呟きを拾ったのは、影の薄いディアブロだ。

			　俺の魔法開発の相談に乗ってくれており、新型監視魔法の実験を楽しみに待ってくれていたのだが、今回の招集で中断されたのでとても不機嫌そうにしている。その恨みを画面の中の三人にぶつけそうな目をしていたが、判断力は正常だったか。

			「あ、それは俺も疑問だったんだよね。陽動って線も考えたけど、町の治安は落ち着いているんだよ」

			　確かに疑わしいパーティなのだが、記載されていた情報があまりにも正直過ぎるのは確かだ。

			　馬鹿正直に本当の事を書くだろうか──という疑問は、俺達を疑心暗鬼にさせる為の巧妙な作戦なのかも？

			「リムルよ、考え過ぎであろう。正直が一番だと、貴様も常々言っておったであろうが」

			「そうだよ？　そんな事よりさ、今は挑戦者をどう持て成すかが大事だと思うワケ！」

			　いやあ、いいね君達は。能天気で。

			　悩みなんてないんだろうなと、俺はヴェルドラとラミリスが羨ましくなった。

			　まあいいや。

			　真相はどうであれ、要注意なのは間違いないのだ。

			　白衣の黒髪の青年が、シンジー。

			　というか、シンジーって偽名だな。どう考えてもシンジだろう。

			　茶髪がマーク。

			　空気弾を投げているだけでなく、魔物の死体だろうが、落ちている石だろうが、とにかく、掴めるものならば何でも投げられるようだ。

			　生きている魔物を投げ飛ばして骸骨戦士を二匹同時に粉砕したのには、見ていて思わず茶を噴出しそうになった。

			　戦闘士ウォーリアというのは本当だろう。牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュを巧みに操り、死霊を次々に倒していた。

			　黒ローブがシン。

			　コイツ、間違いなく罠を見抜く目を持っている。

			　最初は『危険察知』かと思ったが、危険な場所を全て事前に回避しているのを見ると、どうやらそれもユニークスキルの恩おん寵ちょうであると思われた。

			　本来、五十階層階以下では、魔物の強さよりも凶悪な罠の方が脅威となる。

			　不死系の魔物は呼吸の必要がないので、不自然にならぬように空気成分の調整を行っている。無酸素部屋とかも用意したので、不用意に足を踏み込むだけでも即死という凶悪さなのだ。

			　他にも、毒の水、酸の沼、腐食ガスの部屋、等々。

			　肉体だけでなく装備にまでダメージを与える、非常に嫌らしい罠の数々が挑戦者達を待ち受けていた。

			　製作者の性格が透けて見えるような陰湿な罠だが、そんな危険な罠で攻略を妨げるというのが、五十階層階以下のコンセプトだったのである。

			　ところが、罠を完全に見抜かれたら意味がない。

			　また、方向感覚も抜群らしく、回転床などにも騙されずに、簡単に最短距離を進んでいる。

			　明らかに、迷路が意味を為していないのだ。

			　多少の怪け我がならば、白衣の青年シンジーが治療してしまうし。毒も分解してしまうので、大した効果が期待出来ないみたい。

			　たった三人とは言え、攻略に特化したような者達だったのだ。

			　そうして、三日が過ぎた。

			　俺、ヴェルドラ、ラミリスの三人は、シンジー一行の攻略っぷりを嬉き々きとして眺めていた。

			　いや、決して自分達が攻略する際の参考に、などと考えている訳ではないよ？

			　そこはほら、強者の戦いぶりを素直に賞賛しているのだ。

			　ディアブロは部屋の片隅で読書中だし、シオンはシュナにお菓子の作り方を教わっている。

			　そしてシュナが、俺達三人にお茶のお代わりを注いでくれた。

			　今日のは紅茶だが、林檎の香りが心地いい。

			「ところでリムルよ、あの者共がエサに食い付いたと言っておったが、それはどういう意味だ？」

			　ん、何の事だ──と思ったら、三日前の会話かよ。

			　恐竜並みに鈍感な感じだが、ヴェルドラだから仕方ないか。

			「それは気にしなくてもいいよ」

			「水臭いではないか。我に話すがいい」

			　普段はこういう事を気にしないくせに、今日はやけに粘るな。まあ、いいけど。

			「それじゃあ言うけど、実はさ──」

			　と、俺はヴェルドラに説明する事にした。

			　エサに食い付いたというのは、そのままの意味だ。

			　避難訓練を追加した。その理由は、町をそのまま地下迷宮ダンジョン内に隔離するという、とんでもない荒業が可能になったからだ。

			　ラミリスの固有能力『迷宮創造チイサナセカイ』は、本当に凄いものだった。階層の入れ替えが可能なのは知っていたが、地上部にある都市そのものさえも、階層の一つとして入れ替え可能だったのである。

			　一度隔離したら二十四時間は固定となるけど、水や空気の心配は必要ない。というか、太陽も見えるので、住民の心的負担もそこまで大きくなさそうだ。

			　勿論、とんでもなく大きな力が必要となるのだが、そこはそれ。ヴェルドラさんがいる。

			　そういう訳で、戦争時には町を隔離する方向で作戦を立案していたって感じだ。

			　──で、それを何度か練習したのだが、それこそがスパイに対する撒き餌となっていた。

			　地上部に迷宮への入り口となる門だけを残したのだから、怪しい事この上なしだろう。絶対に調査が入ると、ベニマル達との打ち合わせで結論が出ていたのだった。

			「なるほどね。師匠のお陰で、アタシもパワーアップしたもんね！　それが役立っているようで何よりさ」

			「クックック、そうか。我のお陰か。なるほどな」

			　ヴェルドラが褒めて欲しそうに俺を見ている。

			　めんどくせーって思ったが、ヴェルドラのお陰なのは事実だ。

			「いやー、とても助かってますよ、ヴェルドラさん」

			「クアーーーッハッハッハ！　そうであろう、そうであろうとも！　では、そのケーキ、我が貰ってもよいな？」

			　良くねーよ！

			　俺が楽しみにとっておいたヤツだよ。

			「それでは、私の分をどうぞ」

			　おお、ディアブロよ、ありがとう！

			「悪いな」

			「いえいえ、リムル様の為でしたら、このくらいはどうという事も御座いません」

			　何という頼もしさだ。

			　ここは素直に、ディアブロの好意に甘えるとしよう。

			　ケーキを楽しみつつ、大画面に目を向ける。

			　すると、挑戦者一行が六十階層の階層守護者ガーディアンに挑もうとしていた。

			「スパイとわかっているんなら、捕まえた方がいいんじゃないの？」

			「いや、彼等の実力も試したいしさ、どこまで行けるか見ておこうと思って。賞金を払うのは痛いけど、結構盛り上がっているし問題ないかなって」

			　最悪、逮捕して取り戻す、という手もある。

			　ここは気前よく払ったと思わせて、散々利用させてもらうつもりだ。

			「流石はリムルよな」

			「汚い！　やっぱアンタ、天才の発想よね！」

			　ヴェルドラとラミリスから褒められたが、嬉しくないのは何故だろう。

			　そんな俺達をシュナが呆れたように眺めている。

			「しかしさ、失敗したな。まさか、牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュが一発目で出るとはね。あれ、聖属性だから、不死系や死霊系へダメージが極大アップなんだよね」

			「初回限定サービスとか、ちょっと調子に乗ってたよね……」

			　六十階層の守護者は、アダルマンだ。

			　死霊の王ワイトキングだった頃のように挑戦者を迎え撃てと、〝不死王イモータルキング〟を名乗らせる事にしたのだが……。

			　アダルマンの強さは軍勢を率いる事で発揮される。単体ではゴズールやメズールよりも弱いので、今回も残念な結果になりそうな気がした。

			　しかも、アダルマンは死霊ワイトなので、聖属性や光属性に滅法弱いのだ。

			　マークが牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュを持つ以上、アダルマンが勝利する可能性は低そうだった。

			　アダルマンには色々とアドバイスをしていたが、この階層では罠が主役だった。

			　ボスの強さにはそれほど期待していなかったからこそ、挑戦者に弱点武器を与えても問題ないと判断してしまったのだ。

			　アダルマンには悪い事をした。

			　残念ながら、彼ではこの三人を止められないだろう。

			　まあ俺のせいかもしれないけど、そこは許してもらいたい。

			　──という訳で、七十階層の守護者に期待しようと思ったのだった。

			


			●

			


			〝不死王〟アダルマンは、自分の領域に侵入者が出た事を悟り、肉の付いていない唇を捲り上げる動作を行った。

			　微かに歯が擦れて、小さな音を立てる。分かり難いが、アダルマンとしてはニヤリと笑ったつもりなのだ。

			「ご機嫌が宜しいようですね、アダルマン様」

			　アダルマンに声をかけたのは、遥か昔、アダルマンの腹心だった男だ。

			　元聖堂騎士パラディンで、名をアルベルトという。

			　アダルマンが罠に嵌められ死んだ後も、ずっと付いて来てくれている。

			　リムルの配下となり末席に加わった直後、アルベルトは骸骨剣士スケルトンという低級の魔物になっていた。存在が消失しなかっただけでも儲けものというくらい、か弱い存在に落ちぶれていたのだ。

			　当然、喋る事など出来るハズもない。

			　それなのに、今のアルベルトは流暢に会話していた。

			　何故なのか？

			　その理由は非常に簡単だ。

			　今のアルベルトは骸骨剣士スケルトンなどではなく、その数段階進化した先にいる死霊騎士デスナイトでもない。

			　もっと上の存在──死霊聖騎士デス・パラディンだったのだ。

			　彼は死霊でありながら、肉体を持たない。しかし、生前と変わらぬ姿で立っていた。ただし、青い鬼火が周囲を飛んでいるし、肌が青白いので、生きていない事は明白なのだが。

			　アダルマンは生前の肉体に未練がなく、寧ろ骨のみとなった今の姿を気に入っている。しかしアルベルトは違う考えだったらしく、死霊騎士デスナイトよりも膨大な魔力を得た事で、今では自在に魔素による肉体を構築出来るようになっていた。

			　アルベルトには、生前の姿に思い入れと誇りがあったのである。

			　爽やかな──死霊が爽やかというのも変な話だが──容貌の青年の姿である。

			　その身は禍々しい装備に守られており、アルベルトが只者ではないとひと目で理解出来た。

			


			

			


			「うむ、機嫌はいいとも。アルベルトよ、お客が来たようだ」

			　その言葉に、アルベルトも嬉しそうに頷く。

			「なるほど、やっと来ましたか」

			　全てを理解し合える間柄である二人は、少ない会話で心が通じ合う。

			「うむ。遂にこの時が来た。我等に安寧を与えて下さった、魔王リムル様のお役に立つのだ。これだけの力を与えられた今、以前のような失態は許されぬと知れ」

			「無論ですとも。このアルベルト、十分に心得ておりますよ」

			「フッフッフ、余計なお世話というものであったな。余も興奮しておるのか、ついつい饒じょう舌ぜつになってしまったわ」

			　そして二人は、顔を見合わせて嗤い合った。

			　そしてもう一体。

			「グギュオオオォォォ──ンッ!!」

			　凶悪狂暴な咆ほう哮こうが死の都に轟く。

			「そうか、お前も楽しみなのだな。良かろう。今日は存分に、その力を振るうがいい。我等が〝神〟に、忠誠の証を立てるのだ!!」

			　静かに、そして重厚に。

			　三者の熱気がその場を埋め尽くす。

			　アダルマンの信仰は一度死に、新たな神として魔王リムルがその座を占めていた。

			　手痛い敗北から数ヶ月。

			　リムルの為に役立ちたいと望み、たった数ヶ月でアダルマンは、全盛期をも上回る死霊の王ワイトキングの力を取り戻していた。

			　それほどまでに、アダルマンの信仰心はあつい。

			　リムルからすれば、そんな信仰心は過剰で暑苦しいとしか思っていない。

			　それどころか『ゴメン、君達では勝てそうもない』とか考えており、既に次の守護者に期待している始末なのだが、そんな事とは知らぬアダルマン達は、とてもやる気になっていた。

			　今度こそ──いや、これからは全て。

			　敗北など許されず、勝利を捧げ続けねばならない。

			　やる気に燃えるアダルマンとその仲間達は、間もなくやって来るであろう愚かな侵入者へと、慎重に対策を講じ始めるのであった。

			


			●

			


			　激しい戦闘が始まり、一瞬で終わった。

			　実に激しい戦いであった──と感想を陳のべたいが、余りにもあっけなさ過ぎて言葉が出ない。

			　退屈になった時に備えてトランプを用意したりしたのに、それらの出番は全くなかったのだ。

			　結果は、アダルマンの圧勝である。

			　唖然とする程、鮮やかな勝利だった。

			　挑戦者達が弱かった訳ではないし、病気や怪我をしていた訳でもない。

			　体調は万全だったみたいだし、本人達のやる気も十分だった。しかし、それら全てをアダルマン達が上回ったのだ。

			　今回の挑戦者はかなり強かった。

			　スキルの解析も終了しているが、アダルマンよりも強そうに思えた。

			　三人ともＡランクオーバーで、それぞれがユニークスキルを保持している。

			　シンジーはユニークスキル『医療師ナオスヒト』という、非常に珍しい能力スキルだ。これは、微小な構造体であるウイルスを操作する事が出来る。生物ならば、体内から壊す事も出来る模様。空気成分を操作して、微細攻撃体ウイルス毒を散布したりも出来るみたい。

			　ぶっちゃけ、とんでもなく強力な力だった。対生物戦なら無敵なんじゃなかろうか？

			　顕微鏡で見なければ判別出来ない極小サイズの攻撃群を視認出来なければ、その時点でシンジーに勝つのは無理だろう。

			　当然、治癒だって行える。医療用ナノマシンよりも優秀なので、汎用性という意味でも凄まじく優秀な能力スキルであった。

			　続いてマークだが、その力はユニークスキル『投擲者ナゲルモノ』という。

			　手に持てるモノならば、何でも投げる事が可能みたい。魔物を投げていた事からも、持ち上げられるモノに関しても、この能力スキルが適用されるらしい。

			　重力操作系の魔法と組み合わせれば、下手な質量兵器よりも厄介になりそうだ。対個人というより、対軍に特化した方が有効に活用出来そうだな。

			　最後にシンの能力スキルだけど、これは便利な力の詰め合わせだった。

			　ユニークスキル『観察者ミエルヒト』──『直感回避、危険察知、罠察知、魔物察知、気配察知』という具合で、シンジーの微細攻撃体まで視認出来る模様。これに個人の戦闘能力が加わる為、とにかく逃げるのが上手い。素早い上に、罠にもかからない。迷宮の天敵であった。

			　大体こんな感じ。

			　美味しそうな能力スキルは参考にさせて頂くとして、だ。

			　単体でも優秀なのに、三人の相性もいい。そりゃあ、強いというものだった。

			　この三人ならアダルマンに勝つと俺が思ったのも、無理のない話だったのだ。

			　ところが、だ。

			　アダルマンのヤツは、この数ヶ月の間で大きく成長していたらしい。

			　というか、自我のない魔物ならば、初期配置の状態から戦闘能力が大きくは変化する事はない。何十年も生き延びていたら話は別だが、数年では変化しないものなのだ。

			　ところが、アダルマンとアルベルトときたら──

			「──っていうか、どういう事だ？　どうしてアダルマン達が、あんなに強くなっているんだよ!?」

			　というか、あの竜は何なんだ？

			　ボスの間には、アダルマンとアルベルト、そして、見た事もないような邪悪な竜が一体いた。体長は十メートル近くあり、禍々しい瘴気を放っている。

			　どっからあんなのを連れて来たんだ……。

			　俺が国外視察とかで町を留守にしていた間に、一体何が起きていたのやら。

			「へへへ、ビックリしたでしょう！　実は内緒にしてたけど、リムルがあの子達に装備をあげたじゃん？　あれがすっごい嬉しかったみたいで、あの子達はメチャクチャ頑張って修行してたのよさ！　それでねそれでね、迷宮内って魔素の濃度が高いじゃん？　その魔素を取り込む事で、アダルマンとアルベルトは、以前の力を取り戻したってワケよ！」

			　と、ラミリスがドッキリ成功！　みたいな感じで俺に告げた。

			　確かによく見ると、アダルマンは死霊ワイトから死霊の王ワイトキングへと進化していた。同じ骨だし衣装が豪華だから気付かなかったが、魔力が大変な事になっている。

			　そしてもう一人のアルベルトだが、死霊騎士デスナイトを通り越して死霊聖騎士デス・パラディンとかいう上位の魔物に進化している。

			「死霊の王ワイトキングや死霊聖騎士デス・パラディンって、上位魔将アークデーモン並みの魔素エネルギー量なんだな……」

			「クアーーーッハッハッハ！　小物は小物なりに、我等の役に立とうと頑張っておるわ！」

			　簡単に進化していると言ったが、想定以上に強化されていた。

			「それで、あの竜は？」

			「あれ、リムルは知らなかったの？　あれはアダルマンのペットだよ？」

			　ペット……？

			　うーん、そう言えば……アダルマンがペットを飼いたいとか言っていたような気がする。まさかそれが、こんなに邪悪なドラゴンだったとは。

			　その竜は、死せる魔物の頂点たる死霊竜デス・ドラゴンだった。シュナ達にも馴染みがある相手らしく、俺も知っているものと思っていたらしい。

			　これは俺にも落ち度がある。報告・連絡・相談ホウレンソウって、本当に大事だと思った次第だ。

			　そんなこんなで、肝心の戦いの内容なのだが。

			　これはもう、多くを語る事がない。

			　アダルマンは玉座から動かず。その左手には死霊竜デス・ドラゴンが鎮座したまま。

			　一人だけ前に出たアルベルトが、そのまま全員を倒してしまったのだ。

			　マークが持っていた牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュなど、その真価を発揮する暇もなかった。同じく特質級ユニーク武器である怨嗟の剣カースソードによって受け止められ、マークはそのまま斬って捨てられている。

			　シンはそれを見て唖然となり、一瞬の隙が生じた。それを見逃すアルベルトではなく、消えたかと思える速度でシンへと一撃を加える。それだけでシンも終わった。

			「は？」

			　と驚くシンジーだったが、大慌てでアルベルトに向けて神聖魔法：霊子聖砲ホーリーカノンを放った。聖騎士ホーリーナイトが得意とする魔法で、一般的には扱える者が少ない。登録時の申請にも記載されていなかったので、これはシンジーの奥の手だろう。

			　速攻に適した魔法であり、これはアルベルトに直撃した。

			　避けられそうにも見えたのだが、アルベルトの油断だろうか──なんて思ったのだが、そんな心配は不要だった。避ける必要がなかったから、アルベルトは動かなかっただけだったのだ。

			「嘘だろ!?」

			　と驚くシンジーへ向かい、アルベルトが剣を振り下ろした。

			　これで終了であった。

			　──って、アルベルトだって不死系魔物アンデッドなのだから、聖属性が弱点だろ？

			　と思った人は、俺と一緒の感想だ。

			　間違っていない。

			　どうしてアルベルトが無事だったのかと言うと、その原因はアダルマンにあった。

			　それこそがアダルマンの奥の手──エクストラスキル『聖魔反転』だったのだ。

			《告。『聖魔反転』とは、個体名：アダルマンの編み出した秘奥義です。この能力スキルの効果で、〝聖〟と〝魔〟の属性を入れ替える事が可能となります》

			　アダルマンのこの能力スキルにより、アルベルトは魔属性から聖属性へと変わっていた。

			　装備には影響を及ぼしていないが、アルベルトが死者なのは変わりない。精気を吸われる事もないので、属性が変わったところで何も問題なかった模様。

			　味方を対象とした場合、抵抗レジストされる心配はない。

			　聖なる死者とか何の冗談だよ──と思ったが、アダルマンの『聖魔反転』によって、これは現実のものとなったのである。

			　アダルマン達は死霊なので、各種属性攻撃には耐性を持っている。物理攻撃に関しては、ほとんど通用しないレベルなのだ。

			　そんな彼等が、弱点である聖属性を克服してしまった。これはもう、普通の挑戦者達には手の施しようがない状態だと言えよう。

			　俺が教えた魔法を使うまでもなく、アダルマン達が勝利したのである。

			　そういう感じでシンジー達三人はアッサリと敗北し、光の粒子になって退場してしまったのだった。

			


			＊

			


			「我が神リムルよ、ご照覧頂けましたでしょうか？　我等が勝利は貴方様の為に!!」

			　そう声高に叫ぶアダルマンを眺めながら、俺は思った。

			　アダルマン達って、六十階層を守る戦力にしては過剰過ぎるよな、と。

			　確かにアダルマンには、パーティ相手にはパーティで挑むように言ったよ？

			　それに、俺の言いつけはちゃんと守っていて、攻めて来た相手より多勢にはなっていないとも。

			　でもさあ、これは詐欺でしょう。

			　何なの？

			　特Ａ級──災厄級カラミティが三体同時に出現とか、どこぞの小国なら滅亡するレベルじゃねーか。

			　この調子では、他にも隠している事があるハズだ。

			　落ち着いたらラミリスへ尋問するとして、今はアダルマン達を労うとしよう。

			「よくやったな、アダルマン！　離れているとアレだし、この司令室まで来てくれ」

			「お、おおおぉ！　ありがたき幸せ、直ぐに御身の側まで馳せ参じましょう！」

			　かたっ苦しいのは相変わらずだな。

			　まあ、アダルマンらしいけど。

			「アルベルトも話せるようになったんだな。一緒に連れて来てくれ」

			「承知しました。それで、死霊竜デス・ドラゴンは──？」

			「それは流石に留守番で」

			「ハハッ！」

			　死霊竜デス・ドラゴンが悲しそうな様子だったが、ここは心を鬼にして却下だ。

			　十メートルとか、デカ過ぎるんだよ。

			　地下百階層にあるヴェルドラ専用の大広間ならともかく、ここ司令室は、そこまで広くないのだ。可哀かわい相そうだけど、諦めてもらった。

			　俺はシオンに、アダルマンとアルベルトの為に紅茶を用意するように命じた。するとシオンは、真面目な顔で俺に問うてくる。

			「骨なのに、飲めるのでしょうか？」

			「……」

			　そうだね、そうだよね。

			　アルベルトは受肉？　したっぽいけど、アダルマンは骸骨のままだったね。

			　でもまあ、香りを楽しむくらいは出来るかな？

			「こういうのはさ、気持ちだよ」

			「そうですか、承知しました！」

			　なんて事を話しながら、アダルマン達の到着を待つ。

			「お待たせ致しました、リムル様！」

			「御尊顔を拝謁出来ます事、心より感謝しております」

			　アダルマンとアルベルトが、俺達の前に跪く。

			　大画面を通さず近くで見れば、本当に同一人物かと疑えるほどに力を増していた。

			「うむ、大義である。アルベルトとか言ったか、貴様の腕前は中々のものであった。そしてアダルマンよ、守護者としての働き、実に見事だ。これからも励むが良いぞ！」

			「うんうん。これからも頼んだよ！」

			　俺が声をかけるよりも早く、ヴェルドラとラミリスが激励してしまった。こういうのは先に言わないと、どんどん何を言うべきか悩ましくなるものなのだ。

			　ま、ここは無難に。

			「いや、ホント。久々にお前達を見たから、あまりの成長ぶりにビックリしたよ」

			　成長というか、進化だよね。

			　あの三人はかなり強かったから、お前達では厳しいかもと思っちゃってて──という言葉は、グッと飲み込んだ。思っていても言わない方がいい、そういう場合だってあるのだ。

			「「ハハァ──ッ!!」」

			　感極まるアダルマン達。

			　ちょっとした罪悪感を押し流すべく、俺は彼等に椅子に座るよう勧めた。

			「実に、実に良い香りです。他の方からの提供であれば、嫌みと受け取ったでしょう──」

			　あ、やっぱり？

			　飲めない人には酷だったか。

			「──ですがリムル様からのお誘いとあらば、この香りだけで心が癒され、身体からだの疲れが取れる心地です」

			　それなら良かったけど、それを淹れたのはシオンなんですけどね。

			「──美味い。甘露の如く、甘く香しい。至福のひと時を与えられ、このアルベルト、感謝の念に堪えません」

			　大おお袈げ裟さだよ、君達……。

			　アルベルトの方は魔素で肉体を構築しているっぽい。

			　迷宮内だから可能な、仮初めの受肉だな。

			「アダルマンも、アルベルトみたいに受肉しないのか？」

			「──え？」

			「いや、そうすりゃあ、紅茶だって楽しめるんじゃないかなって」

			「た、確かにそうかも知れませんが、私の場合はこう、雰囲気重視と言いますか……」

			　なるほど、よくわからんが、アダルマンなりのこだわりがあるのか。ならば、俺が口を出す問題ではなさそうだ。

			「そういう事なら、無理強いはしないさ」

			　という事で、話を変える。

			「ところで、エクストラスキル『聖魔反転』だが、着眼点が素晴らしいな。あれを開発しただけでも、君の頑張りがよくわかるよ」

			「ありがとう御座います！　あれは、ベレッタ殿にも協力して頂いたのですよ。それと──」

			　何気なく変えた話題で『聖魔反転』について聞いてみたのだが、驚くべき話が聞けた。なんとこれには、ルミナスまでかかわっていたらしい。

			「ルミナス様が、『詫びじゃ』と申されまして、秘儀の一つである『昼夜反転』を授けて下さったのです。これを、ベレッタ殿のユニークスキル『天邪鬼ウラガエルモノ』によって改造を施した結果、見事に会得に至りました」

			　との事だった。

			　ルミナスが言った『詫び』とは、〝七曜〟の暴走を見逃した事を指すのだろう。

			　グランベルが何故、有能なアダルマンを排除しようとしたのか。これに関しては、俺なりの推論があった。

			　グランベル以外の〝七曜〟は、その地位を脅かされまいと必死になって、アダルマンの排除に動いたのだろう。だがグランベルは、その程度の罠を乗り越えてこそ、自分の役に立つと考えたのではなかろうか。

			　アダルマン達は腐肉竜ドラゴンゾンビと戦い、相打ちとなった。これはもしかすると、グランベルにしても不本意だったのかも知れないな。

			　その程度の敵を倒せねば、人類の守護者になるなど不可能──と、そういう事だったような気がする。

			　あの孤高な姿──グランベルの最期を見たからか、俺はそんなふうに思えたのだ。

			　しかし、それを口にするのは野暮というもの。

			　いつか、アダルマンは自分で気付いて欲しい。そう願いつつ、俺はまたも話を変える。

			「それは素晴らしい。ルミナスにも後で礼を言っておくとして、アダルマン！」

			「ハッ！」

			「お前なら、今現在七十階層を任せている階層守護者ガーディアンに勝てるな？」

			「──と、申されますと？」

			　戸惑うアダルマンに向けて、俺は丁寧に説明する事にした。

			　………

			　……

			　…

			　今現在、六十一～七十階層はゴーレムゾーンとなっていた。

			　無機質で、疲れ知らずの兵士。特殊型の領域守護者エリアボスには、試作の銃器まで備えたヤツもいる。

			　罠の種類としては、地雷を筆頭とした凶悪なものが多い。しかし、死亡するほどのものではなく、回復術師の修行場としての意味合いも大きい設定となっている。

			　そして、階層守護者ボスモンスターとして設定しているのが、聖霊の守護巨像エレメンタルコロッサスを改造した新型機だ。

			　カイジンの手伝いもあって、ベスターが遂に完成させたのだ。

			〝魔鋼〟による高い防御力はそのままに、小型化と軽量化に成功。軌道性能は大幅に上昇し、操縦席の保護にも万全の配慮が為されている。

			　コイツには自我がないが、操縦者が乗り込む事が可能な造りになっていた。また、『思念』による遠隔操作も可能という優れもの。

			　今はベレッタが、遠隔で操縦していたハズである。

			　遠隔操縦ならば、微細攻撃体ウイルス毒だろうが関係ない。鋼の肉体には、牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュだって通じない。また、装甲は積層式になっており、暴風大妖渦カリュブディスの楯じゅん鱗りんによる『魔力妨害』も機能していた。

			　完全無敵の、鋼の守護者。

			　それこそが、聖霊の守護巨像エレメンタルコロッサス改め、魔王の守護巨像デモンコロッサスだったのである。

			　シンジー達では、七十階層を突破出来ない。俺はそう確信していたのだった。

			　………

			　……

			　…

			　ところが今回、アダルマン達の戦いぶりを見た事で、俺の考えも変わった。

			「ヴェルドラ、アダルマンと魔王の守護巨像デモンコロッサス、どっちが強いと思う？」

			「うむ。間違いなく、アダルマンだな」

			「だろ？　そういう事だよ、アダルマン。お前を七十階層へと昇級させる事にした」

			　やはり、か。

			　ヴェルドラもそう思うのなら、俺の見立ても間違っていないな。

			《解。個体名：アダルマンと魔王の守護巨像デモンコロッサスの戦力比は──》

			　あ、うん。

			　こういうのは雰囲気なんで、細かい数字は大丈夫です。

			「お、おおおおおっ──ッ!!　リムル様からの期待に応えるべく、このアダルマン、更なる努力を惜しみません」

			「不肖アルベルト、我が主アダルマンを全力で支える所存です」

			　俺の前に跪き、アダルマンとアルベルトがそう宣言してくれた。

			　ちょっと目を離したら、強さが大きく変動していた。

			　魔王の守護巨像デモンコロッサスだって弱くはないんだが、正直、ボスとしての貫禄が弱い。

			　それに何より、また壊されたらたまらない。ちゃんと〝魂〟を封入する形で運用しないと、ラミリスの力の対象外のままなのだ。壊された時に復活するかどうかなど、気軽に実験出来ないのである。

			　あれで自我があったら、話は違ってくるのだが。

			　もしくは、誰かが実際に操縦するとか？

			　いや、いっその事、憑依してもらえればアイテム扱いじゃなくなる可能性も……。

			　残念ながら、そういう予定はない。なので、アダルマン達を昇級させても何の問題もないのである。

			「よし！　それじゃあ今日付けで、五十一～六十階層と六十一～七十階層の入れ替えを行ってくれ」

			「了解、任せてよ！」

			　という事で、迷宮内の入れ替えが行われる事になったのであった。

			


			＊

			


			　アダルマン達を褒め称えて、階層の入れ替えを決定した。

			　これで用件は終わりなので、アダルマン達に退出を命じようとした。

			　しかし、その時。

			「お話の区切りが良いようですので、報告したい事が御座います」

			　と、大人しかったディアブロが発言した。

			「なんだ？」

			「実はですね、我が下僕たるラーゼンから〝魔法通話〟が入りまして、リムル様に至急申し上げたき議があるとの事。何でも、ラーゼンの古い師匠とやらがやって来たらしく、その者がリムル様への謁見を願い出ているらしいのです。名前はガドラと言うらしいですよ」

			　ふーん、知らないな。

			《告。幾つかの魔導書に、著者名として記されていた人物かと》

			　有名人だったらしい。

			　ラーゼンも、かなり有名で優秀な大魔法使いとの事だったけど、その師匠となるともっと凄いのか。

			　興味はあるから、会ってみてもいいけど。

			「それって、罠なんじゃないの？　今は帝国との決戦前夜だし、この時期に面会ってのが、疑わしい事この上ないって言うかさ」

			「その通りです！　そんな怪しい人物などに、リムル様がわざわざ会ってやる必要などありません！」

			　俺以上に、シオンの警戒心がＭＡＸだ。

			　その言い分もわからなくはない。時期が時期だし、俺の親衛隊を名乗る以上は、無用な危険から俺を守るのも任務の内なのだ。

			　俺は少し警戒感が薄いので、こういう面では部下達の意見に耳を貸す方がいいと思っていた。

			「そうですね。ラーゼン如きの意見など、イチイチ聞いてやる必要もありません。私が話を聞いてやる必要もないでしょう」

			　ディアブロはもっともらしい感じで言っているけど、自分が面倒なだけだろう。

			　秘書二人が反対なら、この話はなかった事に──と言いかけて、アダルマンがソワソワしているのに気付いた。

			　そうか、今のアダルマンの気持ち、俺にもわかるよ。

			　上司との打ち合わせの際、話が終わって退出しようって時に、来客や電話があったりするんだよ。上司の邪魔は出来ないから大人しくしているけど、時間だけが過ぎていくやるせなさ。

			　帰りたいのに帰れない──社会人あるあるだよね。

			　え、俺だけ？

			　まあ、そんな話はどうでもいいのだ。

			「アダルマン、悪かったな話がそれて。お前達はもう退出していいぞ」

			「あ、いえ！　我等への気遣いなど不要なのですが、それよりもですね……」

			「ん？」

			「実はその、あのですね……」

			「うん」

			「今の話にあったガドラと申す者なのですが──」

			「はい」

			「私の友ではないかと、そう思った次第でして」

			「は？」

			　俺が思わずアダルマンを見詰めると、アダルマンは焦ったように挙動不審になっていた。

			　いや、お前が裏切り者だなんて思ってないよ。そう声をかけたくなるほどの動揺っぷりである。

			　ディアブロには返事を保留させて、アダルマンから詳しい話を聞く事にした。

			　ガドラとアダルマンは、千年以上前に親友だったらしい。それなら寿命で亡くなっているのではと思ったのだが、ガドラは大魔法使い、自ら編み出した秘法を以って、生き延びていても不思議ではないのだと。

			　そもそも、神秘奥義：輪廻転生リインカーネーションを施し、アダルマンを救った人物こそ、ガドラその人なのだそうだ。

			　ラーゼンという名にも心当たりがあり、ガドラの古い弟子──高弟の一人なのではないかとの事だった。

			　他にも色々と話を聞くにつれて、どうやら本人で間違いなさそうな気がしてきた。

			「ディアブロ」

			「承知しました。日時を調整の上、会談の用意を整えます」

			　流石は有能な方の秘書だ。名前を呼ぶだけで、俺の意図を悟ってくれた。

			　駄目な方の秘書も文句はないようだし、俺はガドラに会ってみる事にしたのだった。

			


			●

			


			　シンジ達三人は、六十階層で敗北した後、死に戻りというのを初めて体験した。

			　戻った先では、大勢の者達から労いや叱咤激励、ふざけんなという罵声から、あれは仕方ないという慰めまで、幅広い言葉をかけられた。

			　迷宮内での戦闘の様子は独占中継されており、シンジ達の挑戦は人気を博していたのである。

			　無論、放映を許諾するかどうかは任意契約なので、断る事だって出来た。しかし、二つの理由から、シンジはこの契約を受ける事にしたのである。

			　一つ目は、放映料の一部が支払われるから。

			　二つ目は、有名になれば身の安全が保障されると考えたからであった。

			　ここは敵のお膝元なので、名前が知られる方が暗殺などされにくい。それに、放映されるのはボス戦だけとの事だったので、道中まで気を張る必要はない。貰もらえる金額はかなりの額になりそうだったし、シンジとしては断る理由がなかった。

			　シンジの決定に、他の二人からも文句は出なかった。そこで契約に応じたのだが、その結果が今の周囲の反応である。

			「残念だったな。もちっと修行して、また挑むんだな」

			「いやいや、アレは無理だって。何だよ、あの化け物は。剣の速さは尋常じゃなかったし、玉座に座っていた骸骨なんて、伝説級の魔物だろう？」

			「多分だが、死霊の王ワイトキングだろうぜ。大悪魔だって目じゃない、死を統べる災厄そのものさ」

			「それを言うならよ、あのドラゴンは生きてたのかい？　飾りには見えなかったんだが、あれも戦闘に加わるんなら、正直言って人間には勝ち目なんてないぞ？」

			　等々、質問も多数寄せられていた。

			　シンジ達はそれらを笑ってやり過ごし、どうにかこうにかその場を退避する。

			「まあ、勇者様に期待だな」

			「これでアンタ達も、マサユキ様と記録が並んだって訳だ。もしも勝つつもりでいるんなら、マサユキ様が戦争準備で忙しい今の内に、あのボスを何とかする方策を見つけるんだな」

			「そうだぞ。俺はお前達の勝利に賭けてたんだ。次こそ頼むぜ！」

			　という声を背に、シンジ達は自分達の宿へと戻ったのだった。

			　宿屋に入るなり、三人はベッドの上に倒れ込んだ。

			「おい、どうする？」

			「どうもこうもないよ。ちょっと休ませて」

			　マークがシンジに声をかけたが、シンジは疲労困憊だった。勢い込んでボス戦に挑んだものの、五十九階層までが可愛かわいく思えるほどの難易度だったのだ。

			　六十階層では、出現する雑魚でさえ統率が取れていた。死霊騎士長デス・ロードと呼ばれる意思ある魔物が、配下の兵を従えて襲ってきたのだ。

			　それらを何とか倒し、ボスの間まで辿り着いたのだが、その結果は惨さん憺たんたるものだった。

			「……ユウキさんに報告する？」

			　シンに指摘され、シンジはようやく身体を起こした。

			　ベッドに座り、溜息を吐くシンジ。

			　マークとシンも身を起こし、三人は向かい合うように座り直した。

			「報告も何も、あれは無理だろう。裏ゾーンがあれほどハードだったとはね」

			「おう、五十九階層までは順調だったよな。だけどよ、六十階層はありゃあ何なんだ？　死霊騎士長デス・ロードが死霊騎士デスナイトを率いて、小隊規模で徘徊してやがったぞ。あんなもん、一般兵クラスでは殺されるだけだろうが！」

			「まあね」

			「……あれはヤバかった。あの階だけ、急に守りが厳重になった。僕達を倒した騎士だけじゃなく、玉座にいた骸骨と死霊の竜、あの三体が裏ボスなんじゃないかと思うよ」

			　と、三人は勢いよく話し始める。

			　興奮しているのか、相手の事など気にする様子もない。

			　昨日までの余裕など、今日一日で消し飛んでいた。

			「しかも、あの骸骨ボス。玉座に座ってたヤツだけど、あれって死霊の王ワイトキングだぜ。上級の鑑定魔法を使える者なら、その正体を見破れたみたいだけどね。でもさあ、画面で見るのと本物は違うだろうよ！」

			「全くだ。ぶっつけ本番であんなヤツに出てこられたら、こっちとしてはたまったもんじゃねーって話よ」

			「……正直、二度と挑みたくない」

			　シンの意見には、残る二人も同意見であった。

			　死霊の王ワイトキングは、戦いに参加すらしていなかった。王者の貫禄を見せつけるように、その玉座から動かなかったのだ。

			「表ボスらしき牛頭の魔物も、Ａランク相当の強さだったんだ。あの強さを基準にしても、六十階層は強化され過ぎだろう？」

			「……あれは酷かったよね。多分、五十階層までは油断させていたんだよ」

			「でも、これで確信したよ。あんなに強力な魔物が守っているんだし、あの迷宮には何かある」

			　シンジがそう断言する。

			「まあな。あのアルベルトと名乗った騎士、出鱈目に強かったもんな」

			「装備からして違ったよ。マークが戦っている隙に鑑定を試みたんだけど、ビックリする事に特質級ユニークの逸品で固めてた」

			「それでか。俺の牛頭魔人の戦斧ミノスバルディッシュなら、武器ごと相手を叩きのめせると思ってたぜ」

			「そもそもさ、拾った武器がボスに通じるなんて、ゲームの中だけの話だったんだよ……」

			「そりゃあ、そうだよな。ちょっと思い上がってたよな、俺達」

			「……うん」

			　そこで三人は顔を見合わせ、深々と溜息を吐いた。

			　三人はそこまで話すと、ようやく少し落ち着いた。

			　自分達でお茶を用意し、一息つく。

			「明日、もう一回挑戦してみる？」

			「──本気か？」

			「……あれは、無理。何度やっても負ける」

			「だよなあ」

			「勇者ってのは、ユウキさんが話してたマサユキだろ？　運が良いだけの少年って聞いていたが、六十階層に挑戦したのかよ？」

			「いや、してないみたいだよ。順調に攻略を進めているらしいけど、一度も死んでいないみたいだね」

			「じゃあ、他のヤツ等は？」

			「上位層が、五十階層に挑戦中との噂がある。だけど、放映契約を結んでいないらしくてさ、放送された最高記録は、マサユキが挑んだ五十階層のみ。その他は、四十階層が数組って感じみたいだね」

			　放映契約を結んでも、各階層で追跡される事はない。カメラがあるのは、十の倍数階のボス部屋のみ。その他にも、イベント等で取材班が同行する場合もあるらしい。

			　そういう状況での六十階層挑戦だった為、シンジ達は一気に時の人となっていた。次々に記録を塗り替えるので、それが賭けの対象にもなっていたようだ。

			「多分、マサユキには裏事情を知らされてるんだろうね。六十階層には裏ボスがいるってさ」

			「それじゃ、俺達が負けたのも仕方ねーな。そんな強力なのが二体に、もう一体ドラゴンだぜ？　バランスが悪すぎるよな、あの迷宮」

			「……五十階層までは、それなりにバランス良かったんだけどね、やっぱりあれが裏面のボスなんだね。あの先には町があるはずだよ」

			　三人はそう語り合い、自分達を慰める。それから、今後の事について話し合いを始めた。

			「これだけ目立っちまったら、スパイ活動は無理だぜ」

			「それは問題ないって。前も説明したけど、この方が俺達は安全なんだよ」

			「……迷宮の調査しかしてないしね」

			「それじゃあ、ガドラ様が来るのを待つか？　俺達だけじゃあ、何度挑んでも無駄だぜ？」

			　それとも、修業でもするか？　──と、マークが冗談めかして言う。

			　シンジはそれに、苦笑して答えた。

			「あの先に何かあるのは間違いないし、それを守る守護者も異常な強さだったと、ユウキさんには伝えようか」

			「それなら、迷宮の広さも伝えとけよ。何らかの魔法による拡張だろうけど、人工建造物ではあり得ない広さと深さだっただろ？」

			「……他の階層に比べても異常な戦力だ──っていうのも忘れずにね」

			　マークとシンからもそう言われて、シンジは素直に頷いた。

			「わかってるって。それじゃあ、連絡が終わったら観光でもしますか」

			　そうと決まれば、早速行動だ。

			　三人は気持ちを切り替え、夜の街へと繰り出したのだった。

			


			＊

			


			　シンジ達は一度郊外に出て、手順通りに報告を開始した。

			　簡素に纏まとめた報告書を、ユウキ宛てに転送する。それから十分ほど経つと、ユウキから〝魔法通話〟が繋がった。

			『やあ、元気そうで何よりだよ』

			『昨日までは元気でしたが、今日は最悪ですよ』

			『アハハ、散々だったみたいだね。で、今後の予定はどうするつもりだい？』

			『師匠次第ですね。俺達だけじゃあ六十階層の突破は不可能ですし、密かに潜入しようにも、迷宮内はそういう場所じゃありませんので』

			『だろうね、了解だよ。それで、一つだけ聞きたいんだけど』

			『はい？』

			『君の感じたままでいいから、その六十階層のボスはどの程度の強さだったんだい？』

			　どの程度というのは、シンジ達のみで通じるやり取りだ。

			　帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンと比較して、相手がどの程度の序列に相当するのか、という意味なのである。

			　ユウキの質問に考え込むシンジ。

			　シンジは、軍団内での序列強奪戦には興味がなかった。それほど出世欲のないシンジとしては、序列強奪戦には参加した事などなかったのだ。

			　ユウキには拾ってもらった恩もあるし、色々とお世話になっていたので、シンジは恩返しのつもりで部下になっている。犯罪組織に手を貸すのが嫌だったので、シンジは軍属となる道を選んでいた。そして、ユウキが軍団長になった途端、元の所属部署である機甲軍団から混成軍団へと異動したのである。

			　そうしたシンジのような考え方をする者が、〝異世界人〟の中には何名かいる。力を見せびらかさず、大きな責任を与えられないように、適当に暮らす者達だ。

			　そんな者達の実力はハッキリとしないので、近衛軍が本当に最強集団なのかは謎なのだが、名目上、この集団が帝国における最強集団であるのは間違いない。

			　序列を目安にするのは、ある意味で当然なのだ。

			『そうですね、少なくとも上位五十位以内ですかね。下位の奴等では話にならないと思いますよ』

			『それは、アルベルトという騎士一人に対してかい？』

			『はい。あ、参考になるかどうかわかりませんけど、俺は以前、従軍医師として上位魔将アークデーモンの討伐派兵に参加した事があるんです。その時にチラッと見ただけなんですけど、今日見た死霊の王ワイトキングが、だいたい同じくらいの魔素エネルギー量に見えましたよ』

			『もしかしてそれって、〝紅に染まる湖畔事変〟の事かい？』

			『あ、はい。それです』

			『了解。とても参考になったよ。それじゃあ、ガドラ老師と合流するまで、ゆっくりと過ごすといい』

			　ユウキのその言葉で、〝魔法通話〟が終了した。

			　………

			　……

			　…

			〝紅に染まる湖畔事変〟とは、帝国領土内で発生した忌むべき事件の一つとされている。

			　美しい湖に隣接する属国が帝国に反旗を翻し、自主独立を叫んだ。その時、戦力に劣る彼の国王が取った手段こそが、惨劇の引き金となったのである。

			　それは、禁忌とも呼べる悪魔召喚の秘術。

			　王は、従え得る最強の悪魔の召喚を命じ、宮廷魔術師団はそれに応えた。

			　その結果、悪魔召喚にて出現した上位魔将アークデーモンにより、小国は滅ぶ事になったのだ。

			　人口一万人にも満たない小国で、帝国に楯突いても勝算などあるはずもなく。それでも王が独立を決意したのには、それなりの理由があった。

			　一人娘であるその国の王女を、帝国の貴族が愛妾として所望したのが原因である。

			　帝国は強大であり、小国の動向にまで皇帝が心を配る事などない。全ての領土は皇帝の所有物であり、貴族がその管理を任されている。

			　属国の扱いなど、その貴族の胸三寸となっていた。

			　地方の支配を任されている辺境伯が、皇帝の威を借りて暴虐を行う、そんな事件など、帝国内ではよく見る光景なのだった。

			　悪魔の望みは、王国の王女。

			　王は断固として拒否したが、悪魔を見た瞬間に精神を壊されて狂ってしまった宮廷魔術師長が、この悪魔の要望に応えてしまった。

			　悪魔は邪悪な笑みを浮かべて、王女の肉体に憑依する。

			　激怒する王。しかし、その怒りは直ぐに恐怖で塗り替えられた。

			　肉体を得た事で、悪魔の暴走が始まったのだ。

			　結局、小国が滅んだ事で帝国本土に事態が伝わり、悪魔の討伐が決定される。

			　もう少し初動が遅れれば、第二のギィ・クリムゾンが生まれていたであろう。

			　美しかった湖が、小国の住民の血に染まり、紅色に変色していた。

			　ここ数百年の帝国の歴史においても、最悪と称される忌むべき事件となったのである。

			〝紅に染まる湖畔事変〟を解決したのは、帝国全土に支部を持つ機甲軍団であった。

			　表向きはそうなっている。

			　しかし、実際は違う。従軍したシンジは、本隊が歯が立たなかった上位魔将アークデーモンを、少数の兵士が倒すのを遠目で見ていた。

			　事件そのものも胡散臭い。

			　貴族の横暴があったのは事実だが、悪魔の矛先が自国の国民にまで向けられている時点で、何となく真実は違うのではないかとシンジは考えていた。

			　そもそも、帝国の初動も早過ぎる。

			　事件発生から帝国本土まで情報が伝達されて、そこから討伐派兵を決定し、討伐部隊が編成される。

			　それだけ時間があれば、悪魔の受肉は完成してしまっていただろう。

			　しかし、そうはならなかった。

			　あと一歩というところで悪魔の受肉を未然に防げたという事実こそ、帝国が最初から事態を把握していた証拠である──と、シンジは思ったのだ。

			　シンジはその考えを、他人に言うつもりはない。

			　その時に悪魔と戦っていた者達の強さを見て、世の中には知らない方が幸せな事もあると悟ったからだ。

			（恐らくあの人達は、近衛の上位陣なんだろうな……）

			　あんなのが相手では、シンジがどれだけ努力しても勝てるとは思えなかった。

			　住む世界が違うのを、実感した。

			　だからこそシンジは、強奪戦への興味を失くしたのだった。

			　………

			　……

			　…

			　ふうっと緊張を解くシンジに、マークとシンが声をかける。

			「終わったか？」

			「……お疲れさま」

			「ああ、報告はこんなもんだね。後は師匠が来るまでのんびりしようか」

			「おうよ。それにしても、シンジって〝紅に染まる湖畔事変〟の生き残りだったのかよ？」

			「……生き残れて良かったね」

			「まあね、あの時は死んだフリしてやり過ごしたんだけど、我ながらファインプレーだったと思うよ」

			「いやいや、生き残っただけでも凄いって。あれって生存率が三割切っていた案件だろ？」

			「そうだよ。二度と参加したくない──というか、従軍医師としても、何の役にも立たなかったからね」

			「……え？」

			「いや、攻撃を受けた人は即死しちゃったから、治療や回復がどうのって、出番がなかったんだよ。だから俺も、早々に逃げに徹したんだよね」

			「そりゃあ、何というか酷いな。上位魔将アークデーモンってのは、そんなにヤバイのか？」

			「俺が見たヤツは、ヤバイなんてもんじゃなかったね。実際、目が合った気がしたんだけど、俺の事は見逃してくれたっぽい。あの深紅の目、思い出すだけでもオシッコ漏らしそうになるからね」

			　驚く二人に対して、シンジはそう言って笑う。

			「しかしよ、そんなヤバイ上位魔将アークデーモンと同レベルとか、あの骸骨は俺達で勝てる相手じゃねーな」

			「……本当に、同じくらい？」

			「あくまでも、魔素エネルギー量がだけどね。悪魔ってのは、長生きしてるヤツほど強いんだってさ。俺が見たヤツって、多分だけどかなりの古参なんだと思う」

			　そうでなければ、帝国上層部があれだけ対策を施すはずがない。シンジはそう言いかけて、その言葉を飲み込んだ。

			「ま、そんな事は気にしてもしょうがないさ。相手のパワーを調べる機械を開発中らしいけど、多分意味ないよ。あのアルベルトって騎士だって、魔素エネルギー量からしたら考えられないくらい強かったしね。そもそもさ、学校のクラスを思い出して欲しいんだけど、喧けん嘩かが強い弱いって、体力だけの問題じゃなかっただろう？」

			「まあよ、お前の言いたい事はわかったわ」

			「……うん」

			「そういう事だよ。悪魔の中には、計り知れないくらい強いヤツがいるって事。それだけ覚えていればいいよ」

			　自分達には関係ないとシンジは告げて、それを聞いた二人も割り切って考える事にしたのだった。

			


			＊

			


			　気持ちを切り替えた三人は、自由組合の事務所が閉まる前に駆け込んで、資材課に〝魔晶石〟や使わない装備を売却した。

			「おいおい、この流石は深層の〝魔晶石〟だな。品質が全然違う」

			「また孔空きの武器か？　しかも、純〝魔鋼〟製ともなると、他よ所その国じゃあ表に出ない代物だぜ？」

			　などと、組合員からは喜ばれている。

			　売り先を厳選すれば、もっと利益を出せるだろう。しかし、シンジ達の目的は潜入調査なので、そこまで手広く知り合いを増やしたくないという思惑があった。

			　それに、組合での売り上げも上々なのだ。

			　調査任務は行き詰まったが、収入面では潤っている。ここ数日だけで、かなりの額を稼いでいた。

			　軍属は年俸制である。

			　これは前払いなので、昇級した場合は翌年に差分が支払われる形だ。

			　所持金など持たぬ者でも、軍に所属したその日に準備金が支払われる。これは、一年間の残り日数分を計算した上で、給与の一部として支払われていた。

			　基本的に、軍は損をしない。兵士が戦死した場合でも、先払い分が見舞金の一部とされるのである。

			　平の兵士──二等兵は基本給のみ。

			　金貨十枚──年給百万円相当──が相場である。

			　衣食住は軍が面倒を見てくれるので、貧乏な者達にとっては大金であった。

			　これに階級手当と各種手当、それに危険任務手当が付く場合もある。

			　マークとシンの階級は中尉であり、シンジは軍医資格を有する少佐であった。命令権は持たないが、何かと優遇される立場である。

			　帝国では、〝異世界人〟は優遇されている。最低でも少尉扱いしてもらえるのだが、シンジは彼等と比べても優遇されている方だったのだ。

			　そんなシンジ達の給与だが、平兵士よりは格段に多い。

			　中尉の階級手当は、金貨三十六枚。

			　少佐の階級手当は、金貨四十四枚だった。

			　階級が一つ上がるごとに、金貨四枚増える計算である。

			　マークやシンは、年間およそ五十枚ほど。シンジで七十枚弱といった感じであった。

			　軍から支給される給料は一般人の稼ぎの平均よりは多いが、贅ぜい沢たくに暮らせるほどではない。地方ならば大金持ちだが、帝都は物価が高いのだ。かといって、軍を抜けて自立するには、この世界の条件は厳しいものがあった。

			　安定した生活が出来るというのは、それだけで魅力的だったのである。

			　ところが今回、彼等は学んだ。

			　別に軍にしがみつかなくても、三人揃そろって迷宮都市で暮らしてもいいのではないか、と。

			　今の売り上げだけでも金貨三百枚を超えており、この短期間の任務で三人の年俸を合計したよりも多い金額を稼いだ事になる。

			　まして、自分だけの特質級ユニーク装備など、支給されない限り一生縁がないものなのだ。大収穫と言ってよい成果であった。

			　三人が三人ともその事実に気付いていたのだが、それを口に出すのははばかられた。そしてそのまま沈黙を保ちつつ、三人は静かに歩き出した。

			　ここ魔都〝リムル〟でも高級な部類に属する料理店で、三人は食事を取っていた。

			　この様な贅沢は久しぶりである。

			「……いいのかな、装備とか勝手に売っちゃって？」

			　小心者のシンが、恐る恐る口にした。

			　しかし、シンジやマークは動じない。

			「大丈夫だって。全部売った訳じゃないし、サンプルは残してあるから」

			「それによ、どうせ全部は持ち帰れないんだ。質の良いもんだけを残しておきゃあ、文句を言われる筋合いはねーさ」

			　軍事行動中の戦利品は、略奪許可が出ている場合を除いて、全て軍に所属する。今回の場合は、全てを持っていかれても文句は言えなかった。

			　しかし、シンジ達の任務は迷宮の調査であり、身分秘匿アンダーカバーとして冒険者になりすましている。それなりの行動を取るのが自然であり、このくらいは役得と考えても大丈夫なのだ。

			　それにユウキならば、戦利品を寄越せなどとは言わないだろう。必要なもの以外は、全てシンジ達に譲ってくれるのは間違いない。

			「だけどさ、手に入れたお金とか全部取られるなら、真面目に移住を考えるよな？」

			　というシンジの発言に、二人が同意する。

			　金貨一枚で十万円相当。

			　この相場は、帝国においても同様であった。

			　金貨はドワーフ王国にて発行されたものが流通しており、帝国でも公金貨として定められているのである。同じものなので、持ち帰っても利用出来るのだ。

			「それ、マジでアリだと思うぜ」

			「……うん。ちょっと前までは冗談だったけど、こっちで頑張る方が楽しく暮らせそう」

			　シンジとしても半ば本気の言葉であったが、マークとシンは思った以上に乗り気であった。

			　確かに帝国は文化と技術の最先端であり、優れた都である。

			　食事も美味いし、暮らしは快適。

			　金さえあれば、元の世界に比べてもそれなりに楽しい暮らしを満喫出来た。

			　だが、シンジ達は軍属なのだ。そこには紛まぎれもなく、死の危険が潜んでいるのである。

			　その点、あの地下迷宮ダンジョンは至れり尽くせりだった。

			　何しろ、死ぬ心配がない。

			　最初は半信半疑だったものの、実際に体験してしまった以上、疑う余地はなかった。

			　死ぬ心配がないのなら、あそこで稼げるだけ稼いで、毎日を面白おかしく暮らす方が良いのでは──と、シンジ達が考えるのも無理はない。

			　金だけあっても、娯楽がなければ意味がない。しかし、魔都〝リムル〟には遊ぶ場所も大いに揃っていた。

			　闘技場と呼ばれる場所があり、イベントがない日には一般開放もされている。その際には好きなだけ、住民が自由に遊べるらしい。サッカーや野球といった各種ゲームスポーツも普及しており、迷宮挑戦者達も楽しんでいるそうだ。

			　他にも、温泉や歌劇場がある。

			　演劇も行われているらしく、毎日大盛況であると調査済みであった。

			　食事の美味さについては、同等──いや、帝国以上である。

			　日本で馴染みの懐かしい味や、各種スイーツ、豊富な酒類。この世界にはない料理も再現されており、地球出身者のシンジ達の心を惹きつけていた。

			　ぶっちゃけ、義理があるのはユウキに対してだけであり、ユウキ自身、魔王リムルとの敵対を望んでいないように見えた。であれば、シンジ達がこの国に移住したとしても、寝返る事にはならないように思える。

			「敵前逃亡は死罪だけどさ、今って戦前だけど戦時中じゃないよな？」

			「それだよ、シンジ。俺も考えたんだがよ、今ならまだ、依願退職って形で軍を離脱出来るんじゃないか？」

			「……ユウキさん次第だと思う」

			　戦争が始まってしまうと敵前逃亡になるが、幸いにも今は平時だ。解釈のしようによっては、退役して軍を抜けるのも不可能ではないと考えられた。

			「問題は、戦争──だよな」

			　マークが呟く。

			　彼等が決断しない理由。それこそが、今言った問題が原因なのだ。

			　間違いなく戦争が始まろうとしており、この地は戦禍にまみれる事になる。

			　そうでなければ、とっくに移住を決断していた。

			「どっちが勝つと思う？」

			「……というかさ、僕達があの都市を攻めろって命令を受けたら、どうする？」

			　三人は顔を見合わせる。

			　美味いと感じていた食事なのに、急に味がしなくなったように思えた。二重の意味で、それは勘弁して欲しいと考えたからである。

			　三人はまだ、この町には少ししか滞在していないが、とても気に入っていた。この町が消えてなくなるなど、それは嫌だと思うのだ。

			　そしてもう一つ。

			　あの迷宮内のボスの強さから考えて、この国の強者がとんでもない実力だと、薄々想像がついたのである。

			「普通に考えてさ、重要施設を守ってる守護者が強いのは当然だと思うぜ？　だがな、あの国の軍に所属する者が守護者よりも弱い──ってのは、俺達にとって都合良過ぎる考えだよな」

			「俺もそう思う。少なくとも、魔王リムルとかは別格だろう。昔さ、ヴェルドラとかいう邪竜に、都市が消滅させられたそうだけど、あれって冗談でも何でもなさそうだよね。あの死霊の王ワイトキングだって、都市を殲滅可能なレベルに思えたもん」

			　マークの呟きに頷くシンジ。

			　実際、この国の魔物ならば、似たような災禍をまき散らせそうであった。

			「俺の見立てなんだけどね、上位魔将アークデーモンとか核撃魔法まで操るらしいし、地球で言う戦術核に匹敵すると思う」

			「そうだよな。俺達の常識で言えば〝戦争は数〟なんだけど、あのボスに数を当てても意味がなさそうだ」

			「──僕達レベルの戦士が何十人かで向かわないと、勝てないと思う」

			　顔を突き合わせて悩む三人。

			　そんな三人にガドラからの〝魔法通話〟が入るのは、この後直ぐの事であった。

			


			●

			


			　俺の前に、一人の老人が平伏している。

			　その後ろには、昨日まで大画面で眺めていた挑戦者三人組が、老人と同じようにひれ伏していた。

			　老人の名は、ガドラ。

			　ディアブロとラーゼンを通して、俺に面会を申し込んだ張本人だ。

			　派手さはないが、高級そうな魔法服に身を包んでいる。眼光は鋭く、とても老人とは思えない。

			　シンジーは俺の予想通り、シンジで合っていた。

			　本名は谷村真治というらしい。

			　残り二人は本名を名乗っていたようだ。

			　三人はどうやら、このガドラという大魔法使いの部下なのだと。ユウキの下で働いていたらしいが、今回の調査の助っ人として、ガドラの預かりという形になったのだそうだ。

			　俺は今、彼等からそんな話を聞かされたところだった。

			　ガドラは語り終えるなり今のポーズとなり、シンジ達もそれに倣ったのだが、このままでは話が進まないな。

			「あ、まあ……何となくそんな感じだろうとは思ってた。それで、そんな恰かっ好こうじゃあ寛いで話も出来ないだろう？　場所を移そうか」

			　と俺が言うと、頷いたのはシオンだった。

			「面を上げなさい」

			　何故か偉そうにシオンが告げる。

			　これだから、謁見形式はややこしいのだ。

			　絶対にどこかで手順を間違えてそうだし、こんな真似はあまりしたくないというのが本音だった。

			「は、ははぁ──ッ!!」

			　大袈裟に了承するガドラを見て、これから行われる話し合いも面倒そうだなと、俺はそんな事を思ったのだった。

			　場所は安い方の応接室。

			　どっちかというと、こちらの方が落ち着く。

			　高い方は調度品も高級なので、汚したり壊したりすると怖い、なんて思ってしまうのだ。お茶をこぼしたら、それだけで高級な絨じゅう毯たんに染みが出来そうだし……。

			　分相応。小市民の俺には、慣れ親しんだ家具の方が心地いいのだった。

			　それはシンジ達も同じだったようで、先ほどよりは顔色がいい。

			「紅茶とコーヒー、どっちがいい？」

			　俺がフランクに聞くと、それにシンジが反応する。

			「じゃ、じゃあ、コーヒーで」

			「シ、シンジィ──ッ!!」

			　ガドラが血相を変えて叫んだが、まあまあと宥めた。

			「ガドラさんは？」

			「ワ、ワシですか？　そ、それじゃあ、その、シンジと同じもので」

			　あれ？　帝国にはコーヒーがないのかな？

			　ありそうだが、そんなに出回ってはいないのかも。

			　マークとシンに目を向けると、二人も無言のままコクコクと頷いていた。

			　どうやら、同じものでいいらしい。

			「シュナ、アメリカンを四つ！」

			「アメリカンって!?」

			「あ、薄くない方が良かった？　じゃあ、ブレンド？　それとも、我が国自慢の〝テンペスト〟にする？」

			「い、いやいや、そういう意味ではなく、あのですね……」

			「うん」

			「リ、リムル陛下ってもしかして、〝異世界人〟だったりします？」

			「そうだけど？」

			　え、今更？

			　そんなの、情報収集の基本だろうに。

			　そう思って四人の顔を見回すと、ガドラだけは〝しまった〟という表情をしていた。どうやら、知っていたのに伝え忘れていたらしい。

			　まあ、そんな事はどうでもいいか。

			「では、詳しい話を聞こうか」

			　シュナが用意してくれたコーヒーが行き渡り、テーブルの上にミルクと砂糖が並んだ。それを見て感動しているシンジ達をそのままに、俺はガドラから話を聞く事にした。

			　一口コーヒーを飲んだシンジが、「これ、美味しいですね！」と呟いてガドラに睨まれていたが、優しい俺はスルーする事にしてあげた。

			「実はワシ、転生者なのですじゃ」

			　と、唐突に驚くような事を言い出すガドラ老師。

			　三人組も驚いて、ガドラ老師を振り向いている。

			　ガドラ老師は、大昔から大魔導を極めようと欲しており、何度も転生を繰り返し行っていたのだそうだ。

			　生まれ変わる度に各王宮の秘蔵書を読み漁あさって、膨大な知識を蓄えたとの事。

			　そんな中、隠れて魔術研究を行っていた時に知り合ったのが、親友となったアダルマンなのだと。

			「先程も申しましたが、ワシは西方聖教会に恨みがありました。我が友であるアダルマンを殺された恨みが。そこで、何百年も計画を練って、帝国を扇動する事にしたのです」

			　そう言って、ガドラが身の上を語り出す。

			　アダルマンが罠に嵌められたのを知り、復讐を誓ったガドラ老師。そのまま身一つで帝国へと向かい、そのまま信用を積み重ねたのだという。

			　ヴェルドラとの戦いも経験したらしく、思った以上に過激な経歴の持ち主であった。

			「正直、事前に転生の儀式を済ませておいて正解でしたな。この目で見ておきたくなったのです。自然に生み出された、〝魔〟の極限を──」

			　この世界にたった四体しか生まれていない〝竜種〟は、魔物の頂点にしてこの世界の最強種だ。

			　ガドラは実際に戦ってみた経験から、帝国軍がヴェルドラに勝てるとは思えないとの事だった。

			　そんな事を本人の目の前で言ったものだから、とても嬉しそうに俺をチラチラと見ているじゃないか。

			　止めて欲しいよね、まったく。

			　凄いとは俺も思うけど、別に褒める必要性を感じないからね。

			「いや、戦術的には勝てるでしょうが、あの馬鹿共はヴェルドラ様を支配しようとしておりましてな。ハッキリ言ってワシ、そんな事は不可能だし無駄だから諦めろと、何度も何度も忠告したのですじゃ」

			　ガドラの興味は西側への──ルミナス教への復讐なので、無駄な事で兵力を割きたくなかったのだと。それで必死に現実を説き伏せようとしたのだが、自分達を過大評価する軍団長達は、そろって聞く耳を持たなかったらしい。

			　だが、しかし。

			　今までの話ではガドラが人格者に思えるが、帝国の覇権主義を増長させた原因となったのもまた、ガドラだった模様。

			　関係ない部分は端は折しょってもらい、最近の動向を詳しく聞いた。

			「つまり、帝国が戦争を始めようとしているのは、主に貴方のせいだという事ですかね？」

			「まあ、それもある、と言いますか……」

			　いやいや、言葉を濁しているけど、どう考えたってこの爺さんが原因だろうよ。

			　俺が不機嫌になったのを悟ったのか、ガドラが慌てて言い訳を始める。

			「違うのですじゃ！　帝国は元々が覇権主義でしてな、方向性を定めてやらねば、各地に戦禍が飛び火するのです。そこで、ワシは西方へと目を向けさせただけでして。まあ、ワシの目的とも合致しましたし？　都合がいいかな──なんて」

			　いいワケあるかい！

			　それじゃあ俺達、完全なるとばっちりじゃねーか。

			「ワシとしても、ジュラの大森林への侵攻は反対だったのですじゃ。この森には〝暴風竜〟ヴェルドラ様もおりますし、前回のように失敗したくありませんでしたので。そこでワシは、ドワーフ王国の調略に力を入れるように進言しておったのですが、なにぶん、頭の硬い者が多くてですな、武力で全てを解決しようとしておりまして……」

			　ガドラはそう嘆くが、俺としてはそれどころではない。

			「ちょっと待って!?　帝国ってやっぱり、ドワーフ王国にも手を出すつもりなの？」

			　まさかとは思っていたが、ドワーフ王国内を通る作戦行動も、視野に入れる必要があるのだろうか？

			「お気付きでしたか。手を出すというほど、具体的なものではないのですじゃ。ワシの案としては、ガゼル王に同盟の申し入れを行い、軍事行動を見逃してもらうというものでした。ワシの恨みは、西方聖教会にのみ向けたものでしたので……」

			　アダルマンが無事なのは、既にガドラも承知している。この面会が終わったら、彼と会わせる約束になっていた。

			　そうであるからこそ、ガドラは自分の空回りっぷりに気付いており、今となっては戦争反対の立場に転向しているという訳だ。

			　皇帝とも懇意にしているらしいが、流石に軍事計画の撤回を奏上出来る立場にはないらしい。そこで、会議の場では反戦を主張してくれる事になった。

			　ちょっと都合良過ぎなその態度だが、ガドラの協力で戦争が回避出来るなら、俺としては文句を言うのを控えようかと考えていた。

			　ともかく、聞き出せるだけ情報を聞こう。

			　別室にはベニマル達も待機し、会話に聞き耳を立てつつ作戦会議を行っている。俺の役目は、ガドラに気持ち良く語ってもらう事なのだ。

			「ガゼル王は了承しなかっただろう？」

			「まあ、当然ですな。そこで、暗殺という手段も検討されておりましたが、それにはワシは反対しておりました。どうせやるなら、正面から打ち破れ、と！」

			　そこ、誇らしそうにする場面じゃないから。

			　ガドラ爺さん、俺が思っていた以上に武闘派だった。

			　俺は呆れつつも、更に話を引き出す。

			　帝国軍の内訳や、上層部の考え方。

			　呆れた事にユウキがクーデターを企てているという、驚くべき情報まで。

			　ガドラの知り得る限りの情報を手に入れたのである。

			　最後にガドラは、軽い感じで本音を語り始めた。

			「ワシ、これといって帝国に義理などないのですよ。ワシが手塩にかけて育て上げた軍団も解体され、部下まで取り上げられてしまいましたでな。シンジ達はワシの弟子だったので、借り受けておるのです。アダルマンが無事──とは言い難いですが、まあ、元気にしておるなら、向こうに未練など何もありませんな」

			　根っからの自己中心主義者であり、忠誠心とかには縁がないと、自分で言い切っていた。

			　大したジジイである。

			　内心で、少し尊敬してしまったのは秘密だ。

			「そんな訳ですので、これからはリムル陛下の配下の末席にでも加えて頂けましたら、粉骨砕身働く所存ですじゃ！」

			　忠誠心などないと言い切ったその口で、俺の配下に加わりたいというその勇気。

			　嫌いではないよ、こういう人。

			　でもね、隣の部屋ではベニマルとかが、この場の会話を聞いているんだよ。ガドラの態度に切れそうになってる予感がするし、後で宥めるのが大変そうであった。

			　そして、その後。

			　ガドラ爺さんは客分扱いとして、仮雇用する事にした。

			　配下に加わりたいと自分で言った以上、存分に働いてもらう所存である。

			　忠誠心は期待しないが、その働きには期待するとしよう。

			　取り敢えず、アダルマンに引き合わせた上で、七十階層への『転移』許可も出しておこう。

			　その知識は役立つだろうし、ラミリスの助手にするのもアリかも。だが、先ずはその前に帝国に戻ってひと働きしてもらう予定だ。

			　シンジ達三人組は、このままこの国に移住する事になった。少しゆっくりした上で、今後の身の振り方を考えるそうである。

			　ガドラから説得された上での本人達からの申し出なので、俺としては断る理由はない。

			　裏切った場合は、この国からの追放である。それは絶対に嫌だったらしく、シンジ達は俺に対して誓約までしてくれた。

			　ただし、シンジ達はユウキを尊敬しているらしく、ユウキへの敵対行動はしたくないとの事。これに関しては、特に問題ではなかった。

			「そもそもさ、俺達とユウキ一派の関係はややこしいんだよ。今は休戦中というか、そんな感じ。正直、腹が立つ事は多いし、仕返ししたい気持ちもあるんだけどさ、何となくアイツの事を憎めないんだよ」

			　ユウキはあれでも、シズさんの弟子だったのだ。

			　あんなに嬉しそうに、ユウキの事を語っていたシズさんを思い出すと、俺としても寛容な気持ちにならざるを得ない。

			　甘いかなとも思うが、同郷のよしみだ。

			　次は絶対にないけど、今までの事は取り敢えず保留であった。

			　だが、信用するのかと問われると、それはまた別の話である。

			　あんな野郎を信用していると、この世界では命が幾つあっても足りないのだ。

			「お前達もさ、ユウキをあんまり信用し過ぎない方がいいぞ」

			　と俺が言うと、何故かガドラが頷いていた。

			　彼にも、思うところがあるようだ。

			　ユウキとガドラは知り合いだった上に、協力関係にあったらしい。ユウキとの繋ぎ役になってもらえそうだし、ガドラを仲間に引き込めたのは正解だったかも知れない。

			　ユウキを信用し過ぎていないという点だけで、ガドラを信用出来ると思ったのだった。

			　それから、ガドラをアダルマンへと引き合わせた。

			　互いを懐かしむ二人。

			　アダルマンがガドラの受け入れを承諾してくれたので、当分の間は預かってもらう事になる。

			　──と、その前に。

			　情報を全て聞き出した後、ガドラにはこのまま帝国に戻って俺の策通りに行動するように命じた。

			　最初は、反戦活動だ。

			「それで、大丈夫そうか？」

			「お任せを。ワシとて、暗躍には慣れておりますでな」

			　まあ、そうだろうけどさ。

			　しかし、個人の思惑で国家の意思を止めるなど、普通に考えたら不可能だ。

			　ガドラを信じない訳ではないが、二の策は講じておいた方がいいと思った。

			「戦争を止められるなら、それが一番望ましい。だけど、話を聞く限りでは難しいと思う。帝国は覇権主義なんだろ？　だったら、動き出した以上は止まれないだろう」

			「ですが……」

			「だからさ、もしもの時はこの迷宮に誘い込むようにして欲しい」

			「と、言いますと？」

			　迷宮内ならば、どれだけ被害が出ても問題ない。

			　だから俺は、ガドラにそう伝える。

			「なるほど、ここで帝国の戦力を削ぎ、戦意を喪失させる訳ですな」

			「そういう事。ついでに、ユウキもその機会を狙って動くだろうし、本国で騒動が起きたら、帝国としては戦争を続けられないだろうさ」

			　そこまで上手く行くかどうかわからないが、迷宮ならば被害が出ないのは事実だ。

			　俺はその事をガドラに説明し、迷宮産の装備品を何点かと、〝復活の腕輪〟を三個ほど渡しておいた。これをエサにして、迷宮のアピールをしてもらう予定である。

			　軍事的にも、背後からの襲撃は厄介だ。

			　迷宮を放置して西側に歩を進めるとは思えないが、これに富まで手に入るとすると……。

			「そういう事ですか。その御考え、流石で御座います。強欲な指揮官に心当たりが御座いますので、リムル陛下の策は必ずや成就するかと」

			　ガドラが自信満々に請け合ってくれた。

			　出来るなら、戦争中止。

			　そうでなければ、迷宮への誘導。

			　後はガドラの手腕次第である。

			　この四人の亡命は、俺の一存で受理された。

			　こうして予想外の仲間を得て、今回の騒動は幕を閉じたのだった。

		

	
		
		　


			

			


			

	

第四章　動き出す帝国

			


			　帝国には、怪人がいる。

			　近藤達也タツヤ・コンドウ──〝異世界人〟でありながら、帝国の裏を知り尽くした男。

			　彼こそが、帝都の闇。

			　短く整えられた黒髪。サラリと目元に流れる前髪が、引き締まった雰囲気を柔らかく見せていた。

			　一見すれば、好青年であった。

			　まだ二十代前半といった若さに見える。

			　しかし、その本質は冷徹だ。

			　無表情の中に光る眼光は、相手を射い貫ぬき全てを見透かすように鋭い。その瞳には優しい光などなく、老ろう獪かいさを感じさせている。

			　それもそのはず。

			　近藤達也タツヤ・コンドウこと近藤中尉は、見た目通りの年齢ではないのである。

			　………

			　……

			　…

			　ここ帝都では、〝異世界人〟がそれほど珍しくはない。帝国の方針として〝異世界人〟の保護を掲げており、世界各地から帝都へと集められていたからだ。

			　タツヤもまた、その方針に救われた者の一人であった。

			　この世界には魔法があった。だからこそ、彼の命は助かったのだ。

			　七十年前──

			　タツヤは祖国の為に命を賭して、敵海上打撃艦隊への特別攻撃作戦に従事した。

			　その作戦の是非について、タツヤが言及する事はない。当時の情勢を思い返してみても、あの時はああするより他なかったのだと、そう思うのみである。

			　散って逝った部下達を思えば、その行為に意味を見み出いだしたいと願う。だからタツヤは、常に彼等の事を忘れる事はない。

			　戦友達と共に生きる──部下達の想いを忘れぬ為に、彼は〝中尉〟という当時のままの階級なのだ。

			　特攻で死地に向かったタツヤだが、爆散する光と熱の中、何故か異世界へと辿たどり着いていた。死を身近に感じながら、それでも生き延びたタツヤ。

			　彼を救ったのは、皇帝その人だ。

			　運が良かった。

			　タツヤが出現した場所は、皇帝と僅かな側近のみが立ち入れる庭園であった。そしてたまたま、その場所にて皇帝が寛くつろいでいたのである。

			『──面白い。これも何かの運命なのだろうな』

			　という声が聞こえ、タツヤの意識が暗転した。

			　そして再び目覚めた時には、タツヤには傷一つ残っていなかったのだ。

			　タツヤはその運により命が助かった。

			　そして、その恩義に報いる為にも、一度捨てた命を皇帝の為に使うと誓ったのである。

			　世界を渡り、死に触れる事で覚醒した力──タツヤはその全てを、皇帝へと捧ささげた。そして今日に至るまで、皇帝の為だけに生き続けている。

			　決して表舞台に立つ事はなく。

			　老いる事なく、当時の姿そのままに。

			　帝国の闇、帝都の影に潜む情報統括本部にて。

			　情報に巣食う怪人。

			　帝国の影に潜む者。

			　人であり、魔を従える者。

			　様々な〝二つ名〟を持つ男──近藤中尉。

			　彼こそが、帝国情報局局長。

			　各軍団長でさえ無視し得ぬ存在であり、正体不明と恐れられている人物なのだ。

			　………

			　……

			　…

			　ガドラが地下迷宮ダンジョン攻略に向けてシンジ達を派遣したが、帝国情報局でもその情報は把握していた。

			　近藤中尉は、寡黙な男である。

			「そうか、御苦労」

			　と、一言告げただけで、それ以上の発言はしない。

			　報告者も慣れたもので、一礼してその場を去った。

			　近藤中尉は、他人に自分の考えを陳のべるような男ではない。

			　報告書には、ユウキの部下達に関する詳細情報が記載されていた。

			　世界各地から集められた〝異世界人〟は、その数にして千を超える。

			　その内、ユニークスキルに目覚めていない者は一割弱。その者達は帝都で平穏な生活を営んでいる。

			　戦闘系のユニークスキルに目覚めた者が一割強。百名以上の〝異世界人〟が、それぞれの個性に合った軍団に所属していた。

			　残りの者達は特技に応じた職場を斡あっ旋せんされ、そこで千差万別に働いていた。

			　今回問題となるのは、戦闘系の〝異世界人〟達についてである。

			　ユウキ──神楽坂優樹ユウキ・カグラザカは、西側諸国で自由組合を創設した男だ。一年前までは自由組合総帥グランドマスターをしており、その力を駆使して〝異世界人〟の保護に努めていた。

			　──と、ユウキは自己申告しているが、それが嘘うそなのは調べがついていた。

			　ロッゾ一族に取り入り、その力を利用していた節がある。

			　西側では禁断の異世界人召喚が執り行われ、大量の〝召喚者〟がいると調べがついていたのだ。

			　でなければ、これだけ戦闘に特化した者が多数現れるはずがない。

			　そして、召喚した〝異世界人〟ならば、〝呪言〟で忠誠を誓わせる事も可能だった。裏切らない部下を用意するには、召喚がもっとも適しているのである。

			　そんな〝異世界人〟が、各軍団に散っている。

			　これは由々しき事態であると、近藤中尉は危機感を抱いていた。その認識は実に正確で、恐るべき洞察力だと言っていい。

			　実際のところ、近藤中尉の危惧は正しかった。

			　その結果が、この報告書で明らかにされていた。帝国に移り住んでからのユウキの言動と行動から推測し、ユウキがクーデターを起こす確率が高いと断定されていたのだ。

			　その上、ユウキが送り込んで来た者達の割り出しが完了している。

			　ユウキはその実績を買われて、帝国が亡命を受け入れていた。しかしその恩を忘れ、好き勝手に勢力拡大に励んでいる様子。そうして配下に加えた者達を、各軍団に派遣していたのだ。

			　しかも、その内の何名かは、栄光の近衛騎士ロイヤルナイトへと取り立てられていた。

			　他の軍団ならばまだしも、皇帝陛下を守護すべき立場にある帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンから裏切り者が出るなど、これは断じて許容出来ない。

			　近藤中尉からすれば、看過出来ない事態であった。

			（危険だな。神楽坂優樹ユウキ・カグラザカ──君は、排除すべき存在のようだ）

			　──と、近藤中尉は決断する。

			　しかし、今はまだ動くべき時ではなかった。

			　帝国の重鎮、大魔法使いであるガドラ老師が、ユウキと繋つながっているという情報がある。これの裏付けも取れているが、この二人がどこまでの関係なのかが不明なのだ。

			　言うまでもなく、ガドラ老師は帝国にとっても重要人物である。軽けい々けいに裏切るとは思えないが、彼の目的が帝国の理念と合致しているからこその協力関係である事は、近藤中尉も知っていた。

			　であれば、何かのきっかけで利害が対立する事も考えられる。

			（そうなった場合、あの老人も危険だ。ならば──）

			　ユウキと、ガドラ。

			　ユウキは少年のような見た目をしているが、その行動は老練である。近藤中尉と同様、見た目だけで判断するのは危険な人物であった。

			　ガドラは老人という見た目だが、その本質は千年以上生きる怪物である。彼と敵対するつもりならば、生半可な覚悟で挑むべきではない相手なのだ。

			　だから、情報を集める。

			　証拠は集まっているが、情報がまだまだ不十分だった。

			　今はまだ、表立って動く事は出来ない。

			　ユウキ子飼いの〝異世界人〟を、一人一人丁寧に調べ上げる。その上で、〝呪言〟で支配された者がいないか探るのだ。

			　しかし、もしもユウキやガドラが不自然な動きを見せたならば……。

			「その時は、公の場での裁判など期待するなよ」

			　帝国の影に潜む者──近藤中尉は、決して裏切り者に容赦しない。

			「踊れ、帝国の為に。君の命は、既に私の手の中だ」

			　帝都の闇の中。

			　冷酷な光を瞳に浮かべて、近藤中尉は静かに呟いた。

			


			●

			


			　豪華な机が設えられた執務室に、一人の隻眼の男が高級椅子に座っている。

			　左目を眼帯で隠した、見た目は四十代ほどの痩せぎすの男。

			　名を、カリギュリオ。

			　帝国内で最大勢力を誇る、機甲軍団の軍団長である。

			　彼の前の机の上には、幾つかの〝魔晶石〟が置かれている。

			　魔導エネルギーの元となる、純度の高い高品質な〝魔晶石〟であった。ユウキがもたらした技術により、この〝魔晶石〟から魔石が精製されるようになった。

			　魔物の核から取れる〝魔晶石〟を精製して、魔導エネルギーに流用可能な魔石が生産される訳だ。

			　魔物が落とす天然ものの魔石もあるのだが、それはＡランク以上の膨大な魔素エネルギー量を誇る個体からしか採取出来ない。そうした天然魔石は比較にならぬほど高品質であり、エネルギーとしてよりも装飾品や魔法触媒として利用されるのが普通であった。

			　定期的に入手出来なければ、エネルギー資源としての価値がないのだ。

			　カリギュリオは手を伸ばし、机の上の〝魔晶石〟をつまむ。じっくりと観察すればするほどに、その品質が素晴らしいものであると判明した。

			　その手に残る感触を惜しみつつ、カリギュリオは〝魔晶石〟を机の上に戻す。その代わりに、一緒に届けられていた報告書を手に取った。

			　研究所からの報告だ。

			　この純度の〝魔晶石〟ならば、帝国製魔石が百個は生産可能となる。このままでもエネルギーに転換可能なほどに、純度が高い。これほどの〝魔晶石〟を採取しようと思えば、最低でもＢランク以上の魔物を倒す必要がある。

			　──と、そこには記されていた。

			「ガドラめ！　俺に黙って、このような儲もうけ話を──」

			　と、カリギュリオは憤慨する。

			　研究所員を買収し、何かあれば知らせるように教育していた。その成果が、この報告書である。

			　この〝魔晶石〟は、つい最近になってガドラが持ち込んだものだった。その採取場所は知らされていないが、数が複数ある事からも、魔物の群生地を発見したのだろうと推測出来る。何しろ、それらの品質はどれもが一級品であり、ほぼ同じだけのエネルギーを含有しているとの検査結果が出ていたからだ。

			　種類の違う魔物からは、同じ品質のものは採取出来ない。どうしても偏りが生じるので、精製して魔石に加工する必要がある訳だ。

			　ところが、ここにある〝魔晶石〟は、驚くほどに品質が似通っているとの事。これが指し示すのは、同じ種族の魔物の群れがいる、という事であろう。

			　その魔物共を飼い慣らせるとまでは思わないが、定期的に襲撃して間引くだけでも、帝国のエネルギー事情は改善すると思われた。

			　ところがどうやら、話はもっと複雑だった。

			　カリギュリオの顔が欲望で歪ゆがむ。

			　エネルギーの安定供給を目指すならば、この〝魔晶石〟を産出する場所を確保すべきである──と、報告書は締めくくられていたのである。

			　魔物達の生息域の目途が立っているどころではなく、その場所が特定されていた。

			　その場所こそ、魔王リムルの支配地域にあるという噂うわさの地下迷宮ダンジョンだった。

			「最近はユウキの小僧と馴れ合い、この俺には顔も見せぬ。このような儲け話をこそこそとしおって、許せぬわ！」

			　それが、カリギュリオが不機嫌になっている理由であった。

			　しかも、話はそれだけではない。

			　カリギュリオが懇意にしている高位貴族から、面白い話が聞けたのだ。

			　大勢でやって来て嫌らしい笑みを浮かべながら、カリギュリオに報告してくれた。それによると、ガドラが迷宮に調査に出向き、弟子三人を失ったのだという。

			　それだけなら同情するだけで面白くもないのだが、ガドラが持ち帰ったものが問題だった。

			　何とガドラは、〝魔晶石〟だけでなく宝物まで持ち帰っていたのだ。

			　それこそが、カリギュリオが部屋に飾っている一振りの剣であった。

			　質の高い純〝魔鋼〟で造られている上に、その技術は非常に高い水準なのが見て取れた。ドワーフ王国の最高の職人が鍛えたものにも匹敵する、素晴らしい剣だったのだ。いや、素材の良さを考慮するならば、こちらの方が上回っているだろう。

			　帝国内部で出回っている品とは、一線を画していた。

			　この素晴らしい剣は、カリギュリオが高位貴族から買い上げたものだった。三本あった内の一つは、自軍の技術班へと鑑識に回してある。

			　高位貴族は、自慢気に『珍しい品だし、不思議な効果があるやも知れぬぞ』と大げさな事を言って、カリギュリオに買い取るように言ってきた。

			　本人は、ガドラから献上されているにもかかわらず、だ。

			　ガドラの要望は何だったのかと問うたが、『それは答えられぬ。当然であろう？』などと嘯うそぶく始末。

			　結局、一本につき金貨百枚、合計で金貨三百枚で売りつけられた訳だが、確かにカリギュリオにも気になる点があった。

			　三本買い上げる事で、ようやくヒントをくれたのだが……。

			　カリギュリオは下級貴族の出身だが、その実力で軍団長まで駆け上った男だ。

			　帝国は完全な実力主義社会なので、身分だけの高位貴族よりも立場が上なのである。

			　本来であれば、話をする事も叶かなわぬような高位の貴族達。そんな相手であっても、今のカリギュリオに対しては礼儀は弁わきまえなければならない。

			（内心では俺の事を見下しているのだろうが、今はどうでもよい。それよりも、ヤツ等を上う手まく利用する方が肝心だ）

			　高位貴族が、自身の利益を無視して動く事はない。善意で教えてくれたなど、そんな甘い話はあり得なかった。

			　ガドラからの話をカリギュリオに漏らしたのも、ちゃんとした計算の上での事だろう。

			　それはつまり、ユウキとカリギュリオを天てん秤びんにかけているのである。

			「あの強欲の貴族共めが！　しかし、今はガドラよ。貴族にまで手を回し、混成軍団で迷宮を攻略するよう進言させるとはな！　どうせなら、我が軍を推薦すればいいものを……。俺がヤツから機甲軍団を取り上げた事、未いまだに根に持っておったとは……」

			　機甲軍団はガドラの協力もあって、近代化に成功している。その兵力は数十倍から数百倍にも膨れ上がっているのだが、ガドラは一切の指揮権を有していなかった。

			　カリギュリオはそれが原因で、ガドラが妬んだのだと思い込んだのである。

			「まあ良い。貴族共から情報を得られた事は、僥ぎょう倖こうであった。これでヤツ等に先んじて、我が軍が利権を奪えるというものだ」

			　当然、高位貴族を抱き込む為にも金がいる。

			　カリギュリオが利権を手にしたとしても、その内の一部は支払う必要があるだろう。

			　しかしそれでも、悪い取引ではないとカリギュリオは考えていた。

			（迷宮から手に入るのは〝魔晶石〟だけではない。この剣とて、素晴らしい品質だ。希少級レア相当だが、百年もすれば特質級ユニークに至るやも知れぬ。これだけの〝魔鋼〟で造られておるのだから、もっと早い可能性もあるぞ。これだけでも、迷宮を掌握する価値があろう！）

			　そう考えたからこそ、カリギュリオは高位貴族を味方に付ける決心をしたのだった。

			　今後の算段を考えるカリギュリオだったが、どうしても脳裏から離れぬ疑問があった。

			（──しかし、それにしてもこの孔あなは何だ？）

			　高位貴族は『不思議な効果がある』と言っていたが、それはガドラからの受け売りであろう。

			　カリギュリオの見立てでも、そんな効果は発見出来なかった。

			　だが、しかし。

			　見るからに怪しいのが、剣に空いた孔である。

			　これに何か意味があるのか？

			　カリギュリオには判断が付かない。

			　だから、技術班に回したのだが、その解析結果もまだ出ていない。

			（まあ、帝国は西側と違い、剣で戦う時代ではなくなったが……）

			　だから、この剣がどれだけの価値を秘めていようとも、近代化した軍隊では意味を為なさないだろう。

			　この剣を生かせるのは、高い技術を持つ戦士のみ。

			　そう、カリギュリオやその側近達のような。

			　そう思いつつ、カリギュリオは解析結果を楽しみに待った。

			　そして、数日後。

			　カリギュリオに、驚嘆すべき報告がもたらされた。

			「説明します」

			　技術局長自らが語るその内容。

			　その剣に科学的な解析を行った結果、色々と判明した事実。

			　その孔は飾りではなかった。

			　エネルギーの吸収装置になっており、効率良く魔法を発動させる媒体だったのだ。

			　つまりそれは剣ではなく、魔法の発動装置。

			「魔王リムルだったか、侮れぬな。面白いものを考え付く」

			「全くです。剣──つまりは近接武器と思わせて、魔法による不意打ちを狙った武器なのでしょう。しかも、この孔に合致するようなエネルギー供給体があれば、術者、この場合は所有者というべきですが、何ら負担なく魔法を扱えるでしょう」

			　そう。

			　この武器の最大の特徴は、魔力を操れぬ者でも魔法を発動出来るという、既存の常識を打ち破る仕組みであった。

			「ですが、これが迷宮内で手に入るというのは、本当の話なのでしょうか？」

			「それについては、裏が取れておる。我が手の者を派遣したのだが、ガドラは本当の事を告げておったようだぞ」

			　カリギュリオも自分の部下を魔都〝リムル〟に派遣して、迷宮に関する情報を集めるように命じていた。内部調査は四十階層辺りで手こずっているようだが、商人などから面白い話を聞けている。

			　孔空きの武器は迷宮内から出土する。高額で取引されているものの、特質級ユニークよりも安く手に入るというのだ。

			「では、何が目的で……」

			「フンッ！　考えればわかるであろう。我等とて、新兵器は実験してから採用するだろう？」

			　技術局長は頭はいいのだが、戦術的な視野はない。カリギュリオに説明されてようやく、その有用性に気付いたようだ。

			「ああ、なるほど。掃いて捨てるほどいる冒険者共に与えて、その効果を調べさせているという事ですか。確かに合理的ですな。この孔に魔石を嵌はめた時、剣の等級ランクが一段階上昇しました。高威力の魔法剣になった訳ですが、他にも用途がありそうでした。それを把握するにも、様々な実験が必要不可欠。膨大な時間だって必要でしょう」

			「そうだ。それを適当に配る事で、各自に試させておるのよ。データが出で揃そろえば、後は回収する腹積もりであろうな」

			　カリギュリオはある程度正確に、リムルの思惑を読み取っていた。そして、こうした実験には時間がかかる事も、経験上熟知していた。

			　今の段階では、これは実験兵器に過ぎない。だが、時を稼がせるのは危険であった。

			　人間とは面白いもので、閃ひらめきによって物事の本質を直感する者がいる。特に、危険に身を置く者には、そうした直感に秀でた者が多かった。

			「上手く考えるものだ。誰も死なない迷宮で、人体実験とはな」

			「こちらの〝腕輪〟が必要らしいですが、これの解析は謎のままです。その噂が事実であれば、軍事訓練も苦労しませんな」

			　技術局長は厳重に封じられた小箱を取り出し、カリギュリオに見せる。

			　その箱の中には、ガドラが持ち帰った宝の一つである〝復活の腕輪〟が収められていた。

			「勿論、眉唾だとも。だがしかし、その迷宮を我が軍が掌握すれば……」

			　その噂の真しん贋がんも判明し、それが事実ならば大きな成果となるであろう。

			「ほほう、カリギュリオ様は野心家であらせられる。魔王とも一戦を辞さずですか？」

			「当然よ。無駄に喧けん嘩かを売るのは下策だが、ジュラの大森林は侵攻ルート上。ましてその迷宮が無視出来ぬ位置にある以上、誰かがやらねばならぬであろうが」

			「フッフッフ、ものは言いようですな」

			　そして、カリギュリオと技術局長は笑い合う。

			「〝魔晶石〟の安定供給と、効率的な実験場の確保。それに上手く行けば、敵の新兵器も奪う事が出来よう」

			「ならば他軍に先んじて、カリギュリオ様の機甲軍団が制圧しなければ」

			「言われるまでもない。楽しみに待っておるがいい」

			　技術局長が愉快そうに笑い、カリギュリオも薄く笑みを浮かべる。

			「しかし、老師も耄もう碌ろくしましたな」

			「全くだ。〝魔晶石〟に目が眩くらみ、より重要な迷宮そのものや、剣の性能を見誤るとはな」

			「魔法に頼っている弊害でしょう。このように、等級ランクが変化する武器など前代未聞ですからな」

			　技術局長の言う通りだとカリギュリオは思った。

			　ガドラは偉大な男であったが、今や魔法の時代は終わった。科学という新しい風が吹き、それが魔法と組み合わさった事で、新時代の幕が上がったのだ。

			（だからこそ、この俺が機甲軍団を率いるに相応ふさわしいのだ。あの老人も、大人しくしておれば敬意を払ってやるものを。ユウキなどと手を組むならば、容赦する必要もあるまいて）

			　そう思いつつ、カリギュリオは脳内にて一つの作戦を立案する。

			　複数の魔王と敵対するのは愚策だが、魔王リムルだけならば問題ない。

			〝暴風竜〟は討伐対象に認定されており、帝国の悲願でもあるからだ。カリギュリオは開発した新兵器で以って、〝暴風竜〟を従えるつもりだったのである。

			　それに成功すれば、多少の犠牲が出てもお釣りがくる。だというのに、ガドラ老師は頑固に反対していた。

			　それこそが、カリギュリオとガドラが袂たもとを分かつ事になった、決定的な理由なのだった。

			（フンッ！　彼の邪竜さえ従えれば、スライムの魔王など敵ではないわ。そして今こそ、我等が帝国最強の軍団であると、大衆に披露してやろうぞ！）

			　時は来た──と、カリギュリオは興奮する。

			　自分に逆らったガドラの鼻をへし折り、帝国内で確固たる地位を築く。

			　その為には手柄が必要であり、邪竜の討伐と迷宮の掌握は、是が非でも機甲軍団で成し遂げる必要があった。

			　その為には──

			「次の御前会議にて、進軍を進言しよう」

			「おお、ついに……」

			　うむ、とカリギュリオは頷うなずいた。

			　魔王の準備が整うのを待つまでもない。それを理由に、渋る者達を黙らせるのだ。

			（ガドラよ、抜け駆けなど決して許さん。そして、小僧ユウキ。ガドラを味方に付けた事で舞い上がったか？　身の程というものを教えてやろう）

			　カリギュリオは愚かな同僚を嘲笑する。

			　重要な情報を得る機会があったにもかかわらず、その事に気付かずに手放した愚か者を。

			　所詮、ヤツは愚かな成り上がりなのだ──と、カリギュリオは信じて疑わない。

			　同僚を嘲笑しながらも、カリギュリオの頭脳は考える事を止めなかった。

			　いかにすれば、自分が最大の利益を享受出来るのか。

			　その事を深く考えながら、カリギュリオは皇帝への具申内容を取り纏まとめていった。

			　──このカリギュリオの行動によって、帝国は動き出す事になる。

			


			●

			


			　御前会議が始まろうとしていた。

			　今回は平時のものと状況が異なり、参加する将兵はおろか、居並ぶ文官達にも緊張が走っている。

			　その空気を察したのか、関係のない者達は大会議場に近づこうともしない。

			　今回の会議はいつもと違う。

			　誰もがそれを感じていたのだ。

			　皇帝の入室が告げられて、皆が一斉に頭を垂れる。

			　御簾の向こう側に、何者かの気配がした。

			　統一皇帝、ルドラ・ナム・ウル・ナスカ。

			　最強の軍事大国である、ナスカ・ナムリウム・ウルメリア東方連合統一帝国の頂点。

			　その本音は誰にも語られる事はなく、その姿は御簾の向こう側にある。

			　側近以外、誰も目にした事がない至高の存在は、ただそこにいるだけで他者を圧倒する。

			　唯一にして、絶対。

			　皇帝に対し意見出来る者など、極少数の限られた者達だけなのである。

			　会議室には、二百名近い者達がいる。

			〝三将〟──各軍団の軍団長に、その副官達。

			　居並ぶのは、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの精鋭だ。

			　国の政を行う大臣達に、国の中枢たる大貴族院。

			　錚そう々そうたる面子が集い、頭を垂れている。

			　衣きぬ擦ずれの音だけが、静粛な広間に響く。

			　音が消えた。

			　それを合図とし、丞相が儀典官に目配せする。

			「皇帝陛下の御な～り～!!」

			　それを受けて、会場内にいた全員が、一斉に挨拶の言葉を述べた。

			　静寂を打ち破る、怒号の如ごとき大合唱である。

			　かくして、歴史に刻まれるであろう大遠征の是非を問う、御前会議が始まった。

			　………

			　……

			　…

			　厳かに始まった御前会議。

			　議題に上がった大遠征について、慎重派と、主戦派の中でも好戦的な者達が意見を二分していた。

			　先まず、開戦の名目は何とするのか？

			　愚問であった。

			　皇帝が望むから奪う、それだけの事。

			　それは可能なのか？

			　そこで大きく意見が分かれる。

			　慎重論を唱える者と、正面からの蹂じゅう躙りんを主張する者。

			　降伏勧告や脅迫的圧力を加えるべしとの、外交交渉から始めるべきだと主張する文官達。

			　戦争の開始が皇帝の意思ならば、そこに異論を挟む余地はない。

			　しかし、未だに勅命は下っておらず、各人の思惑で議会は進行する。

			　開戦は時間の問題であった。

			　問題は、その方法なのだ。

			　各地を支配する魔王達も邪魔だったが、彼等は自分の領土に踏み込まれない限り動かない。

			　障害となるのは、〝暴風竜〟ヴェルドラだった。

			　そこで、議論はジュラの大森林へと帰結する。

			　一人の人物が、戦争の反対を具申した。

			「恐れながら、陛下。ワシは、反対で御座います」

			　帝国の大魔法使い──ガドラ老師だ。

			　ガドラは皇帝への恐れもなく、堂々と具申する。

			「何を弱気な！　またその話ですか、ガドラ殿？」

			　ガドラを笑うのは〝三将〟の一人──機甲軍団長カリギュリオだ。

			　毎回の事ではあった。

			　この二人が、慎重派と好戦派の代表格なのである。

			「西側を叩たたくだけならば、問題はない。しかしじゃ、ジュラの大森林には邪竜ヴェルドラがおります。二年前に邪竜の復活が確認されたばかり。慎重になるのは当然であろう！」

			　それに同調する意見。

			　軟弱なと、ガドラを笑う意見。

			　ヴェルドラの災禍から既に三百年以上が経過しており、その恐怖も風化している。今では、好戦的な意見の方が多数派となりつつあり、ガドラの旗色は悪い。

			　カリギュリオはそれを見極め、煽あおるように言葉を発した。

			「老師、貴方の慎重な姿勢には見習うべき点がある。しかし、何度も言っておる事ですが、ヴェルドラ対策は万全なのです。我等の新兵器ならば、彼の邪竜を従える事が可能なのですよ！」

			「笑止！　夢を語るでないぞ、カリギュリオ殿。それが失敗する可能性を否定出来ぬ以上、慎重になるのが当然であろう。まして今や、あの森を支配するのは新たな魔王ですぞ！　魔王間で連携はないと言うが、敢あえて敵対するのは宜よろしくない。かの邪竜は復活し、新参の魔王リムルと手を組んだ模様。魔王には、相互不可侵で当たるのが常道でしょうぞ！」

			　旧クレイマン領に繋がる〝死の渓谷〟を通れば、大軍の移動も可能だ。しかしそれを選択しないのは、その先にある魔王ミリムの支配領域を冒す事になるからである。

			　肥沃な大地ならば、森を抜けるよりも行軍速度は上がる。しかし、その利点は魔王ミリムの逆鱗に触れてまで得るものではなかった。

			　同様に、ジュラの大森林を抜ければその手が西側に届く。しかし現在、〝暴風竜〟ヴェルドラは復活し、魔王リムルと手を組んでいた。

			　敢えて敵を増やす事はない──と、ガドラは主張する。この意見に、文官の何人かが同意して頷いた。しかし、カリギュリオは鼻で笑ってガドラに質問をぶつけた。

			「それではガドラ殿は、帝国の悲願を諦めよと申されるのかな？」

			　ジュラの大森林を抜けられなければ、大軍を西側まで派兵するのが困難となる。であればこそ、カリギュリオのこの質問は、軍部からの支持を得る。

			「カリギュリオ殿の申す通りですぞ、老師。偉大なる帝国軍の前に、魔王など脅威ではありませぬ！」

			「陛下の前で不遜ですぞッ!!　ガドラ殿は皇帝の意に背そむくおつもりか──ッ!?」

			「否ッ！　考えてもみよ、魔王を相手にするより、ドワーフ王の協力を取り付ける方が得策ぞ。被害も出ぬし、西側の掌握も容易になるというものじゃ！」

			　ガドラは一喝し、反対意見に反論する。

			　しかし、そんなガドラの主張を笑う者がいた。

			「笑止なのは貴様だ、ガドラ殿。ドワーフ王は剣聖と誉れ高き男。先代も英雄であられたが、今代も並々ならぬ実力を有しておられる。その仲間達も名だたる英雄であり、新参の魔王を屠ほふるよりも手強き相手であろう。我も手合わせ願いたいほどだが、今はそれが本題ではない。英雄と戦うよりも、魔王を討伐するという方が、世論に対して見栄えが良いという話よ！」

			　そう吼ほえるのは、〝三将〟の一人。

			　魔獣軍団長──獣王グラディムだ。

			　グラディムが立ち上がっただけで、その場に圧倒的な威圧感が漂った。

			　正しく、王者の風格。

			　グラディムは、魔獣をも力で支配する。帝国内屈指の武闘派であり、高い戦闘能力を誇る軍団長であった。

			　階級は、大将。

			　帝国内で二番目に強い男──と言われている。

			　グラディムは〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟ではなく〝ふたけた〟台なのだが、その強さ故に早々に軍団長へと就任していた。序列強奪戦から外れた立場にあるだけで、自分こそが最強だと自負している。だからグラディムは、自身より強いとされている〝元帥〟に対して、面白い感情を抱けずにいるのだ。

			　獣人族ライカンスロープの血を引くとの噂だが、その真偽は定かではない。理屈ではなく本能で動くタイプなので、ガドラとしては苦手としている相手である。

			「グラディム殿か、その比較は間違っておるぞ。ワシは、ガゼル王を味方にせよと申しておるのだ！」

			「馬鹿め。ドワーフ王国をも併へい呑どんするというのなら、貴様の言い分も理解出来る。帝国の覇道の前に立ち塞がる愚か者など、ことごとくを叩き伏せれば済む話だからな。しかし！　何が調略だ。そんな温い事を言っておるから、戦力が整った今も行動に移せぬではないか──ッ!!」

			「何を馬鹿な！　ドワーフ王国は天然の要塞ぞ？　攻め落とすなど──」

			「黙れぇ──ィ!!　陛下の御前で泣き言を抜かすなど、そんな事だから軍団長を罷ひ免めんされるのだァ──ッ!!」

			　獣王グラディムが吼える。

			　それは事実であった。

			　三十年ほど前までは、ガドラが率いる魔法軍団が帝国三大軍団の一角を占めていたのだ。しかし今では、有能な者は技術局に、その他は各部署にと転属されてしまっている。

			　それは、魔法というのが、才能に頼るしかないものであるのが原因だった。

			　先ず、魔力がなければ魔法を操れない。努力で学べるものではないので、その数に限りがあったのだ。

			　戦闘でも有用ではあるのだが、魔法に代わる武器が開発された。

			　小型魔導兵器──〝魔銃スペルガン〟である。

			　魔石をエネルギー源として、銃身に刻まれた魔法陣を発動させる。そうする事で、誰でも魔法が扱えるようになるという武器であった。一種類の魔法しか放てぬのが弱点だが、有用なのは言うまでもない。

			　近接戦闘では、〝帝国式魔法剣マジックサーベル〟がある。これも原理は同じで、武器強化の魔法が施された小型魔導兵器の一つであった。

			　これがあったからこそ、技術班は迷宮産の孔空き武器の用途に気付いたのだ。

			　誰でも考える事は同じ──つまりはそういう事であった。

			　才なき者でも魔法が扱えるようになった今、魔法軍団の役目は終わったのである。

			　魔法の時代の終わりを告げるような、ガドラからすれば物悲しい出来事であった。

			　そして、そんなガドラを嘲笑する者がもう一人。

			「はっはっは、老師殿。老いましたな。貴殿の魔法知識は、帝国の宝。我が機甲軍団の新型魔導兵器の開発にも協力して頂いておりますが……グラディム殿の言う通り、今の発言は不ま味ずい。臆病風に吹かれましたかな？」

			　カリギュリオが蔑さげすむように嗤わらった。

			　貴族院や軍部からも、忍び笑いが漏れ聞こえる。

			「貴様等、理解しておるのか？　かの邪竜は、暴風を司るこの世界の最強種なのだぞ？」

			「老師こそ、理解しておられぬ。帝国軍は以前とは違うのだ。大勢の異世界の方々の知識──〝科学〟なるものを学び、こちらの世界とは異なる技術体系を得た。この、新たなる技術により、我が帝国の軍事力は一世代前の何十倍にも増大しておる。貴殿のような時代遅れの魔法使いなど、今の戦にはついて来られまい。皇帝陛下の恩情にすがり、大人しく隠居しておる事だ」

			「な、何を──ッ!?」

			　そう憤いきどおるガドラであったが、実はそれは演技であった。

			　そもそもガドラは、魔王リムルの軍門に降くだっている。なるべくは戦争回避の方向に進言しているが、その先に関しては知った事ではないのである。

			（コイツ等、本当に憐れじゃわい。科学は素晴らしい知識じゃったが、魔導王朝サリオンにも、秘匿された知識──『魔導科学』があった。リムル陛下も元は〝異世界人〟じゃというし、帝国の優位性を担保する軍事力だが、どこまで通用するかわからんものなあ……）

			　魔国連邦テンペストを、リムルを知ってしまった今、ガドラとしては帝国の勝利が疑わしく思えていた。

			　元同僚達に不幸になって欲しい訳ではないし、皇帝陛下には恩義も感じている。なので出来るだけ頑張って戦争回避へと誘導しているが、それに失敗したらそれはその時だ。

			　ユウキがクーデターを起こすだろうし、そうなった後で皇帝の身柄を確保するつもりでいた。

			　ユウキは、皇帝を暗殺するつもりだろう。彼の目的が世界征服である以上、偉大な指導者は邪魔以外の何物でもないからだ。

			　以前ならば、ガドラとしては放置する予定であった。しかし今、戦争をする理由そのものが消えた事で、世界を混乱に陥れるようなユウキのやり方を、ガドラは許容出来なくなっていたのだ。

			（まあ、後はどうなるやらわからんが、これ以上の進言は無意味であろうな。ならば次は、『地下迷宮ダンジョンへと帝国軍の関心を集める事』という、リムル陛下からの命令を遂行するとしようかのう）

			　ガドラは密かにそう決意した。

			　そして、未だに沈黙を守るユウキへと、その視線を向けたのだった。

			


			＊

			


			　ガドラが沈黙したのを見て、カリギュリオは勝ったと思った。

			　ガドラの魔法軍団は解体され、軍事再編成が行われた。その後のガドラの扱いは、機甲軍団の技術顧問という名誉職でしかない。

			　しかし、その英雄的な力は周知のものであり、下手をすればカリギュリオ以上の影響力を保ったままだったのだ。

			（ユウキのような小僧を軍団長に推薦したのも、ガドラの独断であろうな。忌々しい事よ）

			　カリギュリオとしては、それが面白くなかったのである。

			　大魔法使いガドラ──そう呼ばれた英雄も今は老いた。それでも彼の功績は素晴らしいものであり、礼を欠いてはならぬとカリギュリオも思うのだが……。

			（フッ、所詮は過去の人物。今となっては、老害、か……）

			　時代の流れによる、戦力増強。それに付いて来られぬ哀れな老人──それこそが、今のガドラなのだ。

			　帝国は新たな時代を迎えた。

			　新生三大軍団は、以前とは比較にならぬほどに強大だ。

			　………

			　……

			　…

			　カリギュリオ率いる『機甲軍団』──

			　異界の科学技術と魔法技術が融合した、帝国最大規模の軍団である。

			　その動員可能総兵数は二百万を超える。ただし、帝国の各地にて待機している戦力も計上されている為、即座に軍事行動を起こせるのは、実質、百万人程度であった。

			　しかしそれでも、百年前では考えられないくらいに、異常とも言えるほどの大規模な軍団なのである。

			　グラディム率いる『魔獣軍団』──

			　異界の技術であるＤＮＡ解析により、捕獲した魔獣の培養育成が可能となった。そうして育成した魔獣を調教した上で強化したのが、この軍団の中核を為している。

			　今までの常識ではあり得なかった魔獣の培養。それを実現し、更に手懐けた。そうする事で、強靭な魔獣が騎獣となったのだ。

			　そうした魔獣を駆るのは、帝国内の英雄達だ。

			　古き時代から活躍した英雄達の血──それを解析し、その力を我が物とした者達。

			　彼等は、生まれつきの強者であった。

			　そんな彼等の血の力を覚醒させた事で、魔獣軍団は英雄達だけで構成されているのである。

			　十万人に一人の才能と言われる、たった三万名しか所属していない少数軍団。しかし彼等の騎獣はA-ランク以上の魔獣であり、人魔一体となった強さは計り知れない。

			　たった三万名で軍団を名乗る、帝国の誇る最強精鋭部隊なのだ。

			　ユウキ率いる『混成軍団』──

			　この部隊は寄せ集めだが、その潜在能力は非常に高い。

			　協調性のないはみ出し者が集められた、落ちこぼれの巣窟。世間一般ではそう思われているが、それは正しい評価ではない。他者と協調出来ないのは、個人としての能力が非常に高い為なのだ。

			　制御出来ないほどの、突出した個人の才能──多くの〝異世界人〟を抱えており、その潜在能力は未知数である。

			　様々な実験を行った結果、再現不可能なイレギュラー要素を持つ個体──Ａランクを超える力を持つ魔獣は、その扱いが困難だが戦闘能力は破格であった。

			　何故そうなるのかは不明でも、捨てるには惜しい性能を持つ兵器──新たな試みによって得られた様々な成果が、この部隊に集められている。

			　今までは管理されるだけだった彼等の前に、ユウキという指導者が現れた。その結果、数値では計り知れないような力を有す、虎の子の混成軍団が新生したのだ。

			　その総兵数は、二十万人。

			　その内の半数が情報将校や一般事務兵なので、実働可能兵数は十万名といったところだ。

			　そして更に、厳選された者達だけで構成される部隊。

			　ユウキを信奉するその者達こそが、混成軍団の根幹なのだった。

			　………

			　……

			　…

			　これこそが、帝国の新生三大軍団。

			　大戦力である。

			　皇帝の勅令が下り次第、今直ぐにでも百十三万の軍勢が軍事行動を開始するであろう。

			　現在、帝国情報局が把握している西側諸国の総戦力は、兵数にして百万に満たない。動員可能数で考えるならば、四十万集まれば御の字というところだ。

			　しかも、各国での連携など上手くいくとは思えぬ事から、まともな軍事運用など望めないであろうと結論が出ていた。

			　烏合の衆四十万を相手に、帝国精鋭は百万を超える。

			　余りにも圧倒的と呼べる軍勢であった。

			　そして、そんな圧倒的な帝国軍の中核を為すのが、カリギュリオの機甲軍団なのだ。

			　カリギュリオは今回、選りすぐりの戦力を用意して事に当たるつもりであった。

			　動員予定の百万名の内訳は、以下の通り。

			　主力となる『機甲改造兵団』──

			　異界の技術を取り入れ、魔法的な改造を施された兵士達。個人の戦闘能力は最低でもC+ランク。中にはＡランクに達する者までいる。

			　所属兵数は七十万名であり、他の追随を許さぬ花形部隊である。

			　決戦兵器たる『魔導戦車師団』──

			　実用化された新兵器、魔導戦車二千台を保有する。

			　五人で操縦する魔導戦車だが、今までの常識をも打ち破る凄すさまじい性能を発揮する。

			〝魔導砲〟と名付けられた主砲は、初速が二千メートル／秒に達する。装弾数は五十発で、一分間に五発発射する事が可能だ。その威力は凄まじく、戦術級魔法である超高等爆炎術式に匹敵する破壊力を秘めていた。

			　ちなみにこれは魔法原理で発射されるものの、砲弾そのものは〝鉄の塊〟である。対魔法結界や対弓防御などを軽々と貫通する、恐るべき質量兵器なのだった。

			　魔導師ウィザードという、希少なエリートにしか扱えないような威力が、一般兵でも扱えるようになった。しかも防御困難となれば、これが意味する事は果てしなく大きい。

			　整備班を含めた所属兵数は二十万名おり、戦車を増量すればするほど戦力を増す事であろう。

			　機密兵器である『空戦飛行兵団』──

			　飛空船、四百機。

			　これは、異界の知識の結晶とも言うべき帝国の宝だ。

			　一機につき、最大四百名搭乗可能である。

			　操作は五十名のスタッフが行い、残りの者が防御魔法と砲撃関係に携わる。魔法増強砲が多数設置されており、攻防共に優秀な戦艦なのである。

			　輸送手段としても有用だった。

			　この時代では、『制空権の概念などない』と言ってもいい。対空警戒など全く為されていないので、敵が油断している間に大規模兵力を輸送する事も可能であろう。

			　敵を前後から挟み撃ちするなど、飛空船を用いれば簡単に実現出来るのだ。

			　これもまた、既存の戦術理論を覆すような発明であった。

			　所属兵数は十万名で、旧『魔法軍団』のメンバーの大半が所属していた。

			　これだけの大兵力を用意した事で、カリギュリオは万能感に浸っていた。

			　例えば、この世界での平均的な騎士の強さだが、国の規模にもよるが、精々Ｃランクといった程度であった。武器や防具で水増しして過酷な訓練を施して、それでもようやくＢランクに達するかどうか。

			　対して機甲軍団では、所属する者が希望すれば、魔法的な改造を施している。健康診断で高い適正値を示した者には、半ば強制的に改造手術を受けさせていた。

			　その結果、軍団としての戦闘能力の底上げに成功していたのだ。

			　これは、各地に残している者達も同様であり、帝国の磐ばん石じゃくさは揺るがないとカリギュリオは信じていた。

			　そして今回の大遠征には、魔導戦車や飛空船を、あるだけ全て投入する予定だった。

			　質、量ともに他国連合すらも圧倒する兵士達。

			　その上、初公開される新型兵器の数々。

			　帝国の威を知らしめるのは、機甲軍団を措おいて他にない──と、カリギュリオは確信していたのである。

			（これだけの軍勢があれば、ヴェルドラだろうが魔王だろうが恐れるに足らず！　我が軍だけでも、世界を制覇出来よう!!）

			　カリギュリオはそうした自信を胸に、ガドラの様子を観察した。

			　だからこそ、気付く。ガドラの視線が動き、ユウキを捉えたのを。そして次の瞬間、ユウキが待ってましたとばかりに口を開いたのを。

			「ガドラの爺さんが慎重過ぎるって意見には、僕も賛成さ。僕からすれば、〝暴風竜〟だって過大に警戒し過ぎって思えるんだよね。カリギュリオ軍団長が言うように、今の帝国軍なら問題ない相手じゃないかな？」

			　この御前会議にて初めて、ユウキが口を開いた。

			　その言葉が自身に賛同する意見であった事に、カリギュリオは警戒する。

			（コヤツめ、ここで迷宮攻略を名乗り出るつもりだな？　この俺が気付いていないと思っているのだろうが、甘いわ！　情報に精通せねば、軍団長という大役など担えぬと知れ！）

			　そう考えつつもカリギュリオは、ユウキへとにこやかな笑顔を向けた。

			　グラディムという例外もいるが、あれは規格外に強いから軍団長を任されているに過ぎない。ユウキ如きに軍団長はまだ早いと、カリギュリオは常日頃からユウキを敵対視しているのである。

			　そんな内面を押し隠しつつ、カリギュリオは言葉を紡つむぐ。

			「流石さすがはユウキ殿。やはり、新進気鋭の若者は、勢いが違いますな」

			「まあ、それほどでもないけどね。それよりも僕が思うに、戦争をするにしても調査が必要だろう？　ジュラの大森林を抜けるには、魔王リムルの支配地域を通る必要がある。ところで面白い話があってね、この魔王の都は迷宮の中に逃げ込めるらしいんだよ」

			「ほう、迷宮ですか？」

			「ああ。正確には、地下迷宮ダンジョンだね。どんな理屈か知らないけど、都市が消えて地上部に大門だけ残る仕組みになっているらしい」

			　知らないフリをしつつカリギュリオが問うと、ユウキが我が意を得たりとばかりに答えた。

			（フン、他愛もない。このまま自分が調査するとでも申し出て、地下迷宮ダンジョンで得られる権益を奪うつもりであろうが……それは浅はかというものだぞ）

			　そう思い、カリギュリオはほくそ笑む。

			「ほう、その情報は確かなのでしょうな？」

			「もしも本当なら、その地下迷宮ダンジョンを無視は出来ぬぞ。軍が通り過ぎた後、背後から攻められるやも知れぬ」

			「そうですね。西側も馬鹿でなければ、防衛線を引いて守りを固めているでしょう。魔王の軍勢に補給線を絶たれれば、我が軍は窮きゅう地ちに陥ります」

			「それでは、ジュラの大森林を通るのは危険かのう」

			　ユウキの発言を聞いた者達が、好き勝手に意見を述べ始めた。それらが思惑通りなのか、ユウキも明るい表情をしている。

			「その情報の信憑性は、疑いようもありませんよ。何しろガドラ爺さんが自ら出向いて、我々の為に調べてくれたのですから！」

			　頃合いを見計らって、ユウキがそう発言する。そのまま畳み込むように、ユウキは言葉を続けた。

			「ガドラ老師は自分の目で確かめたからこそ、魔王リムルが脅威であると判断なされた。そして、とある噂を持ち帰った。その噂とは、迷宮が地下百階層まであり、その守護者こそが〝暴風竜〟ヴェルドラだと言うものです。根も葉もない噂です。しかし調査は、地下六十階層で犠牲者を出した事で中断となってしまった。その階層は〝勇者〟マサユキでさえも突破していないという話もあり、難易度換算でA+相当かと思われます。どのルートで西側に攻め入るにしろ、調査は必要かと」

			　今までの飄ひょう々ひょうとした態度を捨て、真面目な口調でユウキが語った。

			「犠牲者が……」

			「それは無念であろう。ユウキ殿の心情、理解出来るというものぞ」

			「調査だけなら問題あるまい。ここは、混成軍団にお任せしようではないか」

			　そう口々に言い募る貴族達。それを見て、カリギュリオは苛立たしく思った。

			（チッ、金で買収された愚か者共が！　ユウキめ、小こ賢ざかしい真ま似ねをする。ヤツは軍団長ではなく、政治家になるべきであった）

			　ユウキの誠実そうな態度に、買収されていない者達までも同調する空気となっていた。それを忌々しく思いつつ、カリギュリオは声を上げる。

			「お待ち下さい！」

			　そう大声を張り上げ、カリギュリオは立ち上がった。

			　そして、御簾の向こう側、皇帝に向けて一礼する。

			「陛下！　ガドラ老師やユウキ殿はヴェルドラを非常に怖れているようですが、私は違います。無論、西側諸国などは語るまでもありませぬ！　陛下の御心を安らかにする、それこそが私の望みでありますれば、是非ともこのカリギュリオめに、『制覇せよ』と御命じ下さいませ!!　さすればこのカリギュリオ、身命を賭しまして戦に臨む所存であります!!」

			　カリギュリオの奏上は、その場を震撼させた。

			　皇帝への直言など、横紙破りもいいところだった。

			「なっ!?　何という大それた真似を──」

			「許されませんぞ、カリギュリオ殿!?」

			「カリギュリオよ、抜け駆けする気か？　陛下、我が魔獣軍団も何時でも出陣出来ます。是非とも、我等にも出陣を御命じ下さいませ!!」

			　ここで、グラディムまでが名乗りを上げた。

			　慌てたようにユウキも続く。

			「それならば、調査は是非とも混成軍団に！」

			　ユウキまで立ち上がった事で、〝三将〟が揃って頭を下げる形となった。

			　こうなると、この場を鎮められるのは皇帝だけとなる。

			　──否。

			　もう一人いる。

			　その者は御簾の向こう側で立ち上がり、艶えん然ぜんと笑った。

			　帝国軍の最高指導者──〝元帥〟その人である。

			「静まりなさいな、お馬鹿さんたち。ここはルドラ様の御前なのよ」

			　皇帝を名前で呼ぶなど、常人には許されざる暴挙である。それを平然と為すその者こそが、〝元帥〟の階級を授けられし人物なのだ。

			


			＊

			


			〝元帥〟とは、帝国最強を意味する。

			　その正体を知る者は、極一部の側近しかいない。

			　名前すらも公にされておらず、常に皇帝の側に侍ってその御身を守護していると言われていた。

			　そんな人物の発言により、その場は一気に静まり返った。

			　一斉に平伏する一同に、天上から声が届けられる。

			「ヴェルドラが何だと言うのです。前回の大遠征は邪魔されましたが、それで帝国が揺らぎましたか？」

			「「「否ッ!!」」」

			「当然です。この帝国には、偉大なる陛下の加護があるのですから」

			「「「ハハ──ッ!!」」」

			　気け圧おされるというレベルではなく、何者であろうが逆らえぬ空気が、その場を支配していた。

			　そんな中、〝元帥〟が問う。

			「ユウキ、だったわね。お前は帝国に来てから一年も経たっていないけれど、その功績は評価しています。しかし、温い。温すぎるわ。ヴェルドラが復活してから今まで、帝国がどうして行動を起こさなかったのか、その理由を知っているのかしら？」

			「準備が足りなかったから──」

			　何を今更とユウキは思ったが、無難な答えを返した。

			　しかし、〝元帥〟は蔑むように嗤う。

			「違うわ。お馬鹿さんたちが過去の恐怖に囚われて、何のかんのと理由を付けて逃げ回っていたからよ。ねえ、ガドラ。そうでしょう？」

			「は、はは──ッ！」

			　その通りであると、誰もが心の底では理解していた。

			　そしてガドラも、違う──と答える事が出来なかった。〝暴風竜〟に勝てるかどうかを議論せず、戦いを避ける方向で意見していたのは事実だ。反論する余地など何もない。

			（──しかし、どうした事じゃ？　何故に彼女は、これほどまでに焦っておるのじゃ？）

			　ガドラは、〝元帥〟の素顔を知る数少ない人物の一人である。だからこそ、常に超然としていた〝元帥〟が、どこか焦っているように感じたのだ。

			　しかし、この場でそれを問い詰める事など出来ない。

			　理由は分からぬままに、ガドラは漠然とした不安を覚えるのみであった。

			〝元帥〟からの追及は続く。

			「ドワーフ王ガゼルとの交渉など、上手く行くはずがないでしょう？　それが理解出来ない貴方ではないでしょうに、どうして固執するのかしら？　それとも、私が思っていた以上に貴方はお馬鹿さんだったのかしら？　もしかして、帝国の覇道を邪魔している訳ではないわよね？」

			　その冷たい声に、ガドラは背筋が凍るような思いだった。

			（見透かされておるのか？　この、ワシが……）

			　信じられぬ、とガドラは思う。

			　ガドラは皇帝の相談役も務めるほどの、帝国では古参の部類である。そんなガドラでさえ、〝元帥〟を前にタジタジになっていた。

			（そう言えば……ワシは彼女の〝名前〟すら知らなんだのか……）

			　ガドラは信用されていた。そして、間違いなく重宝されていた。

			　しかしそれは、ガドラの一方的な思い込みだったのかも知れない。そう思い至り、ガドラは愕然となった。

			　そして、帝国──というよりも、皇帝とは何者なのかと、その時初めて疑念を抱いたのである。

			　そんなガドラを放置して、〝元帥〟の矛先はカリギュリオへと向かう。

			「それで、カリギュリオ。貴公には勝算があるのね？」

			「ハハ──ッ!!　勿論で御座います、元帥閣下!!」

			「そう。それでは、貴公の考える作戦を教えなさいな」

			「そ、それは……」

			　威勢の良かったカリギュリオだったが、〝元帥〟の覇気に当てられて気圧されていた。

			　物量で攻め落とすという自分の案が、余りにも幼稚なものであったと気付かされたのだ。

			　対〝暴風竜〟戦に関しては、カリギュリオにも腹案がある。

			　長年それだけは、念入りに計画されてきたのだ。

			　カリギュリオは、ヴェルドラを怖れてはいない。

			　所詮、竜であろう？　そう考えていた。

			　カナート大山脈に棲すむドラゴン達。確かに強力な魔物である。

			　麓に生息している下位竜レッサードラゴンならまだしも、中位竜ドラゴンまで成長した個体だと、Ａランク以上の強さとなるのだ。

			　属性を持つ上位龍族アークドラゴンともなると、小国ならば国家転覆規模の危険な相手となる。

			　しかし帝国ならば、機甲改造兵団から大隊規模およそ五百名の戦力を派兵するだけで制圧が可能だ。何度か軍事訓練でドラゴン討伐もこなしており、下手な真似を仕出かさない限り大きな被害は出ないだろう。

			　それこそが、帝国が強大な証である。何万という将兵を養える国力があり、ドラゴンの群れが相手でも勝利する。

			　ヴェルドラとてドラゴンの一種──というのがカリギュリオの認識であり、たった一匹の竜に何を怖れる事があるのか？　という心境に達していた。

			　魔物の強さは、魔素エネルギー量の大きさで決まる。どれだけ強力な個体であろうと、それは変わらない。

			　ドラゴンが強いのは、その質量に比例するような膨大な魔素エネルギー量を秘めているからだ。

			　高い防御力と、広範囲を殲滅する吐息ブレス攻撃。それらは、圧倒的な魔素エネルギーがあるからこそ成り立っている。

			　であるならば、何も正面から戦う必要などない。

			　カリギュリオ達には秘策があった。

			　極秘に開発が進められていた、魔素撹乱放射マジックキャンセラーという新技術が。

			　魔法による弱化ならば、ドラゴンには通じない場合がある。個体によっては、『魔力妨害』などで無効化するのだ。

			　しかし、この新技術ならば関係ない。

			　魔素撹乱放射マジックキャンセラーを照射すれば、魔素という物質そのものに影響を及ぼす。魔素を操るのではなく、出で鱈たら目めな動きをさせる。つまり、魔素という物質を暴走させる効果があるのだ。

			　相手が魔法使いならば、詠唱が阻害されて魔法そのものが発動しない。

			　相手が魔物であれば、その身体からだを構築する魔素が乱されて活動が困難になる。要するに、弱体化。上手く行けば無力化するという訳だ。

			　これは、ヴェルドラのような魔素エネルギー量の塊には特に有効とされており、カリギュリオの自信の源にもなっていた。

			　そして、もう一つの切り札が魔導戦車だ。

			〝魔導砲〟の威力は凄まじく、大型魔獣であっても一撃で屠れるほどだった。捕獲したドラゴンで実験した結果、Ａランクの成竜であっても〝魔導砲〟一発で殺害可能だったのだ。

			　後は、虎の子の飛空船もある。

			　飛空船は、魔法技術の結晶とも言える秘密兵器だ。

			　その最高速度は、音の速さを凌りょう駕がする。生身の生物が、この速度から逃れる事など不可能であった。

			　カリギュリオが対ヴェルドラ戦として考案した作戦内容は、以下の通り。

			　動きの速い兵士がヴェルドラを誘い出し、森に配置しておいた魔素撹乱放射マジックキャンセラーによって動きを封じ込める。

			　更に畳みかけるように、飛空船からも大規模魔素撹乱放射マジックキャンセラーを照射し、ヴェルドラの弱体化を完全なものとする。

			　そしてトドメとして、魔導戦車二千台による〝魔導砲〟の一斉射撃だ。これならば、古の邪竜といえども消滅は間違いなしであろう。

			（もしも生き残ったとしても、だ。如い何かに〝竜種〟といえども無事では済むまい）

			　戦闘とは、情報の積み重ねにより勝率を上げる事が出来る。数あま多たの竜を葬り、情報量の蓄積は万端であった。

			　カリギュリオは勝利を確信し、絶対の自信を持っていたのである。

			　しかし、〝元帥〟に向けて説明する、カリギュリオの口は重い。

			「で、ですから、戦車隊を配置し、そこに邪竜を誘い込んでですな……」

			　物量だけで勝てると思い込んでいた為に、細かい作戦は現地に赴いてから行う予定であった。

			　どんな悪路であろうとも、戦車ならば森を切り開ける。

			　ドワーフ王国からは街道も通っているとの事。そこならば、戦車が楽に通れるほどの道幅があると聞き及んでいた。

			　戦車の展開も簡単に出来ると踏んではいるが、〝元帥〟相手にいい加減な事を言う訳にはいかない。

			（戦力増強に気を配り過ぎて、肝心の現地調査を蔑ろにしておった。これは俺の失態か……）

			　そう判断するだけの理性が、カリギュリオにはあったのだ。

			「無能だこと。そもそも、貴公は勘違いしているようね。ヴェルドラを滅ぼしてどうするの？」

			「──はっ？」

			　問われた意味がわからず、カリギュリオは思わず問い返していた。

			　そんなカリギュリオを、〝元帥〟は冷たく見据える。

			「ヴェルドラが封印されていたのに、どうして帝国が動かなかったと思うの？」

			「そ、それは、準備が──」

			「違うわよ、お馬鹿さん。あの子ヴェルドラの復活を待って、完全な形で決着を付ける為よ。そうして、皇帝陛下の威光を遍あまねく知らしめる。その為には、ヴェルドラを滅ぼしてどうするの？　倒し、支配してこそ、帝国の勝利が決定されるのです！」

			　その言葉は、静寂に包まれた会議場を圧迫した。

			　誰もが心臓を鷲わし掴づかみにされたような、そんな恐怖とも畏怖ともつかぬ感情に支配されたのである。

			　戦慄したのはガドラも同じであった。

			（馬鹿な、本気で言っとるのか？　精神支配は無理だと、あれだけ説明したというのに。しかし──）

			　しかし、〝元帥〟の言葉には不思議な説得力があった。もしかしたら可能なのではないかと、そう感じさせる何かがあったのだ。

			　それを感じ取り、ガドラは得も言われぬ恐怖を味わった。

			（そうじゃ、考えてみれば不思議じゃった。〝元帥〟とは何者なのじゃ？　ワシは彼女と会った事があるというのに、今まで名を知らぬ事すら疑問に思わなんだ。これは、これはまさか……）

			　と、どうしようもないほどに認めたくない事実が、ガドラに迫る。

			　それは、〝元帥〟がガドラを、帝国の大魔法使いであるガドラをも上回るような、そんな優れた精神支配の使い手なのではないか、という疑念だ。

			　それは疑念というよりも、もはや確信に近かった。

			　ガドラは目を見開いて、御簾の向こう側へと視線を向ける。

			　高価な平絹で編まれた簾に、たおやかなシルエットが浮かび上がっていた。ガドラにはそれが、人の想像を絶するような化け物に見えた。

			　例えるならば〝竜種〟が人の姿をとったような──そんな錯覚に囚われ、ガドラは慌てて、その考えを振り払ったのだった。

			


			＊

			


			　誰もが唾を飲み込み、硬直した会議場にて。

			「それでは僕から、一つ作戦を奏上したいのですが」

			　と、少年の声が響いた。

			　ユウキである。

			　この状況で声を発しただけで、その度胸は称賛に値した。

			「言ってごらんなさい」

			　優しくて冷たい声が、ユウキの発言を許可する。

			　ユウキは内心の思いを隠しつつ、一礼した。

			「今は各軍団で牽制し合っている場合ではないと思いますので、忌き憚たんのない本音で語らせてもらいます」

			　そう前置きしてから、ユウキは神妙な顔つきで作戦を述べ始める。

			　まず、正面のジュラの大森林方面からは、機甲軍団が侵攻を行う。魔王リムルの軍勢は、ジュラの大森林とアメルド大河が交差する付近に集結中。その地点にある宿場町を本拠地と定めて、警戒態勢に入っている模様。

			　帝国軍の進軍ルートは、カナート大山脈とジュラの大森林の間を通る形になる。ジュラの大森林東部には道がないので、そこを抜けるには時間がかかり過ぎるからだ。

			　ドワーフ王国の正面入り口まで出て、アメルド大河に沿って南下すると、この宿場町に到達する。そこで本格的な戦闘が始まるのだが、それには一つ問題点があった。

			「待て、ユウキ殿。森を抜けねば、ドワルゴンを刺激するぞ！　ガゼル王と魔王リムルは仲が良いと聞くし、両国は同盟の間柄。そんな行動を取れば、即座に挟撃されてしまうではないか！」

			　カリギュリオが指摘するが、この意見は当然だった。

			　アメルド大河に沿った街道を通るのではなく、森を抜ける。その考えの根底には、ドワーフ王国との敵対を避けたいという思惑が絡んでいた。

			　戦闘が始まれば、ドワーフ軍も援軍として派兵されてくる。そうした場合に備えて、軍の補給線を絶たれるような真似は断じて認められないとの判断もあった。

			　森と河に挟まれ、身動きの出来ぬ軍。そこを前後から挟み撃ちされれば、数の優位性が失われる。飛空船があろうと、陣を築けねば補給は出来ないのだ。

			　カリギュリオとしては、ユウキの案を聞き流せなかったのである。

			　しかしユウキは、予想通りとばかりにニヤリと笑った。

			「ご安心下さい、カリギュリオ殿。狙うのは宿場町ではなく、ドワーフ王国ですよ。ガゼル王が交渉に応じぬなら、そんな国は友好国とは呼べないでしょう？　残す意味ってないでしょう」

			「なっ──ッ!?」

			　ユウキの発言に絶句するカリギュリオ。

			　そして会議場は騒然となる。

			「武装国家ドワルゴンを攻めると申すのか!?　いや、勝てるであろうが、どれだけ被害が出るやもわからぬぞ！」

			「西側まで攻め込む余力など残るまい」

			「何しろあの国は、天然の要塞に守られておるようなものですからな」

			　と、会議に参加している者達が口々に意見を交換し合う。それを聞き、ユウキは笑みを深めた。

			「そう。あの国は要塞みたいなもの。守りに特化しているから、今までは難攻不落と言われてきた。でもさあ、こっちには戦車があるんだぜ？　魔法防御に特化していたからこそ、ドワルゴンの守りは鉄壁だったんだ。そこを抜ければ、あんな国を落とすなんて造作もないだろ？」

			「むむっ……」

			　ユウキに指摘されて、一理あるとカリギュリオは思った。

			　仮に、ドワーフ王国を攻めたとして。

			　狙うはイーストかセントラルになる。敵の油断を誘うなら、帝国に隣接するイーストではなく、ジュラの大森林に抜ける正面入り口セントラルを攻めるべきであろう。

			　魔王リムルの宿場町を攻めると見せかけて、そのまま戦車部隊でセントラルを包囲すれば……。

			　ドワーフ王国からの援軍を阻止しつつ、宿場町を落とす事も可能になる。

			「──なるほど、それは案外面白い作戦かも知れん」

			「でしょう？　ドワーフ王国がピンチになったら、魔王リムルも動かざるを得ない。こちらが主導権を握り、迎え撃つ形で戦場を用意しておけば──」

			「我が軍が有利に戦えるという訳だな」

			　アリだな──と、カリギュリオは頷く。

			「宿場町に滞在するのは、恐らくは先遣隊だけだと思う。それでもジュラの森なら相手が有利だし、どうしたってこっちの被害が大きくなるよね。だけど、一気にドワーフ王国を攻め落としてしまえば、今度は逆に天然の要塞がこちらの守りに役立つって訳さ」

			　ユウキのその言葉には欺ぎ瞞まんがある。もしも本当に〝魔導砲〟を撃ち込む事態となったなら、最初の一斉射撃でセントラルは壊滅するだろう。迷路のような地下洞窟に逃げ込むにしても、入り口付近の都市部の被害は甚大なものになるからだ。

			　将来的には帝国が摂取し、再建する流れになるだろうが、今回の戦では利用出来ない。カリギュリオはそう気付いていたが、ここはユウキの口車に乗る事にした。

			「そう上手く行くとも思えんが、聞くべき点はあるな。少なくとも、うっとうしい森の中でネズミを追い回すよりも、罠わなを張って待ち構えて、一気に殲滅する方が爽快だ。しかる後に堂々と、魔国連邦テンペストの首都を目指せば良い」

			「その前に、僕の作戦には続きがあるのさ。我が混成軍団が、集団戦よりも個人戦を得意としているのは、皆さんも御存じの通りだよ。でさ、そんな僕達だからこそ、迷宮調査には打って付けだと思うんだ。さっきも話したけど、地下百階層をヴェルドラが守っているという噂もある。それを見極める為にも、調査は必要だろう？」

			　そうきたか──と、カリギュリオは内心で笑う。

			　ユウキが自分の利益を捨てるとは思っていなかったので、この申し出も予想の範はん疇ちゅうだったのだ。

			「それには及ばぬ。宿場町を無視して君達が魔国の首都を目指した場合、両面から挟み撃ちにされる危険もあるだろう。ならばそれこそ、我が軍を西進せいしんさせて、道なき道から地下迷宮ダンジョンとやらを目指す方が良かろう。そもそも、一つの都市が消えるなど、この目で見なければ信じられぬ。魔王の軍勢の本隊が待ち構えていると想定する方が、戦術的にも正しいであろうよ」

			　カリギュリオがそう反論すると、一瞬だがユウキが悔しそうな表情を浮かべた。

			　それを見逃すカリギュリオではない。

			（クックック、まだまだ青いわ。全てが自分の思い通りになるなどと、己うぬ惚ぼれるなよ小僧！）

			　そう思い、愉悦に浸る。

			　そして──

			「ようやくまともな軍議らしくなったわね。いいでしょう、カリギュリオには自信があるようだし、魔王リムルについては任せるわ」

			〝元帥〟のその一言によって、機甲軍団によるジュラの大森林侵攻作戦が決定されたのである。

			〝元帥〟の言葉は更に続く。

			「これだけでは弱いわ。ドワルゴンを攻めるなら、イーストにも圧力をかけておく方がいいわね。それは混成軍団に任せるわ。首都防衛の任務と併せて、編成は軍団長である貴方が考えなさい」

			「……承知しました」

			　ユウキは反論しかけたが、思い留とどまった。〝元帥〟の口調から、これが決定事項だと悟ったのだ。

			　その代わりに声を上げたのが、残る軍団長であるグラディムだ。

			「お、お待ち下さい！　それでは、我が魔獣軍団に留守番せよとの仰せですか!?　我が軍団も必ずや役立つとお約束します。ですからどうか──」

			　グラディムは鬼気迫る形相で、御簾の向こう側に向かって声を張り上げた。もしもここで居残りを命じられでもしたら、数で劣る魔獣軍団の出番などなくなる。要所を全て押さえられ、グラディムが戦功を立てる機会も失われるだろう。

			　それだけは断じて認められぬと、グラディムは必死だった。

			「慌てないの、お馬鹿さん。貴公にはちゃんと、出番を用意してあるわ」

			「なんと!?　そ、それで、私の役割とは？」

			「貴公は魔獣軍団の全軍を率いて、北進しなさい」

			　勢い込んで〝元帥〟から答えを聞いたグラディムは、その突拍子もない内容に驚きょう愕がくした。

			　魔王リムルとガゼル王は、自国の防衛に専念する事になる。その隙に同時侵攻を仕掛ける事で、油断している西側諸国の度肝を抜く事が出来る。

			　西方諸国評議会カウンシル・オブ・ウェストが対策を取る前に、速やかに橋きょう頭とう堡ほを築けばいい。

			「北進ですと!?　カナート大山脈を越えろと言われるのか？」

			〝元帥〟の発言の意図を汲くみ取り、グラディムは動揺した。

			　理屈は分かる。二正面どころか三正面同時作戦になるが、それを為し得るだけの戦力が帝国にはあった。

			　しかし、戦略ではなく戦術面で、その作戦を実行するには困難が伴うのだ。カナート大山脈を万の軍勢で踏破するなど、正気を疑われるような発案なのである。

			　その事を指摘するのもためらわれたグラディムだったが、そんな彼に〝元帥〟の笑い声が聞こえた。

			「そうよ、グラディム。海上を通ってイングラシア王都を攻めなさい。再興中のファルメナス王国など、ドワルゴンを落とせば何時でも潰せるものね」

			「は、はあ？　海上ですと!?　いや、しかし、我が国には、大規模輸送用の海上戦艦など……」

			「あるのよ。ねえ、そうでしょう？　カリギュリオ」

			　名前を呼ばれたカリギュリオは、誤ご魔ま化かすなど不可能と悟った。呼び捨てにされた無礼など、今更な話である。この場で苦言を呈する気にもなれなかった。

			　それだけの威圧を、〝元帥〟から感じていたのだ。

			「〝元帥〟の仰おっしゃる通りかと。我が軍で開発した、〝飛空船〟なる最新兵器が御座います。この最新兵器を運用した『空戦飛行兵団』ならば、魔獣軍団の輸送は可能でしょう」

			　カリギュリオの発言で、一気に会議場内が沸き立った。

			　ジュラの大森林を経由せずとも、西側諸国に攻め入る手立てが存在するというのだ。

			　彼等が興奮するのも当然であった。

			「ただし、対〝暴風竜〟戦でも必要な切り札ですので、我が方では運搬しか協力致しかねるが、宜しいですかな？」

			　このカリギュリオの発言は、グラディムに向けたものである。

			　百隻の飛空船は自分の手元に確保し、最大武装させる。残る三百隻だけでも、最大運搬可能兵数は十万を下らない。飛空船の運搬可能人員は、一隻につき四百名。船を操る人員を差し引いても、一隻につき三百五十名は運搬可能なのである。

			　魔獣軍団──三万名の英雄達と、その騎獣三万体。総数六万に加えて、彼等が十全に働けるようにサポートする支援部隊。そして、補給物質。これらを運ぶには、飛空船が三百隻もあれば足りるだろう。

			　飛空船自体の戦闘能力は期待出来なくなるが、魔獣軍団の運搬だけならば容易であった。

			　カリギュリオは速やかに、絶対に譲れない線を弾はじき出し、グラディムに突き付けたのだった。

			　グラディムもそれは十分に理解しており、唸りつつ思案に入った。

			　魔王リムルや〝暴風竜〟ヴェルドラと戦うのは、武人の誉れである。この栄誉を逃すのは勿体ないが、〝元帥〟から提示された作戦もまた、とても魅力的なものであった。

			　既存の概念を打ち破るような、電撃作戦となる。

			　油断しきっている西側諸国では、グラディムの魔獣軍団に対応出来ないだろう。

			　成功は約束されたようなもので、この作戦は理に適かなっていた。

			　それに何よりも。西側には、聖騎士団クルセイダーズという英雄達がいるらしい。個人戦闘に特化した上に、集団戦でも最強だと噂される集団が。

			　その対となる法皇直属近衛師団ルークジーニアスも凄まじいと聞くし、神聖法皇国ルベリオスにはヒナタ・サカグチがいる。

			　法皇直属近衛師団筆頭騎士にして聖騎士団長である、事実上の最強騎士。その勇名は帝国にまで轟いていたが、最近、魔王リムルと引き分けたという噂が流れていた。

			　であるならば、そんな腑ふ抜ぬけた最強騎士など、グラディムの敵ではないという事だ。

			　ヒナタ率いる英雄達を駆逐し、聖なる都を蹂躙する。

			　グラディムの身体を流れる獣の血が、熱く滾たぎり始めるのを感じた。

			「いいだろう！　我等を無事に戦場まで運んでくれるというのならば、その作戦に乗ろうではないかッ!!」

			　獣王グラディムの吼えるような同意の言葉に、大会議室の熱気が更に高まった。

			「勝てる、間違いなく勝てますぞ！」

			「勝利は我等、帝国のものぞ！」

			「皇帝陛下、万歳──ッ!!」

			　といった具合に、既に勝利の想像に酔いしれる者達まで出始めていた。

			　そうした熱気に応えるように、カリギュリオがグラディムに約束する。

			「海路を行けば、ドラゴンとの戦闘も回避出来ましょう。大船に乗った気持ちで、このカリギュリオにお任せ下され」

			　これは元々、カリギュリオとしても考えていた計画の一つだった。

			　ドラゴンの飛行可能距離から考えれば、海路上は〝竜の巣〟の勢力圏から大きく外れているのである。また、厄介極まりない大海獣も気にせずに済むので、比較的安全に西側まで出向く事が可能であろう、と。

			　ただし、戦車部隊との連携がまるで取れないので、カリギュリオとしてはその案を奏上するのは時期尚早であると考えていたのだった。

			　なので、事前調査も万全だった。

			　今回は思わぬ形でそれを利用する事になってしまったが、これはこれで良いとカリギュリオは考えていた。

			（面白い。飛空船にて魔獣軍団を輸送し、後は支援と補給に徹する。そう見せかけて、利益だけ奪い取る事も出来るやも知れぬな。それに……北側に大戦力が出現すれば、西側連合軍の意表を突けよう。そうなれば、烏合の衆。魔王リムルへの援軍など出す余裕もなくなり、慌てふためくだけとなろう）

			　ジュラの大森林方面しか警戒していない西側諸国の面々は、思わぬ事態に戸惑う事になる。そうなれば、カリギュリオ達の作戦もスムーズになるだろう。

			　カリギュリオはそう考えた。

			　自身は地下迷宮ダンジョンと、そして〝暴風竜〟に集中する。そうする事で、より大きな戦果を挙げられるであろうと、カリギュリオは計算したのだった。

			「何か問題はあるかしら？」

			「──いいえ。グラディム殿と協議の上で、達成可能な作戦を立案致しましょう」

			「うむ。無事に届けてさえくれるならば、その時は我等の力を存分に奮う所存ですぞ！」

			「それじゃあ僕は、精々ドワーフ王国に対して示威行為を繰り広げるとしますかね」

			「セントラルでの戦いが始まれば、イーストでの動きはなくなるでしょう。ですが──」

			「血迷ったドワーフ達からの襲撃がないとは限らない──って事ですよね？　わかってますって」

			〝元帥〟を相手にしても、ユウキは自分の態度を崩さなかった。

			　他の軍団長を含めたその場の全員が、そんなユウキを奇異な目で見た。

			　鈍感なのか、馬鹿なのか。そんな視線だったのだが、ユウキがそれを気にする事もなかった。

			「宜しい。それでは、直ちに準備に取り掛かりなさい！」

			「「「ハハ──ッ!!」」」

			　命令が下された。

			　皇帝ルドラが一言も発さぬままに、帝国による三方面同時侵攻作戦が決定されたのだ。

			　その日、皇帝の名において開戦の詔しょう勅ちょくが発された。

			　帝国は熱気に包まれる。

			　長き雌伏の時を経て、帝国が再びその武威を示す時が訪れたのだった。

			


			●

			


			　御前会議が終わり、ユウキは安あん堵どの溜息を吐いた。

			　今までの会議で、〝元帥〟が口を挟んだ事などなかった。それなのに今回は、やけに積極的に干渉している。そのせいで、ユウキの計画も多少変更する必要が生じた訳だが……。

			（ま、問題ないね。僕の軍は予定通り、帝都近隣に展開出来そうだし。一番勢力が多くて邪魔だった機甲軍団は、その大半がジュラの大森林に侵攻する事になった。ヴェガを潜入させている魔獣軍団まで出撃するのは予定外だけど、混成軍団だけでもクーデターは成功するかな）

			　本来の計画では、ヴェガをクーデターの主力に据えておき、万が一失敗した時には、全ての罪をなすりつけるつもりだった。

			　勿論、ユウキの部隊も陰ながら支援する。というよりヴェガが陽動で、実働はユウキが担うつもりであったのだ。

			　その案は廃棄せざるを得ないが、大筋では問題ないとユウキは判断した。

			　ユウキの思う通りに、馬鹿カリギュリオが動いてくれそうだったからである。

			　カリギュリオは、武人というよりは軍人と呼ぶべき男だった。戦えばそれなりに強いのだが、策と必勝にこだわり、冒険をしない男。それでいて強欲なので、動くに値する理由があれば、損失を厭いとわない面も持っていた。

			　要は、理由さえ与えてやれば良かったのだ。

			　魔国連邦テンペストには金がある。そして、奪うべき新技術もある。

			　それらが地下迷宮ダンジョンに隠されていると伝えれば……。

			　勿論、そのまま教えても疑われるだけなので、ユウキがそれを狙っていると思わせればいい。

			　ガドラが持ち帰った情報と物品を利用して、ユウキは見事にカリギュリオを踊らせる事に成功したのだった。

			　しかし、それにしても。

			「深刻な顔をしてるけど、どうしたのさ？」

			　ユウキは、自分と向かい合って座る人物──ガドラに向かって問いかけた。

			「ふむ。〝元帥〟がのう……」

			「元帥？」

			「うむ。あれほど焦っておるのは、何が理由なのかと思ってな」

			「焦ってる？　そうは見えなかったけど？」

			　ガドラが思い詰めた顔をしていたのは、そんな些細な理由だったようだ。ユウキからすれば、そんなに気にする事ではないように思えたのだが、ガドラには何か気掛かりがあるらしい。

			「ま、今日の会議でも思ったけどさ、アレもかなりの化け物だよね。正直、僕が戦ってみないと勝てるかどうかわからないなんて、よっぽどだぜ？」

			　ユウキは大抵の相手なら、戦わなくても相手の強さがわかる。究極能力アルティメットスキルに覚醒した今では、相手が隠している実力まで見抜けるようになっていた。

			　そんなユウキに実力を読ませぬ相手、それがどれだけ危険であるか、説明するまでもないだろう。

			「〝元帥〟殿は、ルドラ陛下が代替わりなされる度に指名されておる。今代の方もそうだが、前代も、そのまた前の御方も、常に皇帝陛下の御身を守護なされていた。帝国の頂点に君臨するだけの実力があるからこそ、〝元帥〟なのじゃよ。しかし、それにしてもじゃ。ワシの知る限り、〝元帥〟殿が軍事に口を出されたという記録はない。それなのに、何故──」

			〝元帥〟が厄介であるというのも、ユウキからすれば誤算であった。

			　しかし、それは想定内ではある。

			　何しろ、あの最強の魔王ギィ・クリムゾンが、帝国に対して思うところがある様子だったからだ。ユウキでなくとも、何かあると考えるのは当然であった。

			　あれだけの強さを誇るギィ・クリムゾンが、どうして帝国を放置しているのか？

			　あの傲慢な魔王が、動かない理由。

			　それは、警戒すべき何者かがいるからなのではないのか、とユウキは考えていた。それが〝元帥〟なのだと言われれば、そうかも知れないと素直に納得出来るのである。

			（どうせ、この戦争が大きくなって世が乱れれば、とんでもない何かが起きるだろう。そうなれば、隠れていたものが見えてくるかもしれないよね！）

			　これからの出来事に思いを馳せたユウキは、込み上げてくる愉悦を噛み殺すように嗤った。

			　そんなユウキを見て溜息を吐いているガドラだが、思い悩んでばかりいられないのは確かだ。気持ちを切り替えて、今後の予定についてユウキと話し合う事にした。

			「それでユウキよ、ワシの方は予定通りじゃ。西側に対して復ふく讐しゅうする理由も消えた今、出来れば戦争を回避したいと思ったのじゃがな」

			「そんなワガママが通じるわけないだろ？　今まで散々戦争を煽っておいてさ」

			「まあの、そこは否定せぬよ」

			　ガドラも大概に自分勝手な男なので、何を言われたところで気にする事はない。自分と愛する仲間達が無事ならば、他の事はどうでもいいと考えているのだ。

			　ガドラは偉大な魔法使いではあるが、神ではない。

			　自分が万能であるなどと驕おごる事もなく、出来る事と出来ない事は明確に区別している。

			　そんなガドラだからこそ、帝国への最後の奉公のつもりで必死になって、戦争回避を主張したのだった。

			　人類の敵と言われる魔王。

			　魔王は絶対者であり、基本的には相互不可侵を貫く方が賢い。

			　魔王と敵対しない為に、今は亡き魔王クレイマンとも接触した。その伝つ手てを辿って、ユウキとも誼よしみを通じた。

			　全ては、打倒西側、打倒ルミナス教に向けて集中する為であった。

			　魔王に豊かな領土を支配させているのは、魔王が他国に対して領土的野心を持たない──持たせない──ようにする為なのだから、ガドラの方針は間違ってはいないのだ。

			　その全ては無意味なものとなってしまったが、だからこそ逆に、ガドラは帝国がこれ以上、誤った道に進むのを阻止したいとの思いがあったのである。

			　ましてガドラは、その目で魔王リムルを見ている。

			　その人となりは極めて温厚で、普通に共存するのが賢い生き方であると思えた。そこにいた友──アダルマンだって、生前とは全く異なる姿となったものの、楽しそうに暮らしていたのだ。

			　それ以上に驚きなのが、彼の国の戦力である。

			　ガドラと互角に思えたアダルマンでさえ、その任務は地下迷宮ダンジョンの地下六十階層の守護だという。出世して七十階層を任される事になったらしいが、それでもまだ上には上がいるという事なのだ。

			　そして当然、本物の幹部は別にいる。

			（あんな国家と敵対するなど、愚かの極みというものよ）

			　ガドラはそう確信したのだった。

			　だからこそ、ガドラは思う。

			　今回の戦争で、帝国が大敗北するだろう、と。

			　シンジ達がどう考えているのかは知らないが、ガドラは魔王リムルに対して、底知れぬ何かを感じ取っていた。それもあって、余計に戦争反対を訴えていたのである。

			　その結果は残念なものとなってしまったが、魔王リムルとの約定は果たせた。

			　帝国軍の目を地下迷宮ダンジョンに向ける事に成功したので、後は自分の身の振り方を考えるだけである。

			「ワシの意見を聞かぬ者共がどうなろうが、もう知った事ではないわ。ワシは陛下の最後の面会を申し出た後、その足で魔物の国へと向かう」

			「えらく堂々とした裏切り宣言だね」

			「これは裏切りではない。ワシはワシのしたいように生きるのみよ。ユウキよ、貴様との縁も切れる訳ではないでのう。困った事があれば、ワシを頼ると良いぞ」

			　ガドラはワガママだが、自分の親しい者に対しては優しい。ユウキの事は気に入っているようで、そんなふうに声をかける。

			「アハハ、その時はヨロシク！」

			　苦笑しつつ、ユウキは頷いた。

			「まあ、ワシもあの国では新参者になるでの。これから信用を積み重ねなければならぬ。貴様がワシを利用しようとしても、それは無駄だと思っておけよ」

			「酷いな！　そういうのって、思ってても口にしないものだぜ？」

			「抜かせ。貴様のような図太いヤツには、これくらい言わねば伝わるまい。そうそう、図太いと言えば道化共だが、アヤツ等にも挨拶出来なんだな。今もどこぞで悪巧みさせておるのか？」

			「まあね。今のアンタに教えると、リムルさんに伝わりそうだから言わないけどね」

			「わっはっはっは！　それもそうじゃな。ならば聞かぬから、何か困った事があればワシを頼れと伝えておくがいい」

			「ありがとう、そうさせてもらうよ」

			　そう答え、ユウキもニヤリと笑う。

			　ユウキもまた、ガドラの事を気に入っていた。その自分に正直な生き様が、少し眩まぶしく見えたのだ。

			　ひとしきり笑い合った後で、二人は握手する。

			「それでは、ワシは行くぞ。ユウキよ、貴様は精々派手に、クーデターでも何でも起こすが良かろう。ただし！」

			「わかってるって。皇帝陛下を弑しいするのだけは許さない、でしょ？」

			「うむ。わかっておるならば、それで良い。では、サラバじゃ！」

			　そうして、ユウキとガドラは別れたのだった。

			


			●

			


			　ガドラからの、皇帝への面会要請は受理された。

			　皇帝をお諌いさめすべきであろうが──そう思いつつ、ガドラは緊張して待つ。

			　ガドラが奏上したとしても、それが聞き入れられるかはわからない。しかしそれでも、今まで仕えていた恩義ある相手に対し、最後の奉公をと考えていた。

			「陛下がお待ちです」

			　案内の者からそう声をかけられ、顔を隠した近習に従い通路を歩く。

			　吹き抜けの磨き抜かれた廊下からは、薄紅色の桜が見える。

			　万年桜。

			　散る事のないその花びらは、帝国の栄華の象徴と言われていた。

			「相変わらず、美しい。しかし、異界から来た日本人からは不評であったな」

			「──そうですか？」

			「うむ。〝侘わび寂び〟じゃったか、〝滅びの美学〟じゃったか。桜とは、散り行くからこそ儚はかなく、美しいのだと。それも一つの考えよのう。そうであろう、近藤殿？」

			「……」

			　桜の木の下から、精せい悍かんな男が姿を現した。

			「気配は絶っていたつもりなんだがな」

			「そうじゃな。ワシもまるで気付かなんだよ。ただ、虫の知らせ、というんじゃったか？　何となく、そうじゃ、何となく危険な予感がしたんじゃよ」

			　そう答えつつ、愛用の杖つえを取り出すガドラ。

			　いつの間にか、近習の姿は消えていた。

			「お前を陛下に目通りさせる事は出来ん」

			「何故じゃ？」

			「理由を述べるつもりはないし、お前がそれを知っても意味はない」

			　そう応じる近藤中尉の手にも、黒光りする鉄の塊が握られている。

			　南なん部ぶ式しき大おお型がた自じ動どう拳けん銃じゅう──日本初の自動拳銃であった。

			


			

			


			「ワシを殺す気か？」

			　眼光鋭くガドラが問うも、近藤中尉が動じる気配はない。

			「近藤……貴様──ッ!?」

			　更に声を張り上げようとしたその瞬間、ガドラは胸に痛みを感じて倒れた。

			　油断はしていない。ガドラは銃についても熟知しており、近藤中尉の指の動きにも気を配っていたし、銃声も聞こえなかった。

			　そして、何よりも。

			　この胸の痛みは背中から響いており、銃弾によるものではなく一本のナイフが刺さった影響によるものだと、薄れゆく意識の中でガドラは判断する。

			　つまりこれは近藤中尉ではなく、別の──

			「何故、お前が手を出した？」

			「この男が危険だからだ。裏切り者など許しておけば、次の陛下の御世に差し障ろう」

			　その何者かの声に、ガドラは聞き覚えがあった。しかしそれは信じ難い人物であり、死ぬ間際の幻聴なのかと疑わしく思えた。

			「だが、この男もまた、陛下の友で──」

			　ガドラの意識は遠くなり、近藤中尉の声も聞こえなくなる。

			　ガドラを待つのは、確実な死であった。

			（毒か、抜かりない事じゃな。これも全て、ルドラ陛下を裏切ろうとしたワシへの罰か……。じゃが──）

			　このままでは確実に死ぬ。

			　枯れる事のない桜の花びらが美しく舞い散る中で、ガドラは最後の賭けに出た。

			　事前に仕込んでおいた魔法を発動させて──

			　ガドラの意識はそこで途絶える。

		

	









		
		　


			

			


			

	

五章　開戦に向けて

			


			　ガドラを帝国に送り出した後、始まったのは尋問タイムである。

			　相手はシンジ達──ではなく、ラミリスだ。

			　ラミリスの発言には、流してはいけない気になる点があった。

			　ラミリスは俺にドッキリを仕掛けるくらいだし、他にも絶対に何か隠しているに違いないのだ。

			「え、そんな……何も隠してないけど……？」

			　明らかに挙動不審になり、ソワソワするラミリス。

			　何か隠しているのは明白だった。

			　今後ケーキを禁止する──と、そう脅した途端、ラミリスはマシンガンのような勢いで喋りだした。

			「き、聞きたい事とは、何でありますか隊長！」

			　隊長って……まあいい。

			　突っ込んだら負けだと思いつつ、俺は質問を開始した。

			「アダルマンがさ、俺が知ってた以上に強くなってたんだけど、これはまあいいとしよう。それで、他の者はどうなんだ？　アルベルトだけでシンジ達を撃退するなんて思ってなかったし、死霊竜デス・ドラゴンがいるとか聞いてなかったぞ。他の階層でも変な事になってるんじゃないだろうな？」

			　アルベルトに関して言えば、ちょっと強いだけの魔物とかいうレベルじゃない。

			　死霊聖騎士デス・パラディンという特Ａ級の身体能力に加えて、それを最大限に生かす卓越した技量。死霊騎士デスナイトだった時点でハクロウと互角の戦いを演じたというが、それでは今のアルベルトはどれだけ強いんだって話であった。

			「アルベルトはねえ、あのアルノーとかいう若造の指導をしていたかな？　それでね、今は腕試しに再度下層階に挑戦中でね──」

			「ストップ！」

			　俺は慌ててラミリスの説明を止めた。

			　アルベルトがアルノーを指導、というのが解せない。

			　アルノーは聖騎士団クルセイダーズの隊長格で、かなり上位の腕前だった。そんな彼が指導しているのではなく、指導を受ける立場だと？

			　ラミリスの言っている言葉の意味が、俺にはまるでわからなかった。

			「えっとね、アルノー達はヒナタに怒られた後、奮起してもう一回地下迷宮ダンジョンに挑んだのよさ。今度は魔王の守護巨像デモンコロッサスは開発中だったから、七十階層は突破したんだよ」

			「ふむふむ。それで？」

			「それでね、また負けたんだよね、あの子達！」

			「クアッハッハッハ！　あれは見ものであったな！」

			　楽しそうに説明するラミリス。

			　それに頷うなずき、面白そうに笑うヴェルドラ。

			　それはさぞかし面白かったのだろうね。

			《告。戦闘記録は保存してあります》

			　マジか!?

			　凄すごいぞ智慧之王ラファエルさん!!

			　その記録は後で楽しむとして、今はラミリスの説明に集中しよう。

			「それで、アルノー達はどこまで行けたんだ？」

			　恐らくは、九十六階層から九十九階層までのドラゴン部屋だろうな。あそこは地形効果もあるし、生身の人間では厳しいと思う。

			「えっとね、確かあれは──」

			「次のボスにアッサリと負けおったぞ。泣きながら逃げる様は、愉悦の一言であったわ」

			　おいおい、悪趣味な。

			　──って、次のボス？

			「あれ？　八十階層のボスってそんなに強かったか？」

			「え、何で？」

			「いや、アルノーだって〝十大聖人〟で、クレイマンとか旧魔王にも匹敵しただろ？」

			　と、自分で聞いておいて気付いた。

			　考えてみればアダルマンやアルベルトでも、覚醒前のクレイマンには勝てそうだと。まして、あの意味不明な死霊竜デス・ドラゴンまでいれば、覚醒したクレイマンにさえ勝てそうだった。

			「え、えっとね……」

			　確か、八十階層の階層守護者ガーディアンには、ゼギオンを任命していたんだった。

			　蛹さなぎ状態から羽化して、完全体に進化したのだろうか？

			　ヴェルドラが鍛えていたって話だが、それもちょっと意味がわからなかったんだよ。

			　だって、ゼギオンは昆虫型の魔物だよ？

			〝ヴェルドラ流闘殺法〟か何か知らないけど、そんな胡う散さん臭いものをどうやって活用させるというのか。ヴェルドラが御機嫌だから放っておいたけど、もっと真面目に考えるべきだったかも知れないぞ。

			　ゼギオンは俺の細胞で傷を癒やして、外殻を〝魔鋼〟でコーティングした。そのお陰か、高速機動で動けるようになったし、眷けん属ぞくも召喚出来るらしい。

			　トレイニーさんからのお墨付きもあったし、俺も文句なんてなかったのだ。

			　しかしそのコンセプトは、動きの遅いゴーレムの後で高速機動の蟲型魔獣インセクトを配置して翻弄する──って感じだった。

			「おい、ゼギオンは今どうなっているんだ？」

			　挙動不審なラミリスを更に問い詰めようとしたが、その前に口を開いたのはヴェルドラだった。

			「我が弟子ゼギオンは、完全変態を遂げておる。今や無双の戦士となって、我が技を受け継いでおるわ！」

			「……」

			「そして更に！　アルノー達など、我が弟子ゼギオンが出るまでもない小物であったぞ。あの者共を蹴散らしたのは、七十九階層の領域守護者フロアボスなのだよ！」

			　状況は把握した。

			　アルノー達は七十九階層の領域守護者フロアボス、女王麗蜂クイーンワスプのアピトに敗北したのだ。

			　超速機動に、究極毒。

			　アルノー達聖騎士団クルセイダーズ一行の鍛えた剣技でさえも、彼女に触れる事も出来なかったのだとか。

			　そして、アルノー達はアピトの眷属に刺されまくって、泣きながら逃げ出したのだと……。

			　どんだけだよ──と、絶叫したい気分になった。

			「言えよ！　俺は忙しく働いてたってのにッ!!」

			「だってだって！　アタシだけじゃなくてさ、師匠だって修行とか言っちゃって蟲を鍛えてたじゃんよ！」

			「ば、馬鹿者！　貴様、裏切ったかッ!?」

			「だって、師匠だけ無関係みたいな顔して、ズルイのよさ！」

			「ぐぬぬぬ……」

			　そりゃあ、ヴェルドラも一枚噛んでいただろうさ。

			　こんな面白そうな事なら、誰だって参加したいと思うもん。

			　しかし、これは裏切られた気分である。

			　俺に内緒で、自分達だけ……。

			　いや、この二人に任せていたのが失敗だったのだ。

			　そこは反省するとして、ちょっと気になる事があった。

			「あのさ、さっきから気になってたんだけど、ゼギオンを鍛えるってどういう意味？」

			　アレ、蟲だよね？

			　もしかしてゼギオンの完全変態って、人型だったりするのだろうか？

			　そう思った俺の推測は正解だった。

			「クックック、ようやく気付いたか。貴様が勘違いしているのには気付いておったが、面白そうだったので黙っておったのだ！」

			　クッ、ヴェルドラの癖に生意気な……。

			　今回は見事に騙されてしまったか。

			　地下迷宮ダンジョンの記録を検索しつつ、智慧之王ラファエルさんに画像を表示してもらった。すると確かに、ゼギオンは細身の人型になっていた。

			　アレだ。

			　ルベリオスでシオンが倒した、蟲型魔獣インセクト──ラズル。

			　あのメチャクチャ強かったラズルと似たような姿になり、強者の風格を漂わせている。

			　人型に進化した事で、戦闘技術も学んだと。異常進化の賜たま物ものであった。

			　そしてそれは、アピトも同様だった。

			　女性のように美しい形態フォルムをしているが、それを見て俺は思った。ヒナタが指導しているという時点で気付くべきだったのだ、と。

			　てっきり模擬戦を繰り返しているだけかと思っていたら、本当の意味で指導を受けていた模様。ちゃんとした戦闘技術を学んだ事で、アピトの動きは凄すさまじく洗練されていた。

			　ゼギオンとも戦闘訓練を行っているらしく、高い技量レベルを身に付けているようである。

			


			

			


			　その証拠が、アルノー達の惨敗という訳だ。

			「それで、アルノー達は自分達を見直す事にしたらしいんだけど……」

			　アルノー達は初心に戻り、地下迷宮ダンジョンを最初から攻略し始めた。

			　ところが、六十階層で一人の騎士に敗北を喫する。

			　数百年前に最強を誇った聖堂騎士パラディン──〝不死王イモータルキング〟アダルマンの腹心たる死霊聖騎士デス・パラディンアルベルトに。

			「そしてそれ以降、アルベルトに徹底的に打ちのめされておると、こういう訳なのだよ」

			　アルベルトはたった一人でアルノー達を打ちのめした後、『最近は聖騎士ホーリーナイトと名を変えたらしいが、質も落ちたのか？』と問うたらしい。

			　それに怒って本気を出したアルノーだったが、必殺の五色精霊剣エーテルブレイクまでアルベルトには通じなかったのだと。

			　アルベルトは生前の剣技を魔物のスペックで操っていたので、アルノーでも太刀打ち出来なかったのだそうだ。

			　不死の身体からだは疲れないし、肉体が欠損するレベルの攻撃を受けても回復する。ハッキリ言って反則であり、弱点属性での攻撃が通用しなければ、倒せる相手ではないのだ。しかも、アダルマンには『聖魔反転』があるので、余計に無敵度が増しているのだった。

			　アルノー達が負けたのは仕方ない──と、俺はそう思ったのだった。

			　アダルマン達は迷宮内の魔素を取り込む事で、上位の魔物へと進化した。丁度そのタイミングでアルノー達が挑んだのだが、思えばタイミングの悪い男である。

			　しかし、逆の発想も出来る。

			　ここで数百年前の最強騎士に手ほどきしてもらえたのだから、幸運だったとも言えるのだ。

			　そして、今。

			　アルノー以下聖騎士団クルセイダーズの面々は、アルベルトの指導の下、メンバーを入れ替えつつ修行を行っているのだそうだ。

			


			＊

			


			　そんな感じで、六十階層は危険な領域へと変貌していたのだが──

			「それで、他の階層はどうなってるの？」

			　ここまでくると、俺にもオチが読めた。

			　異常進化しているのは、アダルマンやゼギオン達だけではないだろう、と。

			　その考えは正しかった。

			　地下迷宮ダンジョン内には、迷宮十傑と呼ばれる強者達が誕生していた。

			　下手をすると、幹部クラスの戦闘能力があるかも。

			　アダルマンは言うまでもなく、その配下のアルベルトもその一人だ。

			　異常進化を遂げたアピトも、〝蟲女王インセクトクイーン〟として迷宮十傑に数えられるらしい。

			　ゼギオンに至っては、その十傑の中でも最上位に君臨する存在に成り上がっているそうだ。

			　そしてクマラだが、尻尾の魔獣達の力を取り込めば、真の姿オトナになるとの事だった。

			「それでは、発表するであります！」

			　ラミリスがそう言って、迷宮内での現在の勢力、その最新状況を教えてくれた。

			　地下から順番に言う。

			　ラミリスがミリムの言いつけを守り、大切に育てた四体の属性龍ドラゴン。コイツ等は見事に、竜王ドラゴンロードへと進化していた。

			　毎日毎日、ヴェルドラの魔素を大量に浴びた結果である。

			　火炎竜王ファイアドラゴンロード、氷雪竜王アイスドラゴンロード、烈風竜王ウインドドラゴンロード、地砕竜王アースドラゴンロードの
四体だ。

			　知りたくなかったが、これが現実だった。

			　それで終わりではない。

			　九十階層の階層守護者ガーディアン──〝九頭獣ナインヘッド〟クマラ。

			　八十階層の階層守護者ガーディアン──〝蟲皇帝インセクトカイザー〟ゼギオン。

			　七十九階層の領域守護者フロアボス──〝蟲女王インセクトクイーン〟アピト。

			　七十階層の階層守護者ガーディアン──〝不死王イモータルキング〟アダルマン。

			　七十階層の前衛──〝死霊聖騎士デス・パラディン〟アルベルト。

			　オマケとして、五十階層の守護者のゴズールとメズールもいる。

			　ぶっちゃけ、ゴズールとメズールは十傑ではない。それでは最後の十傑はと言えば、それは纏め役のベレッタだった。

			「ワレとしましては、そんな面倒──ゲフンゲフン、そんな栄誉は別の方にお譲りしたいのですが……」

			　そう言いつつ、トレイニーさんやイフリート──改め、カリスを見るベレッタ。

			「あら、私にはラミリス様のお世話をするという、重大なお仕事が御座いますわ」

			「私も、ヴェルドラ様の唯一の腹心ですので。主の世話だけで手一杯です」

			　綺き麗れいな笑顔で、トレイニーさんはそう言い放った。

			　カリスはヴェルドラに振り回されているみたいだが、それでも本人からすれば満足しているらしい。他の仕事を請け合うつもりなど、微み塵じんもなさそうである。

			　この二人、どこぞの執事と同じ思考かよと、俺は内心で溜息を吐ついた。

			「苦労してるみたいだな、ベレッタ」

			「わかって下さいますか、リムル様！」

			　うんうんと俺は頷く。

			　ベレッタとの絆を再確認しつつ、俺は色々と確認していった。

			　まず、十傑は誰に所属しているのか？

			　地下迷宮ダンジョンは趣味と実益を兼ねて、俺達が運営している施設である。ラミリスの力に頼る部分が大きいのは事実であり、ヴェルドラの魔素エネルギーがなければ成り立たないのも確かだ。

			　そうなると、十傑は誰に仕えるべきなのか、という問題が発生してくる。

			　指揮系統から言えば、ラミリスになるんだけど……。

			「それはね、各人と面談して希望に添う形にしたであります！」

			　そう言ってラミリスが説明してくれた。

			　ベレッタはラミリス付き。変更なしである。

			　各竜王は、ラミリスの配下となる。これはちゃんと契約まで結んでいるらしい。

			　竜王には自我があるので、本人達も納得の上での事なのだと。

			　そして、残りのメンバーだが。

			　クマラは子供達と友達になったし、この地での生活で満たされた事で、俺への感謝が天元突破している模様。ランガを差し置いて、俺のペットになると豪語しているそうだ。

			　ゼギオンとアピトは俺に懐いており、俺を主君と仰ぐと宣言したとの事。

			　アダルマンは言うまでもない。何を勘違いしたのか、俺を〝神〟と崇める始末。

			　アルベルトもそんなアダルマンに感化されており、その忠誠はアダルマンを通じて俺に捧ささげられているみたいだった。

			　てな感じで、この五名は俺の部下になった。

			　ゴズールやメズールは迷宮に就職したようなものなので、ラミリスの配下に入る方がいいような気もするのだが……。

			　本人達がラミリスの配下に入るのを謝辞し、俺の下に付く事を希望したのだとか。

			　まあね。力を信奉する種族だっただけに、ラミリスを見た目で判断した可能性はあるよね。

			「違うって！　あの子達はリムルに名前を貰ったじゃん？　あれが給料よりも嬉うれしかったみたいでさ、これだけは譲れませんって言ってたよ」

			　そうか、そういうものなのか。

			　そう言われると嬉しいものである。

			　今度会ったら、ゴズール達にも優しくしてあげるとしよう。

			　こうして俺は、侵入者三人組の活躍を観察する過程で、地下迷宮ダンジョン内の思わぬ現状に気付いてしまった。

			　驚き呆あきれるとはまさにこの事だが、守護者が強くなるのは歓迎すべき事態である。しかし、想像を超えて進化されると、少し不安になってしまうのだ。

			　小心者の悪い癖であろう。

			　それはともかく、この迷宮十傑がいれば帝国が攻めて来ても安心だ。

			　ただし、一般の挑戦者に対しては、適当に手を抜くようにと命じておいた。そうでなければ、迷宮踏破など一般人では不可能だと思ったからだ。

			　何が悲しくて、魔王級が何体もいるような迷宮に挑まないといけないのだ、という話である。

			　百階層だけは守り切るつもりだけど、そこはヴェルドラに任せておけばいい。

			　その他の階層──せめて八十階層付近までは、攻め込んで欲しい気もするんだよ。

			　せっかく作ったのだから、その凄さを見て欲しいというか、そんな気持ちだった。

			　だがそれは、平和になってからの話なのだ。

			


			＊

			


			　迷宮内の現状を確認した後、俺は各守護者達を見回った。

			　実際に自分の目で見て、彼等の進化──成長ぶりを確かめたくなったのだ。

			　結果は想像以上だった。

			　この大戦力、帝国が攻めて来ても、迷宮内なら負ける気がしないと思えたほどである。

			　そして、数日後。

			　俺は、遂に完成した監視魔法の実験を行った。

			　場所は、戦略級軍事管制戦闘指揮所──通称〝管制室〟──である。

			　ノリと勢いで格好良く。そんな感じでヴェルドラ達と相談し、名称を決めたのだが……冷静になってから、長すぎると少しだけ反省したのだ。

			　ぶっちゃけ、相談する相手を間違ったと思う。

			　ベニマル達が管制室としか呼んでいないので、本来の名前を知る者の方が少ないくらいだった。

			　迷宮の地下百階層にあるヴェルドラの私室横に新設し、いつもの作戦会議室からも出入り出来るようになっている。

			　地上の都市を迷宮内に隔離した場合、こちらが大本営として活用される事になる。

			　戦争に向けて、準備は万端だった。

			　これが無駄になれば──俺としては、そっちの方が喜ばしいんだけどね。

			　監視魔法の結果は上々だった。

			　武闘大会の時にも使用した大スクリーンが複数セットされ、それぞれに違う場所の光景を映し出している。

			　ジュラの大森林内各地や、ドワーフ王国の貿易路。様々な要所ごとに、監視を行う事が出来るようになっていた。

			　ファルメナス王国に接する海路や、カナート大山脈の山頂の様子さえも、何の問題もなく映し出す事に成功している。

			　原理は簡単。

			　俺が開発した物理魔法：神之怒メギドでも使用した、レンズ状の水玉を精霊で操っているのだ。

			　成層圏界面付近に展開した巨大なレンズにて、目的地点の拡大した光景を映し出す。それを反射する事で、情報化した映像を転送させているってわけ。

			　モスを参考にして、各地に派遣した俺の『分身体スライム』を魔法の発動媒体にしている。その為、本体である俺の『空間支配』と繋つながっており、一瞬のズレも生じさせない直接転送データリンクも成立していた。

			　分身は極小サイズで自我もないので、意識を向けない限りエネルギーの消耗もない。見たい地点付近まで運ぶのが大変だったが、それはソウエイやモス達が頑張ってくれた。

			　低コストで運用出来る優れものである。

			　名付けて、物理魔法：神之瞳アルゴスだ。

			　モニターに映すのは、『智慧之王ラファエル』で画像処理した後の精度の高い映像だった。

			　暖かい管制室にいながら、現地の光景を確認出来る。素晴らしい魔法が完成したと、皆も大喜びなのだ。

			　特にディアブロがはしゃいでいたが、それについては割愛しよう。

			　さて、この監視システムが完成した事で、実はもう一つのメリットが生まれた。

			　この管制室にいながらにして、映像で映る地点に向けて〝神之怒メギド〟を発動させる事が可能となったのである。

			　自分で実験してみて、驚いた。広場で訓練中だったゴブタの足元に落としてみたのだが、まさか成功するとは思わなかったのだ。

			　ビックリして飛び上がったゴブタの顔が忘れられない。

			「馬鹿やろう！　油断してるからだ!!」

			　と、逆に説教しておいたけど、ゴブタは悪くないと思う。

			　また、〝神之怒メギド〟の性能も上がっている。

			　元々は『大賢者』が最適化を行った魔法だったのだが、今の智慧之王ラファエルさんは納得いかなかったようで……。

			　より入念に改良を行った結果、常に幾つかの衛星レンズを空に浮かべておくシステムを開発してしまったのである。

			〝神之瞳アルゴス〟と連動させる事で、〝神之怒メギド〟が夜でも発動可能となった。多少威力は落ちるものの、衛星間を反射させて光を収束させる事に成功したのである。

			　ハッキリ言って、その努力の方向性を間違っている気がしないでもない。

			　実際に衛星レンズを作り出すのは大精霊なので、俺は魔素エネルギーを供給するだけで済む。複雑な演算は全て智慧之王ラファエルさんが行うので、操作もとっても簡単なのだ。

			　当然だが、昼間ならば消耗ロスもないので威力が増大していた。

			　扱う光量、そして熱量も増大して。熱線砲の如ごとき威力を発揮する。

			　相手が人間の軍隊だったなら、俺は一歩も動かずに全滅させる事が出来るかもしれない。

			　そんな感想が出るような、魔改造が行われていたのだ。

			


			＊

			


			　実験の成功を確認した後、俺は執務室に戻った。

			　すると、タイミング良くシュナがやって来て、お客だと俺に告げた。

			　こう見えて、客は結構多いのだ。

			　まあ、俺の仕事の大半が、お客様への対応だと言っていい。

			　残りは、魔法開発や面白そうな商品を思いつき、適材適所に発注するくらい。後は、迷宮運営やミョルマイル君の相談に乗ったり……色々だ。

			　遊びも仕事の内なのである。

			　そんな感じなので、客の対応が一番大事。真面目に行っているのだ。

			　シュナの案内で向かった応接室には、シンジ達が緊張した面持ちで待っていた。

			　彼等はこの国に亡命する事になったので、この数日間で聞き出せるだけ事情を聞いている。

			　勿論、これは尋問ではなく任意であり、三人は別室にてそれぞれ穏やかに聞き取りされていたはずだ。

			　自由時間は好きにしていいと言ってあったので、身の振り方を考える時間はあったのだろう。

			　今日は、それを告げにやって来たとの事だった。

			「それで、どうするか決まったか？」

			　シンジ達は、我が国に就職するか、それともフリーな立場で冒険者になるのか、どちらにするかで迷っていた。

			　冒険者を続けるなら、迷宮に挑戦して羽振り良く暮らせる。

			　デメリットとしては、迷宮内の強さを知ってしまった今、将来的な展望が見えない事だろう。

			　六十階層には魔王の守護巨像デモンコロッサスを配置するのだが、それの相手もシンジ達では厳しいと思われる。まして、そこを突破出来たとしても、七十階層にはアダルマン達が待っている。どう考えても詰んでおり、一生をそこで終えるのかと問われると、悩ましいというのが彼等の心情であろう。

			　知ってしまったが故に、仕事の遣やり甲が斐いを失ったようなものだ。お金は稼げるだろうが、単調でつまらない人生になるのではあるまいか。

			　というか、俺の見立てよりもアダルマン達が強くなっていた訳だし、そこは人を笑えない話であった。

			　普通に考えて、あんなに成長──というより進化──しているとは思わないし、仕方ない話だと思う。

			　まあそれはいい。忘れよう。

			　他の挑戦者はどうなのか、それについても気にするのは止めておいた。

			　では、我が国に就職するとどうなるか？

			　適材適所で仕事を与えられるものの、安定した暮らしが約束される。ただし、帝国との戦争が間近なので、戦争に駆り出されないかという心配をしているみたいだね。

			　俺としては強制する気はないのだが、巻き込まれる事がないとは言い切れないだろう。ここは余計な口出しをせずに、シンジ達の判断を待つつもりなのだった。

			「はい。俺、私達は三人で相談した結果、リムル陛下の国で働かせて欲しいという結論に達しました。ガドラ師匠もこの国に仕えるとの事ですし、私達も是非、この国で採用して頂けませんでしょうか？」

			　緊張した様子で、シンジがそう述べた。

			　他の二人も真剣な表情で頷いているので、反対意見はなさそうだ。

			「了解。そういう事なら、歓迎するよ」

			「はい、ありがとう御座います！」

			「全力で頑張らせてもらいます！」

			「……精一杯働きます」

			　こうして、シンジ達も我が国の一員となったのだった。

			　さてそうなると、何の仕事をしてもらうかだが。

			「ガドラの爺さんには、六十階層の管理を任せるつもりだ。魔王の守護巨像デモンコロッサスを研究させて、将来的には憑依してもらう予定なんだよ」

			　あの爺さんの知識欲は凄まじいので、この話にもとても乗り気だった。魔王の守護巨像デモンコロッサスを見せた途端、興奮して騒ぎ出したほどである。

			　今はアダルマンの預かりという立場だが、将来的には六十階層の階層守護者ガーディアンを任せるのもアリだろう。

			「それで君達は、戦争には参加したくないんだよね？」

			「あ、はい。知り合いもいますし、出来れば……」

			　遠慮がちにそう答えるシンジ。

			　そういう事なら、俺の部下として迎えるよりも、迷宮内で研究者になってもらう方がいい気がする。

			　そう考えた俺は、シンジ達をラミリスに紹介する事にした。

			


			＊

			


			　ポヨンポヨンと迷宮を進み、ラミリスの研究所に到着する。

			「ラミリス、シンジ達だけど、お前のトコで働かせてみる？」

			「あ、リムル！　この前の子達だね？」

			「そうそう」

			　ラミリスは自分の助手を探していたのだが、これという人材がいなかった。

			　他国から来た研究者達では、ラミリスの好きには出来ない。かと言って、知識レベルの低い魔物達では、ラミリスの突拍子もない発想を理解するだけの力がないのだ。

			　一応ディーノもいるけれど、彼だけでは頼りない。

			　そんな時に現れたのがシンジ達であり、まさに都合の良い人材だったと言える。

			「やっほ～！　アタシがラミリスだよ。君達、新しい助手として働いてくれる気はあるのかな？」

			「えっと……」

			　シンジは返答に困っているけど、ラミリスが誰なのか気付いていないっぽいな。

			「ファンタスティック！　おい、シンジ！　本物の妖精がいるぜ!?」

			　マークはビックリして叫んでいるが、会うのは初めてだったかな？　こちらの世界にきてどれほどか知らないが、妖精でそんなにビックリするとは、思ったより純粋なヤツである。

			「アタシはね、使える助手を探してたのよさ。ちゃんとお給料も払うし、どうかな？　研究員は人手不足だから、ちゃんと教育された〝異世界人〟はお得だって、リムルも言ってたんだよ！」

			　あ、ラミリスが余計な事まで言ってる。

			　事実だけどね。

			　技術レベルも高いし、発想も柔軟。即戦力なので、出来れば引き受けて欲しいものだ。

			「……僕は賛成。研究している方が平和だと思う」

			　シンは素直だな。そんなシンに感化されたのか、シンジも覚悟を決めたようだ。

			「それじゃあ、お願いします！」

			　その返事を聞き、ラミリスは嬉しそうに飛び回っている。そして、ない胸を反らして偉そうに──

			「フフン！　アンタ達、なかなか見所がありそうね。いいわ、合格にしてあげる。けどね、アタシの命令には絶対服従で仕事してもらうわよ！」

			　シンジ達に向かってそう言い放った。

			　その変わり身の早さには、俺も驚いた。さっきまで下手に出ていたのが嘘うそみたいである。

			　ラミリスらしいと言えば、それまでだけど。

			　驚くシンジ達を置き去りにして、ラミリスはあっという間に条件を纏まとめていった。

			　給与は月に金貨三枚。

			　年間で三十六枚だが、ボーナスもあり。

			　もっとも、俺もそうだがラミリスも気分で支払うから、ボーナスは当てにしない方がいいと思う。

			　その代わり、衣食住はラミリスが負担するつもりみたいだね。大方、俺達の食堂を利用する気だろうが、そのくらいは問題あるまい。

			　そんな感じで、シンジ達の移住も速やかに終了したのだった。

			


			＊

			


			　そして更に数日が経過した。

			　シンジ達も職場に慣れたみたいで、今ではラミリスの手足となって働いている。

			　そっちは問題ないのだが、気になるのはガドラの方だ。

			　帝国に戻ったきり、連絡が途絶えていた。

			　あのしたたかな爺さんの事だから、無事だとは思うのだが……。

			　そろそろ心配なので、連絡が欲しいものである。

			　なんて事を思いつつ、今日は管制室でベニマルと打ち合わせをしていた。

			　監視用大スクリーンには、俺の〝神之瞳アルゴス〟で得た映像が映し出されている。

			　各地点だが、今日も異常なし。

			　帝国領内の情報も収集したいのだが、今は軍事境界線上の映像だけで満足しておく。

			　そこには大勢の兵士が集まっており、基地周辺の警戒を行っていた。ここだけはいつも慌ただしい。

			「今日も動きはなさそうだな」

			「そうだな。というか、これ。凄く便利な魔法じゃないか？　ここ最近、リムル様がずっと研究していたのは、この魔法だったんだな？」

			　今日は俺達だけなので、ベニマルの口調もラフなものだ。

			　俺としてはこっちの方が、気安い感じで好きなのだ。しかし残念ながら、他の者の前だとベニマルは堅い態度に戻ってしまう。

			　例外もいて、それはソウエイやディアブロだった。

			　悪友って感じがして好きなので、たまに四人だけでイングラシア王国まで飲みに行ったりしてるのだった。

			「その通りです！　この魔法の素晴らしさは、その発想の柔軟さに始まります。エネルギーコストは低く、効果は絶大。その利便性は言うまでもなく、その発動を支える為の演算の複雑さは、美しい芸術品の如く無駄がない。ですから──」

			「ストーーーップ!!　そのぐらいで。お前の自慢は長いから、俺のいないところで付き合ってもらえ。な？」

			　ちょっと油断するとこれだ。

			　直すぐにディアブロが自慢を始めるので、俺も困っているのである。

			　この魔法は確かに凄いけど、実際に運用しているのは智慧之王ラファエルさんがあってこそ。俺だけの実力だと思えないので、ちょっとこそばゆいのだ。

			「そうだぞ、ディアブロ。お前はもう少し自重しないと、リムル様に迷惑だ」

			「そんな馬鹿な。何を言うのですか、ベニマル。そんな事はありませんよねリムル様？」

			「いや、ベニマルの言う通りだ。お前な、さすリムさすリムって、大おお袈げ裟さに言い過ぎなんだよ！」

			　ここはキッチリと、ディアブロに釘を刺しておく。

			　ショックを受けた表情で頽くずおれているが、どうせ演技だ。大した事はない。

			


			

			


			　ディアブロが原初とかいうヤバイ悪魔だと聞いた時は、俺もどうしたものかと悩んだものだ。しかし、よくよく考えてみれば、コイツは最初から変なヤツだった。

			　あのギィでさえ翻弄されていたのだから、真面目に相手をするだけ馬鹿を見るのである。

			　俺はそう悟ったので、今ではもう割り切っているのだった。

			「クフ、クフフフフ、流石さすがはリムル様、この私にこうも簡単に精神的ダメージを……」

			「それを止めろって言ってるんだよ！」

			　な？

			　反省しないんだよ、コイツは。

			　ちょっと厳しく言うくらいで丁度いいのである。

			　そんな俺達のほのぼのタイムは、突然の報告によって終わりを告げた。

			『リムル、迷宮内への直接転移があったよ！　この反応は、最近仲間になったあのお爺さんなのよさ！』

			『わかった。直ぐに七十階層に向かう』

			　俺が立ち上がるとそれだけで、ベニマルとディアブロは何かあったと悟ったようだ。

			　流石だなと感心しつつ、俺は端的に用件を告げる。

			「ガドラが戻ったみたいだが、何かあったようだ。確認に行くぞ」

			「了解ですよ。それでは、俺はここで警戒を続けます」

			「それでは、リムル様の護衛は私が」

			「頼む」

			　こういう時は、ディアブロを頼もしく思う。

			　普段からこの態度なら……いや、止めよう。

			　ディアブロは優秀なのだが、その落差が激し過ぎるのだ。それを残念に思いつつ、俺達はガドラに割り当てた居室へと向かったのだった。

			　果たして、ガドラはそこにいた。

			　無事だったのかと心配するまでもなく、ピンピンしている。

			「いやあ、ワシ、死ぬかと思いましたわい」

			　と、まったく死にそうもないガドラがのたまった。

			　そこに集まっていたのは、俺達の他にはアダルマン達だけだ。

			　ラミリスとヴェルドラも遅れて駆け付けたけど、ガドラが無事だとわかって帰って行った。

			「それで、何があったんだ？」

			「はい、実はですな。リムル様からの御命令通りに、ワシは御前会議にて反戦を主張したのですじゃ。ところが、結果はやはり開戦へと傾きましてな。これはまあ予想通りでしたので、最後の奉公がてら、ワシはルドラ陛下に直訴しようかと考えたのです」

			　そしてガドラは皇帝への面会を要請し、それは受理された。

			　約束の日、それが今日だった。

			　ガドラは皇帝の居城にて、何者かに刺されたのだという。それは数分前の出来事で、まだ十分も経過していないとの事だった。

			　大丈夫か、などと聞くのは野暮だ。

			「そうか、お前には〝復活の腕輪〟を渡してあったな」

			「ハハッ、ラミリス様の御力は素晴らしいですな。これのお陰で命拾いしましたわい。こういう事もあろうかと、ワシは事前に帰還の魔法を仕込んでおったのですじゃ」

			　無事だった姿を見て、そうだろうと思ったよ。

			　なかなか考えたものだ。迷宮の中まで緊急帰還してしまえば、どんな大おお怪け我がで死の間際であろうとも、〝復活の腕輪〟の力で無事となる。

			　こうして実例を目の当たりにすると、ラミリスの力の有用性を再確認するというものだった。

			　それにしても、事前に魔法を仕込んでおくとか、ガドラも器用な真ま似ねをする。その技はラーゼンにも伝えたものらしいが、今度俺も練習してみるとしよう。

			　俺の場合は『思考加速』があるけど、これも組み合わせればもっと凄い感じの魔法が出来るかも知れない。

			「それで、誰にやられたんだ？」

			　我が国でもガドラを倒せる人物など、そんなに多くはないと思う。ガドラは常に警戒を怠らず、魔法による防御を徹底させているようだし、不意打ちされても遅れを取らないように思えるのだが……。

			「それがですな、ワシの気配察知を掻かい潜った上での一撃でして、正体を確認する余裕もなかったのですじゃ。思い当たる人物がいない訳ではないのですが、少し信じ難い相手でして……」

			　そう言ってガドラは、背中を向けて破れたローブを見せてくれた。

			　身体の方は傷も癒えているのだが、装備は修復されずにそのままだ。そのローブには腐食したような跡が残っており、単なる物理攻撃ではなかったのが明白だった。

			「心臓を背中から一突き、か」

			「魔法による防御術式も破壊されていますね。面白い技を使う者がいるようです」

			　ディアブロも感心しているので、かなり油断出来ぬ相手のようだ。

			　帝国には俺を殺せるほどの実力者もいたハズ。もしかしたらガドラを刺したのもソイツかも知れないが、他にもいると考えておく方が良さそうだ。

			　ガドラ自身、敵の正体に自信が持てない様子。少し調査したいとの事だったので、その件にかんしてはガドラに任せる事にした。

			　ガドラの言葉に嘘はないようだったし、本気で困惑しているように見受けられた。ガドラを信用するのはまだ早いと思うが、今回は様子を見る事にしたのである。

			「まあ、無事で何よりだよ。帝国が油断出来ぬ相手だと再確認出来たし、これからはもっと気を付けるようにしよう」

			「リムル様のおっしゃるとおりです。これ以上無理をしても、目新しい情報は得られないでしょう」

			　ディアブロも同じ意見のようだ。

			　今は、ガドラが死にかけてまで入手した情報だけで満足すべきであろう。そう考えた俺は、ガドラを労ねぎらいつつ事情聴取する事にしたのだった。

			


			＊

			


			　ガドラ爺さんの話では、帝国は開戦に向けて動き出したらしい。

			　帝国が他国に戦争を仕掛ける場合、宣戦布告は行わない。

			　皇帝を唯一無二の存在と定めており、他国の存在など認めていないからだ。

			　とはいえ、それはあくまでも建前だ。実際にはドワーフ王国なんかとも国交があり、その統治に口出しをしたりはしていない。

			　帝国が他国を侵略する時、それは万全の準備が整った時なのである。だからこそ、宣戦布告ではなく降伏勧告が行われるのだ。

			　それも、たった一度だけ。

			　それに従えば良し。逆らうならば開戦であり、その後は一切の容赦がないのだとか。

			　どれだけ上から目線の、傲慢な国家なんだろう。

			　そんな迷惑な国だと、国際社会では友達が出来ないよ？

			　なんて心配になるが、そもそも帝国は国際社会に参加していないんだった。

			　だから西方諸国評議会カウンシル・オブ・ウェストが定めた国際法も批准しておらず、戦争になったら問答無用という事になる。

			　敗戦時の取り決め、捕虜の扱い、戦時下における禁止行為の数々。そうした取り決めが一切ないので、西側諸国は帝国の事を非常に恐れていたのだった。

			　そりゃあね。そりゃあ、怖いわ。

			　下手をすれば民間人への殺さつ戮りく行為まで正当化されそうだし、帝国相手の戦争に敗北するという事は、全てを失うに等しいのだから。

			　多分だが、賠償という言葉の出番もないハズだ。

			　全てが帝国の所有物になるのだから、敗戦国の権利など何も残らないという話であった。

			　帝国に話を通すには、最低でも引き分ける必要があるという事だ。

			　ならば、コチラも手を抜く必要はない。

			　一気に勝負をつけ、禍根を断ち切るのみである。

			　帝国の動向が確定した今、俺達も戦時対応に切り替える。

			　まずは管制室内に、作戦統合本部を設置した。気分的なものだが、こういうのが大事なのだ。

			　ここには、ベニマルとソウエイが常に待機する事になる。

			　ソウエイは『分身体』を各地に放ち、俺の〝神之瞳アルゴス〟だけに頼らなくて済むように偵察を行ってくれている。モスと協力する事で、精度の高い情報収集が可能となっていた。

			　この時点で、俺達の優位性はかなりのものだった。

			　ぶっちゃけ、この世界の戦争では、軍と軍が遭遇してからが本番である。斥候を放ったり遠距離魔法で監視したりして、敵軍の動向を探ったりはしているが、それはあくまでも遭遇間近になってから行うのが常識だった。

			　情報戦の概念はあるのだろうが、ここまで徹底して敵軍の監視を強化している軍隊など、どの国にも存在しないとの事だった。

			　この話はヒナタやガドラから聞いたものなので、俺の思い込みなどではない。厳然たる事実なのだ。

			「こ、この映像は、空からの……？」

			「クフフフフ。これは、リムル様の魔法によるものです。極少量の魔素しか必要としない上、その反応は大気圏の外側のもの。この魔法反応を感知出来る者など、ほんの僅かしかいないでしょう。それこそ、『超直感』のような危険予知能力者くらいのものでしょうか」

			「さ、左様ですな。ワシも魔法感知には自信がありましたが、この魔法はあまりにも自然過ぎて、何者かの意思が介在しているとはとても思えませんでしたわい……」

			「そうでしょうとも！　魔法に長たけている上位魔将アークデーモンであろうとも、ひよっこレベルでは気付けないでしょうね。実に素晴らしい。そう思うでしょう？」

			「思いますとも！　これは本当に凄い魔法ですわい!!」

			　何故かディアブロがドヤ顔をして、ガドラに自慢を始めた。ガドラもディアブロに同意し、しきりに興奮している。

			「シオン」

			「承知です！」

			　邪魔以外の何物でもないので、シオンに命じて別室に隔離しておいた。

			　静かになったところで、本題に入る。

			　高高度からの監視映像とは、反則技もいいところ。

			　考えても見て欲しい。

			　ちょっと前まではどのルートから攻められるのか悩んでいたが、今となっては笑い話なのだ。

			　何しろ、怪しいルートだけでなく、帝国との国境付近の様子さえも監視しているワケで、初動から全て丸見えなのだから。

			　将棋で例えるならば、コチラが盤上全てを見ているのに対し、相手は目隠しして指している状態であると言えよう。

			　それでは、自分の手駒しかわからない。余程の素人でもなければ、名人が相手であろうが負けはしないだろう。

			　飛車角落ちどころではなく、絶対的な優位性がある状況なのだ。

			　そして、戦争にはルールなんぞない。

			　勝てば正義なのである。

			　相手が一方的に侵略してくるというのは、思った以上に恐怖だ。何の約束事もない以上、何でもありの戦争になってしまうという事である。

			　しかし、俺は一つだけルールを定めた。

			『民間人には手出し禁止！』

			　それが、このルールだ。

			　当然だが、俺達から先に手を出すのは厳禁。そして、俺が戦争終結を宣言した場合、それ以降の攻撃は一切禁止と決めている。

			　俺の意に背いてこの命令を破る者はいないと、そう信じていた。

			　そして今、この管制室内には、我が国の幹部が勢ぞろいしていた。

			　司令官はベニマル。ハクロウは相談役だ。

			　情報担当として、ソウエイ。

			　リグルドと、彼を支える三権の長──ルグルド、レグルド、ログルドの三名。

			　女性陣は、シュナとリリナさんが参加だ。

			　縁の下の力持ちリグルに、カイジンとクロベエ。

			　顧問として、ベスターとミョルマイル。

			　各軍団長として、ゴブタやガビル。仕事を中断して来てもらったゲルドもいる。

			　テスタロッサを筆頭とした、悪魔三人娘も呼んだ。

			　反省したようなので、ディアブロの参加も認めている。シオンと仲良く、いつもの定位置に立っていた。

			　参考人として、ガドラとシンジ達三人も同席してもらう事になった。

			　遅れてやって来たのは、今や人民の心の支えともいえるマサユキだ。

			「ちょっと待って下さい。どうして僕が人民の心の支えなんですか!?　適当な事は言わないで下さいよ、まったく！」

			　おっと、心の声が漏れてしまったか。

			　マサユキから怒られてしまったよ。

			　俺とマサユキのそんなやり取りを、何故かガドラが凝視していた。

			　何か気になる事でもあったのかも知れないが、それは会議が終わってから聞くとしよう。

			　残るメンバーは後二人。

			　協力者である、ヴェルドラとラミリスだ。

			　ベレッタとトレイニーさん、そしてカリスも、部屋の片隅に待機していた。

			　これで全員かな。

			　俺は隣に座るランガを撫でながら、席に座った一同を見渡した。

			「今日集まってもらったのは言うまでもなく、帝国に対抗する為の会議を行う為だ。作戦の概要は俺とベニマルで考えてあるが、皆の意見も聞きたい。どしどし発言して欲しい」

			「「「ハハッ！」」」

			　という事で、会議が始まろうとしていた。

			


			＊

			


			　映像に目を向けると、そこには続々と集結する帝国軍の様子が映し出されている。

			　キュルキュルキュルと音を立てて、無限軌道で移動する鋼の物体。

			　戦車だった。

			　上空から観察する限り、その数二千台。

			『ちょ、おい！　何で戦車がいるんだよ!?』

			　と、見た瞬間は思ったものである。

			　慌ててシンジ達から事情を聴き、帝国では〝異世界人〟の知識──科学技術による近代兵器の開発が推し進められていたという事実を知ったのだ。

			　石油の代わりに魔素を利用した内燃機関を有しており、大気を循環させる事でエネルギーをチャージするらしい。放熱と魔素供給を同時に行うので、とてもよく考えられたシステムであると言えよう。

			　この戦車は汎用性も高く、性能だけで比べるならば、元の世界の最高性能の戦車を軽く上回っていた。

			　ガドラが言うには、古代遺跡から発掘した魔導制御動力炉を解析して、現代風に改良したとの事。それの燃料として、魔石の補給も行っているらしい。

			　通常運用だけなら自然から採取し、戦闘時には魔石も利用するとの話だった。

			　時速百キロ以上で走行可能な上、悪路も問題としないようだ。

			　エネルギーを消耗するが、軽く地面から浮き上がる感じで宙に浮く事も出来るらしい。

			　正直、出遅れたと思った。

			　こっちでも開発しておけば、という悔しさを味わった。騎士の世界に戦車という、その発想が出なかったのだ。

			　列車まで作ったのだから、戦車まではもう一歩だったのに。

			　──でも、車もないのに戦車はねえ。というか、車を普及させるのも、ちょっと考えものだと思っていた。

			　便利なんだけど、危ないんだよね。アレ。

			　誰だって欲しがるだろうが、全員分を用意出来るのかというと、多分それは不可能だ。エネルギー枯渇の問題で、どう考えても持つ者と持たざる者が生まれてしまう。

			　列車があれば利便性は向上するのだから、車を必要としない都市部を目指す方がいいと思う。

			　その整備が終わった後で、富裕層の趣味的な車を開発したいかな。

			　それを手に入れるのを目標とするような、そんな感じで。夢の提供としては、ステータスになるほどに高級なものでも許されるだろう。

			　ま、それは戦争が終わってからの話だ。

			　何しろ、驚くのは戦車だけではなかったのだ。

			　船が空を飛んでいた。

			　マジかよ──と、絶叫を飲み込むのが大変だった。

			　アレがあれば、輸送が格段に楽になる。アレを戦争に用いるなら、兵へい站たん問題だって片付くのだ。

			　それに、自分が慢心していた事にも気付いた。

			　制空権は、俺達が一方的に奪えると楽観していたのだ。

			　こっちも開発を──と思いかけたが、現実的には無理だった。空を飛ぶ船など、一朝一夕で完成するような代物ではないのだから。

			　時間をかければ実現出来ると思うが、開発とはそんなに簡単なものではない。あらゆる商品は、思考錯誤の上で実用化しているのである。

			　ここは、帝国側の開発陣を、素直に賞賛すべきだろう。

			　だがまあ、無事なヤツを一隻くらい鹵ろ獲かくしたいなと、少し思ってしまったのは仕方あるまい。

			　もっと頭を柔らかくして、自由な発想で注文を出していたら、俺達も今頃は──いや、よそう。

			　悔やんでも仕方ないし、今後の課題である。

			　この戦争が終わったら、もっと自由に色々と開発を試みようと思ったのだった。

			


			＊

			


			　帝国の状況は今見た通りだ。

			　俺は事前に知っていたが、初めて目の当たりにする者もいる。

			　そうした者達は驚きを隠せないようで、唖あ然ぜんとして映像を眺めていた。

			「侵略者の総数だが、推定で百万！　まあ、見ての通りだ。帝国側の軍事兵器にもびっくりしたと思うが、それでも俺達が優位なのは変わりない。安心してくれ」

			　戦争における一番重要な要素は、如い何かにして相手の戦力を見極めるか、である。この時点でもう、俺達は敵を丸裸にしたも同然であった。

			　敵の総兵数だが、智慧之王ラファエルさんのカウントでは百万との事。出で鱈たら目めな数を繰り出したものだが、それでも負けるとは思えない。

			　それほどまでの余裕が、今の俺達にはあったのだ。

			「ガドラから聞いたが、帝国には三大軍団が存在するそうだ。その一つ、機甲軍団と呼ばれる軍団の中に、この映像に映し出されている戦車部隊がある。通称を『魔導戦車師団』と言って、敵主力部隊だと考えて間違いない」

			　そう言ってから、俺は戦車部隊の内情を説明していく。

			　ガドラからの情報はそれだけではない。ガドラは作戦会議にもバッチリ参加してくれていて、その内容も全部教えてくれたのだ。

			　ガドラが逃亡した事は伝わっただろうから、そこで作戦変更されている可能性もあるにはあるが、それでも大筋での変更はないと思っていい。

			　何しろ向こうにはユウキもいるし、その目的がクーデターらしいからだ。

			　アイツは絶対、他の軍団長をかき乱す為に、ガドラは死んだから警戒する必要はないと主張するだろう。

			　そしてガドラが言うには、機甲軍団の軍団長カリギュリオが俺が撒いた餌に食い付いてくれたのだと。地下迷宮ダンジョンに資源や宝があると思い込み、抜け駆けを企んでいるそうだ。

			　であれば、大きく作戦変更するのを嫌うだろうから、ユウキの提案に乗っかる公算が大きい。思い込みで行動するのは危険だが、カリギュリオの軍の差配を見ていれば、敵の行動目的も推測しやすいというものだった。

			　俺が説明を終えるなり、最初に声を上げたのはゴブタだった。

			「あのう、宿場町に待機させている自分の軍団っすけど、あの戦車ってのと戦う事になるっすか？」

			　なかなかいい着眼点。というか、軍団長に任命された本人からすれば、これは聞いておかねばならぬ死活問題なのだろう。

			　会議の時はいつも寝ていたあのゴブタが、思えば成長したものである。やはり、人間は責任を負ってこそ──

			「何を当たり前の事を聞いているんだ？　お前の第一軍団で、この戦車部隊を潰す事になるんだぞ」

			　俺が感慨にふけっている内に、ベニマルがそう告げていた。

			　ショックでフラフラになるゴブタ。

			「聞いてないっすよ……」

			　と呟つぶやいている。

			　まあね、その気持ちは良く分かる。

			「もしかして、自分達が宿場町を死守する事になるっすかね？」

			　死にそうな顔でそう聞いてきたゴブタに、俺はニッコリと笑顔を向けた。

			「な訳ねーだろ！　聞いた限りの戦車の性能じゃあ、お前達でもやりようによっては勝てるだろうけど、どれだけ被害が出るかわかったもんじゃない。そもそも、攻めるより守る方が難しいし、実戦経験のない緑色軍団グリーンナンバーズでは、戦車の的になるしかないだろうからな。だから、死守ってのは作戦にはないよ」

			　と、安心させるべくそう説明する。

			　ゴブタのサポートを任せているハクロウは、最初から俺の考えを見抜いていたようだ。ウンウンと頷いて聞いていた。

			「じゃあ、どうするっすか？」

			「それを考えるのが軍団長の役割なんだが、まあ最初からは無理だよな。ベニマル、説明してやってくれ」

			　と、俺は偉そうにそう言った。

			　実は俺だって、ゴブタと同じで軍事に関しては素人同然だ。作戦なんて詳しくないし、細かい事はベニマルに任せてあった。

			　しかし、自分に甘いのが俺のいいところ。

			　ゴブタが頑張って成長してくれれば、俺が楽を出来るようになるのである。

			　だからゴブタには頑張ってもらいたいと願いつつ、ベニマルの説明を一緒に聞いた。

			「いいか、ゴブタ。宿場町は重要な拠点だが、失ったからと言って困らない。壊されたら再建すればいい話だし、奪われたなら奪い返せば済むからだ。問題となるのは、住民に被害が出る事だ。しかしこれに関しては、リムル様が既に対策済み。あそこの住民には首都〝リムル〟へと避難するように、命令を発布済みだよ」

			　うんうん。

			　帝国が動くと知った時点で、疎開を開始させている。避難には時間がかかるだろうが、帝国軍が到達するよりも先に完了するだろう。

			「あっ、そう言えば人は少なかったっす」

			「そうだろうさ。お前の任務は、残った住民も安全に避難させる事だ。その後は、ここに向かえ」

			　そう言ってベニマルが指し示したのは、卓上に広げられた大きな地図の、とある地点だった。

			　正式名称、武装国家ドワルゴン。その中央都市だ。

			「へっ？」

			「この映像を見てみろ。帝国軍は部隊を分けて、幾つかのルートで侵攻するつもりのようだ。既にジュラの大森林に突入した部隊もあるが、戦車部隊に動きはない。この部隊の進行方向を見ると、カナート大山脈の麓に沿って移動するつもりなのが明白だ。あそこは樹木の密度が少ないから、軍隊の進軍に影響が少ないからな」

			「な、なるほどっす……」

			「わかってないだろ、お前。まあいい。お前の目的は、ドワーフ王国の防衛になる」

			　そう言いながら、ベニマルがゴブタの軍を模した駒を、ドワーフ王国の前に置いた。次に取り出したのはドワーフ軍の駒で、それをゴブタ軍の駒と並べて置く。

			「共闘だ」

			「おお……!!」

			　ゴブタもようやく理解したようで、驚きつつも興奮している様子だ。

			　この作戦、ガドラから得た情報を元に立案した。

			　ガゼルとは既に協議済みである。

			　帝国の狙いがドワーフ王国であると、同盟の約定に従ってガゼルに伝えた。それと同時に、約束通り援軍に向かうと宣言したのだ。

			　ガゼルも当然、帝国がキナ臭い事には気付いていた。再三のように進軍許可を求められて、それを断るのもウンザリしていたのだそうだ。

			　そしてその内、痺れを切らした帝国が動く──と、世情を読んでいたらしい。

			　俺の申し出はガゼルにとっても喜ばしいものであり、俺達からしても利になる話だった。

			　宿場町は放棄し、壊された場合は再建する。しかし、そこを戦場にしなければ、帝国だって無闇な破壊活動など行わないだろうと読んでいる。

			　近い将来には取り戻すのだから、放棄しても問題ないのだった。

			「帝国が目立つ場所を通る理由は、そこから軍が攻めますよと俺達に知らせる為だ。これだけ派手に行動すれば、誰だって気付くからな」

			「えっと、示威行動ってヤツっすか？」

			　ゴブタめ、難しい言葉を知っているな。

			　さては勉強したな、コイツめ──と、少しだけ感心した。

			「そうだ。ここのルートは、ドワルゴンとテンペストの境界線上にあたる。両国は確実に気付くだろうし、その出方をうかがうにも最適だ。下手にチョッカイを出そうものなら、それを理由として即開戦だろうな。もっとも、こちらからの手出しは厳禁だから、まずは警告から入る事になる。ここまではいいか？」

			「はいっす」

			「俺達から手を出さなければ、帝国軍はアメルド大河を越えて、ドワーフ王国の正面入り口を俯瞰する場所に出るだろう。その地点は樹木の生えていない平野部が広がっているから、軍を展開させるには最適の場所だな」

			「なるほど……」

			「ここまでされると、ガゼル王も黙ってはいられない。向かい合う形で軍を展開させて、相手との交渉に入る訳だ。それは俺達も同様で、帝国は我がテンペストとドワルゴン両国を敵に回す事になる」

			　ベニマルは地図上の駒を動かし、視覚的にもわかりやすく説明してくれた。

			「ガドラ殿の話では、帝国はドワーフ王国軍とテンペスト軍からの挟撃を警戒していたとの事だが、この地点を押さえられた以上、それは成立しない。相手が待ち構えている場所に奇襲を仕掛けても、そんなものは戦術的に意味がないからだ」

			　奇襲とは、相手の油断を狙う戦術である。

			　策が読まれていたら、何の意味もないどころか害悪であった。

			「だからな、最初から迎え撃つんだよ。そして、正面から打ち砕く!!」

			　ベニマルはそう言って、ゴブタの駒を帝国の駒へと叩たたきつけた。

			「おお──ッ!!」

			　感心するゴブタ。

			　他の幹部達からも不満はなさそうだが、戦力差についてはどう考えているんだろう？

			「第三軍団長ガビル！」

			「ハッ！」

			「お前の役目は、避難する住民の警護だ。上空から遅れている者や遭難しそうな者がいないか監視し、適切に手助けしてやってくれ」

			「承知です！」

			「そして、避難誘導が完了したら、そのままゴブタの応援に向かえ。タイミングが良ければ、帝国軍が到着する前に合流出来るだろう」

			「吾輩の軍団は、テンペスト一の移動速度を誇ります。間に合わせてみせますぞ！」

			　ガビルはベニマルに向かって、自信満々にそう答えた、

			　しかし、現実には厳しいと思う。

			　住民達が引っ越す際、列車もフル稼働で利用させるつもりではいる。しかしそれでも、数万を超える人数が移動するには、時間がかかるものなのだ。

			　それに対して、帝国軍の行軍速度は異常だった。

			　軍団魔法レギオンマジックの効果も入れて計算すると、驚くべき事に一日に八十キロは進むとの予測なのだ。

			　帝国軍は現在、国境線付近に留とどまっている。そこから開戦予定地点までの距離は、およそ千五百キロほどだった。このペースなら二十日ほどで、帝国軍が開戦予定地点まで到達してしまうのである。

			　これだけの行軍速度を維持出来る理由は、兵士一人一人が改造手術とやらを施されているからだ。一週間は飲まず食わずで行動出来るらしいので、最大戦速はもっと上だろう。

			　戦車を補給なしで動かせる速度が、平均時速十キロなのだそうだ。魔素を取り込むのは夜間でも可能な為、戦車のエネルギー補給に合わせて休憩も取るだろうとの事だった。

			　確かに、戦争が始まる前に疲弊するのは愚策だ。

			　ガドラの説明はもっともだったので、俺やベニマルもそのつもりで計算しているのである。

			「──そういう事だから、こちらの想定以上の速度で帝国軍が到着する可能性もある。各自、油断しないように！」

			　と、ベニマルがその話を締めくくり、そしてそのまま次の説明を開始する。

			「ここで帝国軍の本命が展開する訳だが、これはゴブタの言う通り示威行動。即すなわち、陽動だ。本命は、ここを直接狙って動いている！」

			　そう言いながら、ベニマルは別の色をした帝国軍の駒を取り出した。そして、複数あるそれをジュラの大森林上にバラバラに置いていく。

			　戦車を主力と見せかけて、本隊は別に配置する、か。

			　敵の動きが丸見えなので、正直、「フーン」という感想しか出ない。

			「万が一、こちらの想定をも上回る事態が起きたとしても、この地の守りにはゲルドがいる！　ゲルド、お前はなるべく早急に、各地から配下の者達を呼び戻しておいてくれ」

			「心得た。既に『思念通話』で伝達済みだ。間もなく全員が、オレの下に集結するだろう」

			　ベニマルとゲルドはわかり合っている者同士という感じで、言葉少なく話が纏まった。流石はゲルド、頼もしい限りである。

			　それからベニマルは、再び地図へと目を向けた。

			「こっちの本命部隊は、隠れ潜むように行動を続けるだろう。残念な事に、リムル様の監視魔法〝神之瞳アルゴス〟では、森の中の様子まではわからない。そこで、ソウエイの出番だ」

			　ベニマルがそう言うなり、ソウエイが頷きながら立ち上がる。

			「森は深い木々が生い茂り、上空からの監視が難しい。配下を潜ませようにも、範囲が広大過ぎる上に発見される危険性もある。そこで、モスを頼る事にした。コイツは極小サイズの『分身体』を大量に放ち、その情報を受け取る事が出来る。その状態では戦闘面に期待出来ないが、『分身体』がやられたところで問題はないそうだ。今現在、ジュラの大森林の東部はモスの監視下にある。そこを小隊規模に分かれた帝国軍が進軍しているとの情報を把握しているので、個別に潰すのも我等の意のままなのだ」

			　そう言って、ソウエイは酷薄に嗤わらう。

			　ちょっと怖い。味方で良かったと思った。

			　各個撃破も出来るが、後続の本隊が出てきたら厄介だ。そこで、ある程度纏まるのを待つというのが、ベニマルの立てた作戦だった。

			「帝国軍の目的が地下迷宮ダンジョンならば、誘い込んだ上で始末する。地上に残った部隊がいれば、ゲルドの第二軍団と俺の本隊で叩く！　以上だ」

			　とてもシンプルで、理解しやすい作戦だ。

			　だけどさ、一番疑問なのは戦力差についてなんだよ。

			　さっきから誰も突っ込みを入れていないんだけど、そこんとこ、皆さんどうお考えなんですかね？

			　ここは、俺が聞くべきなのかな──という一瞬迷っていた間に、管制室を雄叫びが埋め尽くした。

			「わかったっすよ！　ガビルさんも来てくれるなら安心ってものっす。これで勝利はオイラ達のものっすね！」

			「そう言ってくれると嬉しいものである！　必ずや、ゴブタ殿に負けぬ戦ぶりをお見せしよう！」

			「出番がないかと心配したが、流石は総大将ベニマル殿だ。本国の守りという、最大の栄誉を残しておいてくれるとはな。この力、存分に奮わせてもらうとしよう！」

			　軍団長三名が、ベニマルの檄に反応した結果だった。

			　それだけではなく、文官の皆さんも興奮したように意見を交わし合っている。そこに悲壮感など欠かけ片らもなく、悪魔三人娘達も楽しそうに会話に交ざっていた。

			　いや、だから……戦力差……。

			　俺だって、今回の戦いは勝てると思っている。

			　心に余裕だってあるけれど、それでも不安がない訳ではない。

			　それなのに、誰も心配している様子がないのが不思議だった。ゴブタでさえ、最初不安がっていたのが嘘のように、今はやる気に満ちている。

			　ハクロウが顧問としてついているとはいえ、やっぱり不安だな。

			「ベニマルからの説明を聞いて、不明な点はあるか？」

			　そう聞いてみたが、誰からも質問は出なかった。

			　その代わりに、代表してベニマルが言う。

			「ご安心を、リムル様。俺達は、負ける心配などしていない。ですがそれは、負けると思っていない訳ではなく、全力を尽くして戦う為にです。勝てるだけの理由があり、華々しい戦場がある。これで負けたら自分達が無能だったのだと、弱肉強食の掟に従うまでの事ですよ」

			　そう言ってベニマルは、爽やかに笑ったのだ。

			　他の魔物達の反応も同じようなものであり、それは女性であるシュナ達までも同様であった。

			　負ける事を恐れるのではなく、戦いから逃げる事を恐れる。そしてそれ以上に──

			　何となくだが、彼等の心情が理解出来る気がした。

			　ならば俺も、出来るだけの手は打っておくとしよう。

			「テスタロッサ、ウルティマ、カレラ！」

			「「「ハッ！」」」

			　俺に名を呼ばれた悪魔三人娘が、一斉に立ち上がって俺に向かって腰を折る。

			　そんな三名に、俺はこの場で命令を下す。

			「各軍団長に付き従い、その行動をサポートせよ！」

			「承知しましたわ、リムル様。評議会の方はシエンに任せております。この戦争が終結するまでは、わたくしも戦いに参加させて頂きますわね」

			「やっとボクの出番だね！　お任せ下さいリムル様！」

			「ふふふ、期待してくれよ我が君。私の力、その全てをお見せしようじゃないか！」

			　三者は顔を上げ、嬉しそうにそう言った。

			　俺は頷き、三名をそれぞれに紹介する。

			「テスタロッサは、ゴブタに」

			「はい、喜んで」

			　そう答えるテスタロッサに対し、ゴブタは胡散臭げな顔つきだ。

			「大丈夫っすか？　こんな戦った事もないような女性には、第一軍団は務まらないっすよ？」

			　などと、恐ろしい事を口にしている。

			　彼女達が〝原初〟という凶悪な存在だと、最近まで知らなかった俺が言うのも何だが、ゴブタのヤツの怖いもの知らずっぷりには恐れ入る。

			　お前……殺されるぞ──と思ったが、それは黙っておいた。

			　だって、その方が面白そうだし。

			「あら、頼もしいこと」

			　そう言ってテスタロッサは笑っているが、その目を直視出来ないのは俺だけではないはずだ。

			　テスタロッサだって、謝れば許してくれるだろうと思うよ、ゴブタ君。という訳で、ゴブタがテスタロッサの正体を知る日を楽しみに待つとしよう。

			　それに対して、ガビルは成長した。

			「我輩には至らぬ点が多い故、宜よろしく頼むのである！」

			　と、ウルティマに頭を下げたのである。

			　ディアブロや、各種関係先から聞いた話によると、悪魔三人娘の中で一番性格が残忍なのが、このウルティマなのだそうだ。一番暴走しそうなのはカレラだが、怖いのはウルティマなのだ。

			　俺の命令に従いつつ、その抜け道を探して相手への報復を果たす。そういう事をしそうなのが、ウルティマなのだった。

			　ガビルの対応は正解だった。

			　ウルティマはガビルを気に入ったようで、「うん！　ボクの方こそヨロシクね！」と、可愛かわいらしく挨拶を返している。

			　ガビルは常日頃から、調子に乗らないよう自分を戒めていた。それが功を奏して、彼の命を救ったようだ。やはり、日々の心がけは大事だと思った次第である。

			　ゲルドは何の問題もなく、カレラと握手している。

			　どことなく武人気質が似ている感じなので、気が合いそうな組み合わせだと思ったのだ。

			　しかし、俺が選んだ組み合わせも絶妙だったな。

			　もしも、ゴブタとガビルの対応が入れ替わっていたならば、ゴブタは危険だっただろう。

			　良かった良かったと思いつつ、俺は三組に激励の言葉を述べたのだった。

			　この三人娘の正体を知る者は少ない。

			　ギィが来た時の会議に参加していた者には、緘かん口こう令れいを敷いているからだ。皆を怯おびえさせても仕方ないし、三人娘には自重するように申し付けている。

			　絶対に正体がばれないように、軍団長の命令には従うように命じてはいるけれど、平気で何かしそうで怖い。この娘達の正体を知らなければ、俺も幸せでいられたものを……。

			　いや、信じよう。

			　俺の命令でもない限り、テスタロッサ達も大人しく様子見している事だろう。

			　ともかく、こうして三組が出来上がった。この三人がついていれば、万が一の場合にも対応出来るだろう。そう考え、俺は安あん堵どしたのである。

			


			＊

			


			「これで議題は以上だが、他に何かあるか？」

			　後は帝国側の動き次第となるので、俺達としては臨機応変に対応するのみである。

			　ガゼル王との連携も大事なので、細々とした打ち合わせをする必要はある。しかしそれは、作戦統合本部が行う仕事だ。軍団長達には各々の仕事があるので、何もなければ解散でいいだろう。

			　そう思ったのだが、勢いよく挙手する者がいた。

			　マサユキである。

			「あの、ちょっといいですか？」

			「何かね、マサユキ君」

			「ええとですね、疑問なんですけど──」

			「うむ」

			「どうして僕が軍団長なのかってのは措おいておいてもですよ、僕に預けられた軍団──義勇兵団の出番というか役割というか、全く説明がなかったみたいなんですけど……？」

			　うん、そこか。

			　色々と疑問はあるだろう。

			　まだ高校生くらいの年齢で、いきなり軍団長とか言われても、そりゃあ混乱するってものだ。

			　大昔の日本なら当たり前だったのかも知れないけど、平和になった日本で暮らしていた若者には、ちょっとついていけない感覚だと思う。

			　でもね、俺だって辛いのよ。

			　気が付けば魔王になってた訳だし、頼れる上司はいなかったもんね。

			　そう考えるとマサユキ君は、実に幸運な方だと思うんだよ。

			「そうは思わないかね？」

			「だから、説明をお願いします！」

			　あ、はい。

			　脳内でこれだけ語っても、残念ながら伝わらなかったか。

			　口にすると言い訳みたいになるんだが、仕方ない。

			「まあな。いきなり大役を押し付けたのは、悪かったと思ってる」

			「え、いや……」

			「だが、町の住民の心を落ち着けるには、俺よりもお前の方が適してるんだよ」

			　魔物達だけならば、戦争が始まろうが問題ない。

			　士気が高く、治安を乱す者などいないからだ。

			　しかし、移民してきた者達は違う。恐怖と不安から和を乱したり、悪事を働く者だっているかも知れなかった。

			「だから、こういう時こそお前の力で、皆の不安を和らげてあげて欲しいんだ」

			「なるほど……それなら、僕の力も役立ちそうですね」

			　俺の説明に、マサユキは納得してくれたようである。

			「わっはっは、御謙遜を！　マサユキ様は〝勇者〟というお立場、一国に与くみするのを望んでおられぬ事、このミョルマイル以下、誰もが理解しておりますとも！　しかしここは、無力な民の為に、是非ともその御力をお貸し下され！」

			　ミョルマイルがキラキラした瞳でマサユキを見ながら、そんな事を言い出した。未いまだにマサユキの実力を勘違いしたままだが、訂正する必要はないと思っている。

			　というか、意外な事にヒナタだって、マサユキの事を勘違いしている節があるのだ。

			　恐るべし、マサユキ！　と思いつつ、ここはマサユキ伝説を見守るのが吉であろう。

			「……そうですね」

			　嫌そうに答えるマサユキ。その表情を見るに、もうウンザリという心情がありありと読み取れた。

			　ちょっと哀れだが、ここは頑張ってもらいたいものである。

			「それでは、僕が預かっている義勇兵団で、治安維持に努めますね」

			「頼む。もう知っていると思うが、ラミリスのお陰で町への被害は最小で済むと思う。戦時が始まったら、地上の都市部も迷宮内に隔離する手筈になっているんだよ」

			　この情報は、幹部や関係各所には通達済みである。

			　別に取り締まったりはしていないので、避難訓練の際に逃げ遅れた者達から噂うわさ話は流れているだろう。そうやって少しでも、不安解消に繋げたいという思惑もあった。

			「まあね！　アタシの力も凄いけど、それは師匠のお陰ってワケよ！」

			「うむ。我の強大過ぎる魔素エネルギーをラミリスに貸し与える事で、この大技を成し遂げておるのだよ。言ってみれば、友情の勝利というヤツだな」

			　ラミリスのお陰で地上部を迷宮内に隔離出来るようになったのだが、それはヴェルドラの協力あってこそだった。ここは素直に感謝しておく。

			「ありがとう、二人とも。非常に助かるよ」

			「え、そう？　まあね、まあね！　もっと褒めてくれてもいいんだよ？」

			「クアハハハ、そうだぞ！　もっと我等を褒め称えるが良かろう！」

			「はいはい。ありがとう御座います！」

			　ちょっと褒めるとコレですよ。

			　だがまあ、今回は本当に助かっている。

			　迷宮内に隔離すると言っても空も見えるし、住民達には何が起きたか気付かない者もいるほどだ。

			　帝国軍の暴威に晒さらされる事もないので、その点は本当に凄いと思っているのである。

			「だがリムルよ、心するが良いぞ」

			「ん？」

			「万が一の場合だけどね、師匠が倒されて百階層を突破されちゃったら、その時は一気に迷宮の外まで町が放り出されちゃうのよさ。無理している反動ってヤツなのよ」

			「なるほど、そういう心配もあるのか。だけどそれって、ヴェルドラが負ける前提だろ？　もしもそんな状況になったら、町がどうとか言ってる場合でもなさそうだな」

			　もしもそんな状況になったら、俺達も全力で戦闘に参加している事だろう。町の状況なんて、気にしている余裕もないハズだ。

			「まあ、我が負けるなどあり得ぬがな」

			「だよね。迷宮十傑もいるし、その点は心配ないと思うワケ！」

			　確かにラミリスの言う通り、そもそもヴェルドラの出番もないと思う。だけど、万が一の場合には……。

			「その時は、マサユキがいるさ」

			「ファッ!?　ちょ、ちょっと待って下さいよ！　治安維持だけならともかく、そんな状況で僕に何が出来るって言うんですか？」

			　軍の指揮さえした事がないと叫ぶマサユキに、さもありなんと俺達は頷いた。マサユキを神聖視しているミョルマイルまでも、それはそうだろうという顔で頷いている。

			「安心しろ、マサユキ君。君が軍を指揮出来るとは思っていないさ。今はヒナタと相談している最中なんだが、聖騎士団クルセイダーズから君の補佐官を派遣してもらうように頼んでいる。多分了承されるだろうから、君の助けになる副官になってもらうつもりなんだ」

			「そうでしたか、それなら安心ですね」

			「それにだ！　子供達を護衛につけるから、君の安全も──じゃなくて、守ってやってくれよ」

			「わっはっは！　勇者様に守っていただけるなら、あの子達も安全というものですな！」

			「も、勿論ですとも」

			　脂汗を流しながら、マサユキが頷く。

			　マサユキも子供達の実力は知っているので、守られるのが自分の方だと理解しているのだ。

			　それに、クロエもいる。いざという時には、マサユキ達を守ってくれる事だろう。

			　これにて、必要な議題は話し終えた。

			　対策は万全だが、何が起きるか最後までわからない。

			　それに──

			　不安な点がないわけではないのだ。

			　クロエの記憶にあった、俺の死。

			　帝国には今の俺を殺せるような強者がいる──というのは、疑いようもない事実であった。

			　ソイツが出てきたら、迷宮十傑でも止められないだろう。いや、逆に──

			《告。敵の手の内を暴く為にこそ、迷宮十傑を配置しているのです》

			　そんな事だろうと思ったよ。

			　智慧之王ラファエルさんはあくまでも、俺の身の安全を第一に考えてくれているみたいだ。

			　その事を嬉しく思いつつ、同時に覚悟を決める。

			　何がなんでも、俺が仲間達を守ろうと。

			　戦争なんていうバカバカしい行為で、誰かが傷付くなど真っ平なのだ。

			　その決意を胸に、その日の会議を終了したのだった。

			


			＊

			


			　マサユキからの住民説得は上う手まくいったようだ。

			　どうやら、『魔王を説き伏せて町を守るように確約させた』的な話になったみたい。

			「流石は勇者様！」

			「頼もしい！」

			　という、冒険者や移民して来た者達からの賛辞を一身に受けて、複雑そうな表情をしたマサユキが目撃されている。

			　だが、そんな表情さえも──

			「勇者様の憂いの表情って、萌もえますわね」

			「あれだけの譲歩を魔王から引き出せたというのに、勇者殿はまだ満足なされておらぬな」

			「左様左様。奥ゆかしい御人よ」

			「この町は勇者様が守って下さっているんだ。ついでに魔王リムルもいるし、帝国が攻めて来ようが怖くねーぜ！」

			「おう！　全て任せておけば安心というものよ！」

			　──的な解釈に繋がり、マサユキの評価が更に高まる結果となった。

			　マサユキの苦悩が、他の誰かに気付かれる事はなかったのだった。

			　そうして、町の住民も穏やかに日々を過ごしている内に、遂にその日がやって来た。帝国軍が、その姿を現したのだ。

			　平和な日々は、終わりを迎える。

			　真夏の夜の夢の如く、唐突に。

			　そして、戦争が始まる──

		

	
		
			　


			

			


			

	

終章　皇帝の覇道

			


			「目が覚めたのね、ルドラ」

			　車椅子に座る豪ごう奢しゃな衣装を着た男に向けて、蒼色の髪の美女がそう問いかけた。

			　その美女とは、大会議室で主導権を握っていた張本人。〝元帥〟その人である。

			「ああ。それで、会議はどうなった？」

			「大遠征が決まったわ」

			「大儀。ガドラは反対したであろう？」

			「ええ。あの老人は現実的だもの。〝異世界人〟の兵器如ごときでは、〝竜種〟に太刀打ちすら出来ない。そんな当たり前の事に、気付かないはずがないものね」

			「クックック、そうであろうな。だがそれでも、大遠征は為なさねばならぬのだ。余が、この世の王であると知らしめる為にな」

			　それこそが、ギィとの約定である──と、皇帝ルドラは小さく呟つぶやいた。それから、気持ちを切り替えようと穏やかに笑う。

			「それで、ヴェルグリンドよ。お前の見立てでは、今回はどうなると思う？」

			　ヴェルグリンド──それは、この世界では四体しかいない〝竜種〟の名前の一つだ。

			　炎を象徴する真紅の竜は、〝灼しゃく熱ねつ〟を司る。

			〝暴風竜〟ヴェルドラよりも古き個体にして、不滅の竜。その名は、〝灼熱竜〟ヴェルグリンドと言った。

			　──その名を冠する者は、この世界で唯一人──

			　問われた美女がルドラに答える。

			「勝利するわよ。必ず、ね。巣穴に籠ったドワーフを叩たたき出し、新参の魔王の慢心を打ち砕いて、惰眠を貪る我が愚弟の目を覚まさせて、世界の支配者はルドラ──貴方なのだと、ギィに認めさせましょう！」

			　その名を呼ばれる事に、何の不自然さも感じさせない。

			　そう。

			　彼女こそが、ヴェルグリンド。

			　最強たる〝竜種〟の一体──〝灼熱竜〟ヴェルグリンドなのだ。

			　そんな偉大なるヴェルグリンドを相手に、皇帝ルドラは親し気に話を続ける。

			「そうか。それは重ちょう畳じょうよな。それで、お前の弟は出て来ると思うか？」

			　その問いに、ヴェルグリンドは思案せずに答える。

			「ええ、ルドラ。出て来るわよ。あの子、お祭りが大好きだもの。でも──なんだかあの子、封印が解けたというのに本調子じゃないみたい。荒れ狂うように暴力的だった魔嵐が観測出来ないし、地球上のどこからでも感知出来るような妖気オーラまで、綺き麗れいに消え失せているのよ。もしかすると、まだ復活が万全じゃないのかもよ？」

			「……それでは、余の軍勢で倒せてしまうやも知れぬな」

			「それはそれで一興だわ。愚弟を手懐けた程度で図に乗って、私の可愛かわいい姪まで誑たぶらかす魔王には、少しばかり手痛い目を見て欲しいもの」

			　そう会話して、二人は笑い合った。

			　ルドラとヴェルグリンドにとっては、作戦の成否などどうでもいいのだ。

			　ギィとのゲーム、それは世界の支配権を賭けたものである。

			　そのゲームには、複雑なルールは存在しない。〝駒〟だけを使用して、相手の陣地を制圧すれば勝利である。

			　盤上は、世界。

			　駒は、魔物と人類。

			　最初の持ち駒は、ギィが魔物や魔人達でルドラが人類の一部だった。しかしそれは、長い年月の内に入れ替わりが繰り返された結果、今では相互に混こん沌とんとした状況に陥っている。

			　敵の駒を奪うのも、ルール上何の問題もないからだ。

			　そして──

			　ギィとルドラにとって最強の手駒なのが、それぞれのパートナーである〝竜種〟なのだった。

			　こうした手駒のみを動かす──というのが、このゲームの唯一絶対のルールなのである。逆に言えば、ギィとルドラが直接対決しないのならば、何をしても構わないという事であった。

			　しかし当然、世界が滅亡するのはゲームオーバーとなる。それは彼等の本意ではないので、そんな事態にならぬように手加減する必要もあった。

			　ただし、このゲームには不確定要素イレギュラーが存在した。

			　最後に残った〝竜種〟ヴェルドラと、原初の悪魔達だ。

			　このイレギュラー達は、ゲーム外の存在である。味方に引き入れるも、敵に回すのも、全てはプレーヤーたるギィとルドラ次第なのだ。

			　ギィの手駒の一人──協力者である魔王レオンは、その支配地が原初の黄ジョーヌによって脅かされている。

			　西方の地には原初の紫ヴィオレもおり、迂う闊かつに動けば甚大な被害を受ける事になるだろう。

			　そして東方には、あの原初の白ブランがいた。

			　絶大な力を誇る悪魔は、死というものと無縁であった。根源から滅ぼすのも不可能ではないが、それには念入りな準備を必要とするだろう。

			　そんな犠牲を払うよりも、交渉して味方に引き込めればそれが一番である。それこそが、ギィとのゲームを有利に進める為の最善手であると、ルドラとヴェルグリンドは考えていた。

			　ヴェルグリンドが戦えば、原初の白ブランをも葬ほうむれる。しかしそれをすると、その地方の被害は想像を絶するものになるだろう。

			　現実的ではない、というのが結論だったのだ。

			　それに、西側諸国は独自の論理で動き始めたのも誤算であった。

			　西方の地で誕生したルミナスという土着神が、いつしか一神教へと成長していた。その強固な支配体制でもって、西側の民を一つに纏まとめ上げてしまったのである。

			　ルミナスの正体が魔王であると気付いたが、宗教として定着した後では後の祭りだったのだ。

			　ルドラが東方を完全に支配下に置いた頃には、西側は一つの勢力圏として一致団結した後だった。それが原因となり、ギィとルドラのゲームは膠こう着ちゃく状態へと陥ったのである。

			「〝勇者〟クロノアや〝勇者〟グランベルの活躍で、西側を攻めるのが困難になったのは手痛かったわね。あの者達が現れなければ、今頃はとっくに貴方が勝利していたでしょうに」

			「そうとも限らん。余の覇道を妨げる者が現れたのも、ヴェルダナーヴァが仕組んだ試練なのだろうさ。あの者は昔から、悪巧みが大好きだったからな」

			「ええ、そうだったわね。お兄様にも困ったものだこと……」

			　そう言って、ルドラとヴェルグリンドは過去を懐かしむように微ほほ笑えみあった。

			「だが、時は来た。全ての駒は出で揃そろい、余が勝利する時は近い」

			「今回こそ、ギィと我が姉ヴェルザードに王手をかけたいわね」

			「ふふっ、ギィは狙っているぞ。お前がヴェルドラと戦えば、隙をつく気でいるだろうな」

			「ええ、忌々しい。そうでなければあの時も、私の手であの子ヴェルドラを始末していたものを──」

			　それは、前回の大遠征での失敗を指す言葉だった。

			　ヴェルグリンドが出ていれば、ヴェルドラでさえも脅威ではなかったのだ。しかしそれをすると、ギィによって漁夫の利をさらわれる公算が高かった。

			　最強の駒である〝竜種〟を動かすには、万全の準備が必要不可欠なのだった。

			　それに、今が絶好の機会なのは間違いない。

			　ルドラが世界各地に放っている密偵から、様々な報告が上がっていた。

			「長かったが、待った甲か斐いがあったな。西側を攻略する上での、最大の障害が消えたぞ」

			　唯一神ルミナスの正体が、魔王ルミナスだった。正体さえ判明すれば、その戦力も予想が付くというものだった。

			　しかも、ルミナスの代理だった魔王も滅び、〝七曜の老師〟も失脚した。

			　その上──

			「邪魔だったグランベルも黄よ泉みへと旅立ち、西側諸国での脅威は激減したわね」

			「その通りだ。余の覇道を邪魔する者共は、手を下さずとも滅びへと向かっておる」

			　それこそが、ルドラが頂点に立つべきであるという天啓に他ならない──と、ルドラとヴェルグリンドは、そう信じて疑わなかった。

			「それでルドラ、調子はどうなの？」

			「全て問題ない。余の力──〝天使之軍勢ハルマゲドン〟だが、何時でも使用が可能となっておるよ」

			〝天使之軍勢ハルマゲドン〟とは、ルドラが持つ究極の力だ。その発動には厳しい条件があり、一度使ったら次に使用可能となるまでに長い時を必要とする。

			　帝国が今まで動かなかった理由はただ一つ。

			　ルドラが再び〝天使之軍勢ハルマゲドン〟を使用出来るようになるまで、ただひたすらに待っていたからであった。

			　その結果として、最大の障害と見み做なしていたグランベルまで消えた。ルドラが勝利を確信するのも、ある意味で当然だったのである。

			　そしてギィはと言うと、魔王達を完全には掌握していなかった。

			　協力関係が築けているとは言い難く、各々の魔王達は好き勝手な行動を取っている。個々の勢力範囲は広大だが、ルドラからすれば脅威ではなかったのである。

			「今回は、圧倒的に有利だな」

			「でも、時間がないでしょう？　私の愚弟を、強引にでも仲間に引き入れたいわ。そうすれば、ギィへの対策にもなるわね。我が姉ヴェルザードさえどうにか出来れば、レインやミザリーはどうとでもなるもの。それで相談なのだけど、貴方の〝支配〟の力は──？」

			「安心せよ。ヴェルドラの意識を戦いに集中させれば、その隙をついて、余の〝王権之支配レガリアドミニオン〟にてヤツを手中に出来るだろう」

			　それを聞いたヴェルグリンドは、冷たい美貌に柔らかい笑みを浮かべた。

			「あら、それじゃあ勝利は間違いなしね」

			「無論だ。全てが、余の筋書き通りに動いているよ」

			「ならいいわ。心配なのは、貴方の──」

			「言うな。これもまた、自然の摂理なのだ。不便なものだな、人の肉体というのは……」

			「ルドラ……」

			「自我と記憶を継承したまま何度も生まれ変わると、〝魂〟そのものが摩耗する。ガドラのように休息期があれば良いのだろうが、余には許されぬ贅ぜい沢たくだ。そんな真ま似ねをすれば、余の力が、再び封印されてしまうであろうよ」

			　そうなればルドラは、能力の解放を最初からやり直す事になってしまう。転生の度にそんな真似をしていては、とてもではないがギィに勝利するなど望めないであろう。

			　今回のルドラは、自身の力が完全な状態になるまでひたすらに待った。故に、全ての力は解放されており、万全の状態であると言える。

			　ただし──

			　その状態を維持する為に、ルドラはかなりの無理をしていたのだ。

			　今世でのルドラは、側室どころか正妃すらも立てていなかった。帝国の正妃は飾りでしかないとはいえ、これは異常な事である。

			　それはつまり、自身ルドラのスペアとなる皇子も生まれていないという意味だからだ。

			　皇子が生まれるという事は、自身の力が分離されるという意味ではない。ルドラの転生は特殊であり、生まれた皇子が全ての力と知識を継承するのである。

			　完全なる万ばん世せい一いっ系けい──後継者どころの話ではなく、皇子こそが真の皇帝であるとさえ言えるのだ。

			　それが、今世ではいない。

			　その理由こそが、〝天使之軍勢ハルマゲドン〟の使用時期に関係する。

			　皇子に力を継承してしまえば、成人するまでの間は能力スキルに制限がかかってしまう。それは、強大過ぎる力の反動を抑え込めないのが原因であり、ルドラにはどうする事も出来ない性質のものであった。

			　そして今、今世では最高の条件が整っていた。この条件を見逃して皇子に転生してしまえば、十数年のロスタイムが生じてしまう。

			　ルドラはそれを嫌ったのだった。

			　そして、ヴェルグリンドの不安はもう一つある。

			　力を限界まで溜め込んでいるせいで、ルドラが精神的疲労が極限に達そうとしていたのだ。

			　眠りの間隔が短くなり、常に倦けん怠たい感かんに襲われている。その状態は、ルドラの〝魂〟の摩耗を加速させていた。

			　皇子に力を譲渡し、〝天使之軍勢ハルマゲドン〟の発動時期を遅らせれば、その状態は緩和される。しかしルドラは、絶対にそれを為そうとしなかった。

			　時は今。

			　今回でギィとの決着をつけるつもりなのだ。

			　そんなルドラを痛ましそうに見るヴェルグリンド。

			「残された時間はどのくらいなの、ルドラ──？」

			「お前が気にする事ではない。少なくとも、世界の支配が完了するまでは、余が倒れる事はないと約束しよう」

			「そう、そうね。貴方ならそう言うでしょうね……」

			「そんなに悲しそうな顔をするでない、ヴェルグリンドよ。今回勝利して、全てを終わらせるのだ。お前は心配などせずに、余の覇道を見届けるがいい」

			　そしてルドラは、傲岸不遜な笑みを見せた。

			　それは正しく、支配者としての貌だ。

			　全てを支配する、覇道を歩む者。それこそが、英雄帝ルドラなのである。

			


			

			


			　そんなルドラを見て、ヴェルグリンドも覚悟を決める。

			「そうね──それでは私も、久しぶりに慈悲の雨を降らせましょう。安らかなる死めぐみを振り撒いて、貴方の覇道を邪魔する者共を討ち滅ぼしてあげるわ！」

			　そう告げて、ヴェルグリンドはルドラを優しく抱きしめた。

			　それからも二人は、心ゆくまで語り合う──

			　そして、翌日。

			　歴史上でも例のない大軍勢が、帝国から魔国連邦テンペストを目指して出撃したのだった。
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